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序章 研究の対象と方法

本論 文 の テー マ は 、 「障害 者 の 自立生活 の展 開」 で あ る。 この論 文 で は、 「働 く」 とい

うこ とを 中心 に据 えて議論 を展 開 させ て い きた い。 そ して これ らの テー マ は 、脳性 マ ヒの

障害 を もっ筆 者 が これ まで の人 生 で体 験 した こ と、 関わ っ てい るこ とと、深 い っ なが りが

あ る。

さて、これ まで 障 害 者 は 、目に 見 え る形 で あ るい は 目に 見 え ない 形 で 「保 護 す べ き者 」

と して 、 教 育 や 就 労 な どに お い て 「社 会 に役 に 立 た な い 」 存 在 と して 、 様 々 な 形 で 差

別 を受 け て き た。 障 害 者 は社 会 に よ って 作 られ る1)。 障 害 者 は 障 害 者 で あ る た め に 、

あ るい は 障 害 を もっ て い るた め に 、 似 た よ うな 状 況 に お か れ 、 共 通 した 体 験 をす る。

そ して そ れ は 否 定 的 な もの で あ る。 労 働 能 力 が あ る に もか か わ らず 、 障 害 者 だ か らで

き るは ず が な い と決 めつ け られ た た め に 就 職 で き な い。 入 試 で 合 格 点 を取 っ て も設 備

が な い か ら入 学 は不 可 能 だ と して 入 学 を 不 許 可 に され た りす る。 ま た 階 段 しか な い た

め 、周 りの 人 た ち の 手 を借 りな け れ ば 上 が れ な い 。 結 局 、 社 会 の な か に行 き 場 所 が な

い か ら在 宅 、 ま た は 社 会 福 祉 施 設 に入 所 ・通 所 す る しか な い。 これ ら は 障 害 者 で あ る

た め に被 る体 験 で あ る。

障 害者 は 、 「保 護 す べ き者 」、 「社 会 に役 に立 た な い者 」 と され て き た が 、 そ の な か で

重 要 な役 割 を果 た して き た の は 、 措 置 制 度 で あ る。 措 置 制 度 と は、 社 会 福 祉 の サ ー ビ

ス対 象 者 に対 して 、 「措 置 」 とよ ばれ る行 政 機 関 の行 政 行 為(措 置 権)に 基 づ い て サ ー

ビス を提 供 す る し くみ の こ とで 、 障 害 者 施 設 や 特 別 養 護 老 人 ホ ー ム な どの入 所 に あ た

っ て 、 措 置 権 の行 使 を通 じて 、 受 給 資 格 の 有 無 の認 定 と給 付 され るサ ー ビス 内 容 の決

定 が行 わ れ る もの で あ る。 わ が国 の福祉 サー ビス は第2次 世界 大 戦 以 降、約50年 間に わ

た り、措 置 制度 に よっ て行 われ て きた 。利 用 者 に サー ビス を選択 す る権 利 は 、 自由 に与 え

られ て はい な か った。 措 置制 度 の な かで そ のサ ー ビス決 定 を担 っ て きた の は、 専 門家 と言

われ る人 々 で あ る。 中西 正 司 は、 「専 門家 とは、 当事者 に代 わ って 、 当事 者 よ りも本 人 の

状 態や 利 益 につ い て 、 よ り適 切 な判 断 を下す こ とがで き る と考 え られ てい る第 三者 の こ と

で ある」 と定義 して い る2)。 そ の た めに専 門 家 に は、 一般 の人 が持 て ない権 威 や 資格 が与

え られ てい る。 専 門家 が 当事 者本 人 に代 わ って判 断 す る こ とをパ ター ナ リズ ム とい うが 、

障害者 の世 界 で は、 この専 門家 主義 の影響 は大 変強 か っ た。 非 障害者 で あ る専 門家 が 「障
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害 」 を定 義 し、等級 をつ け 、非 障 害者 に近 づ け るよ うに リハ ビ リや 治療 方針 を立 て 、 専 門

家 が適 切 と考 え る ライ フス タイル をお しつ けて きた歴 史 が あ る。 そ の最 た る もの が、施 設

収 容 で あ った。 これ に至 る障害者 福 祉 の形 成 過程 を概観 した の が、 第1章 の 「日本 にお け

る障 害者 福祉 の形成 」 で あ る。

ところで 障害 者福 祉 は、長 い 間 、施設 中心 で行 なわれ て きた。 施設 は障 害 当事者 の ため

にっ く られ た もの で は ない。 障 害 を持 っ子 どもの親 亡 き後 の心配 や 介護 の解 放 を望 む親 の

要 望や 施 設入 所 こそ 、障 害者 が 安全 で管理 が容 易 とい う行 政 上 の理 由な どか ら、施 設 中心

の福祉 施 策 が な され て きた。障害 を持 った人 び とを地 域 か ら施 設 に隔離 す る こ とに よって 、

社 会 の人 々 や企 業 の無 理解 や 障 害者 に対す るネ ガテ ィブ なイ メー ジ を助 長 させ る こ とに も

っ な が った。 一 方 、施 設 に送 り込 まれ た 障害者 を待 って いた の は、規 則 づ くめ の生活 と、

異 性介 護 をは じめ とす る施 設 職員 に よ る絶 え間 ない辱 め 、無気 力感 と低 い 自己評価 に悩 ま

され る希 望 の ない 一生 で あ る。 この よ うな施設 中 心 の施 策 の あ り方 に疑 問 を抱 き、 反発 し

たの は 、 障害者 自身 で あっ た。1950～60年 代 に ノー マ ライゼ イ シ ョン が北 欧 で提 唱 され

てい た 同 じ時期 、偶 然 に も 日本 で も施設 での入 所 生 活 を嫌 い 、 自立生 活 を始 めた の が、 障

害 者 解 放 運 動 の1つ 「青 い芝 の会 」 の 障害 者 た ちで あ った。

現在 、 ノーマ ライゼ イ シ ョン、脱 施設 化 とい う考 え方 は 、社会 福祉 の専 門領 域 だ けで は

な く、社 会 的 に も受 け入 れ られ 、様 々な分 野 に応 用 され てい る。 障 害者 福 祉 の施 設 中心 の

施 策 か ら地 域 生活 中心 の施 策 へ の 転換 は、1981(昭 和56)年 の国 際 障害 者年 を契 機 とし

て、デ ンマ ー クや ノル ウ ェー な どの北 欧 の福祉 先 進 国 あ るい は ア メ リカ にお け る動 き が紹

介 され 、 そ れ に刺激 を受 けた もの と一 般 的 に は、受 け止 め られ てい る。 確 か に福 祉 政策 の

転 換 が これ らの影響 を受 け てい る こ とは 、否 定 で き ない で あ ろ う。 実 際 に国 際 障害者 年 を

境 に 「施 設 か ら在 宅 へ と」福祉 政策 が 変化 して い るの は 、間違 い な い。第2章 で は 、 この

点 を踏 ま えな が ら、 わ が国 で脱施 設 化 及 び ノー マ ライ ゼ イ シ ョンが 障 害 当事者 自身 に よっ

て推進 され て いた こ とを障 害者解 放 運 動 に大 きな影 響 を残 した 「青 い芝 の会 」 の障 害者 た

ち を中心 に述べ て い きた い。

「青 い 芝 の会 」 とい えば 、川 崎駅 前 で のバ ス 占拠 闘争 や 障 害児 殺 し減 刑 反対 運 動 に代 表

され る よ うな ラデ ィカル な行 動 に よって 、社 会 的 に様 々 な反 響 を巻 き起 こ した が 、 この行

動 の背 景 には 、茨城 県石 岡市 の願 成 寺 で試 み られ た 「マハ ラバ村 コロニー 」の 存在 が ある。

「青 い芝 の 会」の活 動 は、そ の寺 の住 職 で あ った 大仏 空 の 思想 の影 響 をか な り受 け てい る。
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ま た 障 害 者 は 、社 会 か ら差 別 され る の み な らず 、 障 害者 自身 も障 害 を外 面 で は 克 服 出

来 た と して も 、どこ か で 「自分 自身 の存 在 を 疎 ま しい者 」とい う感 情 を 内包 して い る。

この よ うな考 え に警 鐘 を鳴 ら し、世 の障 害者 た ち に内 な る変 革 を促 し、大 き な影響 を与 え

たの も 「青 い芝 の 会」 で あ った。 第2章 で は、 「青 い 芝 の会 」 の代 表 を務 め、 大仏 空 の薫

陶 を受 けた横 塚 晃 一 の思想 をみ て い きた い。

障 害 者 解 放 運 動 の も う1つ の 流 れ は 、 ア メ リカ か ら入 っ て きた 「自立 生活 思 想 」 で あ

る。 「自立 生活 思想 」 は、従 来 の 「身 辺 自立」 や 「職 業経 済 的 自立 」 に と らわれ な い 「障 害

者 らしい生 き方 」を もた らした。そ の一 例 と して 障害 者 自立生活 セ ン ター をあ げ る こ とが出

来 る。 自立 生活 セ ンター は2つ の側 面 を持 つ 。① サ ー ビス等 を利 用 し、 自分 自身 の 自立

生 活 を営 む た め に 自立 生 活 セ ン ター に 関 わ る障 害 者 、② これ ま で就 労 が不 可能 と され て

きた 重度 身 体 障 害者 を 自立 生 活 セ ン タ ー の職 員 と して雇 用 し、サ ー ビス提 供 者 と して 関

わ らせ る こ とで就 労 を作 り出 してい る とい う2つ の側 面 で あ る。自立 生活 セ ンター は従 来

の障 害者 福祉 で は見 られ な か った形 態 を作 り上 げて きた。 そ の典 型 例 と して 特 定非 営利 活

動 法人 ・茨 木 市 障 害者 生 活 支 援 セ ン タ ー 「す て っぷ21」 を 取 り上 げ る。

これ まで 障害 者 は 、 「何 に もで き ない 不能 者 」 とい うレ ッテル をは られ て き たが 、 自立

生 活 セ ン ター で 給 料 を も らっ て働 く こ とで 「働 け る 障 害 者 」 で あ る こ とを他 者 にア ピ

ー ル す る こ とを 可 能 に した
。 第3章 で は 、 以 上 の よ うに障 害 者 自立 生 活 セ ン ター の位

置 づ け と課 題 に つ い て 述 べ る。

第4章 で は、 障害者 の就 労 を取 り上 げた い。 障 害者 は、 その 障害 に よって 十 分 に 「働 け

ない 」 とい うこ とが、 世 間か ら差 別や 偏 見 を受 け る理 由の1つ にな って い る。働 く とい う

こ とは、収入 を得 て生 活 の糧 を得 るばか りでな く、社 会 か らの承 認 、社 会 参加 、社 会貢 献 、

自己実現 な ど、様 々 な側 面 を持 っ てい る。 障 害者 で あっ た と して もそれ は同 じであ る。 と

こ ろが障 害 を もつ 多 くの人 た ちは 、 「働 く」 とい う選択 肢 を 自 らの意 志 で選 ぶ こ とがで き

ない。 多 くの 障害 を もつ 人 た ちは 、養護 学 校 な どを卒業 して も、労働 市 場 で企 業 に就 職 で

きな い状 況 に あ るた め、社 会 参加 や 自立 が難 しい。 そ の結 果 として 、在 宅 や社 会福 祉 施 設

に入所 、ま た は通所 して い る現 状 が あ る。

そ こで 、 障害 者 が職 業 を通 して社 会 参加 を促進 す る こ とを 目的 と して 、 「障害 者雇 用 の

促 進 に 関す る法 律 」 が制 定 され て い る。 この法律 は、従 業 員56人 以 上 の民 間企 業 に、全

従 業員1.8%以 上 の身 体 障 害者 か 知 的障 害者 を雇 うことを義 務 づ けて い る。従 業 員301人
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以 上 の未 達成 企 業 に は、不 足人 数1人 につ き、月 額5万 円 を支払 う障 害者 雇用 納 付 金制 度

が設 け られ 、納 付金 の徴収 が行 われ て い る。 そ して 徴収 され た納 付金 は、 障害 者 を雇 用 し

てい る企 業 に奨 励金 や 助 成金 とい う形 で支 給 され てい る。 しか しなが ら、 特 に大 手企 業 で

は、 障害者 雇 用 が進 ん で い ない とい う実態 が あ る。 障害 者雇 用 が進 ま ない理 由の1っ と し

て、雇 用 率 を達 成 で き な くて も罰 則 規 定 が な く、未 達成 企 業 の名 前 も公 表 され ず 、障 害者

雇 用納 付 金 を納 付す れ ば よい しくみ にな って い るこ とが あ った。 この よ うな状 況 を打 開す

るた め に、 障害 者 運動 団体 は 、長年 にわ た って 各企 業 の雇 用 率 の 開示 を要 求 して きた が、

近 年 、 よ うや く厚 生労 働省 は企 業 ご との雇 用 率 を 開示す る よ うにな っ た。 そ れ に ともない

各 企業 は、株 主 代表 訴 訟 や企 業 イ メー ジの低 下 を避 け るた め、雇 用 率 を達 成す るた めに特

例 子会 社 を設 立 す るな どの対 策 を打 ち出 して い る。

一方
、 企 業 で一般 就 労 で きな い 障害者 は、 授 産施 設 や作 業 所 な どの福 祉 施設 で働 く こ と

が多 い。 そ の労 働 条件 は、環 境 や設 備 も十分 で な い ところ が多 く、賃 金 も福祉 的就 労 と位

置 づ け られ 、都道 府 県 の最 低 賃金 が適 用 され な い ので.月平 均 で1万 円 しか ない 。 また授 産

施 設や 作 業 所 の仕 事 は 、下請 作 業 が 主 で あ るが、それ だ けで は施設 の運 営 を維持 で きな い。

そ の た め多 くの施設 で は、 空 き缶 の リサ イ クル ・牛 乳パ ックの再 生 は が き ・木 工品 ・ク ッ

キー な どの製 造 を行 って い る。しか し商 品 が売 れ な いの で 、給 料 が1万 円に しか な らな い。

商 品 が売 れ な けれ ば給 料 も上 が らない 。 ヤマ ト福 祉 財 団 の小 倉 昌男 は、各 地 の授 産 施設 や

作 業所 を回 り、そ の現 状 を見て 、驚 き とシ ョ ックを受 け る。 そ こで 意識 改 革 を促 す べ く施

設 職員 向 けの経 営 セ ミナ ー を開催 し、 障 害者 が 自立 す るた めの方 法 の1つ と して 、ス ワン

ベ ー カ リー を立 ち上 げた が 、 これ は 障害者 の雇 用 の場 の確 保 を 目指 した もの で あ った。 こ

第4章 で は 、関西 で第1号 にな っ たス ワンベ ー カ リー茨 木 店 に焦 点 をあて 、そ の発 想や 課

題 につい て 考察 したい 。

今 、障 害者 福祉 は転 換 点 を迎 えてい る。 少 子 高齢 化 な どの激動 す る社 会 情 勢 の変 化 の 中

に あっ て、福 祉 ニ ー ズ は、 ます ま す多 様化 、深刻 化 、複 雑 化 してい る。 福祉 サー ビス は 、

今 や 高齢者 や 障害者 な どの一 部 の 特定 の 人 た ちだ けの もので は な く、 国 民全 体 をサ ー ビス

の対象 と して い る。 この よ うな変化 に対応 す るた め、社 会 福 祉構 造 改 革 で は、 「利 用者 の

選 択 」 「主 体性 」 「サ ー ビス提 供者 との対 等 な関係 」 が理 念 として掲 げ られ 、 「措 置 か ら

契 約へ 」 の利 用 方式 へ の移 行 が な され た。 それ に と もない 、高齢 者 分 野 で は、2000(平 成

12)年 に介 護保 険制 度 が 、障 害者 分 野 で は、2003(平 成15)年 に支援 費 制度 が導 入 され
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た。 そ の後 、特 に障害 者 分野 で は 、サ ー ビス利 用者 の急激 な増加 に よっ て、財 源 不 足 に陥

り、 制度 維 持 が 困難 にな っ た た め、2006(平 成18)年 に支 援 費 制度 に代 わ り障害 者 自立

支 援法 が導入 され て い る。 こ こ数 年 の障 害者 福祉 の制度 や サ ー ビス の早急 な変 更 は、 障害

者 及 び家 族 、サ ー ビス提供 者 の 問 に、 様 々 な不安 や 動揺 、混 乱 を もた らす 結果 とな った。

そ こで第5章 は、状 況 の整理 も兼 ね て2000(平 成12)年 か ら2007(平 成19)年 まで の

障害者 福祉 の動 向 をま とめ た。

な お、 第1章 ・第2章 ・第3章 は、特 に肢 体不 自由の身 体 障害者 を対 象 に 、第4章 は 、

身 体 障害 者及 び 知 的障 害者 を対象 に して い る。 第5章 は、身 体 、知 的、精 神 を含 めた 障害

者 全般 を対象 に して い る。研 究方 法 と して は、第2章 ・第3章 は、イ ンタ ビュー に よ る聞

き取 りを、第4章 では 、イ ンタ ビュー に よ る聞 き取 りに加 え 、郵送 及 び電 話 に よる ア ンケ

ー ト調 査 を実施 した
。

第1章 日本 における障害者福祉 の形成

1-1明 治 か ら昭和 初期 の障 害者 施 策 につ い て

我 が 国 の 障 害者 福 祉 及 び 障害 者 雇 用 制 度 の源 流 は 、1931(昭 和6)年 の満 州 事 変 か ら

1945(昭 和20)年 の太 平洋 戦 争敗 戦 まで の15年 戦争 の過 程 の なか にみ る こ とが で き る。 日

本 の社 会保 険 ・社 会福 祉 な どの社会 保 障 制度 は、この時期 に現在 の原型 が形成 され て い る。

また 同時 に 「日本型 福 祉社 会 」 とい うわ が 国 にお け る福 祉 の あ り方 、 考 え方 が形 作 られ て

い る こ ともみ る こ とがで き る。 そ の あ り方 及 び 考 え方 は 、 日本 の障 害者 福 祉や 雇 用 につ い

て も、大 きな影 響 を及 ぼ してい る。 そ こで本 章 で は、 身 体 障害者 を 中心 に して 、戦 前 よ り

1960年 代 か ら70年 代 ま で の 日本 の障 害者福 祉 の流れ を見 て い くこ とで、 わが 国 にお ける

福祉 の あ り方 につ い て 問題 点 を明 らか にす る。

日本 の障 害者 福祉 とい えば、第2次 世 界 大戦 の敗 戦 まで は 、近代 化 の過 程 で起 って きた

い くつ かの 戦争 遂行 上 生 じる諸 問題 に対処 す るた めの 傷疲 軍 人援 護 に対す る ものが 主 で あ

った。 そ の 一方 で 、一 般 の 障害者 に対 す る施 策 は、 救貧 対 策 の なか の1つ と して扱 われ て

きた。 我 が国 の救 貧 対策 は、1874(明 治7)年 に制 定 され た 「位 救 規則 」 に始 ま る3)。 位 救

規 則 の対 象 は 、寡婦 ・孤児 ・病 人 ・廃 疾者 とされ た が 、原 則 は 「人 民相 互 の情 宜 」 つ ま り
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地 縁 ・」血縁 に よ る相 互 扶助 で あっ た。 そ の うち独 身 で 労働 能 力 がな く 「目下差 置難 無告 ノ

窮 民 」つ ま り、 ど うして も相 互扶 助 に頼れ ない 緊急 を要 す る該 当者 につ いて は 、男 性 が3

合 、女 性 が2合 の50日 分以 内の米 を支給 す る とい うもので 、50日 経 て ば どん な事 情 が あ

って も打 ち切 られ た。 労働 能 力 の ない70歳 以 上 の老 衰者 及 び廃 疾 者 は年 米1石8斗 、13

歳 以 下 の者 に は年米7斗 と定 め られ て い た。僅 かで も労働 能 力 が あれ ば、 対象 には な らな

か った ので あ る。 そ の実施 主 体 は 、 内務省 で あ り、 そ の経 費 は 国庫負 担 を原 則 と した。 憧

救 規則 は、 地域 自治 に基 づ く 「義 務 救 助」 で は な く、 中央 集 権 体制 に基づ く 「制 限 救助 」

と して いた とこ ろに特 色 が あ った。

この時 代 の貧 困に対 す る捉 え方 は、 貧 困 の原 因 が疾病 で あれ 、障 害 で あれ 、経 済 変動 で

あれ 、す べ て 「個 人」 あ るい は 「自己」 の責任 で あ る とい う思想 に貫 かれ 、救 済 は 国や 地

方 公 共 団体 が積 極 的 にす るもの で は な く、家 族 ・親 族 や 民 間の 慈善 に任 せ るべ きだ とい う

考 え方 が強 く流 れ て いた。 血 縁 家族 中心 に行 う介護 を 「日本 型福 祉 」 とい うが 、 日本型 福

祉 の根 底 に流れ て い る のは 「自助 」 で あ る。 「家族 の な か に病人 や 障 害者 が いれ ば 、家 族

や親 族 で介護 や 世話 を看 るの は 当 り前 」 とい う考 え方 で あ る。 現 在 に至 るま で 「家族 に介

護 が必 要 とな った ら、家族 が面倒 を看 な けれ ば な らな い」 とい う日本 人 に根 強 く残 る思 い

は、 この時 代 に原型 を見 るこ とが 出来 るの で はな か ろ うか。 そ の背 後 に は、 富 国強 兵 ・殖

産 興業 とい う国の 目標 が あ った。 しか し、大 恐慌 や 凶作 に よ る貧 困 の拡 大 に対 す る労働 力

の保 全 と社 会 防衛 の観 点 か ら地域 自治 に も とつ く公 共救 済 を国家 制度 とす る必 要 が あ る と

い う考 え もあ り、1929(昭 和4)年 に 「救 護 法 」が成 立 す るが、財 政難 のた め 、1932(昭

和7)年 ま で実 施 が 出来 な か った。 この 時代 、社 会 福祉 と して は、傷 疲 軍 人援 護 に対す る

もの 以外 は、特 に見 るべ き もの が なか った。

で は傷 疲 軍 人 援護 と して は、 どの よ うな対 策 が な され た の で あ ろ うか 。 戊辰 戦争 以 来 、

戦 争 で発 生 した多 くの戦 傷病 者 に対 して 、1871(明 治4)年 に 「陸軍 下 士官 兵 卒給 俸諸 規

則 」 が 、1875(明 治8)年 に 「陸軍武 官 傷疾 扶 助及 ヒ死 亡 ノ者 祭 棄並 二 其家 族 扶助 概 則 」

が、1890(明 治23)年 に 「軍 人 恩給 法 」、1894(明 治27)年 に 「下 士 官兵 卒 家族 援助 令 」、

1904(明 治37)年 に 「下 士 官兵 卒 家族 援助 令 」 、1906(明 治39)年 に 「廃 兵 院法 」 が相

次 い で制 定 され た。 廃 兵 院法 は、傷 病 兵 の なか で肢 体 の 自由を失 った者 や 生活 困窮 者 を収

容 し、 国費 で扶 養す る主 旨か ら設 置 が 決 め られ た もの で 、 同法 に基 づ いて 、東 京 廃 兵 院 が

設 立 され て い る。 この よ うに傷疲 軍人 や戦 死 病傷 者 の家 族 に対 して 、法 制度 を整 え、手厚
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い保 護 と安 心 を保 障 しなが ら、 この間 に は、 日清 ・日露 戦争 の2つ の大 き な戦争 が遂行 さ

れ て い る。 大正 時代 に入 る と、1918(大 正7)年 に 「軍 事救 護 法 」 が、1923(大 正12)

年 には、 「恩給 法 」 が制 定 され て い る。軍 事 救護 法 は 、軍 人(下 士 ・兵 卒)と そ の遺 家族

へ の救 護 を定 めた もので 、公 務 の た め に傷 病 を受 けた 軍人 、 現役 お よび応 召 中 の軍人 の家

族 、公 務 の た め に死 亡 した軍 人 の遺 族 を対 象 とす る もの で、 生業 扶助 ・医療 扶 助 ・金 品給

与 を内容 としてい た。そ して これ らの被 救護 者 を 「貧 困の た め に救 助 を受 け る者 」とせ ず 、

公 民権 を失 わせ る こ ともな か った。

1-2厚 生省 創 設 と社 会保 障施 策 の概 要

昭和 にな り、1931(昭 和6)年 の満 州 事変 以 降 、軍 部 がカ を持 って 台頭 して くる よ うに

な る と、1936(昭 和11)年 には 皇道 派青 年 将校 らが2・26事 件 を起 こ し、 高橋 是 清蔵 相

ら重 臣 を殺 害 、 岡 田啓 介 内 閣 を倒 した 。 そ の後 を受 けて成 立 した広 田弘毅 内 閣 は、政 治 的

発 言力 を増 した軍部 の方針 を受 け入 れ 、 中国へ の侵 略 、 ソ連 へ の攻 撃 、南進 政 策 を決 定 し

た。特 に陸 軍 は 「軍部 大 臣現 役 武 官制 」4)を 利 用 し、1945(昭 和20)年 の敗 戦 まで 政治 に

影 響力 を持 つ よ うに な った。 こ うした事 態 を背 景 に 国防 国家 、 軍事 国家建 設 が 追求 され 、

そ れ と ともに 、 国民生 活 の安 定 、 国民 の 体力 の増強 が行 政 の方針 ・課題 に取 り上 げ られ る

よ うに な る。 こ うして保健 衛 生行 政 を 中心 と した新 省 の創 設 が必 要 と され る よ うにな った

ので あ る。 そ して 陸軍省 に よ って提 案 され た1936(昭 和11)年 の 「衛 生 省案 要綱 」 が厚

生省 の原 型 を準 備 した。

社会 事 業 の企 画 ・運 営 を担 当す る新省 を創設 し ょ うとい う考 えは 、既 に1922(大 正11)

年 に出 され て いた。この 当時 、社 会情 勢 な どか ら内務 省社 会 局 で は、社会 事 業 、労働 行 政 、

保 険制 度 を一本 化 して担 当す る 「社 会省 」 を設 置 した い とい う提 案 が な され て いた が 、 こ

の提案 は認 め られず 、外 局へ の 昇格 で 終 わ って しまっ た。 しか し、そ の後 も社 会 的 な不 安

を受 け とめ対策 を講 じるべ きだ とい う考 え は、根 強 く残 るこ ととな った。

で は何 故 、軍 部 は 国防 国家 、 軍事 国家建 設 の た めに 「衛 生省 」 の設 置 を求 めた の で あ ろ

うか。 軍 部 に とって最 も切 実 な 問題 は 、徴 兵制 度 にお け る 「壮 丁 体 質 の悪 化 」5)の 問題 で

あ った。 徴兵 制 は、軍 部 と国民 を結 ぶ 窓 口で あ る。 国 民 の健 康 問題 は本 来 、本 人 自身 、家

庭 レベ ル の 問題 で あ る。 しか し、 大量 動員 を想 定 した徴 兵 制 の も とで は、 国民 の健 康 問題
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は、 国家 レベ ル の 問題 に昇格 す る。 徴 兵検 査 を通 して 、 大勢 の不 合 格者 が見 出 され 、 「壮

丁 体質 の悪化 」 及 び 「国民 の体位 」 の水 準 の低 下 が 明確 に な ってい た。 拡 大 してい く海 外

との戦 争 に対す る戦力 と しての 人 的資源 は、 当然 の こ と と して 国民 一人 一 人 の体力 と精神

力 で あ る。 そ のた め に保健 衛 生 部 局 を一本 化 して 国民 の精 神 と体 力 を鍛 え る こ とが 緊急 の

課題 と され た ので ある。

1937(昭 和12)年 に第1次 近衛 文 麿 内 閣が 成 立、新 省 の創 設 は、 広 田弘毅 内 閣か ら近

衛 内 閣 に引 き継 がれ る こ とに なっ た。 近衛 首 相 は 、 この 内 閣の課 題 として 「福 祉 国 家 の設

立 」 を挙 げてお り、軍 部 に よ る衛 生省 設 立 の要 求 を受 けな が らも、 社会 改 良 的 な施 策 を重

視 して 、衛 生 とい う狭 い範 囲だ けで な く社 会 局 も含 む社 会 的 な機 関 に した い とい う考 え を

持 ってい た。この よ うな状況 のな か で軍部 は、衛 生省 案 に替 えて 「保 健 社 会省 」案 を提 出、

「国 民 の体位 の 向上」 を主 張す る軍部 と 「国民福 祉 の増 進 」 の社 会政 策 を志 向す る政府 の

間で 、新省 のそ の基 本 的 な性 格 と役 割 をめ ぐって議 論 が激 しく行 われ 、最 終 的 に は、 軍部

と政府 の主 張 をそれ ぞ れ 取 り入 れ 、 は じめ は構想 に入 っ てい な か った 「体 育局 」 と 「労働

局 」 を設 置 す る こ とで、 落 ち着 く こ とにな った。

こ うして 、1937(昭 和12)年 に 日中戦 争 が 勃発 、戦 争 の拡 大 と長 期 化 の なか で 、1938

(昭 和13)年1.月11日 、厚 生省 が誕 生 した。厚 生 省 の省 名 は 、書 経 ・左 伝 に あ る 「正 徳

利 用厚 生 」 か ら 「厚 生 」 とい う語 を とって命名 され た。 衣食 を充 分 に し、 飢餓 や寒 さに困

らな い とい う意 味 で あ る。 初 代厚 生大 臣 の人 選 は、 軍部 が難 色 を示 して難航 したが 、文 部

大 臣 だ った木 戸 幸 一 が兼務 す る こ と とな った6)。

当初 、厚 生省 の仕 事 と して考 え られ て い た社 会改 良 的 な施 策 は 、産 業 、経 済 、 国防 を高

め るた めの 国民 の 体位 向上 、健 康 の増進 が第1の 目的 で あ り、ま た役 割 とな った。 っ ま り

厚 生省 は、戦争 遂 行 の 目的 の た め に設 立 され た の で あ る。当時 の厚 生省 の行 政機 構 は、 「体

育 局 」 「衛 生局 」 「予 防 局」 「労働 局 」 の5局 と外 局 の 「保 険 院」 「臨 時軍 事援 護 部 」 か

ら成 っ てい た。 そ の他 に、厚 生省 設 置 に伴 い 、衛 生 試 験所 や 栄養 研 究所 の附属 機 関 、 国立

癩 療養 所 や 国立 結核 療 養所 の療養 所機 関及 び 中央 衛 生会 、各調 査 会及 び 審議 会 な どの諮 問

また は調 査審 議機 関 が設 置 され た。

戦争 遂 行 の た めの兵 士 の体位 向上 、 産 業 を担 う労働 者 の体位 向上 を中心 的 に担 う省 と し

て設 立 され た厚 生省 の施策 は、① 衛 生 行政 、 ② 労働 行 政 、③ 社会 事 業 、④ 軍 事援 護 、⑤ 社

会保 険 と多 岐 にわ た って い た。 それ ぞ れ の施 策 の要 点 は以 下 の とお りで あ る。
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① 衛 生行 政

高度 国防 国家 を建 設 す るた めに 、衛 生行 政 には結 核 死 亡率 ・乳 児 死 亡率 の減 少 、 国 民の

栄養 状 態 の 改善 とい う従 来 の課題 以外 に、い か に して人 口を増 加 させ 、国 民 の体 力 を 向上

させ る か とい うこ とが課題 と して あ った。

結核 につ い て は、結 核 予 防 国民 運動(1936年)が 展 開 され 、 「結 核 予 防法 」が改 正(1937

年)さ れ た。1942(昭 和17)年 には 、結 核 の 撲滅 を 目指す 「結 核 対策 要 綱 」 が 閣議 決 定

され た。乳 幼児 対 策 と しては 、 「国民 体力 法 」(1942年)に 基 づ い て、死 亡 率 の低 下 、資

質 の 向 上 が強 調 され た 。1942(昭 和17)年 、保 険 医 の指 定制 度 、診 療 報 酬 の公 定 化 の た

め に、 「健 康 保 険 法」 と 「国民健 康 保 険法 」 の 改正 、 医療 施設 の体 系化 と医療 従 事者 の協

力 体 制 を強 化 す るた め、 「国民 医療 法 」 も制 定 され た。1940(昭 和15)年 には 、悪 質 な

遺 伝性 疾 患 を もっ者 へ の優 生 手術 と、 健全 な者 へ の産児 制 限 の 防止 を内容 と した 「国民優

生 法 」 が制 定 され 、翌 年 、実 施 され た。

② 労働 行 政

日中戦 争 が長 期化 の様 相 をみせ る なか 、労働 行 政 の基 本 的課 題 は 、戦 争 遂行 に必要 な生

産 の た めの 労働 力 の供 給 体制 を作 り上 げ るか にあ った。 戦 時 体制 へ の移 行 に伴 い、 重化 学

工業 の生 産 力拡 大 を 目的 と した 産 業構 造 の再 編成 が行 な われ 、膨 大 な 労働 力 の需 要 が発 生

した。 一 方 で産 業 の労働 力 に配慮 しない ま ま で、大 量 の兵 力 を動 員 した た め、 著 しい 労働

力 不足 に陥 っ た。 特 に工 場技 術者 や 技 能者 の不 足 が深刻 とな り、企 業 間で 労働 者 をめ ぐる

争 奪 が起 こっ た。 労働 力 不足 を背 景 に して、 労働 者 自身 も高 賃金 の 条件 を求 め て激 し く移

動 す る よ うに な った。そ れ に対 して 、労働 力 の調 達 を図 るた めに職 業 安 定所 が 国 営化 され 、

「従業 者雇 入制 限例 」 「従業 者移 動 防 止令 」 「国民 労務 手 帳 法」 「労務 調 整令 」 な ど、労

働者 の移 動 を禁 止す るた め諸 対 策 がつ ぎつ ぎ と制 定 され てい っ た。

これ よ り先 、 「国家 総 動員 法 」 が1937(昭 和12)年4月1日 に公 布 され 、5.月5日 か

ら施行 され た。この 法律 に よって 国 は、人 的資源 及 び 物 的資 源 を動 員 出来 る よ うにな っ た。

また1939(昭 和14)年 に は 「国 民徴 用令 」 が公 布 、政 府 は莫大 な 予算 を軍事 費 に投 入 し

てお り、生 産部 門へ の予 算 、す な わ ち 日常生 活 に必 要 な物 品、食 糧 の生産 な どへ の予算 を

さ くこ とが 困難 にな って い た。 ま た生 産活 動 の 中心 を軍需 産 業 にお き、そ こへ 労働 力 を集

中 させ てい た。 国 民徴 用令 は、 労働 力 を強制 的 に軍 需 工場 な どに配 置転 換 で き る とい う内
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容 を含 んで い た。 ま た、 賃金 上 昇 を抑 え る こ とを 目的 と した 「賃 金 統制 令 」 、長 時 間労働

を抑制 す るた めの 「工 場就 業 時 間 制 限令 」 も 同年 に公布 ・施 行 され た。 労 使 関係 の統制 も

行 われ 、 産 業 を通 して 国に奉 仕す る とい う産 業報 国運動 も盛 ん に進 め られ た。

や がて 戦争 が厳 し くなっ て くる と、 「労務調 整 令 」 が制 定 され 、戦 争 遂行 に とっ て必 要

性 の低 い 産 業労 働者 の軍 事産 業 へ の徴 用 、 さ らに学 生や 婦 人 、女 性 を勤 労 動員 に よっ て強

制 的 に徴 用 す る こ と も行 な われ る よ うにな った。 軍 関係 者 以外 の国 民 を勤 労報 国隊 と して

組 織 し、軍 需 関係 の仕 事 につ かせ る 「国 民勤 労報 国協力 令 」(昭 和16年)、14歳 以 上 の

未 婚者 を労働 者 として動員 す る 「女 子 挺身 勤 労令 」(昭 和16年)、 中等 学校 以上 の学 生

を動員 す る 「学 徒 勤労 令 」(昭 和19年)と 太 平洋 戦争 末 期 には、 女性 や 学 生 も労働 力 と

して 軍需 工 場 で働 く こ とが 当然 の こ との よ うにな って しま った ので あ る。

軍需 工 場 で の労働 が過 酷 に なれ ば な るほ ど、 け がや病 気 も多 くな って い く。 食 事 や居 住

生 活 が十 分 に保 障 され て い ない な かで 、過 酷 な 労働 は 、 労働 災害 や 労働 事 故 を多発 させ 、

多 くの負 傷者 や 病 人 を 出す こ とに な る。 この よ うな状況 に対 処す るた め、1941(昭 和16)

年 に 「医療保 護 法 」が成 立 した。この法律 は、そ れ まで あ った 医療 保 護 のす べ て を統 合 し、

国の 事務 と して生 活 に 困窮 して い る人 々 に適 用 す る こ とに した の で 、対 象 者 は増加 した。

後 に負 担 金 を本 人や 家 族 か ら徴収 す る よ うにな るが、 多数 に上 る要保 護 者 へ の対 応 は 、保

護 か ら漏 れ て しま う多 数 の対 象者 を も生 み 出す こ とにな った。

③ 社会 事 業

社会 事 業 は 、 日中戦 争 の激 化 に伴 い 、戦 死者 が急 増 し、傷疲 軍 人 が一 層増 加 した こ とも

あ って、対 策 を迫 られ て いた。 「銃 後 生活 」対 策 と して 社会 事 業 が拡 大 され 、1938(昭 和

13)年 、民 間社会 事 業 に対 す る保 護 育成 と国 の指 導 監督 の 強化 を内容 とす る 「社 会 事業 法 」

が公布 され た。 前年 の1937(昭 和12)年 に は、児 童保 護 と母子 保護 の対 策 と して 「母 子

保護 法 」 が 制定 され てい る。 そ れ は、 戦 時体 制 にお い て 、子 ど もを生み 育 て る こ とに主 眼

がお かれ 、 人 的資源 と して の子 ど もは国 の宝 で あ り、子 どもの育 成 につ い て は 、国 が責任

を持っ べ きで あ る とい う考 え方 が 強 ま った か らで あ る。10人 以 上子 どもを生 み 育て た 多子

家 庭 の表 彰 、結 婚斡 旋 施設 がつ く られ 、結 婚 資金 の貸付 も行 な われ るな ど、結 婚 ・出産 が

奨 励 され た。 また 、健 康 に子 どもが育 つ た め に保 健 所 に よ る妊 産 婦保 護 政策 が とられ 、妊

産 婦 に は全員 手 帳 が交 付 され 、健 康 相 談 、体 力 検査 が行 われ 、保 育 所 の設 置 も行 なわ れ た。
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こ うした対策 は、子 どもが無 事 に 育つ こ と と同時 に、女 性 が働 きな が ら子 育 て が可能 にな

る こ とを 目的 と してお り、女 性 が働 く工場 や 事務 所 に も保 育 所 を設 ける こ とが 法律 に規 定

され た7)。

ま た太 平 洋 戦争 突 入 後 の1942(昭 和17)年 に は、 「戦争 災 害保 護 法 」 も公 布 され た。

この法 律 は、戦 争 に よ る災害 を受 けた 人 々へ の救 済 を 目的 と した もの で、 救助 、扶 助 、 給

与 金 の支 給 が行 なわれ た 。「救助 」は 、戦 争 災害 に よって 、生 活 困窮 の陥 った者 に対 し、一

時的 で最 低 限度 の保 護 を行 な うもので あ る。 そ の 内容 は 、食 品 、衣服 、寝 具 な どの 生活 必

需 品 な どの 給与 及 び貸 与 、 医療 ・助 産 、埋 葬 、 そ の他 生活 全般 に及 ん でい た。 原則 と して

現 物給 与 で 、費 用 はす べ て 国家負 担 で あ り、 対象 者 には貧 富 の 区別 を設 けな か った。

「扶 助 」 は戦 争 災害 に よ り、 けがや 疾病 にな った者 及 び そ の家 族 、戦 争 災害 に よ り、 身

体 に著 しい 障害 の残 る者及 び そ の家 族 、戦 争 災 害 に よ り、死 亡 した者 の家 族 が対 象 と され 、

扶 助 の種類 に は、 生活 扶助 、療養 扶 助 、 出産扶 助 、 生業 扶 助 の4種 類 が あっ た。 これ は救

護 法 な どの よ うに、劣 等 処遇 の 考 え方 に基 づ い て行 な われ た もので な く、 救済 に主 眼が 置

かれ てい る もので あ る。

「給 与 金 」 は戦争 災 害者 や ま た はそ の遺 族 に支 給 され る もの で、療 養 ・障害 ・打切 ・遺

族 ・葬 祭 の 各給 与金 が あっ た。

戦争 災 害保 護 法 は 、前 述 した よ うに、救 護 法等 とは そ の性 格 が異 な って お り、被 保 護 者

は、公 民 権 や選 挙権 、被選 挙 権 を剥 奪 され る こ とがな く、給 与金 品 に対す る公 課 や 差 し押

さえが 出来 な い こ とに なっ てい た。

社会 事 業 は、 対 象者 を 困窮 者 に限 定せ ず 、 広 く国 民全 体 に拡 大 してい っ た。そ の こ とは

国民 の ほ とん どを軍 需 関係 の職 場 に徴 用 した政府 に とって 当然 の成 り行 き とい え る。戦 時

下 におい て 、社 会 事業 は限定 主義 、劣 等処 遇 を こえて普 遍 主 義 を とる こ とに な った ので あ

る。 この よ うに戦争 に協 力す るす べ て の 国民 を対 象 に しな けれ ば、 戦争 の 遂行 は不 可能 だ

った の で あ る。

④ 軍事 援護

満州 事 変 か ら敗 戦 まで の15年 戦争 を通 じて 、国民 生活 に最 も重 要 な役 割 を担 った の は、

軍 事援 護 で あ った。 社 会 事業 は 「隣保 相扶 」 を基本 と してい るが、 軍事 援護 も例 外 で はな

か った。 軍 事援 護 の性 格 を 臨時 軍事 援護 部 発 行 の 「軍事 援護 事業 概 要」 は、 「軍 事援 護 は
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国民 の 隣保 相 扶 に依 る こ とを以 て本位 とし、 国 民 の隣保 相 扶 を以 て して も尚且 つ 足 ら ざる

場 合 に始 めて 国 はそ の足 ら ざる部分 を補ふ と云 ふ のが理 想 で あ り、 ま た実 際 にそ うあ らね

ばな らぬの で あ る」と述 べ て い る8)。 しか し、国 が 隣保相 扶 や 自発 援護 に期 待 を か けて も、

現 実 に戦 争 の負 担 に耐 えて い る国 民 に とって は 、 国家 の援護 は犠 牲 に対 す る代 償 で あ り、

国が 中心 とな って動 か なけれ ば、戦 争 は遂 行 で き なか っ たの で あ る。

1937(昭 和12)年 に軍 事救 護 法 が 「軍 事扶 助 法 」 と改称 され 、傷 疲 軍 人 と軍 人 遺族 に

対 して 、① 傷疲 軍 人 の範 囲 を拡 大 し、 扶助 の条件 を緩和 、② 傷疲 軍 人 な らび にそ の遺 族 ・

家 族 の範 囲 を拡 大 し、扶助 の条件 を緩 和す るな どの諸対 策 が 講 じ られ た。

1938(昭 和13)年 には 、 臨 時軍 事援 護 部 の傷 兵 保護 課 が拡 大 され 、外 局 と して 「傷 兵

保護 院」が設 置 され た。それ は傷疲 軍 人 の療 養 、保 護 な どの対策 を主 管す る組 織 で あっ た。

傷 兵保 護 院 の特 色 と して は 、独 立 自営 の た めの職 業 訓練 や 再就 職 にっ いて の施 策 が あ る。

傷 疲 軍人 本 人 だ けで は な く、軍 人 の遺 族 につ い て も、 臨 時軍 事援 護 部 にお い て遺 族援 護 課

が新設 され るな ど対策 が 強化 され た。1939(昭 和14)年7月 に は、 臨 時軍 事援 護 部 と傷

兵保 護 院 が 統合 され て 「軍事 保護 院」 とな った。

軍事 保護 院 は、総 裁 、 副総裁 の下 に官 房 と援 護 ・業 務 の2局7課 を有 し、 そ の直 接 下部

機 関 と して 、結 核療 養 所40、 温 泉療 養所10、 精神 、 脊椎 、頭部 戦 傷療 養 所各1、 傷疲 軍

人職 業 補 導所3、 失 明軍 人寮 、失 明 軍人 教 育所 な どの膨 大 な国 立施 設 を もつ もの で あっ た。

初代 軍 事保 護 院 副総裁 児 玉 政介 は、 「軍事援 護 事 業 は 、一般 のい わ ゆ る社 会 事 業 とは本

質 におい て 差異 が認 め られ 、 わが 国体 の本 義 よ りす る、 国民 皆兵 の 最 高道 義 と、国 民一 体

の隣保 相 扶 の情 誼 に基 づ い て、 実施 せ らるべ き厳 粛 な る国家 事業 で あ り、 いや しく も個 人

主 義 的 な権利 義 務 の観 念 よ り発す るもの で ない こ とを、先 ず 第一 に明 らか に してお かね ば

な らない 」 と設 置趣 旨 を述べ て い る9)。

軍事 援護 は大 き く分 類 して、① 入 営 も し くは応 召 した軍 人 お よび そ の留 守家 族 に対 す る

援護 、② 傷疲 軍 人 お よび そ の家族 に対 す る援護 、③ 戦没 者 遺族 に対す る援護 、④ 帰還 軍 人

お よびそ の 家族 に対 す る援 護 が あ った 。傷 疲 軍人 の援護 につ い ては 、恩 典 お よび優 遇 、 軍

事 扶助 、医療 保 護 、職 業保 護 、 傷兵 院 にお け る収 容 保護 、金 融お よび負 債整 理 、慰 籍 な ど

の精神 的 援護 、労力 ・奉仕 的援護 、身 上相 談 な どが行 な われ た。 傷疲 軍 人 の職 業 対策 につ

いて は、 軍 事保 護 院 は、職 業 補 導所 を設置 し、各 地 方 に も傷疲 軍 人職 業 補 導所 を置 いた。

そ の職 業 指 導方 針 と して は 、①傷 疲 軍 人 に勤 労報 国の意 義 を理 解 させ る と共 に、職 業 に関
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す る知 識 を与 え る こ と、② な るべ く入 営 また は応 召 前 の原職 に復 帰 させ る こ と、③ 原 職 復

帰 困難 者 は、 な るべ く原職 に類似 す る職業 中 よ り適 職 を選 定 して、従 事 せ しめ る よ う指 導

す る こ と、④ 新 規 に仕 事 を求 め る者 や 新規 の仕 事 に転 ず る必 要 の あ る者 に対 して は志望 ・

適 性 ・家 族 関係 ・居 住 地 等 を考慮 して 、適 職 を選 定 す る こ と、⑤ 職 業再 教 育 を必 要 とす る

者 には、 退 院後 た だ ち に職 業 再教 育 を受 け る よ うに指導 す る こ との5つ で あ っ た。

ま た軍 事 援 護 業 務 を補 佐 す る団 体 と して は、 「軍 人 援 護 会 」 と 「銃 後 奉公 会 」 が あ り、

軍 人援 護 会 は戦 没 軍人 の遺族 、 傷疲 軍 人 お よび そ の家族 、現役 又 は応 召 中の軍 人 お よび そ

の家族 等 に対す る各 種 の援 護 事 業 を行 い 、 「軍人 と して後顧 の憂 い が生 じな い よ うにす る

こ と」 が 目的 で あっ た。 当初 よ り半官 半 民 の色彩 が強 か った が 、最 終 的 には行 政 が 軍人 援

護 会 とそ の 支部 の 事務 を請 け負 ってい た。 事 業 と して は 、生 活援 護 ・医療 援護 ・育英 ・慰

籍 ・身 上 相 談 ・職 業補 導 ・精 神 教化 な どを実施 して い た。

一方
、銃 後 奉 公会 は市 町村 単位 で あ る各 種 の銃 後 後援 団体 を整備 統 合 して誕 生 した。銃

後 奉公 会 の 目的 は、 「国民皆 兵 の本 義 と隣保 相扶 の道義 とに基 き、 挙郷 一 致兵 役 義務 服行

の準備 を整 ふ る と共 に、 軍事 援護 の実 施 に 当 り、い よい よ義 勇奉 公 の精 神 を振 作 す る」 と

し、事 業 として、兵 役 義務 心 の昂 揚 、 隣保 相扶 の道 義 心 の振 作 、兵役 義 務服 行 の準備 、 現

役 ま た は応 召軍 人 も し くは傷 疲 軍人 な らび にそ の遺 族 ・家 族 の援 護 、 労力 奉仕 そ の他家 業

の援助 、弔慰 、慰 問 、身 上お よび家 事 相談 、 軍事 援護 思想 の 普及 徹底 な どが あ った。 銃 後

奉 公会 は、 軍人 援護 会 の下部 組織 の役 割 を果 た した の で あ る。

⑤ 社会 保 険

社会 事 業 が特 定 の 困窮者 のみ を対 象 に して きたそ れ ま で の傾 向 に対 して、 戦 時下 にお け

る社会 事 業 は 、広 く国民 全体 へ とそ の対象 範 囲 を広 げ て きた。 戦 争遂 行 の た め に国 民や 労

働者 の健 康 や生 活 の保 障 と向上 を実現 す るた めに 、社 会保 険 制度 の導入 が図 られ た。 社 会

保 険 は加 入者 のす べ て に保 障 され る権利 で あ る。 わが 国最 初 の社 会保 険 は、勤 労者 が加 入

す る1927(昭 和2)年 の 「健 康保 険 法 」で あ る。 この 時 は、大 恐慌 の前後 で あ り、保 険 料

も低 く、国庫負 担 額 も少 ない もの であ った 。1934(昭 和9)年 に は、健 康 保 険 法 の改 正 が

行 われ 、そ の適 用範 囲の拡 大 が 図 られ た。 そ の結 果 、労働 者 の3割 が加 入 す る こ とにな っ

た。1938(昭 和13)年 に は、 「国民健 康 保 険 法 」 が成 立 、勤 労 者 だ け でな く、す べ て の

国民 が健 康保 険 に加 入 す るこ とが 目指 され た。医療 問題 を社 会事 業 や救 済 事 業 が扱 うに は、
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対 象者 が あま りに も多 い た め、社 会保 険制 度 を導入 しな い 限 り、 国民 の生 活や 健 康 を維 持

で きな い と考 え られ た 。 しか し、 この 時 は任 意 加 入 とな っ てい る。1942(昭 和17)年 の

国民健 康保 険法 改 正 で 、都 道 府 県 知事 に普 通 国民健 康保 険組 合 の強 制設 立 の権 限 を認 め、

そ の組 合 につ いて は 、強 制加 入方 式 を取 るこ と と した。

ま た 当時 の労働 者 に は、失 業保 険や 退職 金 制度 もな く、この よ うな課 題 に対応 す るた め、

1941(昭 和16)年 に 「労働 者 年金 保 険 法 」 が制定 され た。1944(昭 和19)年 には 「厚 生

年 金法 」 が成 立 し、保 険 料 は炭鉱 の坑 内夫 は賃金 の15%、 そ の他 一 般 の労働 者 は11%と

され た。 こ こに は養 老 年金 、障 害年 金 、退 職 手 当制 度 も保 険 給付 として含 まれ てい たが 、

養 老年 金 の 受給 資格 を得 るた めに は、20年 の加 入 資格 が必 要 とされ た。その うえで年 金 受

給 金額 は、全 期 間 平均標 準給 与 の25%に す ぎ ない とい うもので あ った。 しか し 自分 の生 活

保 障 の た めに は、 この制度 しか な か った こ ともあ り、年 金 制度 へ の参 加 は、 当然 の こ との

よ うに な った。 厳 しい 戦 時 下の経 済状 況 で あ った が、加 入者 が必 死 で支 払 っ た年金 は、 そ

の積 立金 が膨 大 な金 額 にな った。 しか しなが ら年 金積 立金 の ほ とん どは、 戦争 継続 のた め

の公共 事 業 に投 入 され 、社 会 事 業 関連 に注 ぎ込 まれ た金 額 は、 わず か で あっ た。社 会 保 険

制 度 は 、国 民 が 自らの生活 の安 定 と、そ の保 障 の た めに支 え あい なが ら作 り上 げ る もので

あ る。 しか し、社会 的 な権 利 の保 護 、 ま た はそ の保 障 と して は 、全 く機 能 しな かっ た ので

あ る。 戦 時 国 防政策 の なか で は、 軍事 産業 資 金 の調 達 とい う国策 の な か に吸収 され るこ と

にな っ て しま った の で あ る。

さて厚 生省 の成 立 は、 戦争 遂行 のた めの人 的 資源 の確 保 と体位 の 向上 を 目的 と してい た

が、戦 争 の進 展 に対 応 して厚 生省 の機 構 も変化 した 。最 初 は第2次 世 界大 戦 が 開始 され る

まで の時 期 で省 の機 能 が 拡大 強化 され て い る。 この時期 に新設 され た の は、前 述 した軍 事

保護 院 と職 業局 及 び人 口局 で あ る。 職 業 局 は、 国 民徴 用令 や 労働 力 の配 置 転換 な どに 関す

る動員 計 画 、移 動 計画 を担 当、 人 口局 は 、 国民 の体 力 の 向上及 び 人 口の増 強 を担 当 した。

そ して本 来 、社 会政 策 や社 会 事 業 を担 う労働 局 と社 会局 は、 そ の役割 を大 き く変 質 させ て

い った。 労働 局 の仕 事 は、産 業報 国運 動 の推進 や 賃 金 の統 制 が 中心 とな り、主 に労務 管 理

を担 当 、社 会局 は、生 活 局 と名 称 を変 更 し、 国民生 活 の指 導 と統 制 へ とそ の仕 事 を転換 し

た。 この時期 の厚 生省 の局や 軍 事保 護 院 の増設 、名 称変 更 に よる拡 大 は、 逆 に見 れ ば、社

会 政策 及 び社 会 事 業 の後 退 、縮 小 を意 味 して い た。 そ して戦 時 下体制 に入 る と、政 府 の行

政 簡 素化 の 方針 に従 って 、厚 生省 も縮 小 され る。 特 に労働 局 、職 業 局 は統合 され て 、勤 労
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局 にな り、 労働 力 の再 配 置 、強制 的 な動員 な どの側 面 が拡 大 し、労働 者 の保 護 とい った視

点 は完 全 に消 えて しま う。 就 業 時 間 の制 限 な ど も撤 廃 され 、長 時間 労働 や深 夜 労働 が ご く

当然 の こ とと され るよ うに な って しま う。 さ らに戦 争末 期 にな る と、生 活 局 と人 口局が 統

合 され て健 民局 とな り、 指導 課 の み を残 して他 は廃 止 され た。 っ ま り、社 会政 策 、社 会 事

業 を中心 的 に担 って きた社 会 局 は 、そ の名 称 を生活 局 に変 え、 さ らに指 導課 のみ を残 して

消滅 して しま った の で あ る。 この こ とは 、社 会 事業 とい う人 々 の生活 を保護 す る役 割 も機

能 も失 われ て しまっ た とい うこ とを示 してい る。 社 会事 業 の縮 小 に反 して 、拡 大 ・増 設 さ

れ た の は、健 民 局 で あ った。

以 上 に示 され る よ うに、 国民 の 生活 や健 康 を守 る とい う方 向 で はな く、 軍需 産 業 へ と、

す べ て の国 民 を強制 的 に参加 ・協力 して い く機 構 と して 、厚 生省 はそ の役 割 を担 った ので

あ る。 こ うした厚 生省 の設 立 の経 緯 や そ の後 の展 開は 、戦 後 の 障害者 福 祉 政策 や 障 害者雇

用 の あ り方 に も大 きな影響 を及 ぼす こ ととな った。

1-3身 体 障 害者 福祉 法 の制 定 とそ の成 立過 程 にっ い て

日本 の障 害者 福祉 の進 展 は、第2次 世界 大 戦敗 戦 後 の1949(昭 和24)年12月 、身 体 障害

者 福祉 法 制 定 に始 ま る。 戦後 の 身体 障 害者 は、 障害 原 因 か ら傷疲 軍 人 、戦 災者 、一般 障害

者 の3者 に分 け られ る。 しか しなが ら、戦争 犠 牲者 援 助 、 なか で も傷疲 軍 人 につ い て の救

済 は 、軍 国 主義 の根 絶 を 目指 すGHQの 非軍 事化 と無 差別 平 等 の原則 もあ り、救 済 で きず

に放 置 され た ま ま で あ った。GHQか ら傷 疲 軍 人 を 「優 先 的 に保護 して はな らな い」 と通

達 され てい た ので あ る。 ま た 当時 の身 体 障害者 福 祉 行政 は、 職 業補 導 は勤 労 局 、 医療 は 医

療 局 、生活 保 護 ・補 装 具支 給 は社 会 局 と3分 割 され てい た。 そ の た め、傷 疲 軍人 救 済 を早

急 に行 うた め に制 定 され た のが 、身 体 障 害者福 祉 法 で あ った。

身体 障 害者 福祉 法 の制 定 が遅 れ た のは 、傷疲 軍人 の再 軍 事化 を警戒 す るGHQの 承認 が

遅 れ た こ と、歴 史 的 な前 提 とな る諸 法 を欠 いて い た こ と、行 政 当局 も生活 保護 、児 童福 祉 、

身 体 障害者 福 祉 の順 で解決 を考 えてい た か らで あ る。法 案 制 定 の過程 で主 に論 議 とな った

点 は 、次 の とお りで あ った10)。

(1)法 の性 格 を保 護 法 とす るか更 生 法 とす るか につ いて は 、一 般 人 に比 して障 害 の た め

に職 業 能 力 が損 傷 され てい る面 を補 っ て そ の 自力 に よる更 生 を援 護 す る こ とを 主
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と し、更 生 に必 要 な 限度 で保 護 を行 うこ と。

(2)法 律 の対 象 と して は 、視力 障 害 、聴 力 障害 、言 語機 能 障 害 、肢 体不 自由(肢 切 断 を

含 む)、 中枢神 経 機 能 障害 の五 種 とし、判 定 の 困難 性 や予 算 的 な制 約 か ら結核 回復

者 ・精 神 障 害者 は加 え ない と した。

(3)対 象年 齢 は18歳 以 上 と し、 も はや職 業 活動 の必要 ない者 、職 業活 動能 力 が もはや

問題 に な らな い者 は個 々に 除外 す るこ とと した。

(4)職 業補 導 行 政 、医療 行 政 とは、協 力 関係 を密 接 す る こ とと し、職 業 開拓 を ど うす る

か につ いて は 、一 定以 上 の事 業 者 に対 してそ の 労働 者 の一 定割 合 は必ず 身 体 障害 者

を雇用 しな けれ ばな らない 旨 を法 定す る こ とも検 討 され たが 、健 常 者 にす ら完 全 雇

用 を行 うこ とが まま な らな い労働 事 情 におい て は 、 と うて い 困難 で あ るの で、結 局

は一般 の職 業行 政 の範 囲内 にお い て可 能 な 限 りの協 力 を得 る こ と と した。

そ の他 には 、都道 府 県 知事 へ の 国 の機 関委任 事務 とす る、 生活 困窮 者 は生活 保護 法 で保

護 す る、 更 生資 金 は 国民金 融 公庫 の生 業資 金 貸 出制 度 を利 用 す る、施 設 は収容 ・訓練 ・義

肢 製作 施 設 を 中心 と し、 重度 者 の永 久 収容 や 単 な る住 宅提 供 は含 ま な い、 身体 障 害者 更 生

事 業 は 国の 責任 につい て行 うな どが議 論 され た。

厚 生省 は身体 障 害者 福祉 法 の本 質 を 「賠 償 的 、恩 恵 的 、保 護 的な 法律 と異 な り、身 体 障

害 者 の 自立 更生 を援 助 し、 自立 の た め に必 要 な援 助 を行 い、 以 て身 体 障害者 の更 生 を促進

せ しめ ん とす る もの で あ る」 と説 明 して い る。 つ ま り生活 困窮 の保護 や 身 体能 力 の損 失 部

分 に対 す る補 償 は 目的 とせ ず 、 ま た更 生能 力 が あ りな が ら、 意欲 な く募 金 等 を して い る者

は、援 助 の 対象 外 と され た ので あ る。

こ うして 、身 体 障害 者福 祉 法 はGHQの 承認 の後 、議 員 立 法 とい う形 で提 出 され 、法 案

審 議 を経 て1949(昭 和25)年12A26日 公布 、翌 年 の4月1日 か ら施行 され た。 同法 の

主 な 内容 は次 の とお りで あ る11)。

(1)身 体 障 害者 各 人 の 自発 的 な更 生 意欲 を助 長 す るた め に、 必 要 な器 具 物 品 等 の交 付 、

用 意周 到 な 訓練 を施 し、社 会 活動 能 力 を発 揮 す るこ とを主 眼 とす る こ と。

(2)18歳 以上 の 労働 年齢 に あ る者 で、視 覚 障 害 、聴 力 障 害 、言語 機 能 障害 、肢 体 不 自由

等 の身 体 障 害 のた め労働 能力 を損 傷 され てい る者 を対象 と し、申請 に よ り身 体 障害

者 手 帳 を交 付す る こ と。

そ の他 、厚 生省 に 中央 身体 障 害者 福祉 審 議 会 、都 道府 県 に地方 身体 障害者 福 祉審 議 会 を
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設 置 、知 事 の 下 に身体 障 害者 福祉 司 を置 き、 市 町村 長 は知 事 の行 政活 動 に協力 す る こ とな

どが 定 め られ た。

しか しなが ら、 翌1951(昭 和26)年 の改 正 で は、 第4条 の 「障害 の た め、 労働 能力 を

損 傷 され て い る者 」 が削 除 され て い る。 そ の理 由 と して は、 この法律 の 「更生 」 とは職 業

能 力 の更 生 だ け をや る もの で はな く、 む しろ 日常生 活す べ て につ い て の障 害 を 自力 更生 す

る とい う国 の考 え方 の変化 に よ る。 「職 業 能 力 の 回復 の見 込 み がな い者 は、 障害者 で はな

い」 とい うこ とにな る と、例 えば 、身 体 障害者 手帳 の 交付 の 時 、職 業能 力 の な い重度 障 害

者 は手 帳 の交 付 が受 け られ な い こ と も出 て くる し、実 際 に交 付 が受 け られ な い ケ ー ス も

間々 あ った。 この よ うな こ とを是 正す るた め に改 正 が行 われ た の で あっ た。そ の後 、1954

(昭 和29)年 の法改 正 で は、対 象 とな る障 害 の範 囲 の表 現整 理 を行 い 、よ うや く重度 障害

者 も この法律 の対象 と され たの で あ る。 さ らに1967(昭 和42)年 の改 正 で は、 第3条 で

これ ま で は身体 障 害者 自身 の 「自力 更 生」 だ けを責 務づ けて い た姿勢 を改 め て、 「国お よ

び 地方 公 共 団体 は、身 体 障害 者 の 更生 に手 を差 しのべ な けれ ば な らな い。 国 民 も連 帯 して

障害者 が社 会参 加 で き る よ うに努 め な けれ ばな らない 」 と法律 で打 ち出 した。

こ こで 重 要 な こ とは、当初 の身 体 障 害者 福祉 法 の対象 と して は 、18歳 以 上 の 労働 年齢 に

あ る者 で、 身体 障 害 が あ るた め労働 能 力 を損 傷 され て い るが 、職 業 訓練 な どで社会 復 帰及

び職 業 活 動 に就 くこ とが 出来 る者 、見 込 め る者 が対 象 に な って い る こ とで あ る。職 業活 動

の必 要 ない者 あ るい は見 込 め ない者 、 重度 の身 体障 害 の た めに職 業活 動 能 力 が ない者 、 更

生 能力 が あっ て も、意 欲 な く募金 等 を してい る者 は、法 の対 象外 とされ た こ とであ る。 重

度 障 害者 は援 助 の対 象 には な って い ない とい うこ とで あ る。 生活 困窮 者 は生活 保護 で、 そ

れ 以外 の者 は家 族や 親 族 が世 話や 面倒 を見 る とい うの が 、国 の基 本 ス タ ンス で あっ た。 や

がて 高度 経 済成 長期 を迎 え、核 家族 の進行 や 女性 の社会 進 出に よ り、地 域社 会 、家族 の介

護 力 が低 下 して くる と、 介護 の社 会 化 、す なわ ち施 設 で の介護 が叫 ばれ る よ うにな り、 多

くの入 所 施設 が建設 され るよ うに な る。崇 高 な理 念 が 打 ち 出 され 、 法律 が 改正 され て も、

1981(昭 和56)年 の 国際 障 害者 年 頃 ま で は、 政府 方 針 として、 基本 的 に労働 が 出来 る障

害 者 以外 は、 「保護 す べ き者 」 として、施設 な どで 「保護 」政 策 を取 って い くこ とにな る。

1-4身 体 障害 者雇 用促 進 法 の 制定 とそ の成 立過 程 に つい て

20



身体 障 害者 福 祉 法 は、 これ ま で述 べ て きた よ うに、制 定 当初 は法 の対象 を 「18歳 以 上 の

労働 年 齢 にあ る者 で 、職 業訓 練 な どで 社会 復 帰及 び 職業 活 動 に就 くこ とが 出来 る者 」 して

いた が、 で は これ らの身 体 障害者 に対 して政府 は、 どの よ うな職 業対 策 を講 じてい た ので

あ ろ うか。第2次 世 界 大戦 の敗 戦 に よ る社会 的 な混乱 のな か で、傷 疲 軍人 、 戦傷 病者 の職

業 援護 対 策 を行 うこ とは、緊 急 の課 題 とな って いた 。 そ のた め 、政府 は次 の よ うな職 業援

護 対策 を講 じた。1つ は1949(昭 和24)年12.月 に 「身体 障害者 職 業安 定 要 綱」 を定 め、

同年10月 に制 定 され て いた 「職 業 安 定法 」に基 づ き、公 共職 業安 定 所 に お け る職 業指 導 ・

職 業紹 介 、公 共 職 業補 導所 ・身 体 障害 者職 業補 導所 にお け る職 業 補 導(職 業訓 練)等 を行

うこ とと した ・2)。 しか し、 これ らの措 置 は、 建 前 と して はす べ て の障 害者 に対 し窓 口が

開かれ てい た が、 実際 の運用 面 に おい て は、 選別 主 義 が厳 しく貫 かれ てい た た めに 、そ の

主 な 対象 者 は軽度 の身 体 障害 者 に限 られ て い た。 も う1つ は、1948(昭 和23)年 のヘ レ

ン ・ケ ラー 女史 の 来 日を機 会 に実施 され た 「身 体障 害者 職 業 更生 週 間」 をは じめ とす る、

一 般 国 民 と りわ け
、雇 用 主 に対す る身 体 障 害者 雇 用 の 広報 宣伝 、 啓 蒙活 動 で あっ た ・3)。

しか し、これ らの措 置 は応急 的 な もので 、敗 戦 直 後 の この 時期 の雇 用保 障政 策 につ い て は、

み るべ き もの は、 ほ とん どなか っ た。

障 害 者 の雇 用 促 進 施 策 が多 少 と も独 自の裏 付 け を もっ て行 われ 始 め た とい え る の は 、

1952(昭 和27)年 以 降 の こ とで あ る。 同年4月 に身 体 障 害者雇 用 促 進対 策 を推 進 す るに

あた っ ての 重要 事 項 を審議 す るた め の機 関 と して 「身 体 障害 者雇 用促 進 中央 協議 会 」 が労

働省 に設 置 され 、 翌5月 には 、 「身体 障 害者 職 業 更生 援護 対 策 要網 」 が策 定 され た。 また

6月 に は、 各省 庁 次官 会議 にお い て、 身体 障 害者 の雇用 につ い ては 、 まず 政府 自 らが 民 間

の雇用 主 に率先 して取 り組 む こ とが 当然 で あ る との立場 か ら 「官庁 公 共企 業 体 地方 公共 団

体 等 に お け る身 体 障 害者 雇 用促 進 に 関す る件 」 が 申 し合 わせ 事 項 と して 定 め られ た ・4)。

特 に職 業 安 定機 関は雇 用促 進 の 実施機 関 で あ る こ とか ら職 員 定員 の3%を 目標 に身 体 障害

者 を採 用 す るよ うに努 め るこ とが決 め られ た の で あ る。 これ が割 当雇 用 施 策 の始 ま りとな

った。 なお この3%は 現行 制 度 上 で は、 定 め られ てい な い。 一方 、 民 間企 業 につ い て は、

1952(昭 和27)年 の身 体 障 害者 雇 用促 進 中央 協議 会 の 「身 体 障 害者 の職 業 更 生 に関 す る

意 見 」 に した がい 、分 業化 の比 較 的進 ん で い る50人 以 上 の従 業員 を雇 用 す る雇 用 主 を 中

心 に身 体 障 害者 の雇 用 勧 奨 を行 うな どの措 置 が講 じ られ た。 これ らの施 策 は 、傷疲 軍人 や

戦 争傷 病者 対策 として の側 面 を強 く持 って打 ち出 され た もの で あ った。 身 体 障害者 の雇 用
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促 進 に 関 して 、 よ うや く独 自の施 策 が 採 られ た こ とにな る。 比較 的 生産 力 の高 い軽 度 障 害

者 が 中心 で あ った が 、 はか ばか しい成 果 は得 られ なか っ た。

そ の た め、割 当雇 用 制 度 の創設 を 中心 内容 とす る身体 障害者 雇 用 法 の制 定 を求 め る声 が

友 愛 会 な どの 障 害者 関係 団体 か らは 、高 ま って きて い た。 ま た 国 際的 に は、1955(昭 和

30)年 に 開催 され た 第38回ILO総 会 が 「障害 者 の職 業 リハ ビ リテー シ ョン に関す る勧 告 」

(ILO99号 勧 告)を 採 択 した。そ れ は雇用 を媒介 に障 害者 の社会 参加 を積 極 的 に進 め る と

い う意 図 に基づ き、職 業 指導 、職 業訓 練 、雇 用機 会 の増 大 、保 護 雇 用等 、 障害 者 の職 業 リ

ハ ビ リテ ー シ ョンに 関す る原 則及 びそ の方 法 を明 らか に した もので あ った。 同勧 告 は、雇

用促 進 に関 し、各 国 が採 るべ き措 置 と して、 次 の よ うな こ とを 明示 したの で あ る。

① 使用 者 は、非 障 害労働 者 の解雇 を避 け るよ うな方 法 で 、一 定率 の 障 害者 を雇 用 す る

こ と、② 障 害者 の た め に一定 の職 業 を留保 して お くこ と、③ 重度 の障 害者 が それ に適 した

一 定 の職 業 に雇 用 され る機 会 を与 え られ
、又 は そ の職業 に雇 用 され る よ うな措 置 を とるこ

と、④ 障 害者 に よっ て又 は 障害者 の経 営す る協 同組 合 そ の他 類似 の企 業 の設 立 を奨励 し、

かつ 、そ の 運営 を容 易 にす る こ と、で あった。 そ の後 、多 くの先 進諸 国で は 、 この勧 告 を

受 けて 、最低 賃 金制 度 や社 会 保 障制 度 の確 立 を前提 とした障 害者 雇用 保 障 関係 立 法 の制 定

ない し改 正 が な され てい っ た。 日本 も この よ うな外 的 な動 き と行 政 の措 置 だ け では 限界 も

あ り、政府 は 、障 害者 の雇 用 施策 に 関す る何 らか の立法 措 置 を講 じる必 要 に迫 られ る こ と

にな っ た。1958(昭 和33)年 に 「国 民年 金 法 」 が制 定 され た が、 同法 上 の 障 害年 金 給付

対 象者 は、 労働 能力 の ほ とん ど喪失 した一 部 の 障害 者 に 限 られ てい た。 そ れ よ りも軽 度 の

障害者 に対 して は、年 金 は給 付 され ない建 前 にな って お り、 自 らの 労働 能 力 を活 用す る こ

とに よって 、経 済 的 自立 を 図 る こ とが 期待 され てい た。 この た め、 それ らの 障害者 を対 象

と した 「雇 用促 進 法」 を早急 に制 定す る こ とが 不可 欠 に な って いた とい う理 由 もあ った。

こ うして1960(昭 和35)年7月15日 に 「身 体 障害 者雇 用 促進 法」 が成 立 し、 同月25

日に施 行 され た。① 職 場適 応 訓練 の実 施 、② 身 体障 害者 雇 用 率 の制 定 、③ 身体 障 害者 の適

職 ・作 業 設備 改 善 の た めの研 究 開発 、 ④身 体 障 害者 雇用 審議 会 の設 置 が法律 の主 な 内容 で

あ った。雇 用率 につ いて は 、官 公 庁等 は非現 業 的機 関が1.5%、 現業 的機 関 が1.4%、 民 間

企 業 は現 場 的 事 業所 が1.1%、 事務 的事 業所1.3%、 特 殊 法人 の事 業所 は現 場 的事 業 所 が

1.3%、 事務 的事 業所1.5%と 定 め られ た15)。 しか しこの雇 用 率 の設 定 は 、経 済成 長 に よ

る 自然 発 生 的雇 用増 に大 き く依拠 した もので あった 。 なお 法 の制 定 当時、雇 用 率 を法 的雇
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用 にす るの か否 か 、法 の対象 に結核 回復者 等 の内部 障 害者 や 知 的及 び精 神 障 害者 を含 め る

か ど うかが議 論 され 、関係 団体 か らの働 きか け がな され た が 、結 局 は見送 られ て い る16)。

さて 、割 当雇 用制 度 は盛 り込 まれ た が 、差 別禁 止 規 定 は盛 り込 ま れず 、 障害 の範 囲 も狭

いな か でわ が 国の雇 用 促進 法 はス ター トした。 しか し法 案 の審 議 過程 時か ら指 摘 され て い

た よ うに、 次 の よ うな、 重要 ない くっ か の 問題 点 を抱 え てい た。

第1の 問題 点 は、設 定 され た雇 用 率 が低 い うえ に、雇 用 率 を達 成 す る義 務 が強 制 で はな

く、努 力 義務 に とどま って い る こ とで あ る。 また 民 間企 業 に対す る雇 用率 の適 用単位 が事

業 所 ご とにな って い るた め 、大企 業で あって も比較 的小 規模 の事 業所 を多数 有 す る形 態 の

企 業 で あ る場合 には 、そ の従 業員 の総 数 に比 べ て わず か の雇 用義 務 しかか か らない 。

第2の 問題 点 は 、法 の対 象 とな る障害 者 は 、法律 名 に示 され て い る よ うに 「身 体 障 害者 」

に限 られ て お り、 知的 及 び精 神 障 害者 な どそ れ 以外 の 障害者 は対 象外 とされ てい た こ とで

あ る。 また 法 の対象 者 で あ る身 体 障害 者 につ い て も、社 会 復 帰や 就職 可能 な軽 度 障 害者 が

対 象 で あ って 、重度 障 害者 は対象 と され てい な か った。 ま た身 体障 害者 の範 囲 に は、 内部

障害者 が含 まれ て い な かっ た。

第3の 問題 点 は、障害者 雇 用 に関す る就 業 時 の職 業 安 定所 の役 割 は 、明確 に は な った が、

雇 用 関係 に入 った後 の障 害者 の雇 用 の安 定 につ いて は 、企 業 内部 の 問題 で あ る と して、何

の保 障や 考 慮 も され て いな い こ とで あ る。 また最 低 賃金 の保 障 が欠 けてお り、身 体 障 害者

を雇用 す る民 間事 業主 に対す る雇 用 助 成措 置 等 が欠 けて いた 。

以 上、 問題 点 と して は3点 が挙 げ られ るが 、身体 障 害者 雇 用促 進 法 は 、障 害者 の雇 用 施

策 につ い て 体系 的 に ま とめ たわ が 国最 初 の法 律 と して 、大 きな意 義 を持 った こ とは 、 間違

いが ない で あ ろ う。

こ こまで身 体 障 害者 を 中心 に、 日本 の 障害 者福 祉 と障 害者雇 用 制 度 の形 成 につ い てみ て

きた が 、ま とめ る と次 の よ うにな る。

① 障害者 施 策 は 、位 救 規則 にみ られ る よ うに 、貧 困 対 策 の一 環 と して行 われ 、貧 困や 障

害 の 救 済 は 国や 地 方公 共 団体 が積 極 的 に行 うもの で は な く、 家族 及 び親 族 や 民 間 の慈

善 に よる とい う考 え方 が 強 く流 れ てい た。家族 に障 害者 がいれ ば、そ の救 済や 介護 は 、

家 族 や親 族 が行 うの が 当 り前 とされ た の で あ る。 日本 で は家 族 が 中 心 とな って行 う介

護 を 「日本型 福 祉 」 とい うが、 そ の原 型 を こ こに見 る こ とが 出来 る。

② 社 会保 障 や社 会 福祉 は、 富 国強兵 や 日中戦 争 遂行 のた め の国 民 へ の 「安 心 ・安 全 装置 」

23



と して講 じ られ た 。 ま た厚 生 省 も戦争 遂 行 をス ム ー ズ に進 め るた め に設 置 され た。 そ

れ らは 戦争 遂 行 のた め の 国民 に対す る必 要 な措 置 で あ った 。 現在 の年 金 制 度及 び保 険

制 度 の原 型 は、 この 時期 に形 成 され た とい え る。 障 害者 施 策 も傷 疲 軍人 や 戦傷 病 者 に

関す る こ とが 中心 で あ り、一 般 の 障害者 につ い て の対策 は特 に講 じられ なか っ た。

③ 戦 後 、施 行 され た 身 体 障 害者 関連 の 法律 は、 経 済 的 ・職 業 的 自立 可能 な傷 疲 軍 人や 軽

度 の 障 害者 が対 象 で あ り、重 度 身 体 障害 者 や 内部 障 害 、知 的 及 び精 神 障 害者 は 法律 の

対 象外 とされ てい た。

障 害者 に関す る法律 や 制度 は、す べ て の障 害者 が享受 で き るので は な く、傷 疲 軍人 や職

業 自立可 能 な一 部 の軽 度 障害 の 人 々 しか受 け る こ とが 出来 な か った。 戦 前 か ら戦 後 に至 る

まで 、先 天性 の重 度身 体 障 害者 や社 会 復 帰 が見 込 め ない 障害者 は、一部 を除 い て完 全 に 「か

や の外 」 に置 かれ てい た。 「働 か ざる者 、人 に非 ず 」 、 その 象徴 が 戦後 制 定 され た身 体 障

害 者福 祉 法 と身 体 障害 者雇 用 促進 法 で あ り、 法律 制 定 当初 の過 程 にそ の 「考 え」 を見 る こ

とが 出来 よ う。 そ して働 け ない 障 害者 は 、 「保 護 す べ き者 」 と して施 設 に 「収 容 」 され た

ので あ る。

しか し、社 会 や 世 間 の 障害 者 を 「あ っ て はな らな い存 在 」 とい う考 え方 に異議 を唱 え、

社 会復 帰 を 目的 とす る 日本 の障 害者 福祉 が就 労 可能 な軽 度 障 害者 対策 に偏 っ て い る こ とを

批 判 し、稼 働 能 力 の ない 重度 障 害者 に対す る施 策 を要 求 した障 害者 団 体 が 出現 した。 彼 ら

は、 「… 寝 た っ き りの重 症者 が オ ム ツ を替 えて 貰 う時 、腰 を うかせ よ うと一生 懸命 や る こ

とが そ の人 に とって即 ち重 労働 と して み られ るべ きで 、 この よ うな こ とが社 会 的 に 労働 と

して み とめ られ な けれ ば な らな い」17)と 、声 高 らか に主 張 した の で あ る。 この障 害 者 団

体 が 「日本脳 性 マ ヒ協 会 ・青 い 芝 」で あ る。 第2章 で は、 この 「青 い芝 の会 」 の思 想 と運

動 につい て検 討 しよ う。

第2章 脱 施 設化 へ の 営み 「青 い 芝 の会 」 の運動 を 中心 に して

2-1脱 施設 化 へ の流 れ

近 年 、 ノ ー マ ラ イ ゼ イ シ ョ ン(Normalization)と い う言 葉 が 盛 ん に使 わ れ 、 た と え重

度 の 障 害 が あ っ て も 、 地 域 で 暮 らす こ とが 重 視 され る よ う に な っ て き て い る。 そ して 地 域
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で暮 らす 障 害者 も確 実 に増 加 して い る。 また施 設 か ら出 て地 域 で生活 を始 め た知 的 障害者

の声 を集 めた書 物 も最 近 出版 され てい る ・8)。2002(平 成14)年12.月 に策定 され た新 障

害 者 プ ラ ンで は 「新 施 設建 設 は真 に必 要 な も のに 限定 す る」 と打 ち 出 し、 さらにそ の こ と

を強 く打 ち出す た め に、新 しい入 所 施 設 の建 設 につ い て は、 国 の補助 金 を出 さない方 針 を

決 定 して い る19)。 ノー マ ライ ゼ イ シ ョン とは、 高齢 者 や 障 害者 な どハ ンデ ィキ ャ ップ が

あ って も、 地域 の な かで ご く普 通 の生 活 を営 む こ とが で き、 かっ 差別 され な い社 会 をっ く

る とい う基本 的理念 で あ る。 デ ンマー クで1952年 頃 、刑 務 所 の よ うな処 遇 が な され てい

る障 害者 施設 に入所 して い る知 的 障害 者 を持 つ親 た ちに よ って 、「障 害 を持 つ 自分 の子 ども

た ち も人 間 ら しい 生活 を営む 権利 が あ る」 と施設 改 善運 動 が行 なわれ たの が 、 そ の始 ま り

で あっ た。 後 に 「親 の会 」 の運 動 に賛 同 したデ ンマー ク社 会 省 の担 当者 で あ ったN.E.

バ ンク ー ミケル セ ンな どの努 力 に よって 、障 害者 に 「で き るだ け ノー マル な生 活状 態 に近

い生活 をつ く りだす こ と」 とい うノー マ ライ ゼ イ シ ョンの理念 を取 り入 れ た 「1959年 法 」

(精神 遅 滞 者 ケ ア法)が 成 立 した20)。

ノーマ ライゼ イ シ ョンの理 念 は 、1960年 代 に北欧 をは じめ、カ ナ ダ、ア メ リカ 、イ ギ リ

ス等 に広 ま り、この 理念 を取 り入 れ た新 法制 度 が次 々 と生 まれ 、1971年 には 国連 の 「知 的

障害者 の権利 宣 言 」、1975年 「障 害者 の権 利 宣 言」と して実 を結 んだ 。ス ウェーデ ンのB.

ニー リエ や ア メ リカ のW.ヴ ォル フ ェ ンスベ ル ガー に よ り理 念 が体 系化 され 、今 で は 障害

者 だ け でな く、児童 教 育 や高 齢者 の分 野 で も基本 理 念 と され る よ うに な って い る21)。

ノ ー マ ラ イ ゼ イ シ ョ ン の 理 念 が 最 も よ く 表 わ れ て い る の は 、 「脱 施 設 化 」

(Deinstitutionalization)の 動 きで あ る。 入所 施 設 は地域 か ら利 用者 を隔 離 し、人 間

の尊厳 を奪 い 、社会 生 活 を も奪 っ て きた。 入 所施 設 の 閉鎖性 や利 用者 を施設 病 に して しま

う構造 的 な問題 も生 じて い る。 障 害者 が いか に施 設 で 手厚 く保 護 され てい て も、そ れ が隔

離 や排 除 思想 の うえに行 な われ て いた の で は、障害 者 の人 格 を尊 重 す るこ とに は な らない 。

そ こで 施設 のお かれ て い る地理 条 件 を人 里 離れ た 山間部 等 で はな く街 中に 、施設 規 模 を

大 規模 施 設 か ら小規 模 施設 へ 、 生活 単位 を大 部屋 か ら居 室 の 少人 数化 ・個 室化 へ 、 さ らに

は地域 に密 着 した グル ー プ ホー ムや 生 活福 祉 ホ ー ムへ の移 行 な ど、施 設 内で の生活 につ い

て、 同時 代 の 同 じ国 の 同年 齢 の健 常者 の生 活 に、可 能 な 限 り近 い条件 下 にお くべ く、整備

す る努 力 を各 国政府 は進 め て きた。1980年 代 か ら90年 代 に か けて 、福 祉 先 進諸 国の な か

で、施 設解 体 ・地 域生 活 支援 充 実 に 関す る法 律や 制 度 が策 定 され る よ うにな り、現 に北 欧
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の ノル ウェー で は、1995年 を もって 、すべ て の知 的 障 害者施 設 を閉鎖 し、グル ー プ ホー ム

や 自立生 活 あ るい は家 族 との 同居 を基盤 と した 地域 生活 中心 の シス テ ムへ の転 換 を果 た し

てい る22)。

日本 にお い て、 ノー マ ライ ゼ イ シ ョンが提 唱 され る よ うにな るの は 、 「完全 参加 と平 等 」

をテ ーマ に障害 者福 祉 の向上 と啓発 のた め に様 々 な取 り組 み が行 な われ た1981(昭 和56)

年 の 国際 障 害者 年 以 降で あ る。福 祉 先 進諸 国が ノー マ ライ ゼ イ シ ョン理 念 に基 づ い て 「収

容 か ら地 域 へ」政 策 転換 に踏 み切 った1950年 代 か ら60年 代 に か けて 、 日本 で は高 度経 済

成 長期 に入 り、産 業構 造 の変 化や 核 家 族化 の進 行 に した がい 、家 族 の扶 養 ・介 護 能力 は低

下 し、障 害者 と りわ け重 度身 体 障 害者 を社 会 的 に支 え る こ とが必 要 と され て い た。 障害者

は 「社 会 に役 の立 た な い存在 」とされ 、施設 の必 要性 を訴 え る親 た ちの運 動 に応 え る形 で、

重 度 障 害 者 施 設 の 建 設 や 施 設 の 収 容 機 能 を 強 化 す る福 祉 政 策 が推 進 され た 。 政 府 が

1970(昭 和45)年 に 「社 会福 祉 整備 緊 急 五 ヵ年 計 画」 を策 定 した こ ともあ り、 コロニ ー の よ

うな 大規模 障害 者施 設 が 自治 体 に よ り全 国各 地 に次 々 とっ く られ て い っ た。収 容 施 設 にお

け る職 員 に よる入所 者 へ の殴 る ・蹴 るの暴 行 や 生活 費 を横領 す るな どの人権 侵 害 が表 面 化

す るの もそ の 頃で あ る。 現在 で も人 権侵 害 は後 を絶 た な いが 、 日本 は この 時期 、北 欧や 欧

米 の流 れ と逆行 して いた の で あ る。

さて北 欧や 欧 米 で は、 ノーマ ライゼ イ シ ョンが提 唱 され て い た に もかか わ らず 、 日本 で

は大規 模 障 害者 施設 が全 国各 地 に 次 々 と建 設 され てい た1950～60年 代 に、 日本 で も施 設

での入 所 生活 を嫌 い 、 自立生 活 を始 めた身 体 障 害者 た ち がい た。 それ は 「障害 者 は社 会 に

役 の 立 た ない存 在 」 とい う社 会 の あ り方 に反 対 を唱 え、 障害 者解 放 運動 に も大 き な影 響 を

与 えた 「青 い芝 の会 」の 障害者 た ちで あ る。脱 施 設 化 の源 流 と して 、「青 い芝 の 会」の運 動

とそ の思想 を検 討す る前 に社 会 運 動 とは何 か を明 らか に して お こ う。

2-2社 会 運 動 に つ い て

社会 運 動 の原 因 とな るの は、 生死 にか かわ るな ん らか の直接 的 ・具 体 的 な生 活 上 の諸 問

題 で あ る。 そ して 、そ の問題 で 共通 す る悩 み や解 決 を迫 られ て い る人 々が い る。 人 間が 理

由 も根 拠 もな く行動 を起 こす こ とは ない。 社 会 運動 が 生 まれ るの は、 そ の運動 を通 じてで

しか 問題 は解 決 され ない と認 識 され て い るか らで あ る。
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戦後 の 日本 にお い て、社 会運 動 が広 が りをみ せ た のは 、1950年 代 末 の三 井 三池 闘争 を経

て、60年 代 か ら70年 代 に か けて で あ る。 高 度経 済 成長 を背 景 に した豊 か な社 会 が 実現 す

る一方 で、原 子 力発 電 所建 設 問題 、大 規模 公 共事 業 に よる公 害 問題 や 環 境 問題 な ど市民 生

活 の安 全 が 脅 か され る 出来事 が全 国的 に増 加 した た めで あ る。加 えて 人 々の人 権 意識 の高

ま りな どに よって 、民 族 や ジ ェ ンダー とい った社 会 的 な属 性 に基 づ く社 会 運動 、障 害者 を

は じめ とす る様 々 なマ イ ノ リテ ィ運 動 も盛 ん にな った。 それ に ともな い、 わ が 国に お け る

社 会運 動研 究 も進 ん で きた。

戦後 の 日本 にお ける社 会運 動 に関す る社 会 学研 究 の端 諸 を開 いた 北川 隆 吉 は、社 会 運 動

につ い て、「社 会運 動 とは、何 らか の結社 の かた ち を とっ て、一 定 の 目標 を もち、そ の なか

に指導 者 を有 して 、組 織 と して の統 一 的行 動 と規 律 に よって 統率 され 、一 定期 間、継 続 的

に社 会 改 良や 変 革 の た め に行 動す る よ うな あ らゆ る運 動 で あ る」 と定義 して い る23)。 ま

た道場 親信 と成 元哲 は、「社 会 運動 とは、複 数 の 人び とが集 合 的 に、社 会 のあ る側 面 を変 革

す るた め に、組 織 的 に取 り組 み 、 そ の結果 、 敵 手 ・競合 者 と多様 な社 会 的 な相 互 作用 を展

開す る非 制度 的 な手段 を も用 い る行 為 で あ る」 と定 義 してい る24)。 シ ドニ ー ・タ ロー は、

「社会 運 動 は 、エ リー ト、敵 手 、 当局 との持続 的 な相互 作 用 の なか で の共 通 目標 と社 会 的

連 帯 に基 づ い た、集 合 的挑 戦 で あ る」 と社 会 運動 を定義 して い る25)。

この よ うに社 会運 動 は、 どの よ うな もので あって も、必 ず原 因 とな る社会 問題や そ の問

題解 決 の 目的 ・目標 が存在 し、 多数 の人 々 に よ る集 団 的 ・組 織 的活動 が形成 され 、運 動 が

展 開 され て い くこ とが常 で あ る。 社 会 運動 は、理 念 や イデ オ ロギー とい った思 想 が運 動 に

先 行す るの で は な く、まず解 決 す べ き 問題 が存在 して い る。そ して運動 の積 み重 ね に よ り、

そ の結 果 として、理 念 や 思想 形成 へ とつ なが ってい くの で あ る。

そ の一例 と して生 活 協 同組 合(生 協)を 取 り上 げた い。 生 協 とい うと、 スー パ ー をイ メ

ー ジす る人 が多 い と思 うが 、ス ーパ ー の 客 は、 た ん に商 品 を買 う存在 で しか ない が 、生 協

は消費 者 が 資金 を出 し合 っ てつ く るもの で、 消 費者 は た だの 客 では な く、組 合 員 と呼 ばれ

る。 生協 は組 合 員 の 「生活 を守 る」た めに活 動 して い る組 織 で あ る。

近 年 、 雪 印乳 業事 件 をは じめ 、BSE(牛 海 綿 状脳 症)や 鳥 イ ンフル エ ンザ 、食 品会社 の

製 造偽 装 な どの食 品業 界 の不 祥 事 に よ り、「食 の安 全 」が 叫 ばれ てい るなか で 生協 で は、組

合 員 に安 全 で確 か な素 性 の食 材 を提 供 す るた めに産 地 直送 運 動や 援農 運 動 を展 開 してい る

が、食 の安 全 の追 求 は、 有機 農 業や 無 農薬 農 業 に取 り組 む農 業生 産者 や 農 業組 合 との連携
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を図 っ てい くこ とにつ なが って い く。 この こ とは既 存 の流 通 シ ステ ム に対 す る消 費者 の抵

抗 を意 味 して い る。 また 環境 を守 るた めに、 生 協 が行 っ た合成 洗剤 追放 ・粉せ っ けん の利

用促 進 運 動 は 、議 会 に対 して、条例 制 定 を求 め る運 動 に発 展 し、全 国各 地 に広 ま って い る。

そ れ らはや が て、食 の安 全 の追 求や 生 活環 境 を守 るた め の運 動 へ と、 理念 や 思想 形 成へ と

発 展 させ て い くこ とに な る。

さて 、一 般 的 には 問題 を抱 えて い る人 々が 当事者 で あ る。 多 くの場 合 、 この 当事 者 は、

運 動 の参加 者 とも重 な って い る。 しか し必 ず しも、 当事 者 が 運動 に参 加 す る とは限 らない

し、参 加者 がす べ て 当事者 で あ るわ けで もない。 む しろ誰 が 運動 の 当事 者 で あ るか 、 はっ

き り決 定 で き ない こ とも多 い。 重 要 な こ とは、人 々が社 会 運 動 に参加 す るに は まず 、運 動

が取 り組 む 問題 が 自分 自身 の問題 と して認 識 され な けれ ばな らない とい うこ とであ る。 っ

ま り自発 的 な参 加 が必 要 とな る とい うこ とで あ る。 そ うい った 「問題 化 」 な しに運 動 へ の

参加 の意 思 は形 成 され ない。 「問題 化 」 とは 、自分 自身 の生活 や 身 の 回 りに おい て 、解 決 さ

れ な けれ ば生活 が しに くくな る、 あ るい は生 活 が成 り立 た ない とい う自 らの危 機意 識 か ら

生 じる もの で あ る。 問題 を持 った人 々 を集 団 的 ・集 合 的 に巻 き込み 、組 織 的 に 取 り組 む こ

とが で きな けれ ば、そ れ は社 会運 動 とよぶ こ とは で きな い。 ま た社 会運 動 は 、 中核 とな る

リー ダー の 存在 は必 要 だ が 、一般 民衆 ・大 衆 に よって担 われ て い る ゆえ に、す べ て の社 会

運 動 にお い て 、少数 の リー ダー が 主要 な役 割 を担 って い るわ け では な い。

さて北川 は 、社会 運 動 の類 型 を① 体 制 内的社 会 運 動 、② 反 体制 内 的社 会運 動 、③ 中間的

形 態 の社 会 運動 の3類 型 に 区分 してい る。 そ して 中間 的形 態 の社 会運 動 に は 、学 生運 動 ・

平 和運 動 ・黒人 運動 ・部 落解 放 運 動 ・消 費者 運 動等 を挙 げ、 障 害者 運動 もそ の なか に含 め

てい る。中間 的形 態 の社 会運 動 につい て 北川 は、「現 代社 会 の 変質 過程 の なか か ら、ま たそ

れ ぞれ の社 会 が もつ特 殊 具体 的 な歴 史 的発 展 の な かか ら、い くつ か の理 由が くみ あ わ さっ

て、 中 間的形 態 の社 会 運 動 が発 生す る」 と述 べ てい る。 さ らに 「運動 の具 体 的 目標 は 明瞭

で、現 実 的 ・日常 的 ・生活 的諸 要 求 と固 く結 び つい て い るた め、運 動 の持 続性 もた か く、

運 動 の 目標 は 累積 的 に積 み重 ね られ てい くのが 常 で あ る」とい い 、「中間的 と呼 んだ社 会=

大 衆運 動 、 市民 運動 はそ の比 重 を増 して きて お り、 今後 もそ れ が社会 のな か で重 要 な意 味

を持 つ こ とは 明 らか で あ る」 と結 論 づ けて い る26)。 そ の こ とに 関連 して 、 片桐 新 自は市

民 運動 や 住 民運 動 へ の人 々 の参加 な ど、北 川 の い う中間 的形 態 の社会 的運 動 が増 大 して い

る こ とを指 摘 して 、 「社 会運 動 の 中範 囲理 論 」 の構 築 を試 み て い る27)。
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西城 戸誠 は、 ク リージ の社 会運 動 に関す る4類 型 を も とに して 、社 会運 動 を① 政 治 的社

会 運動 組 織 、② 代表 制 政 治、 ③ サー ビス組 織 、④ 自助 ・利 他 的 活動 、 の4つ に分類 してい

る28)。 ① の政 治 的 社 会運 動 組 織 は 、組 織 メ ンバ ー の直 接 的 な参 加 に よ って 当局 に働 きか

け を行 うこ とで団 体 の 目標 を達成 しよ うとす る組 織 で あ る。 これ か ら述 べ よ うとす る 「青

い芝 の会 」 の運 動 は 、 この意 味 で政 治 的社 会 運動 組 織 とい うこ とにな る。② の代表 制 政 治

は、運動 団 体 の メ ンバ ー の な かの少 数 の代 表 者 のみ が 関 わ り、行 政 ・議 会 な どの 当局 に 関わ

る こ とに よっ て共 通 の 目標 を め ざす 団 体 が該 当す る。審 議 会 を は じめ 、議員 や 市 町村 長 を

送 り込 む こ とで政 治的 に解 決 す る方 法 で あ る。 ③ のサ ー ビス組 織 は 、組 織 の メ ンバ ーや顧

客 に対 して 、有 料 のサ ー ビスや財 を提 供す る こ とを 中心 的 に行 う。組 織 のメ ンバ ー が必 要

とす るサ ー ビスや財 を提供 す る こ とが 、大 多数 の メ ンバ ー が組 織 に関 わ ろ うとす る理 由で

あ る。 そ の組 織 は、 メ ンバー や顧 客が 支払 うサ ー ビス に対 す る報 酬 に よって 、維持 ・運 営

され る。組 織 の メ ンバ ー の大 多数 は、 直接 的 に動 員 され る こ とはな い。 サ ー ビス組 織 は、

企 業 な どの 一般 の 事業 体 と同 じよ うな構造 を持 って い るが、 異 な る と ころは 、運動 体 と し

ての機 能 も持 って い る こ とで あ る。 生 活協 同組 合 や 自立生 活 セ ン ター な どを 例 と して挙 げ

る こ とがで き よ う。 ④ の 自助 ・利 他 的 活動 の組 織 は、組 織 メ ンバ ー の直接 的 な参加 に よっ

て、組 織 メ ンバ ーや 組 織外 の人 々 を満 足 させ るた めの組 織 で あ る。 これ には地 域 で行 われ

てい る さま ざま な学習 会 や趣 味 の サー クル 、 ボ ランテ ィア団 体 な どが該 当す る。

これ らの4つ の類 型 につ い て の注 意す べ き点 と して 、西城 戸 は、「4つ の タイ プ の組織 は

状 況 に よっ て変 化 し うる とい うこ と」 を指摘 してい る こ とで あ る29)。 あ る タイ プ の組 織

が政治 的 社 会運 動組 織 に変化 した り、 サ ー ビス組 織 にな った りす るの で あ る。 も ちろん 、

そ の逆 も あ る。

第3章 で取 り上 げ る障害 者 自立生 活セ ン ター は、在 宅 の障 害者 に対 して障 害者 自立 支援

法 に よるホ ー ムヘル プサ ー ビス な どの福祉 サ ー ビス を提 供 し、利 用者 か ら報酬 を受 け取 っ

て、組 織 を維 持 ・運 営 す る一 方 で 、 障害者 の地 域 で の 自立生 活 を守 るた め に、 国や 地方 自

治 体 に対 して 、支援 費 制 度 と介護 保 険 の統 合 及 び障 害者 自立 支援 法 で の応 能負 担 導入 にっ

いて の反 対 運動 を行 って い る。この よ うに 自立 生活 セ ンター は 、「サ ー ビス組 織 」であ るが、

状 況 に よ って は、「政 治 的社 会運 動組 織 」に も変貌 し うるので あ る。組 織 に よ って は、複 数

の役割 を担 う場 合 もあ り得 るの で あ る。

社会 運 動 は 「社 会 を映 し出す 鏡 」で あ る と言 われ る。ま た 「社 会 や 未来 をつ くる原動 力 」
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で もあ る。 さま ざま な制度 や 文化 、思想 、価値 が社 会運 動 を通 して つ く られ て きた。 また

性 別や 民 族 、肌 の色 や 「障害 」 の有 無 に よって な され る差 別 に対 して 、社 会運 動 を通 して

撤 廃 を求 め、人 間 の尊 厳 の 回復 を行 って きた。 この よ うに社 会運 動 は 、社 会 を変 え る役割

を果 た して き たの で あ る。 社 会運 動 は、 ただ社 会 の あ り方 を批 判 した り、反 対 す るだ けで

はな く、 あ るべ き社 会 の姿 を提示 した り、望 ま しい 制度 や 改 革 を提案 して 、新 しい社 会 の

あ り方 をっ く りだ してい く機 能 を担 って い るの で あ る。

2-3「 青 い芝 の会 」 の運動 とそ の思 想

「青 い芝 の会 」は、1970年 代 の川 崎 で の車 い す に よ るバ ス 占拠 闘 争 に代 表 され る よ うな

直 接 的 な行 動 に よっ て社 会 的 に様 々 な反響 を巻 き起 こ した。 しか し同会 は研 究 者 を専 門家

あ るい は国 家体 制側 の人 間 と して と らえ、締 め出 した た め、 そ の対外 的な 注 目度 に もか か

わ らず 本 格 的研 究 は進 ん で い なか った が 、や っ と90年 代 以 降 に な って い くつ か の著作 が

発 表 され た3・)。 また 当時 、「青 い芝 の会 」で活 動 してい た 障 害 当事者 や 介護 者 が 「青 い芝 」

での体 験 を綴 った ものが 最近 、い くつ か 出版 され て きて い る31)。

「社 会 か ら役 に立 たな い存 在 」 と言 わ れ 、病 院や 施設 に しか居 場所 が なか っ た障 害者 に

とって 、 「青 い芝 の会 」 の運 動 は、地 域 の なか で生 活 して い くこ とを求 め た運動 で あっ た。

また 障害者 は健 常者 に対 す る憧 れ を も ってい るが、そ れ も差別 につ な が る と して、「青 い 芝

の会 」 の運 動 は、 障害 者 の なか に あ る 「健 全者 幻 想 」 か らの脱 却 を障 害者 自身 に求 めた の

で あっ た。 それ らの運 動 と思 想 は 、後 に障害 者 が地 域 で 生活 し、 自立 生活 セ ンター が 日本

で根づ い て い くた め の大 き な布石 とな った。

さて 、「青 い 芝 の会 」 の動 き につ い ては 、会 の運 動 の性 格 に変 化 が み られ る70年 代 以前

と70年 代 以 降 に分 けて 書 き進 めて い くこ とに したい。 会 の思想 につ いて は 、 中心 メ ンバ

ー で会 長 を務 めた横 塚 晃 一 の思想 を 中心 にみ て い く。な お 、「青 い芝 の会」は全 国各 地 で設

立 され たが 、地 域 に よ りそれ ぞ れ の特 徴 が あ った が、 こ こで は 「大 阪 の青 い芝 の会 」 を取

り上 げ る。 なお 、 参照 す る文 中 に 「健 全者 」 「脳 性 マ ヒ者 」な ど今 日で は不適 切 とされ る表

現 が 時 々み られ るが 、運 動 当時 の表 現 をそ のま ま使 用す る こ とに した。

2-3-11970年 代 以 前 の 「青 い 芝 の 会 」 の 動 き
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「青 い 芝 の会 」 は正 式名 を 「日本 脳 性 マ ヒ協会 ・青 い芝 」 といい 、現 在 で も活動 を して

い る団体 で あ る32)。 創 設 以来 の動 向 につ いて は 、表2-1に ま とめ た ので 、参 照 され た い。

わが 国最 初 の肢 体 不 自由児 学 校(1932年 設 立)で あ る東 京 の光 明養護 学校 の 卒業 生 で あ る

金 沢英 児 、 山北 厚 、高 山久子 ら3名 に よって1957(昭 和32)年 に結 成 され た33)。 社 会 の

差 別や 偏 見 の た め在 宅 を余儀 な く され 、地 域 か ら孤 立 させ られ てい た会 員 の状 況 か ら、 結

成 当初 は レク リエ ー シ ョンや 学 習会 、 編 み物 教 室 な ど会 員 の親 睦 と更生 の た め の活 動 が 重

視 され た。

1960年 代 に入 る と、会 の運 動 と して 、これ ま で の親 睦 と更 生活 動 に加 えて要 求 運動 が加

わ る。60年 代 は障害 者 や そ の親 た ちの権 利 意識 が高 ま り、多 くの 障害者 団体 が 生 まれ 、ま

た 、福 祉 制 度 の 拡 充 を 求 め る要 求 運 動 を展 開 した 時代 で あ っ た。 「青 い 芝 の会 」 で は 、

1962(昭 和37)年 に社 会 活 動部 を設 けて 、障 害者 だ けの 団体 と して は 、厚 生省 と初 めて交 渉

を行 な った。 会 員 の多 くは在 宅者 でそ の 多 くは 、十 分 な収 入 を得 る こ とが で き ない人 た ち

だっ た か ら、年 金 の増 額 ・居 住場 の確保 が、 初期 か らの交 渉 の主 要 な課 題 とな った。 そ れ

と ともに早期 発 見 ・早 期 治療 の推 進 、 収容 授 産施 設 ・終 身 収容 施 設 な どを要求 して い る。

社 会復 帰 を 目的 とす る 日本 の障 害者 福 祉 が就 業 可能 な軽 度 障 害者 に偏 っ てい る こ とを批 判

し、稼 働 能 力 の ない重 度 障害 者 の施 策 を要 求 した ので あ る。

施設 設 立 を課題 と して あ げた 「青 い芝 の会」で あ った が 、1960年 代 後 半 に な る と、会 員

同士 で結 婚 し生 活保 護 を受 け なが ら地 域 で生 活す るケ ー スが増 え る一方 で 、施 設 に住 む 会

員 か ら施 設 の実 態 と問題 点 が明 らか に され 、会 の施 設 に 関す る見解 が変 化 す るこ とに な る。

1968(昭 和43)年 に東 京都 に 出 した請願 書 に は、 「人 間 ら し く生 き られ る第 一歩 は、 か ら

だの健 全 な 人 た ち と共 に地域 社会 の 中で生 き る こ とにあ り、 障害 者 の た めの特 殊 な居 住施

設 を建 設 す るこ とは 、差別 と偏 見 を生 み育 て るので 反対 す る」 とあ る。 ノーマ ライ ゼイ シ

ョンの思想 が 日本 に広 まっ たの は 、 国際 障害者 年(1981年)以 降で あ るこ とを考 えれ ば、

60年 代後 半 の この時期 、既 に地 域 で の生活 が重視 され 、ノー マ ライ ゼ イ シ ョン同様 の考 え

方 が 生 まれ て いた こ とは注 目に値 す る。 この考 え方 に基 づ い て 、美濃 部 革新 都 政 に対 し、

都 営住 宅 へ の 障害者 の優 先入 所 を要求 す る運 動 を展 開 し、実 現 させ て い る。1960年 代 の 「青

い芝 の会 」 の運 動 は 、稼 動能 力 の ない 重度 障 害者 のた め の施 策 を求 め るた め の もの で あっ

たが 、60年 代 の前 半 と後 半 で は、そ の要 求 内容 が施 設 の設 立 か ら地 域 で暮 らす た めの在 宅

対 策へ と変化 して い る。 しか しこの時期 の国 の施 策 は 、第1章 で示 した よ うに、障 害者 施
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設 建設 の福 祉 政 策 が推 進 され て い た ので あ る。

「青 い 芝 」の 運動 に大 き な影 響 を与 え た もの の1つ に、施 設 の あ り方 を問 い 直 した府 中

療 育 セ ンター 闘争 が あ る。 東 京 都 立府 中療 育セ ン ター は 、1968(昭 和43)年 に東 洋 一 の

超 近代 設備 を誇 る重度 心 身 障害児 者 の大規 模 医療 施 設 と して 開設 され た。「青 い芝 の会 」の

会 員 も何名 か が施設 に入 所 して い たが 、 この施 設 の処遇 ・管 理体 制 に入 所者 の なか か ら批

判 や 改善 要 求 の声 が上 が っ た。 そ の批 判 と改 善 要求 の対 象 とな った もの は、男 女1部 屋 ず

つ の 大部屋 収容 、 面会 ・外 出 ・外 泊 の回数 制 限 、持 物 、飲食 物 、髪型 の規 制 な ど厳 格 な規

則 に よる管 理 とプ ライ バ シー の侵 害、 男性 職員 に よ る女 性 の入 浴 介助 な どの処 遇 、 また 言

うこ とを聞 か ない 障害 者 に対 す る職 員 の嫌 が らせ や い じめな どで あ る。 この改 善 要 求運 動

に端 を発 した府 中療 育 セ ンター 闘争 は、1969(昭 和44)年 か ら約5年 間続 く。 この 間、

職 員 の配 置 転換 に反 対 す るハ ンガ ー ス トライ キ、入 所者 の他施 設 へ の 強制移 転 に反 対 す る

都 庁前 での座 り込 み が行 な われ た。都 知事 との 話 し合 い を経 て この闘争 は終結 に 向か うが 、

障害者 た ちの 「人 間 と して の尊厳 」 の訴 え は、支 援者 や マ ス コ ミを通 して社 会 に も注 目さ

れ 、東 京都 の在 宅福 祉 推進 政 策 に も影 響 を与 えた。

約5年 間 に及 ん だ府 中療 育 セ ンター 闘争 が 「青 い 芝 の会 」 に与 えた主 な影 響 と して は、

以 下 の2点 が挙 げ られ よ う。第1に 、施 設 に対 す る2つ の考 え方 が生 まれ た とい うこ とで

あ る。 「施設 改 善論 」 と 「施 設 否 定論 」 で あ る。 「施 設 改 善論 」 は 、 ど うして も 自立 が で き

ない重 度 障 害者 の た め には施 設 が必 要 と認 めた うえで 、 この 改善 策 と して5名 か ら10名

ぐ らい の小規 模 施設 を地域 の なか につ くる方 法 、 また は施 設 運営 に障害 者 を参 加 させ る方

法 が考 え 出 され た。 欧 米 の ノー マ ライ ゼイ シ ョン運 動 で提 唱 され た グル ー プ ホー ムや 当事

者 参加 と同様 の考 え方 が 、 日本 の 障害 者運 動 の 中か らも独 自に生 まれ てい る こ とは注 目 さ

れ る。 も う1つ の 「施 設 否 定論 」 は 、障 害者 施 設 とは障 害者 を隔離 し、 ま とめ て管 理す る

こ とに よっ て現 社 会 体制 を支 え る もので あ るか ら否 定 す る とい う考 えで あ り、 そ れ は70

年 代 の会 の 運動 に影 響 を与 えて い く。

府 中療 育 セ ン ター 闘争 が 「青 い芝 の会 」 に与 えた 第2の 影 響 は 、福祉 労働者 を は じめ と

す る労働者 一般 へ の不 信 が生 まれ た こ とで あ る。 施 設 の 日常 生活 の 中で は、 障害者 と職員

の間 に は歴 然 と した上 下 関係 が あ り、 障 害者 に とって職 員 は、管 理者 ・抑圧 者 と して立 ち

はだ か る こ とが多 か った。 特 に施 設 に対 して 自己主 張や 抗議 をす る入 所 者 に は、 言葉 の暴

力 や介 護 拒否 とい う嫌 が らせ が行 な われ た ので あ る。この時 、生 まれ た不信 感 は、「青 い 芝
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の会 」 の運 動 に影響 を及 ぼす こ とに な る。

2-3-21970年 代 以 降 の 「青 い 芝 の 会 」 の 動 き

1970年 代 以 降 の 「青 い芝 の 会 」の動 き と して 、会 の運 動方 針 が変 化 す る き っか け とな っ

た 「マハ ラバ村 コ ロニー 」 での活 動 と横 浜 障 害児 殺 し告 発 運 動 を取 り上 げた い。

① 「マハ ラバ村 コ ロニー 」 での活 動

1970年 前 後 、 「青 い芝 の会 」 の地方 支 部 の1っ で あ った 「神 奈 川 青 い芝 の会 」 で新 しい

運 動 が台 頭 して きた。 重度 障害者 の立 場 か ら社 会 の あ り方 を問 い直す 告 発型 運 動 の誕 生 で

あ る。 この新 しい運 動 の 起源 は、1964(昭 和39)年 に茨城 県 石 岡 市郊 外 に あ る閑居 山願

成 寺 で試 み られ た 「マハ ラバ 村 コ ロニー 」 の 身 障者 共 同体運 動 に求 め られ る34)。 そ の寺

の住職 で あっ た大仏 空(お さ らぎ ・あ き ら)が 指 導者 とな り、脳 性 マ ヒ者 と共 に共 同体 を

作 り上 げた の が始 ま りで あ った。「青 い 芝」の運動 が変化 す るの は、「マハ ラバ村 コ ロニー 」

に参加 した横 塚 晃 一 、横 田弘、 小 山正 義 、矢 田竜 司 とい った 面 々が 、 そ こを去 り神 奈 川 で

活 動 を 開始 してか らで あ る。「青 い芝 の会」の活動 をみ て い くと、大 仏 の思想 か らか な り大

きな影 響 を受 けて い る。 それ は どの よ うな もの で あ った のだ ろ うか 、大 仏 の思 想 か ら検討

して み たい。

大仏 は仏 教 だ けで な く、 あ らゆ る宗 教へ の造詣 が深 か った が 、特 にユ ダヤ 教や ゾ ロア ス

ター教 の世 界 を善 と悪 、 光 明 と暗 黒 の闘 い の場 とす る二 元論 的 世界観 の影 響 を受 けて 、世

の 中を 「差別 す る者 」 と 「差 別 され る者 」 の闘 い の場 と規 定 した。 大仏 の 二 元論 的 世界 観

は、後 の 「青 い芝 の会 」 の社 会観 に大 きな影 響 を及 ぼす こ とに な る。 大 仏 は天 台 宗 の僧 侶

で あっ た が 、浄 土 真 宗 の宗 祖 親 鷺 の 教 え に共 感 し、 そ の 中 に障 害者 の解 放 思想 を 見 出 し、

「悪 人正 機 説 」35)を 拠 り所 に 、社 会 か ら疎 外 され て き た障 害者 の復 権 を主 張 した 。 まず

現 代社 会 は労働 中心 ・生 産 中心 の効 率優 先 の社会 で、労働 で き な い者 は 「価値 がな い人 間」

とい う考 え方 が支 配す る世 の 中で あ る と捉 え、 そ の よ うな社 会 にお い て は、働 くこ とがで

き、 善 い行 い がで きる健 常者 は善人 、 どん な に努 力 を して も他 人 に迷 惑 をか け な けれ ば生

きて い け ない 障害者 は悪 人 で はな い のか。その 悪人=障 害者 こそ まず救 われ るべ きで あ る、

と大 仏 は説 いた36)。 働 け な い ゆ え に肩 身 の狭 い 思 い を して 生 きて きた脳 性 マ ヒ者 た ち に
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とって、 この講 話 は大 きな衝 撃 で あ った。

さらに大 仏 は、脳 性 マ ヒ者 の生 き方 につ い て2つ の こ とを述 べ て い る。1つ め は、 自己

の業 ・罪 深 さを 自覚せ よ、 とい うこ とで あ った。 脳 性 マ ヒ者 が 自己 を凝 視 した時 に 見 えて

くるの は、 自 らの 内面 の罪 深 さ ・非 力 と同時 に、社 会 か ら差別 され 、 こづ き 回 され て きた

み じめ な 自分 の姿 で あ る。 障害者 と して の 自己の現 実 を 自覚 し、 自己 と社 会 に絶 望 し、 そ

こか ら 自己主張(叫 び ・告発)の 声 を挙 げ よ、と大仏 は脳 性 マ ヒ者 た ちに唱 えた ので あ る。

も う1つ は、 障害者 が一般 社 会 に 同化 しよ う とす る姿勢 を厳 しく戒 め た。 障害者 に は健

全 者 の社 会 へ の憧れ が強 い が、健 全 者 の社 会 へ 同化 しょ う とすれ ばす る ほ ど、む しろ差別

され 、弾 き出 され るのだ。 それ ゆえ、健 全 者 の社 会 に背 を 向け て、 障害 者 を差 別 ・排 除 す

る よ うな社 会 の あ り方 こそ 、 問い 直 し変 えて い くべ きで は ない か、 と した37)。

長 い 間、 障害 とは不 幸 な も の、忌 む べ き もの 、 あ るい は 「悪」 として否 定 的 に捉 え られ

て きた。 そ して、努 力 して 障害 を軽 減 し、克 服 し、 少 しで も健 全 者 に近 づ く こ とが 求 め ら

れ た。 障 害者 自身 もそ れ を疑 わ な か った。 しか し、 大仏 に とっ ては 、 障害 が 「悪 」 な ので

はな く、障害者 が 障害者 のま ま で生 き られ な い社 会 こそ が 「悪 」な ので あ った。 「あ るがま

ま に生 き る」す なわ ち障 害者 と して の 自己 の存在 を肯 定 して 生 き よ、とい う大仏 の教 え は、

自 らを否 定 しなが ら生 きて きた脳 性 マ ヒ者 た ちの心 を揺 さぶ り、大 きな影 響 を与 えた。

そ の よ うな 自覚 を持 って は じめ て脳 性 マ ヒ者 は、積 極 的 に 自 らの人 生 を生 き る こ とに 目

覚 めて い く よ うにな る。健 全 者 との 同化 を願 い 、自己否 定 を し、哀 れ み を受 け る存在 か ら、

自 らの障 害 を受 け入 れ 、 自己肯 定 して い く存在 へ と 自らを転化 して い った。 脳 性 マ ヒ者 た

ちは 、大 仏 の教 えか ら阿 弥 陀仏 の 下 に健全 者 と障害 者 を並 べ て捉 えた 時 に社 会 にお け る健

全 者 の持 っ 差別 性 に気 が 付 か され た。そ の こ とが後 にあ る がま ま の実在 の姿 を さ らけ出 し、

過 激 な 自己主張 や運 動 スタイ ル に よ り、 障害者 解 放 運動 を全 国 的 に展 開 して い くこ とにつ

なが っ てい く。

ところで 日常 生活 のな か で大 仏 は、脳 性 マ ヒ者 の社会 経 験 の な さか ら生 じる甘 えや わが

まま を許 さな か った。 時 に は暴 力 を振 るい、過 酷 な罰 を与 えた り しな が ら、 それ で も、 み

じめで非 力 な 障害者 の現 実 を受 け入 れ な けれ ば な らな い こ とを教 え込 んだ。 こ う して脳性

マ ヒ者 た ちを 障害者 運 動 の主 体 に 育て あげ よ うと した の で あ る。この な かか ら横 塚 、横 田、

小 山、矢 田 とい った1970年 代 の 「青 い芝 の会 」 の運 動 を担 う主要 メ ンバ ー4名 が育 つ こ

とにな る。横 田 と小 山 は不就 学 で あ り、横 塚 も2年 間 しか 学校 教 育 を受 け てい な い。 そ の
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他 、幼 少 時 の里 子 体験 、親 を な く し施 設 を転 々 と した 生活 、 自殺 未 遂 な ど、彼 らの 半生 は

苦 難 に満 ちた もの で あ った。

共 同体 は 「解 放 区」 と呼 ばれ 、最 盛 期 に は20名 を超 え る脳 性 マ ヒ者 た ちが 生活 してい

たが 、運 営 の主 導権 や 労働 の配 分 を め ぐって 、 あ るい は恋 愛 や結 婚 、健 全者 と して 生 まれ

た我 が子 の 子育 て な ど、 さま ざま な矛 盾 が噴 出 し、 トラブル が絶 えな か った。 結 局 、マ ハ

ラバ村 の共 同体 自体 は、 下 山者 をつ ぎつ ぎ と出 し、1969(昭 和44)年 に最 終 的 な崩壊 を

み る。

大仏 の思想 は宗 教色 彩 が濃 く、親 鷺 の 「悪 人 正機説 」 がそ の核 とな って い る。 した がっ

てそれ は、 生 き る姿勢 や 生 き る構 え を指 し示 した もの で あ り、社 会運 動 の 理論 と して は未

熟 な もので あ った が 、後 の横 塚 ・横 田 に影 響 を及 ぼ し、結 果 的 に大仏 の思想 を体 現化 した

運 動 を創 造 したの で あ る。

1978(昭 和53)年7.月 、 病気 のた め に横 塚晃 一 は 亡 くな るが、 そ の妻 で あ った横 塚

りゑ は、 夫 の死 後 、次 の よ うに述 べて い る。

「夫 は 『歎 異 抄』38)を 心 の拠 りどこ ろ と し、 ま た一 期 一会 とい う言 葉 が好 き で あ っ

た。 一生 にた だ一 度 、 出会 え た因縁 の不 思議 さを思 い 、介 護者 との出会 い を大切 に

してい た。 この人 と定 めた人 につ い て い っ て 、 た とえだ ま され て地 獄 にお ちて も、

一 向に後 悔 しな い
。他 の こ とを して仏 になれ るな ら とに か く、 地獄 にお ち る と定 ま

って い る身 で あ るか ら、 自分 が この人 と定 めた 人 に は、 どこま で もつ い てい こ うと

して い たの で あ る39)。 」

この こ とは 、歎 異抄 や 大仏 の思想 がい か に横 塚 の生 き方 や 考 え方 に影 響 を与 えた か を示

して い る。横 塚 晃 一 の思想 につ い て は、2-3-3で 詳 しく述 べ たい 。

②横 浜 障 害児 殺 し告発 運 動

「青 い芝 の会 」 の運 動 方針 が 明確 に変化 した の は、1970(昭 和45)年5月 、横 浜 市金

沢 区で起 きた母 親 に よ る障害 児殺 害事 件 で あ る。 この事件 は2人 の脳 性 マ ヒ児 を かか え施

設 へ の入 所 も断 られ た母親 が 自分 と子 どもの将 来 に絶望 し、2歳 の長 女 をエ プ ロンの紐 で

絞 め殺 した もので あ った。
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筆者 は、脳 性 マ ヒに よ る両下肢 機 能 障 害 を持 って い るが、 主治 医 よ り脳性 マ ヒの診 断 を

受 けた 当時 の様 子 を筆 者 の母 親 は 、次 の よ うに語 って い る。

「T医 師 か ら 「お 父 さん もお母 さん も気 を落 とさない よ うに」 と念 を押 され て 、「軽 い脳

性 マ ヒです よ。 この病気 は医 学 で は ど うしよ うもない の です。 お 父 さんや お母 さん の努

力 で 良 くも なれ ば悪 くも な るん です よ」 と言 われ 、(中 略)目 の前 が真 っ暗 に な りま し

た。 も しあ の時 、私 一 人 だ った ら、あ の まま 家 に帰 らず に、 どこか死 に場 所 を求 め たの

で は ない か と思 い ます40)。 」

母親 は我 が子 が 障害 を持 って い る と診 断 され た時 、誰 もが1度 は 「死 」を考 え る とい う。

1960年 以 降、障 害者 殺 し ・親 子 心 中 な ど障害者 家族 の悲 劇 的 な事 件 が しば しばマ ス コ ミに

取 り上 げ られ 、社会 問題 に な って いた 。 たび た び発 生す る この種 の 事件 に対 し、加 害者 で

あ る親 に世論 の 同情 が集 ま り、福 祉 政 策 の貧 弱 さ と施設 の増設 が叫 ばれ るの は、 当時 も今

も変 わ りが な い。横 浜 の事件 で は 、地 元 町 内会や 親 の会 に よ る減刑 嘆願 運 動 が起 こった。

これ に対 し、 「神奈 川 青 い 芝 の会 」 は、 これ らの 「同情 の声 」 を否 定 し、 「殺 され る立場 か

ら」障 害者 の生 き る権利 を主 張 して 、減 刑 反 対 の運 動 を展 開 した。「青 い芝 の会 」は意 見 書

のな か で 「生産 第 一 主義 の現 社 会 」で役 に 立た な い脳 性 マ ヒ者 は 「あっ て はな らな い存 在 」

とされ 、人権 を無視 され 、ひ い て は人命 まで もお ろそ か に され てい る、 と事件 の背景 にあ

る社会 の価値 観 を批 判 し、「た とえ寝 た き りの重症 児 で もその 生命 は 尊 ばれ な けれ ば な らな

い」 と主 張 し、厳 正 な裁判 を求 め た ので あ る。 この運動 は新 聞報 道や テ レビに取 り上 げ ら

れ るな ど して大 きな反 響 を 呼ぶ。 そ のな か に は共感 の声 と ともに彼 らに対 す る批 判 も少 な

か らず 含 ま れ てい た。 減刑 反 対運 動 を行 な うな かで 「青 い芝 」 の会員 た ちは 、一般 の人 々

の差別 意識 の厚 い壁 に直 面す る。「母 親 もまた被 害 者 だ 」とい う声 は あって も、殺 され た障

害 児 に対 して 、同情 す る声 は1つ も聞か れ な か った。 も う1つ の壁 は 「福 祉施 設 の不備 こ

そ が 問題 だ 」とい う声 に代 表 され る障害 者 は施 設 に入 るべ き だ とす る 「常 識 」で あ る。「青

い芝 」 の障 害者 た ちに とっ て、施 設 は告発 の対象 で あ り、隔 離 ・管理 とい うか た ちで 自分

た ちの存在 を 隠蔽 し、抹殺 す る もので あ り、 それ を必要 とす るのは親 や 資 本 や 国家 の側 で

あ り、決 して 自分 た ちで な い。 ま た 「青 い芝 」 で は、親 や 家 族 に対 して も告発 の姿 勢 が生

まれ た。「1番 子 供 を差 別 してい るの は親 で あ る」 とい うあ る1人 の会員 の発言 に多 くの会
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員 が共 感 した背 景 に は、 家 の 「恥 」 と して家 庭 の 中で孤 立 し、 自 らの存 在価 値 や 可能 性 を

否 定 され な が ら成長 した彼 らの被 差 別 体験 の多 くが、親 や 家族 に よ る もの で あ った こ とが

共 通体 験 として あ る こ とは 、想像 に難 くない。 「親 や健 全 者 は 敵 だ」 とい う言葉 が 生 まれ 、

告 発 の対 象 とな ってい った ので あ る。 重度 障 害者 の生 き る権利 の尊 重 と障 害者 を淘 汰 の対

象 とみ る優 生思 想 へ の反 対 が会 の テー マ に な る。 障 害者 の存 在 を否 定 しよ うとす る思想 と

社 会 に対 して 、「青 い 芝 」の 障害者 た ちは 問題 に した の で あ った。横 塚 晃一 は、次 の よ うに

述 べ て い る。

「社 会 も親 自身 も障 害児 は本 来 あ るべ き姿 で な い と思 い込 ま され て お り、 医者 だ 、施 設

だ と走 り回 った 末 に 『これ らが全 て 閉 ざ され てい る と した ら』 と絶 望 的 に な り、 心 中 ・

殺 害 とい うとこ ろまで 『追 い 込 まれ る』 ので あ る。 この働 か ざる もの人 に非ず とい う既

成 の価値 観 、 この棍 棒 に よ って 『電 車 の踏 み切 り際 ま で ・・… ・』 追 いつ め られ るの で あ

る ま い か 。 だ か ら こそ 今 ま で の 物 の 見 方 、 考 え方 を変 えて い く必 要 が あ り、 …(中

田各)4・)。」

こ うした行 動 の な かか ら生 ま れ て きた のが 、横 田弘 に よっ て ま とめ られ た5項 目の行 動

綱領 で あ る42)。

一
、 われ らは 自らがCP者43)で あ る こ とを 自覚す る。

一
、 われ らは強 烈 な 自己主 張 を行 な う。

一
、 われ らは愛 と正 義 を否 定 す る。

一
、 われ らは問題 解 決 の路 を選 ば ない。

一
、 われ らは健 全者 文 明 を否 定す る。

この行 動 綱領 は、脳 性 マ ヒ者 と して の 自らの位 置 を 自覚 し、 そ の場所 か ら主 張 し、健 全者

の作 り出 した社 会 の規 範 を疑 い 、根 源 的 な 問い か け を続 け る とい うもので あ る。 この綱領

は会 の なか で広 ま り共 有 され て い った 。

2-3-3「 青 い 芝 の 会 」 の 思 想 一 横 塚 晃 一 の 思 想 を 中 心 に して
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1970年 代 の 「青 い芝 の会 」の 思想 は 、外 に 向か っ ての社 会 変 革 の思想 と、内 に向 か って

の 自己変 革 の思 想 か ら成 り立 って いた 。 と りわ け 、 「青 い芝 」 で は内 な る差別 を問題 に し、

障害者 自身 の 自己規 定 の変容 を促 す 運 動 とい う側 面 を もって い た。 自己変 革 の思想 は、 次

の よ うな もの で あ る。 小 さい頃 か ら、 差別 や 抑圧 に よっ て 自己 の存在 価 値 を否 定 し、 自己

主 張 を抑 え られ て きた脳 性 マ ヒ者 た ちは 、 自分 の意 見 も主 張 も持 て な い 自己喪 失 の状 態 に

あ る。 そ して絶 えず努 力 して少 しで も障 害 を軽減 し、健 全者 に近 づ きたい とい う意識 に囚

われ て しま う。 これ を横 塚 晃 一 は、「健 全者 幻 想 」と呼び 、脳 性 マ ヒ者 は まず この幻想 を捨

て、社 会 に対 して 強烈 な 自己主 張 を して い くべ きで あ り、 自己主 張 と 自己発 見 を繰 り返 し

なが ら、 自己確 立 ・主 体性 の確 立 を実 現す べ きだ、 とした。 主体 性 の確 立 とは 、常 に他者

に依存 して き た脳性 マ ヒ者 が 自分 で考 え、決 定 し、 行動 す る こ とを指 して い る。横 塚 は次

の よ うに言 う。

「脳 性 マ ヒ者 としての真 の 自覚 とは、鏡 の前 に 立 ち止 ま って(そ れ が どん な に辛 くて も)

自分 の姿 を は っ き り とみつ め る こ とで あ り、 次 の瞬 間再 び 自分 の 立場 に帰 っ て、社 会 の

偏 見 ・差別 と闘 うこ とで はな い で しょ うか44)。 」

健全 者 が模 範 とな る現在 の文化 の も とで は、身 体 の美 醜 も、健 全者 の身 体 が判 断 の尺 度

とな っ て い る。 そ れ ゆ え健 全 者 の 身 体 か らの偏 差 が 大 き けれ ば 大 き い ほ ど、 そ の身 体 は、

「醜 い もの 」、 「異形 の もの」 と して忌避 され 、排 斥 され る こ と とな る。 も し脳 性 マ ヒ者 が

鏡 を覗 く行 為 が辛 い もので あ る と した ら、そ れ は鏡 の な かの 「凝 視 しがた い存 在 」 が 己で

あ る こ とを認 め ざ るを えな いか らに ほか な らな い。 自己 の存在 を否 定す る 「健 全者 文 明」

を 自分 自身 の 内部 に発 見 し、そ れ が な に もので あ るか 、 立 ち止 ま って感 じる こ とが重 要 と

した。 つ ま り 「醜 い もの」、 「異形 の もの 」 を あ りのま ま に受 け入 れ る こ とに よって 、 自己

の存在 を認 識 し、 そ の従 来 の見方 を変 え るこ とが重 要 で あ る と、横塚 は訴 えてい るので あ

る。

この よ うな身 体化 され た 「健全 者 文 明 」 の こ とを横 塚 は、 「内 な る健 全者 幻 想 」 と呼 ぶ。

「健 全 者 幻想 」 は内側 か ら障害者 に よび か け、彼/彼 女 を 「健 全 者 文 明」 へ とい ざない 、

従 属 させ る。「健 全者 文 明」は、何 も健 全者 だ け に よって支 え られ てい るわ けで は ない。「内

な る健 全者 幻想 」 を介 して 、障 害者 もま たそ こに加 担 してい る こ とには変 わ りはな い。 し
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か も、家 族 を は じめ と して 、社会 のい た る ところ に仕掛 け られ た装 置 を通 じて 、 この 「内

な る健 全者 幻想 」は絶 え る こ とな く再 生 産 され て い く。「健 全者 文 明」の支 配 圏 にい る限 り、

そ こか ら脳 性 マ ヒ者 が100%自 由に な る こ とは で き ない ので あ る。

横 塚 晃 一 に とって 、最 も重 要 な こ とは健 全者 社 会 よ りも 自分 のな か に あ る 「内な る健 全

者 幻想 」 との 闘い で あ った。 何 故 な らば 、 自分 の なか に あ る健 全 者 へ の憧 れ を払拭 し、 自

らの 「障 害 」 の なか に アイデ ンテ ィテ ィを見 出 さな けれ ば、 自己の解 放 は、 あ りえな か っ

たか らで あ る。この よ うな状 況 の な かで横 塚 が 目指 した もの は 、「健 全者 文 明」か ら自立 し

た も うひ とつ の脳性 マ ヒ者 の視 点 を生 か した 強力 な文化 の創 造 で あっ た。横 塚 は 、次 の よ

うに述 べ て い る。

「私 達脳 性 マ ヒ者 に は、他 の 人 に ない独 特 な ものが あ る こ とに気 づ かな けれ ばな りませ

ん。 そ して、 そ の独 特 な考 え方 な り物 の見方 な りを集積 してそ こに私 達 の世 界 をつ く

り世 に問 うこ とがで きた な らば、 それ こそ本 当の 自己主 張 で はな いで しょ うか45)。 」

これ まで脳 性 マ ヒ者 の 「独 特 な考 え方」や 「物 の見方 」 は、「健 全者 文 明 」の も とで は、

異 端視 され 、冷 やや か な扱 い を受 けて きた。 そ のた めに 障害者 は、 自分 は駄 目だ と 自分 自

身 を責 め、健 全 者 に憧 れ も し、健 全 者 に少 しで も近 づ こ う と努 力 して きた の で あ る。 横 塚

晃 一 が求 めた もの は 、これ ま で否 定 され て きた 障害 者 の身 体 とそ の意識 ・行 為 を受 け入 れ 、

肯 定 して くれ る も う1つ の規範 ・秩 序 だ った の であ る。

ま た横 塚 は賃 金 労働 を否 定 し、脳 性 マ ヒ者 の社 会 参加 につ い て、 次 の よ うに言 う。

「… 本 来 労働 とは、 それ ぞれ が 自分 にで き る方法 で社会 に貢献 ・参加 す る こ とで あ

り、重 度 障 害者 の 立場 か らの 問題 提 起 ・社 会告 発 を して い く こ とな の です 。… 寝

た っ き りの重症 者 が オ ム ツ を変 えて 貰 う時 、腰 を うかせ よ うと一生 懸命 や る こ とがそ

の人 に とって 即 ち重 労働 とみ られ るべ きな の です46)。 」

既成 の労働 観 の否 定 と 「青 い 芝 の会 」 の独 特 な労働 観 の提 起 は、 どんな に努 力 して も職

業 自立 が果 たせ ない多 くの脳 性 マ ヒ者 に とって は、 重要 な意 味 を持 っ てい た。 彼 らの多 く

は、「働 か ざ る者 食 うべ か らず 」とい う社 会 的 通念 を家族 か ら言 われ続 け なが ら育 っ。そ の
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た め、働 けな い者 は 自己の存 在 を否 定 して生 き、少 しで も働 け る者 は 、無理 に身 体 を酷使

し、職 場 の 差別 に耐 え なが ら、 生活 で きない よ うな低 賃金 に甘 ん じて き た。 それ ばか りで

はな く、働 け る障 害者 と働 け ない 障害 者 との間 に差 別 を生 み 出 した。 その よ うな 中で 「青

い芝 の会 」 の独 特 な労働 観 は、否 定的 な規 範 の 呪縛 か ら脳性 マ ヒ者 を解 放 し、 あ りの まま

の 自己 を肯 定 して 生 き る こ とを障 害者 た ち に訴 えた の で あ る。

横 塚 のい う文 化 の創 造 は 、第3章 で取 り上 げ る 「自立 生活 セ ンター 」 にお い て実 現 した

とい え るだ ろ う。 現在 の 自立 生活 セ ン ター の リー ダー達 に、 かつ て 「青 い 芝 の会 」 に 関わ

って い た者 が多 い こ とに もそれ が示 され てい よ う47)。

さて、横 塚 が心 の拠 り所 に した書 物 は 、親 鷺 の晩 年 の弟 子 で あ った 唯 円が 著 わ した 「歎

異 抄 」で あ る こ とは、前 述 したが 、浄 土真 宗 の教 えの核 心 を簡 単 に い えば 、「自 らの い かな

る立場 を もあ りの ま ま に受 け入 れ て、 与 え られ た命 を精 一杯 、生 き る こ と」 で あ る。 っ ま

り、障 害 を あ りの まま に受 け入 れ て 肯定 す る こ とで あ る。 どの よ うな 立場 で あれ 、「今 、存

在 してい る こ と」 こそ が 大事 にな る。脳 性 マ ヒ者 は、健 全者 に なれ るわ けで もない 、健 全

者 に追 い っ け るわ けで もな いが 、健 全者 で あれ 、障 害者 で あれ 、生 か され て い る こ とには

変 わ りがな い。 しか も与 え られ た 「い の ち」に は限 りが あ る。で あ るな らば、「この身 体 を

受 け入 れ 、 生 き るた め に 自分 た ちが 出来 るこ とを主 張 してい こ う」 と大 仏 の教 えの なか か

ら横 塚 は学 ん でい っ た はず で あ る。 そ してそ の こ とは 、以 後 の横 塚 の行 動 や言 葉 に つ なが

り、健 全 者 に 囚 われ な い独 自の文化 の創 造や 価値 観 の形成 を訴 え る こ とな った と思 われ る。

2-3-4「 大 阪 青 い 芝 の 会 」 の 行 動 と特 徴

「青 い 芝 の会 」 は 、川 崎 で の車 いす に よるバ ス 占拠 闘争 に代表 され る よ うな直接 的 な行

動 に よって 、社 会 的 に様 々 な反 響 を巻 き起 こ した が、前 述 した よ うに、 当初 は東京 で地 域

や 家 の なか で孤 独 に な りが ち な脳 性 マ ヒ者 が集 ま って 、仲 間 を作 った り、バ ス旅 行 、 キ ャ

ンプや 遠 足 な どを行 って 仲 間 との親 睦 ・交 流 を深 めた りす る こ とを 目的 に設 立 され た もの

で ある。1970年 代 に は 同主 旨 を持 っ て、大 阪 、広 島 、長 野 な どの全 国各 地 に相 次 い で設 立

され た。 そ れ らの 「青 い 芝 の会 」 は、 各地 域 の諸 事 情や 障害者 の置 かれ た 立場 に よって 、

そ れ ぞれ 異 な る特徴 を持 っ てい た が、こ こで は 「大 阪青 い芝 の会 」(日 本 脳 性 マ ヒ者 協会 大

阪青 い芝 の 会)を 取 り上 げ たい。
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「大 阪青 い芝 の 会」 の資料 は、森 修 氏 な ど個 人 が 書 い た もの は あ るが 、 会 の も の と し

て は 、ほ とん ど存 在 しな い48)。 記 録 と して の 書 物 は 、結 成15周 年 の 記 念 誌 以 外 に は 、

出 され て お らず 、ま た 「大 阪 青 い芝 の会 」 と して会報 な どは、発 行 され てい な い た めで あ

る(ち なみ に東 京 や神 奈川 は会 報 が存 在 して い る)。 会 報 が ない 理 由 と して は 、 障害 者 た

ち は 、 普 段 、 各 自で そ れ ぞ れ の 団 体 に所 属 して活 動 を行 っ て い た た め 、 会 報 は 各 障 害

者 団体 で 発 行 して い た 。そ して 何 か あ る とみ ん な が結 束 して 、「仲 間 の た め に 」 と、「大

阪青 い 芝 の 会 」と して 対 応 して い た 。 っ ま り、 「大 阪 青 い 芝 の会 」 は1っ の 団 体 で は な

く、各 障 害 者 団 体 が 集 ま っ た集 合 体 とい うこ とが で き る。 この こ とは 、他 の 地 域 の 「青

い芝 の会 」 には、 見 る こ とが で きな い大 きな 特 徴 で あ る。 そ うい っ た こ と を理 解 した う

え で 、 「大 阪青 い 芝 の会 」 の会 員 で 「CILた かっ き」代表 の斎藤 雅 子 氏へ の イ ン タ ビュー

や 「青 い芝 の会」関係 者 に よる シ ンポ ジ ウムの 内容 も踏 ま え なが ら、「大 阪 青い 芝 の会 」に

つ い て述 べ て い きた い。

「大阪 青 い芝 の 会」 は、高 橋 栄一 ・鎌 谷 正 代 ・玉 田里美 ・山 口宣子 ・井 上憲 一 ・川 田欣

二 らに よ って 、1973(昭 和48)年4月 に結 成 され 、 関 西 の地 で初 めて の障 害者 自身 に よ

る、本 格 的 な 障害者 解 放 運動 が ス ター トした。

しか し結成 当初 の 「大 阪青 い 芝 の会 」 には 、会 員 が11名 しか お らず 、 「会 」 が直 面す る

課題 は 、在 宅 で暮 らす脳 性 マ ヒの 障害 者 を掘 り起 こす こ とで あ った。 初 代 会長 に就 いた 高

橋 栄一 会 長 は 、会 の メ ンバー 全員 に在 宅訪 問 を指 示 し、「青 い 芝 の会 」の健 全者 友 人組 織 で

あ る グル ー プ ・ゴ リラ と ともに活 動 を始 め る49)。 在 宅訪 問活 動 を始 めた とき は 、脳 性 マ

ヒの 障害者 本 人 か ら も家族 で あ る親 や 兄弟 か らもい い顔 を されず 、「青 い 芝 は 変 な 団 体 や 」

と門前 払 い や 拒 否 され る こ とが多 か った。そ の よ うな こ とに め げず 、何 回 も在 宅 訪 問 が粘

り強 く行 われ 、 入 会 の メ ンバ ー を増 や して い っ た。 また 「青 い 芝 の会 」 は脳 性 まひ が 主

体 だ っ た が 、 ポ リオ な ど も含 め て 障 害 の 種 類 に 関 わ らず 、入 会 で きた 。

19歳 の 時 に 「大 阪 青 い 芝 の会 」 に入 会 し、 これ まで積 極 的 に活 動 して きた前 述 の斎 藤

氏 は 、 当時 の こ とを こ う振 り返 る。

『「青 い芝 の 会 」 の 人 た ちが 家 に 訪 ね て き て 、 差 別 とか 、 「映 画 や 喫 茶 店 に行 け な い

の は 、 差 別 が あ る か らだ 」 と話 して い た が 、 は じ め は 生 活 を乱 され た く な か っ た の で

断 っ て い た50)。 』
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そ の よ うな 斎 藤 氏 が 「青 い 芝 の 会 」 に 入 会 した き っ か け は 、 あ る 日、 好 きな バ レー

ボー ル の試 合 に行 きた か っ た が 、家 族 が 都 合 で行 けな か っ た の で 、 「青 い 芝 の会 」 の事

務 所 に電 話 して連 れ て 行 っ て も ら った の が 、 赤 の 他 人 が 斎 藤 氏 の 介 護 に 関 わ っ た き っ

か け だ とい う。 そ して 次 の よ うに述 べ て い る。

「そ の 介 護 以 降 、 「さ よな らCP」 の 映 画 上 映 な どの学 習 会 に参 加 す る よ うに な り、

障 害者 差 別 運 動 に 取 り組 む よ うに な っ た。 そ の 時 に生 ま れ て は じめ て 多 くの 障 害 者 を

見 て カ ル チ ャー シ ョ ック を 受 け た 。 とて も活 発 な 人 が 多 か っ た。 私 の 人 生 の タ ー ニ ン

グ ポ イ ン トに な っ た51)。 」

これ まで 多 くの脳 性 マ ヒ者 は 、施 設 や家 族 な どの限 られ た人 間関係 の なか で しか 、生 き

て来 られ なか った こ ともあ って 、 学習 会や レク リエ ー シ ョンを通 して の 「青 い芝 の会 」 の

活 動 は、 自らの視 野 の狭 さや 甘 さを痛感 させ る と同時 に 、「同 じ想 い を持 っ 仲 間が い る、そ

の仲 間 と共 に 闘 うこ とが で き る」 とい う、人 生 の展 望 を多 くの脳 性 マ ヒ者 に与 え る こ とに

な った。 ま た 「あっ て はな らない存 在 」 と され た障 害者 に対 す る健全 者 中心 の社 会 の あ り

よ うに も怒 りを燃や す こ とに な る。そ の結 果 、「大 阪青 い 芝 の会 」で は、助 成金 ・対 大 阪市

座 りこみ 交 渉 、和 歌 山セ ン ター 闘争(入 所 者 の鉄 道 自殺 に対 す る糾 弾)、 中東 闘争(車 い す

の教 師 をつ くる運動)、 地 下鉄 に乗 る運 動 、養護 学校 義務 化 阻 止運 動 、介 護 人材 派 遣事 業 や

ケア付 き住 宅 の交渉 な ど様 々 な運 動 を展 開 した。 そ して それ らの成果 は、斎 藤 氏や 在 日の

障害者 で あ る金 満 里氏 の 自立生活 運 動 や大 阪府 及 び 大 阪市 の福 祉 の ま ちづ く り条例 な どに

生 か され て い く52)。

ま た斎藤 氏 は、 「青 い芝 の会 」 にお け る関東 と大 阪 の運 動 の違 い を次 の よ うに 述 べ る。

「関 東 と大 阪 の違 い は 、 関東 は 縦 のつ な が り、 大 阪 は横 のつ な が り。 関東 は 個 々 の

運 動 で つ な が り、 大 阪 は 仲 間 の た め につ な が っ て い た。 全 国 の 「青 い 芝 」 は横 塚 さん

が会 長 だ っ た が 、運 動 主 体 の 中 心 と な っ た の は 、 カ が 強 か っ た 関 西 の 「青 い 芝 」 だ っ

た53)。 」

さて 「青 い芝 の会 」 の 考 え方や 思 想 は 、脳性 マ ヒ者 だ けで な く、親 や 兄弟 に も大 き な影
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響 を及 ぼ して い る。 脳 性 マ ヒの弟 、和 夫 氏(46歳)を 持 つ 西川 淳 子 氏(47歳)は 、 大学

に入学 して 、「青 い芝 の会 」 と出会 い、健 全者 組 織 グル ー プ ・ゴ リラ に入 って活 動 した経 歴

を持つ 。当時 を振 り返 り、「青 い 芝」関連 の シ ンポジ ウムのパ ネ ラー と して 、次 の よ うに述

べ て い る。 なお 、 和夫 氏 と淳 子 氏 の年 齢 は シ ンポ ジ ウム 開催 当 時の もので あ る。

「… 当 時、 車い す の弟 が 地 下鉄 に乗 れ る とは思 っ て もみ なか っ た し、喫 茶 店 に入 れ

る とい う発 想 もなか っ た。 い つ も通 る喫 茶店 の ウイ ン ドウに飾 っ て あ るパ フ ェを見 て 、

家 で作 って や るの が 関 の 山だ っ た。 けれ ど、 「青 い芝 」 の 人 達 は違 っ た。 出来 な い と

い う発 想 を くつ が え して、 当た り前 にみ ん な がや っ てい る こ とを どん どんや って い っ

た。 弟 は 「青 い芝 」 と出会 っ て か らは 「あき らめな さい は も う嫌 だ」 と、 い ろん な事

を実 現 させ て い る。 私 は 「青 い芝 の会 」 と出会 わ な か った ら、結 局 弟 に我 慢 させ るだ

け の壁 に な って いた の か も しれ ない。 世 間 の常 識 の なか で あ き らめ させ て いた54)。 」

ま た 「青 い芝 の 会」 の言葉 に 「親 は敵 だ」 い うのが あ るが 、 ど う思 って い る か?と い う

司会者 の質 問 に対 して は、次 の よ うに述べ て い る。

「私 は 「青 い 芝 の 会 」 の 人 か ら 「敵 で な くな るた め に 施 設 を 出 て 、 地 域 で 暮 ら して い く

た め に 一 緒 に や りま し ょ う」 と言 わ れ た 。 そ うで な か っ た ら弟 は 、 施 設 に い た と思 う

55) 。」

「青 い 芝 の会 」 にお け る最 大 の功 績 は 、2-3-3で も示 した よ うに、脳 性 マ ヒ者 が持 っ

てい る 「健 全者 幻想 」 を捨 て、社 会 に対 して 強 烈 な 自己主 張 を して い くべ き で あ り、 自己

主 張 と 自己発 見 を繰 り返 しなが ら、 自己確 立 ・主体 性 の確 立 を実 現す べ きだ 、 と横 塚 が脳

性 マ ヒ者 た ち に説 い た こ とで あ る。 斎 藤氏 も この点 につ いて は以 下 の よ うに述 べ て い る。

「『健 常 者 幻 想 』 は 多 かれ 少 な か れ 持 っ て い る。 「あ りの ま ま に 受 け と め る」 は 頭 で は

理 解 で き て もな か な か感 情 が 許 さな い。 「青 い 芝 」 の 思 想 に 出 会 わ なか っ た ら、ま た

障 害 に対 す る 自分 の受 け とめ 方 も違 っ て い た はず56)。 」
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「大 阪青 い 芝 の 会 」 の行 動 と特 徴 を 「大 阪 青 い 芝 の会 」 の会 員 で 「CILた か っ き」代

表 の斎 藤 雅 子氏 へ のイ ン タ ビューや 「青 い芝 の会」 関係 者 に よ るシ ンポ ジ ウム の 内容 を踏

ま えな が ら、見 て きた が 、こ こで 明 らか に なっ た こ とは、1っ め には 、同 じ 「青 い芝 の会 」

で あっ て も、 障害者 のお かれ た状 況 や 地域 性 に よって 、会 の 運動 や組 織 の あ り方 が異 なっ

てい る とい うこ とで あ る。2っ めに は、 「青 い芝 の会 」 は、 「親 は敵 だ」 と親 ・兄弟 を敵視 し

てい た が、 「青 い 芝 の会 」 の思 想 は 、脳性 マ ヒ者 だ けで な く、親 ・兄 弟 た ち に も大 きな影 響

を与 え てい る とい うこ とで あ る。次節 で は 、「青 い芝 の会」の評価 と残 され た課 題 につ いて

ふ れ た い。

2-4「 青 い 芝 の会 」 の評 価 と残 され た課題

以 上 にお い て取 り上 げた 「青 い 芝 の会 」 の運動 につ い て評価 す べ きは次 の点 であ る。 ま

ず 第1に 、能 力 に よっ て人 間 の価 値 が決 め られ る社 会 の価 値 観 を否 定 し、 どん な重度 の障

害者 に も同等 の権利 が あ り、能 力 に よ って差 別 され て は な らな い こ とを主 張 した こ と、 第

2に 、障 害 を否 定 的 に と らえ る従 来 の障 害者観 を批 判 し、 障害者 が あ りの まま に生 き られ

ない社 会 こそ が 問題 で あ る と した こ と、第3に 、施 設 は障 害者 を隔離 ・差 別 す るもの と し

て批判 し、 どん なに重 度 の 障害者 で あ って も地域 で普 通 の人 と同等 に生 き る こ とを主 張 し

た こ と、第4に 、 自己 主張 を通 して 自己喪失 の状態 を克 服 し、 障害 者 の主 体性 を確 立 させ

る必要 を唱 えた こ とで あ る。 これ らは様 々 な思想 や 社会 運 動 の影 響 を受 けな が ら、脳 性 マ

ヒ者 た ちの 体験 や運 動 のな かで独 自に生 み 出 され た もの で あっ たが 、欧 米 の ノー マ ライ ゼ

イ シ ョンや ア メ リカ の 自立生 活運 動 の動 向 とも一致 して いた。

で は残 され た課題 は、 どの よ うな もの が あ るのだ ろ うか。 第1に 、障 害者 差別 を生 み 出

す 社会 シス テ ム を問題 とせ ず 、意 識 の 問題 の み を重 視 した こ と、第2に 、社 会 を健 全者 対

障害者 の対 立 と して と らえ、健 常者 を敵視 した が、 そ の た め に社 会 変 革 のた め の健 全者 と

の連 帯 ・共 闘 を困難 に した こ と、第3に 、重 度 の 障害 者 で あ って も地域 で暮 らす こ とを主

張 した が、 経済 的 には生 活保 護 受 給者 で な けれ ば 自立 生活 が 送れ な い のが 実態 で あ り、経

済 問題 を ど う解 決す る かの視 点 が抜 けて い た こ とで あ る。

障 害者解 放 運 動 に大 きな影 響 を及 ぼ した 「青 い芝 の会 」 の運 動 か ら脱 施設 化 の動 き をみ

て きた が、 北欧 や 欧米 で は ノー マ ライ ゼイ シ ョンが提 唱 され 、 「収 容 か ら地 域 へ」の政策 転
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換 が 図 られ て いた 時期 、 日本 で は社 会 問題 化 してい た重 度 障 害者 問題 を解決 す るた め、 大

規模 障害者 施 設 が全 国各 地 に次 々 と建 設 され て いた 。 そ の よ うな状況 のな か で 「青 い芝 の

会 」の 障害者 た ちが地 域 で生 活 す るこ とを望 み 、行 政 に対 して要 求 運動 を行 い 「自立生 活 」

を営 ん でい た こ とは 、特 筆す べ き こ とで あ る。 しか も北欧 の ノー マ ライゼ イ シ ョンは 、「親

の会 」 の運 動 が最初 の契機 となっ てい るが、 日本 は障 害 当事者 本 人 た ちが 最初 に声 を あげ

てい る ので あ る。

脳 性 マ ヒは完 治す る こ とは ない。 一 生 、障 害 を背 負 っ て生 き て いか な けれ ば な らな い。

健 全者 に あ こがれ て もなれ るわ けで はな い。 大仏 空 は脳 性 マ ヒ者 た ちに 「あ りのま ま に生

き る」こ とを諭 した。 「青 い芝 の会 」 とい えば 、過 激 で直接 的 な行 動 が よ く言 われ るが 、あ

りの ま ま に生 き るた め に、健 全者 に 囚われ ない 「独 自の 障害者 文 化 ・価 値観 の形成 」 の構

築 を横 塚 晃 一 中心 とす る 「青 い 芝 」 の脳 性 マ ヒ者 た ちは 、 自らの身 体 を さ らす こ とで社 会

に訴 え、 同 じ境 遇 に悩 む脳 性 マ ヒ者 た ちに呼 び掛 けた。

次 章 で取 り上 げ る障害者 自立 生活 セ ンター は、「独 自の 障害者 文 化 」を体 現す る一形 態 で

あ ろ う。横 塚 晃一 の願 い は、よ うや く約30年 の時 を経 て 実現 す る こ ととな った とい え る。

自立 生活 セ ンター の アイ デ ア はア メ リカ か ら入 って きた もの で あ るが 、「青 い芝 の 会」の運

動 や 取 り組 み の土壌 が なけれ ば、 自立 生活 セ ンター が 日本 で現在 の よ うに広 が る こ とがな

か った ので は ない だ ろ うか。

第3章 障害 者 自立生活 セ ン ター の位 置 づ け と課題

3-1自 立 と 自律 に つ い て

日本 の 障害 者 運 動 は① 当事 者 主 導(コ ン シ ューマ ー コ ン トロール)、 ② 草 の根 運 動(グ

ラスル ー ツ)、 ③仲 間の権 利擁 護(ア ドボ カ シー)な どが 絡 み合 い な が ら、各 団体 が それ ぞ

れ のや り方 で 障害者 運 動 の歴 史 をつ くって きた。 そ のな かで ア メ リカ か ら入 っ て きた 自立

生 活 思想 及 び 自立 生活 運 動 は、 日本 の障 害者 運動 に新 しい道 を提 示 した とい え よ う。 当事

者 主義 とい う新 しい考 え方 が提 唱 され は じめて い るが 、 当事者 主 義 とは、 そ の人 自身 の人

格 の尊 厳 が 守 られ 、「自分 の こ とは 自分 で決 め る」とい う自己決 定権 が保 障 され る こ とで あ

る57)。 当事者 主 権 とい う言 葉 も あ るが 、 同 じ意 味 を もって い る。 日本 で この よ うな こ と
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がい われ る よ うにな った の も、自立生 活 思想 及 び 自立 生活 運 動 の影 響 が大 きい。「自立生 活

思想 」は、従来 の 「身 辺 自立」や 「職 業 経 済 的 自立」に とらわれ な い 「障 害者 ら しい生 き方 」

を もた ら した。 そ の代 表 例 と して 障害 者 自立 生活 セ ン ター をあ げ る こ とがで き る。

「自立」 とい う言葉 を辞 書 で調 べ てみ る と、 「他 の助 けや 支 配 な しに 自分 一 人 のカ で物

事 を行 うこ と」 とあ る58)。 横 須賀 俊 司な ど一 部 の 障害者 や 研 究者 のな か には 、 「自律 」 を

使 用す る場合 も あ る。 「自律 」は 「他 か らの支 配 ・制 約 な どを受 けず に、 自分 自身 で 立 てた

規 範 に従 って行 動す る こ と」を意 味 して い る。「自立 生活 」の 中心的 な 内容 は 自己決 定 で あ

り、他 者 の 力 を借 りて も構 わ ない とす る。 した が って 、意 味合 い として は 「自律 」 の方 が

ニ ュア ンス 的 に近 い とい う考 え方 で あ る59)。 横 須賀 らの考 え方 は理 解 で き るが 、本 稿 で

は、一 般 的 に使 われ てい る 「自立 」 を用 い、 そ こに 「自律 」 も含 まれ てい る とい う立場 を

とる。

さて、 自立生 活 セ ン ター は2っ の側 面 を持 っ。1つ は サー ビス等 を利 用 し、 自分 自身 の

自立生 活 を営む た め に障 害者 が 自立生 活セ ン ター に関 わ って い く側 面 、 も う1つ は これ ま

で就 労 が不 可能 とされ て き た重度 身 体 障 害者 を 自立 生活 セ ンター の職 員 と して雇 用 し、 サ

ー ビス提 供者 と して 関 わ らせ る こ とで 就 労 を作 り出 して い る とい う側 面 で あ る。 これ まで

障害者 は、 一般 に 「何 に もで きな い不 能者 」 とい うレッテル をは られ て きた が 、 自立生 活

セ ンター で 給料 を も らって働 くこ とで 「働 け る障害 者 」 で あ る こ とを他 者 に ア ピール す る

こ とを可 能 に した。

本稿 で はそ の事例 と して 、特 定非 営利 活 動 法人 ・茨木 市 障 害者 生活 支 援 セ ン ター 「す て

っぷ21」 を取 り上 げ る。 自立生 活 セ ン ター は 、障 害者 福祉 にお い て、 これ ま で の福祉 機 関

にみ られ な か った ユ ニー クな存在 で あ る。 しか しそ れ に もか か わ らず 、 自立生 活 セ ン ター

を対象 と した研 究 は 、そ れ ほ ど多 い とは い えな い のが現 状 で あ るが 、 い くつ か の先 行研 究

6・)に拠 りな が ら、障 害者 自立生 活 セ ンター の位 置 づ け と課題 につ い て検討 して い き たい 。

3-2障 害者 福 祉 の基 本 思想 につ い て

まず 、議 論 の前提 と して 、障 害者 の 自立生活 や 自立生 活 セ ンター に とって重 要 な 障害者

福祉 の基 本 思想 につ いて ふれ て お こ う。 定藤 丈 弘 は、人 権 尊 重 に立脚 した 障害 者福 祉 の基

本 思想 と して 、① 生存 権保 障の理 念 、 ②発 達保 障 の理念 、③ 自立 生活 の理 念 、④機 会 平 等

の理念 、⑤ ノー マ ライ ゼ イ シ ョンの理念 の5つ を挙 げ てい るが、障 害者 の 自立 生活 や 自立
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生 活セ ン ター に とっ て、 これ らの理 念 が1つ で も欠 け て しま うと、そ の存 在 の根 拠 を失 っ

て しま うこ とにな る61)。 そ こで定藤 の論 説 に拠 りな が ら、 障 害者 の 自立 生活 や 自立 生 活

セ ンター に とって 、重 要 な5つ の理 念 につ い て述 べ て い きた い。

① 生存 権保 障 の理念

日本 国憲 法25条 第1項 で 「す べ ての 国民 は、健 康 で文 化 的 な最 低 限度 の生 活 を営む 権

利 を有 す る と規 定 し、そ の第2項 で 「国 は、す べ て の生活 部 面 につ い て 、社会 福祉 、社 会

保 障及 び公 衆衛 生 の 向上及 び 増進 に努 めな けれ ば な らな い」 と規 定 してい る。 この条 項 は

一 般 的 に は生存 権 と呼 ばれ てい るが
、 こ こで保 障 され る人 権 は 、た ん な る生物 と して の存

在 、生理 学 的 な生命 維 持 とい うレベ ル で は な く、「健 康 で文 化 的 な最低 限度 の生活 」の 内容

を持 っ た もの で あ る と され る。 そ の実効 措 置 の1つ と して 生活保 護 法 が規 定 され た。 した

が って 同法 に よ り、経 済 的貧 困に 陥 ったす べ て の障 害者 は、 国民 の 平均 的 な生 活水 準 よ り

以 下 の劣 等 的 な生活 で はな く、 人 間 と して の尊厳 を維持 しな が ら、健 康 で 文化 的 な最 低 限

度 の生 活 水 準 が送れ る よ うに保 障 され て い る。 また 、 そ の貧 困 の救 済 は、 慈善 の対象 と し

ての保 護 的 救済 で は な く、権 利 と して の生 存 の保 障 で あ る。 生活 保護 法 は、保 護 を請 求 す

る権利 、行 政 の違 法や 不 当 な処 分 に対 して不 服 を 申 し立 て る権 利 を認 め る こ とに よ り、 経

済 的貧 困 に陥 ったす べ ての 障害者 を権利 の主 体者 と位 置 づ け、生 活保 護 の受給 に よ り、市

民 としての公 民 的諸 権利 が侵 害 され て は な らな い こ とを 定 めて い る。 そ して 、生 存権 保 障

の あ り方 をめ ぐ り、生 活保 護 基 準 内容 な どにつ いて 争 われ た 朝 日訴訟 や 障 害者 の所 得 保 障

運 動 の展 開 に よ り、生 活保 護 で保 障す る生 活 水 準 の改 善 がな され て い る。 しか しな が ら、

生 活保 護 法 は 自助努 力 を前提 と し、他 の社 会保 障給 付 、個 人 の生 活 資力 や親 族 扶養 の活 用

を優 先 す る 「補 足性 の原理 」 を設 けて お り、 障 害者 が経 済 的 最低 水 準 の保 障 を め ざす うえ

で、権 利 としての 生活 保護 受 給 の 可能 性 を様 々 な形 で制 約 して い る。 一例 をあ げれ ば 、生

活保 護 が受 給 で きな けれ ば 、所得 の面 で 障害者 は 「自立生 活 」 を営 む こ とが難 しい とい う

現 実 が あ る。

この よ うな生 活保 護 制 度 の持 つ人 権 差別 的 な 面 を批判 し、 生存 権保 障の 具現 化 を年 金 制

度 や各 種 手 当制 度 の充 実 に求 め る障害 者所 得保 障運 動 も展 開 され て きた。 それ らの社 会 的

努 力 に よ り成 立 した のが 、1986(昭 和61)年 に創 設 され た障 害者 基礎 年 金 制度 で あ るが、

そ の年 金 額 は 日常 生活 の最低 限度 保 障 の水 準 には とて も達 して いな い。 周 知 の よ うに、 少

子 高齢 社 会 を迎 えて公 的年 金 制度 の早 急 な改 革 の必 要性 が叫 ばれ て い るなか で は、 障 害者
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基礎 年 金 の増 額 を望 め る状態 で は ない 。 む しろ、 こ こ数 年 の デ フ レー シ ョンの影響 を受 け

て年金 額 は減 額 され てい る とい う現 実 が あ る。

生存 権保 障 の理念 は、 障害 者 が生 活保 護 の受給 者 とな って も市 民 と して の公 民 的諸 権利

を侵 害 しない とい う歯 止 め の役割 を果 た して い るが、 障害者 を社 会 にお け る生 活者 と位 置

づ け、生 活形 成 を してい く有 効 な 手段 は持 ち得 てい な い。

② 発達 保 障 の理 念

重度 の知 的 障害者 や 重 症心 身 障 害児 を保 護 の対 象 か ら発 達 の主 体者 と位 置づ け、「い かな

る重症 児 で あ って も普 通児 と同 じ発 達 の道 を通 るこ と」 を踏 ま え 、重 症児 に対す る権利 保

障の必 要性 を 明確 に体 系 的 に示 した わが 国 を代表 す る福 祉 思想 の1つ と して 、発 達保 障 の

理 念 を あ げ るこ とが で き る。 この理 念 は1960年 代 よ り、知 的 障害 児施 設 ・近 江学 園及 び

重 症 心身 障 害児 施設 ・び わ こ学 園 で の教育 ・療 育 の実践 活 動 を行 った糸 賀 一雄 らを中心 に

提 唱 され た もので あ る。 これ まで全 面 介護 が 必 要で 、知 的な発 達 も著 しく制 限 され てい る

た めに、援助 を受 け るだ けの保護 的存 在 と捉 え られ て い た重症 心身 障害 児 を糸賀 は、「どん

な重 い障 害 を も ってい て も、だ れ と と りか え る こ ともで き ない個 性 的 な 自己実現 を してい

る」 と述 べ て 、ひ と り1人 の個 別 性 を重 視 し、すべ ての 重症 児 の人 格発 達 につ い て、権 利

保 障 を提 起 したの で あ る62)。

ま た 「この子 らに世 の光 を」で は な く、「この子 らを世 の光 に」とい う糸賀 の主 張 は、「憐

れ み を もった保 護 の対 象 で は な く、知 的 障害 とい うハ ンデ ィキ ャ ップ を もっ たそ の人 格 の

全 存在 を とお して 、主 体性 を持 っ た存 在 で あ る」、 「重症 な障 害 を もっ た この子 た ち も、 立

派 な 生産者 で あ る とい うこ とを、認 め あえ る社 会 をつ くろ う」 と、 世 の 中に働 き掛 けて い

こ う とした ので あ る63)。 それ は経 済 生産 活 動 に全 く役 に立 た な い重 症 障 害児 の福 祉 へ の

公 共 的投 資 は 、無駄 使 い で あ り、後 回 しに して 当然 で あ る とい う世 間の声 に対 して 、経 済

効 率性 や 業績 主 義 的価 値観 に立脚 した社会 的 システ ムの非 人 間 的側 面 を批 判 して、 人 々の

意識 変 革 の 必要 性 を促 した もの で あ った。 つ ま り、 人 間 と して の尊厳 を踏 ま え 、重症 障 害

児 の基 本 的 人権 を尊重 し、生 活 を支 援 す るた めに周 囲 の環 境 を整 え、社 会 全体 を よ り人 間

的な もの に変革 しよ うとす る考 え方 で あ る。 それ はデ ンマ ー クで起 こって き た ノー マ ライ

ゼ イ シ ョン思想 や 「青 い 芝 の会 」 の障 害者 運 動 とも相通 じる と ころが あ る。

糸賀 の 唱 えた発 達保 障 の理 念 は、 障 害児 者 の療 育や 教育 及 び 労働 に大 き な影 響 を与 え、

人 権尊 重 の 考 え方 を確 立 す る うえで大 きな貢 献 を果 た した。 障 害児 の発 達 要 求 に基 づ く教
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育 を実際 的 に保 障す るた め に、す べて の 障害 あ る児 童 を学 校 教育 の 対象 とすべ きで あ る と

い う主 張 ともっ な が り、1979(昭 和54)年 か ら実施 され た養 護 学校 義 務 化 に よる全員 就

学 体制 の確 立 に もっ なが っ てい く。 また1970年 代 か ら全 国的 に広 まっ て小規 模 作 業所 で

の実践 に も取 り入れ られ て 、障 害 を もつ成 人 に とって の 労働 の意 味 を問い 直す こ とに もな

った。

ところで 、発 達保 障 の 理念 にっ いて 定藤 は、評 価 を しつ つ も、今 日的 な人権 思 想 と して

は一 定 の問題 性 が あ る と指摘 す る64)。 第1に 、「障害児 者 と非 障害 児 者 の 日常 的交 流 、共

生 を積 極 的 に促 進す る視 点 の弱 さで あ る」。同 じ発 達 課題 を抱 え る障 害児 の基礎 的集 団 の形

成 とそ の共 同発 達 を重 視 し、分 離 教育 を重視 す る養 護 学校 をべ 一ス に置 い て お り、 障害 児

者 の地 域社 会統 合 を促 進 す る うえで制 約 に な る と批 判す る。 第2に 、障 害 の克服 を課題 と

す る専 門的療 育 訓練 主 義 に傾 斜 す る リス クを抱 えてい る こ とで あ る。 しか しな が ら、 この

よ うな一 定 の 問題性 が あ る と して も、 糸賀 一 雄 の先 見性 に富 ん だ思想 は、 わ が 国の 障害者

福祉 史 の なか で色槌 せ る こ とはな い。

③ 自立生 活 の理 念

障 害者 の 基本 的 人権 を重視 す る理 念 の1つ と して 注 目 され てい る ものに 、重 度 身 体 障害

者 た ち が 中心 に なっ て展 開 した運 動 が 提 唱 した 自立 生活(IndependentLiving)思 、想 が あ

る。1970年 代 のア メ リカ ・カ リフォル ニ ア州 の 一地 域 か ら生成 ・発展 した この思想 は、 地

域 で活 動 を始 めて か らわず かの 問 に全 米各 地 に広 ま り、 ヨー ロ ッパ諸 国や わ が 国の 障害者

福祉 の基 本 的理 念や 政 策 に大 きな影 響 を与 えた 。第2章 の 「青 い芝 の会 」 の運 動 もそ の影

響 を受 けて い た。

自立生 活 の理 念 が注 目され て い るの は、 この理念 が 障 害者 関連 の リハ ビ リテ ー シ ョン分

野 で これ ま で唱 え られ て き た従 来 の 自立観 とは 、著 しく見解 を異 にす る ものだ か らで あ る。

従 来 の伝 統 的 な 自立観 で は 、身辺 自立 や職 業 経 済的 自立 を して い る こ とこそ が 、「自立」 と

い う考 え方 で あ った。 そ の結 果 、身 辺 自立や職 業的 自立 が見 込 め る障害 者 に は 、身 体機 能

訓 練や 職 業 リハ ビ リテ ー シ ョンに力 が 入れ られ た が、身 辺 自立 が困難 な重度 障害者 や 職 業

経 済 的 自立 が容 易 で ない 障害 者 は 、 自立 困難 で社 会 に役 立た な い存在 とされ 、地域 や 社 会

か ら隔離 され て、施 設 や居 宅 に押 し込 め られ て 、被保 護 的な 生活 を送 るこ とを余 儀 な く さ

れ た の で あ る。

これ に対 して、 自立 生活 の理念 は、 従来 の 自立観 の 問題 点 を鋭 く指 摘 し、身 辺 自立や職
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業 経済 的 自立 のい か ん に関 わ らず 自立 生活 は成 り立 っ 、 と新 しい 自立観 を示 した。 自立 生

活 の代 表 的 な規 定 は 、「障 害者 が他 の手 助 け を よ り多 く必 要 とす る事 実 が あっ て も、そ の障

害 者 が よ り依 存 的 で あ る こ とには必 ず しもな らない 。人 の助 けを借 りて15分 で衣 服 を着 、

仕 事 に 出か け られ る人 間は 、 自分 の衣 服 を着 る のに2時 間 かか るた めに家 にい るほか は な

い人 間 よ りも 自立 して い る」 とい うも ので あ る65)。 この規 定 は これ まで 絶 対視 され てい

た 日常生 活 動作 面 で の 自立 と経 済 的職 業 的 自立 を相 対化 させ 、障害 を持 って い た として も、

そ の人 自身 の生 活全 体 の内容 を充 実 させ る行 為 を 自立 と して 重視 す る こ とを方 向性 と して

示 した もの で あ る。

この新 しい 自立観 の キー ポイ ン トとな った の は 、「自己決 定権 」で ある。 自己決 定権 の行

使 を 自立 とと らえ る考 え方 で あ る。 障 害者 が 日常生 活 にお い て介 助者 のケ ア を必 要 とす る

と して も、 自 らの 人生 や 生活 の あ り方 を 自 らの 責任 にお いて決 定 し、 自 らが望 む 生活 目標

や 生活 様 式 を選 択 して生 き る行為 を 自立 とす る考 え方 で あ る。 自 らの人 生 を他 の誰 に も委

ね る こ とな く、 自らの意 思 で生 き るこ とが、 自立生 活 の理 念 で あ る。

自立生 活 の理 念 は 、 自立生 活運 動 の発展 とと もに普及 し、 障害 者福 祉 や 人権 擁護 の面 で

多 大 な成 果 を あ げ る と ともに、長 期 間 にわた り、施 設や 病 院 の管 理 下 にお かれ 、 自 らの人

生 や 生活 の あ り方 を 自 らの責 任 に おい て決 定 す る権利 を奪 わ れ て きた多 くの 障害者 の支持

を集 め る こ と となっ た。 この理念 は単 に理 念 的 、哲 学 レベ ル に と どま るの で は な く、地 域

社 会 の なか で生 活 主体 者 と して 日常生 活 を送 ってい くとい う、 障害者 自身 の 自発 的 な意 思

と具体 的 実 践行 為 を 「自立」 の 要件 と して重視 す る。 障 害者 が 地域 で 生活 して い くた め に

介護 保 障 や 支援 サ ー ビスの受 け皿 とな ってい るの が、本 章 のテ ーマ とな って い る 自立生 活

セ ンター で あ る。

④ 機 会 平 等 の理 念

民 主主 義社 会 におい て は 、 日本 国憲 法14条 第1項 に よって 、す べ て の 国民 は法 の 下 に

平 等 で あ って 、人種 、信 教 、性別 、社 会 的身 分又 は門 地 に よっ て、政 治 的 、経 済 的又 は、

社 会 的 関係 にお い て 、差 別 され ない こ とが 定 め られ て い る.人 は 、1人 として 同 じ人 はお ら

ず 、 そ の人 が個 人 と して 尊重 され るよ うに、性 別 や 皮膚 の色 や民 族 、学 歴 、財 力 な どで 差

別 して い けな い こ とを意 味 して い る。

しか し障 害者 にお いて は 、伊藤 智 佳 子 が述 べ てい る よ うに、憲 法14条 第1項 の差別 を

禁 じる項 目の なか に 「障害 」 は含 まれ て は い ない66).憲 法 の なか に差 別 を してい けな い項
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目に 「障害 」を含 めてい な い こ とに よって 、日常生 活 の場 面 で 、「障害 」が原 因 で 「受 け る」

又 は 「して しま う」差 別 で あ って も、差別 だ と認 識 され ない こ とが あっ た りす る。障 害者 自

身 もほ ん と うは 「差別 」 に あた る事柄 で も 「差別 」 され て い る こ とに気 づ か な か っ た り、

「自分 に障 害 が あ るか ら我 慢 しな けれ ば な らな い」 と思 って い た りす る。

ま た 、す べ て の 参加 希 望 者 に社 会 的活 動 につ い て の参 加機 会 の 平等 が認 め られ て い る。

憲 法 に よ って 、思想 ・信 教 ・集 会 、結 社 ・言 論 、 出版 な どの あ らゆ る表 現 や居 住 ・移 転 ・

職 業選 択 ・学 問 ・婚 姻 の 自由が謳 われ 、法制 度 的 に は参加 機 会 の平 等 は 、保 障 され て い る。

参加 機 会 の 平等 の 面 にお い て も、 障害 者 は、保 護 す べ き社 会保 障 ・社 会 福祉 の対象 と して

社 会 的弱者 と位 置 づ け られ 、社 会参 加 、と りわ け資本 主義 市 場 経済 社会 へ の 参加 の平等 は、

実 質 的 に保 障 され てい なか った。 もち ろん、 市場 経 済社 会 が 制度 的 に経 済 ・職 業活 動 の参

加 を認 めな か った わ けで は ない。しか し、健 常 者 の 中で 障害 者 が経 済 ・職 業活 動 に参加 を し

た として も、また健 常者 と同 じよ うにス ター トライ ンに 立て た と して も、身 体 的 ・知 的能 力

の相対 的 な不足 に よって 、競 争 の進 行 にっれ て 、健 常 者 と障害者 の問 の ギ ャ ップ が拡 大 し、

結 果 と して 、必 然 的 に障 害者 は、市場 経 済社 会 か らの脱落 を余儀 な く され る。社 会保 障 ・社

会 福祉 は、 資本 主義 市 場 経済 社 会 か ら脱落 して い く社会 的弱者 を保護 す る、職 場復 帰 させ

る とい う名 目で成 立 し、現在 に至 っ てい る。この よ うな経 緯 で 障害 者 は 、「保護 す べ き存 在 」

とい う固定観 念 は、皮 肉に も参加 機 会 の平 等 の結 果 として生 じてい る。

で は何 故今 、機 会 平 等 の理 念 が 障害 者福 祉 を語 る うえで、 重要 視 され 、 問題 にな っ てい

るの で あ ろ うか。それ は従来 の理念 先 行型 の消極 的 な機 会 平 等 の理 念 で な く、具 体 的 な方 法

論 と実質 的 な意 義 を もった積 極 的機 会 平等 の理念 へ の転 換 が 図 られ て い る こ とに端 を発 し

てい る か らで あ る。そ の発端 は、 ア メ リカ の障 害者 運 動 の流 れ の なか にみ る こ とが で き る。

ア メ リカ で は 、黒 人や 他 のマ イ ノ リテ ィ ・グル ー プが 、教 育 ・雇 用 ・選 挙 な ど、様 々 な分

野 にお け る差 別 に抗 議 し、 白人 と同様 の権 利 を求 め た公 民 権 運 動 が展 開 され て き た が 、

1964年 に 「公 民権 法 」が成 立 し、黒人 差別 の禁 止 が 明言 され 、参政 権 な ど、白人 と同様 の

権利 の行使 が黒 人 に も保 障 され た。 そ の公 民 権 法 の精神 を受 け継 ぎ、 自 らの権 利 の保 障 を

求 めて 、障害者 た ち も立 ち上 が った。そ の結果 、1973年 に リハ ビ リテ ー シ ョン法 が改 正 さ

れ 、第504条 が新 た に追加 され た67)。 その こ とに よ り、初 め て、障害 を も とに した差 別 の

禁 止 が 明文化 され た ので あ る。 リハ ビ リテー シ ョン法 は 、最初 の重 要 な障 害者 権利 法 で あ

る。障 害者 の完 全 な社 会 参加 を確 立 し、これ まで の慈 善 と して の 障害者 支 援 の考 え方 か ら、
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障害者 の人権 保 護 ・差 別撤 廃 へ と連 邦 政府 の障 害者 政策 の転換 を図 る もの とな った。 も と

も と、この法律 は、1960年 代 に始 ま ったベ トナ ム戦 争 に よって 、障害 を負 った 多 くの負 傷

兵 を受 け入 れ るた め に成 立 した もので あ る。 リハ ビ リテー シ ョン法 の改 正 に よ り、 障害 を

持 っ とい う理 由の み を持 っ て、「連 邦 政府 の資 金援 助 を受 け る事業 、活 動 及 び政 府機 関、郵

政 公社 の運 営す る事業 、施 策 にお いて 、 そ の参加 を阻 まれ た り、受 けるべ き利 益 を損 失 し

た り、差 別 を して は な らな い」 とい う差別 禁 止条 項 が 明文 化 され 、 そ の施設 や プ ログ ラム

の利 用 を広 く保 障す る もの となっ た。 以前 の リハ ビ リテー シ ョン法 で は、公 的資金 を使 っ

てい る施 設 や プ ロ グラ ム に適 応 され るだ けだ った が、 法律 の改正 を きっか けに して 、 障害

者 の扱 いが 、 それ ま で の慈善 や リハ ビ リ対 象者 と して の観 点 か ら、社 会 や 政治 に平等 に参

加 す る存 在 と して の扱 い に大 き く変 換 を遂 げた。第504条 の施 行 に よ り、大 学 な どの 高等

教 育機 関 に障害 者 が入 学 で き る よ うにな り、 そ の通 学 の た めに 、 リフ ト付 きバ スな どが 運

行 され る よ うに なっ た。 この よ うに、 行政 機 関や 公 共建 築 物 、店 舗 、公 共 交通 機 関 な ど多

くの建 築 とサー ビス提 供 の改 善 が必 要 とな り、 多額 の経 費 が 投 じ られ てい る。

そ して さ らにすす んで 、1990年 のADA法(障 害 を持 つ ア メ リカ 人法)で は、雇 用 、連

邦 及 び州 政府 や 地方 自治 体 に よ る公 的 サ ー ビス 、 ホテル や レス トラ ンな ど不特 定 多数 の客

を相 手 にす るサ ー ビス、 通信 サ ー ビス、教 育 、 交通 手段 な ど、 あ らゆる生活 場 面領 域 にお

いて 、障 害 を理 由 とす る差別 を禁 じ られ た。 特 に雇 用 につ い て は、す べ て の企 業 ・事 業 所

にお け る障 害者 雇 用差 別禁 止 が 明言 され てい る。 そ れ は 、障 害者 に特別 な保 護 を与 え るの

では な く、適 切 な配 慮 に よって 、 生活 のす べ て の場 面 で 、障 害 の あ るな しに 関 わ らず 、機

会 が均 等 に与 え られ る こ とに あ る。

ア メ リカ で制 度化 され た新 しい積 極 的機 会 平等 の理念 が、 それ まで の理 念先 行 型 の 消極

的な機 会 平 等 の理念 と異 な る点 は 、定 藤 が述 べ てい る よ うに、差 別禁 止 と対 で考 え られ て

い る こ とにあ る68).新 しい機 会 平 等 の理 念 は 、積極 的 な差別 禁 止措 置(affirmativeaction)

に よっ て、 実現 可能 で具 体 的 な政策 体 系 を持 つ理 念 として、 再構 築 され た の で あ る。 アメ

リカ のADA法 な どの障 害者 法 制 で は、企 業 や 自治 体 が法 律 で 定 め る基 準 を遵 守 しな い場

合 、差 別 を受 けた 障害 者 が行 政機 関 に よ る救 済 、 さ らに は裁 判 所 に よる救 済 を求 め るこ と

がで き る。 救済 の 内容 には 、違 法 な差 別 の禁 止 や改 善措 置 命 令 、損 害賠 償 の請 求 が あ る。

雇用 を例 に挙 げ る と、 前述 した よ うに、市 場原 理 的 な経 済活 動 にお いて 、 障害者 は、 身

体 的 ・知 的 能力 の相 対 的 な不 足 に よって 、労働 市場 か らの脱 落 を余 儀 な く され 、機 会参 加 の
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平 等 が法 制 的 に保 障 され て いた と して も、実 質 的 には経 済 活 動 か ら排 除 され 、不 平等 が 生

じて しま う。 新 しい機 会 参加 の 平等 で は 、障 害者 に対 して積 極 的 に働 きか け 、教 育や 訓 練

の場 か ら不合 理 に締 め 出 され るの を禁 止 し、適 切 な教 育や 訓 練へ の機 会 参加 の保 障 が な さ

れ る。 雇 用 の段 階 にお い て も、応 募 手 続 き、採 用 や解 雇 、給 与報 酬 、昇 進 、業 務 訓練 、 そ

の他 の雇 用 条件 ・処遇 に関 して 、 障害 が あ るが ゆ えの差 別 は、ADA法 第102条 で行 な っ

ては い け ない と定 め てい る69)。 また 障害者 が こ な し うる職 務 の選択 、 労働 時 間 の配 分 、職

務 遂行 のた め の機器 装 置 の設 置 ・購 入 、 エ レベ ー タ、 ス ロー プ 、 トイ レな どの整備 及 び 増

改 築 、視 覚 ・聴 覚 障害 者 に対 す る朗読 者 ・手 話通 訳 者 の提 供 な ど、 障害 者 が職 務 を遂 行 す

るた め の多 岐多 様 な配 慮 を行 な うこ とが 、企 業 に は必要 とな る。 これ らの措 置 が講 じ られ

なか っ た り、 明 らか に差別 が行 われ た りす れ ば 、監 督行 政機 関 に不服 を 申 し立 て る こ とが

で き、公 的 救済 、調 停 が 図 られ るので あ る。

さて、ア メ リカ では 、ADA法 な どの 障害 者 法制 の 制定 に よって 、機 会参 加 平等 の理念 を

実 質 的 な もの にす る こ とが で きた が、 それ の裏 に は、価 値観 の転 換 が あ った こ とを忘れ て

はな らない。 経 済効 率 や 労働 能 力 だ け を重 視 す る考 え方 か らすれ ば 、市 場原 理 経 済 の なか

で障 害者 は、排 除 され て も仕 方 が ない と考 え られ て きた が、 法律 の制 定 に よ り、企 業 に と

って は負 担 で あ る とは考 えず に、 労働 条件 を整 備 す る こ とで 、労働 能 力 の あ る 「有 資格 」

及 び 「適格 」障害 者 に は、「公 正 に雇 用 の機 会 を与 え る」とい う社会 のル ール を作 った。「経

済 効率 を重視 し能力 主 義 を重 視 す る」 とい う企 業 に対 して、 一部 分 で は あ るにせ よ、価 値

観 の転 換 を もた らした ので あ る。 この こ とは、企 業 が従 来 の価 値観 を持 ち続 け るな ら、 障

害 者雇 用 はな か なか進 まず 、機会 参加 平等 の理念 も実現 出来 な くな るが、企 業 のそ の価値

観 を一 部 分 で も変 更 させ るこ とが 出来 るな ら、 障害 者雇 用 の機 会 参加 平 等 の実 現 の 可能性

は高 くな る こ とを示 して い る。そ して何 よ りも、障害者 に とっ て は、「保 護 す べ き存 在 」か

ら 「納 税者 」 に な り、社 会 に対 して貢 献す る こ とに もな るの で あ る。

しか し定藤 は、機 会 平 等理 念 の 限界 として 、教 育 と雇 用 につ いて は 、能 力 の あ る 「有 資

格 障 害者 」「適格 障害者 」に適 用 され 、それ 以外 の障 害者 に は 、適 用 され ない こ とを指 摘 し

てい る7°)。 「有 資 格 障害 者 」 「適 格 障害 者 」 につ い て は、第4章 で検 討 され る こ とに な ろ

う。

な お、ADA法 以 降 、EU、 オ ー ス トラ リア、 ニ ュー ジ ー ラ ン ド、 イ ン ド、香 港 、 メ キ シ

コ、韓 国 の各 国 で障 害者 差別 禁 止 に 関連 す る法 律 が相 次 い で成 立 した。 日本 で も2004(平
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成16)年 の 障害 者基 本 法 の改 正 で基 本 理念 と して第3条 に 「何 人 も、障 害者 に対 して、障

害 を理 由 として、 差別 す るこ とそ の他 の権 利利 益 を侵 害す る行 為 を して はな らない 」 と新

た に規 定 を設 けた。2006(平 成18)年12月 に は、障 害者 の人権 保 障 に 関す る初 めて の 国

際条約 で あ る 「障害 の あ る人 々 の権利 に 関す る国際条 約 」(障 害者 権 利条 約)が 第61回 国

連 総会 で採 択 され た71)。 地方 公 共 団体 レベ ル で は 、千葉 県 で2007(平 成19)年9.月 に障

害 者 差別 禁 止 条 例 が 可決 され て い る72)。 これ は都 道 府 県 で は初 め て とな る もの で あ る。

また 日本 弁護 士 連合 会 で 障害 者 差別 禁 止法 試 案 が発 表 され るな ど、研 究 者 、 国会 、政 府 な

どで も差 別禁 止 法 へ の議論 が活発 化 して い る と ころで あ る。

⑤ ノーマ ライゼ イ シ ョン理念

ノーマ ライ ゼ イ シ ョン(Normalization)と は 、高 齢 者 や 障 害者 な ど、ハ ンデ ィキ ャ ッ

プが あ って も地 域 の なか で ご く普通 の生活 を営 む こ とが で き、 かっ 差別 され ない社 会 をっ

くる とい う基本 理念 で、 障害 者 の人 権確 立 を め ざす 思想 と運 動 で あ る。 知 的 障害者 の 巨大

収 容施 設 にお け る非人 間的取 り扱 い の批判 ・反省 と して 、1952年 頃、デ ンマ ー ク にお い て、

「親 の会 」の運 動 として 始 ま り、1950年 代 のデ ンマー ク、1960年 代 のス ウェー デ ンでN.E.

バ ンク ー ミケル セ ンやB.ニ ー リエ な どに よ り生成 され 、理 論 化 され た。1981(昭 和56)年 の

国際 障害 者年 を き っか けに わが 国 に も紹介 され 、現 在 で は、 障害 者 だ けで は な く、 高齢者

や 児童 な どの分 野 で も取 り入 れ られ て 、福 祉 思想 の 中心 に位 置づ け られ て い る。

これ まで 障害 者 は 、人 里離 れ た収 容 型施 設 や病 院 で家 族 や 地域 か ら隔離 され ての 生活 を

余 儀 な くされ てい た が、 そ の こ とが施 設や 病 院 内で の介 護 す る側 と介 護 され る側 の支 配 、

す な わ ち、従 属 関係 や 身 体 的 ・精神 的虐待 等 の非人 間的 取 り扱 い を助長 す る こ とにな った 。

あ る社 会 か らそ の構 成 員 の い くらか を締 め 出す場 合 、 それ は弱 くて脆 い社 会 で あ り、障 害

者 を排 除 、 差別 した社 会 へ の反省 に立 脚 して 、 障害 者 もま た、 主体 的 な人 間 と して 地域 の

なか で 一般 の人 々 と同 じよ うな生活 を享 受 す る こ とが 当然 の権利 と され る よ うに な った 。

それ が ノー マ ライ ゼイ シ ョンの 基本 原 理 で あ る。そ の帰結 と して 、障 害者 が 地域 で生活 す る

た めの支 援 や福 祉 サー ビス が求 め られ る こ とにな る。

ノー マ ライ ゼ イ シ ョン理 念 は 、常 時介 助 が必 要 で 、 自己決 定力 の制 約 され て い る重度 の

身 体及 び 知 的 障害者 が親 や家 族 が い な くて も、 生 まれ 育 った 地域 の な かで 生活 主 体者 と し

て暮 ら し、そ の年齢 に見 合 っ た社会 生 活 を形 成 してい く こ とを 目標 として い る。この よ うな

視 点 は、先 に述 べ て きた 自立生 活 理念 や機 会 平 等 思想 で は 、欠 落 して い る。自立生 活 理念 や
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機 会 平等 思想 は、 一定 の能力 を有す る障 害者 を対 象 としてい るた めに 、 自己決 定力 や 社 会

参加 力 が制約 され てい る障害 者 に とって は、一 定 の限 界 を持 ってい る。定 藤 も 「機会 平等 の

理 念 は、 自由競 争原 理 に基づ く参加 す る機 会 を公 平 ・平等 に保 障す る もの で あ り、競 争 の

結 果 、生 じる不 平等 の改 善 につ い て は、 直接 的 に効 果 を発 揮 す る もの で はな い」 と、そ の

限界 を認 めて い る。ノー マ ライ ゼ イ シ ョン理 念 は 、先 に述 べ た機 会 平等 の理念 を補 完す る も

の として、位 置づ け られ てい る。具 体 的 に は、「徹底 的 な所得 再 分 配政 策 、階級 格 差 の縮 小

政 策 の推進 、公 的 責任 に よる社会 保 障 、社 会福 祉 制 度 、 サー ビスの 充足 に よっ て、す べ て

の国 民 の実 質平 等保 障 をめ ざす理 念 」と して、健 常 者 ・障害 者 とい った 区別 な く、人 間 ら し

い生活 を営 む た めの基 本 的人 権 の1つ として 、捉 え られ てい るの で あ る73)。 以 上 に示 され

てい る よ うに 、人 権 尊重 に立脚 した 障 害者福 祉 の基本 思想 と して の5つ の理 念 の なか で も

自立 生活 の理 念 は、特 に重要 で あ る。 次節 で は、 障害者 の 自立 生活 理念 の意義 と課題 にっ

いて さ らに検 討 を進 め よ う。

3-3障 害者 の 自立 生活 理念 の意 義 と課題

これ まで述 べ て きた よ うに、 自立生 活理 念 は 、身 辺 自立 や経 済 的職 業 自立 を重視 す る従

来 の リハ ビ リテ ー シ ョンの考 え方 とは異 な り、 労働 市場 へ の参入 や 身体 的機 能 回復 の見 通

し とは 関係 な く、 障害 者 の 自己実現 要 求 の充 足 を支 え る こ とを 目標 とし、 これ まで 自立 困

難 とされ て き た重度 障 害者 をそ の 主 な対象 者 に して 自立概 念 の構 築 を 目指 して きた。 自立

生 活理 念 や そ の運動 は、 わ が国 に おい て も、 障 害者 福祉 や 人権 擁護 の面 で 一定 の役 割 と成

果 を挙 げて き た とい え る。

第1に 、 これ まで 障 害者 の身 辺 自立や 経済 的職業 自立 が重 視 され て きた背 景 に は、経 済

的利 益 を あげ る生 産活 動 に どれ だ け貢 献 し うるか で人 間 の価値 を評価 しよ うとい う側 面 が

あ った。なか で も働 け ない 障害者 は 、「あ って はな らな い存 在 」とい う烙 印 を社 会 か ら押 さ

れ た の で あ る。 自立生 活 理念 は、 この問題 性 を鋭 く指摘 して 、新 しい人 間観 や 価値 観 を提

起 した。 っ ま り、 この 自立観 は、身 辺 自立や 経 済的職 業 自立 が 困難 と され て き た重度 障 害

者 に人 間 としての 尊厳 や 生活 主 体者 と して の生 き方 を保 障 して い く うえで 、大 きな役 割 を

果 た したの で あ る。

第2に 、 自立生 活運 動 の発 展 に伴 っ て、既 存 の入 所施 設 や 親元 か ら離 れ て の在 宅 独 立生

活 や ケ ア付 き住 宅 の入 所 者 の増加 、社 会参 加機 会 の拡 大 に よ り、 自立 生活 の願 望 や 要求 が
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一 部 の障 害者 だ けで な く
、軽 度 ・重 度 に関わ りな く、 多 くの 障害 者 とって 共通 かっ切 実 な

普 遍 的 なニ ー ズで あ る こ とが明 らか にな って い るこ とで あ る。

第3に 、 自立 生活 理 念 は 、 「自己決 定権 」 が 重要 視 され るが 、単 に哲 学 や理 念 に と どま

るの で は な く、実 際 の 日常生 活 の なか で用 い られ 、 行使 され る とこ ろに特徴 が あ る。 定藤

は① 「介 助者 管 理能 力 」 の獲 得 、② 「主体 的 な社 会 参加 の行 為」、③ 「ピア ・カ ウンセ リン

グ」、④ 「リス ク を侵 す 行為 」 の4つ を 「自立 の要 件 」 に含 め てい る74)。

① の 「介 助者 管 理 能力 」は、障 害者 本 人 が 「介 助者 を募集 し、雇 用 し、訓 練 し、監 督 し、

必 要 とあれ ば解 雇す る」能力 、「ケ ア のあ り方 をサ ー ビス提 供 者 で は な く、障 害者 が管理 す

る能力 」 で あ る。 これ は介助 者 な く して は、 生活 形 成 が 困難 な 障害者 に とっ て 、生活 主 体

者 とな って 生 き るた め には 、 自己決 定 権 の行使 は、 介助 者 ケ ア の場 で行 わ れ る必 要 が あ る

か らで あ る。 なぜ な らば、 自 らの身 体 の ケア を他 者 に依 存 す る こ とは 、 自らの主権 を放 棄

す る こ とにつ なが るか らで あ る。 この考 え方 は 、従 来 の介 助者 主 導 で行 われ て きた ケ ア の

あ り方 を障 害者 の 主体 性 を損 な うもの と して批判 す るな か か ら生み 出 され て きた もの で あ

る。 この理念 を実行 す るた め には 、 まず介 助者 を 自由に選 択 で き る こ とが 前提 であ るが 、

十 分 な給 付 水準 を持 った公 的 な介 護 手 当の支 給 に よ り有 料 介助 者 を 自由 に選 択 で き るシス

テ ム の確 立 が課 題 とな る。

② の 「主体 的 な社 会参 加 の行 為 」 は 、障 害者 の社会 参加 の場 にお け る 自立で あ る。

具 体 的 に は障害 者 が 自 らの生 活 に影 響 を受 け る諸 政 策 、制 度 、サ ー ビス、 事業 な どの計 画

立 案 、決 定 、運 営 管理 の過 程 に参加 す る行為 を 自立 の一 環 に位 置づ け る こ とで あ る。「障害

者 の こ とを1番 わ か っ てい るの は、 障害者 自身 で あ る」 とい うエ ド ・ロバ ー ツ の言 葉75)

に ある よ うに 、障 害者 の生活 を規 制 す る諸 政 策 、サ ー ビス供 給 に関す る計 画立 案 と決 定 を

行 う権 利 は、 障害者 のニ ー ズや 問題 を熟知 し、 よ り正 し く評価 す る立場 にあ る障 害者 自身

に もあ る とす る こ とを社 会 的 な根 拠 と してい る。 障 害者 が 自らの生活 に影 響 を受 け る諸 政

策 、制 度 、 サー ビス 、事 業 な どの計 画 立案 、決 定 、運 営 管理 に参 加 す るこ とを保 障 され て

こそ 、主 体 的 な社会 参加 が果 たせ る と してい る。 具 体 的 な例 と して 、各 自治体 の市 町村 障

害 福祉 計 画 にお け る障 害 当事 者委 員 と して の参加 な どが挙 げ られ る。

③ の 「ピア ・カ ウ ンセ リング」は 、社 会 参加 の行為 の1っ で 、自立 体 験 を持 っ 障害者 自身

が専 門家 とな り、 同 じ 自立 を求 め る障 害者 の 自立生 活形 成 にか かわ る悩 み や生 活 技術 の習

得 な どの相 談 、助言 、援助 を行 うこ とが 、障 害者 の 自立生 活形 成 の た め に効果 的 で あ る と
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され る もの で あ る。 もち ろん、自立体 験 だ けで誰 で もが 、ピア ・カ ウンセ ラー に なれ るわ け

では ない 。ピア ・カ ウンセ ラー には 、障 害者 問題 を客観 的 に把握 した り、専 門 的 な援 助 技 術

の手法 を取得 す る こ とも求 め られ る。 しか しなが ら、専 門技術 の有 効性 は もち ろん 、ピア ・

カ ウンセ リング は、 「障 害者 しか行 え ない 」 とい うところ に主 体性 と特徴 が ある。

④ の 「リス ク を侵 す行 為 」で あ るが 、 自立 生活 理念 は、「障 害者 が 失敗 の可能 性 に挑 む 行

為 」 を 自立 の要 件 に して い る。 これ まで身 辺 自立 が困難 な重度 障害者 は、 安全 管理 能 力 を

欠 き、 も しもの事 故や 危 険 の発 生 を防 止す る とい う理 由 か ら、社 会参 加 を含 む あ らゆ る場

面 で厳 しい 制約 を受 けて き た。 そ の よ うな なか で重 度 障害者 は 、 自らの意 思 と責任 にお い

て、 リス クに挑 む決 意 とそ の行為 の社 会 的是認 が な され る こ とをな く して 、 自 らの人 生 を

切 り開い て い くこ とは 出来 ない し、 また 自立 生活 も成 り立 ち得 ない の で あ る。 筆 者 の ま わ

りにい る 自立生 活 を営 ん で い る重度 障 害者 た ち も、 た とえ介助 者 の ち ょっ と した ミス に よ

って事 故 や 死 に至 る こ とが あ った と して も、 それ は介助 者 の 責任 には な らず 、障 害者 自 ら

の責任 と して処 理 を しよ うとす る。 重 度 障害者 に とっ て は、 そ こま で の覚悟 を しな い と自

立 生活 は営 め ない もの とな って い る。 そ の よ うな リス クに もか か わ らず 、施設 等 を出 て 自

立 生活 を行 うこ とを 目指 す重 度 障 害者 が増 加 して い る背 景 には 、生 活 主体者 と して 、 自 ら

の意 思 で 「生 きて い る」 こ とを実感 した いか らに他 な らない。

それ で は残 され た課題 は、 どの よ うな ものが あ るだ ろ うか 。 まず 第1に 、 前述 した よ う

に 自己決 定 力 は、すべ て の 障害者 が保 有 してい るが、「介 助 者 管理 能 力」まで含 め る と 自己

決 定力 に制 限 の あ る重 度 の身 体 障 害者 や知 的 障 害者 に適 用 され うるか とい う課 題 が残 る。

また 自立 生活 運 動 が能 力 主義 的側 面 を有 して い るこ とも否 定 で きな い。 第2に 、前 節 の生

存 権保 障 の理 念 で も触 れ た が、 生活 保護 が受 給 で きな けれ ば、所 得 の面 で 障害 者 は 「自立

生 活 」 を営 む こ とが難 しい とい う現 実 が あ る。 障害者 は 、 これ まで 「労働 」 の対象 か ら外

され て きた た め に、所 得 は 障害者 基 礎 年金(月 約6万 円)の み とい う障 害者 が 大 半 で あ る。

「青 い芝 の 会」な どの 障害者 介 助 料 要求 運 動 の成果 と して 、1974(昭 和49)年 の 重度脳 性 マ

ヒ者介 護 人 派遣 事 業や1975(昭 和50)年 の生 活保 護 他 人介 護加 算 を勝 ち取 った が、 特 に生

活保 護 他 人介 護 加算 に 関 して は、生活 保護 を受 給 してい る身 体 障 害者 手 帳1級 を所 持 して

い る障害者 しか認 め られ て い ない。生 活保 護 を受給 して いて も、身 体 障 害者 手帳2級 で は 、

他 人介 護加 算 は 出ない ので あ る。 自立 生活 を したい と障害者 が思 って いて も、家族 や 親族

に資産 が あれ ば、 もち ろん生 活保 護 の対象 にな らない。 そ してそ の親 や 家族 は、 「危 険 だ 」
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と障 害者 が 自立 生活 を営 む こ とに反 対 す るので あ る。 とい うこ とにな る と、 自立 生活 が営

め る障害者 は 、 「自己決 定能 力 が あ り、 身体 障 害者1級 を所 持 してい る生 活保 護 受 給者 」

とい うごく限 られ た階 層 に な って しま う。 も しくは障 害者 本 人 に何 らかの 資産 があ る場 合

にな っ て しま う。 障害 者本 人 が 望 んだ 形態 で 暮 らせ る よ うな所得 保 障 の システ ム を一刻 も

早 く構 築 す べ き こ とが望 まれ る。

これ ま で述 べ て きた よ うに、 自立 生活 理 念 は 、身 辺 自立 や経 済 的職 業 自立 が 困難 と され

て きた重 度 障害 者 に人 間 と して の尊 厳 や生 活 主 体者 としての 生 き方 を保 障 して い く うえで 、

大 きな役 割 を果 た した こ とは、 間違 いな い。 それ では そ の理 念 を実 現す るた め には 、 どの

よ うな課題 が あ るの だ ろ うか。 自立生 活セ ン ター の具体 的 内容 を検討 しよ う。

3-4自 立 生活 セ ンター の誕 生 と展 開

3-4-1ア メ リカ の 動 き

かつ て は、「身 の 回 りの こ とを 自分 で で き る こ と」=「 身 辺 自立」や 「手 に職 をっ け て生

活 の糧 を得 るこ と」=「 職 業 自立 」 とい う考 え方 が 中心 で あ り、 これ らの 考 え方 は 、い ず

れ も障害 を環境 との 関係 で と らえ る とい う視 点 に欠 け、 障害者 を現在 の社 会 に適応 させ る

こ とを め ざす とい う点 で 共通 して い る。 そ の よ うな 「社 会 適 応論 」 が 障害 者 だ け を集 めた

施 設や 学 校 をつ く り、一 般社 会 か ら隔 離す る結果 を もた ら した。また 障害者 は 「治療 ・訓 練

の対象 」「保 護 の対象 」 とい う受 身 的 な役割 を負 わ され 、主 体 的 な意 思 を持 っ た存在 とは見

な され なか っ た。 主導 的 な役 割 を担 うの は、 医 師 をは じめ とす る 「専 門家 」と言 われ る人 た

ちで 、そ の 自立 観 は 「医療 モ デル 」 とよばれ る。

これ に対 して、1970年 代 以 降 、障害 当事 者 に よる運動 の なか で提 唱 され 、そ の実 現 に 向

けて 取 り組 まれ て きた のが 「自立 生活 」「地 域 で の 自立 」とい う新 しい 自立観 で あ った。新

しい 自立観 の特 徴 は次 の通 りで あ る。 第1に 、障 害者 自らの意 思 に基 づ き 、 ど こで 住 む の

か、 どの よ うな生活 を した い のか 、 な どを決 定 し、 自らの生 活 を コ ン トロール す る こ と、

第2に 、 障害者 だ けが 一般 の社 会 か ら保 護 ・隔離 され るの は普 通 の状 態 で はな く、 何 よ り

も この よ うな状 況 の も とで は、 障 害者 の 自己決 定 を実現 す る こ とは 困難 で あ る と考 え、 そ

うした保護 ・隔離 か ら地域 社 会 の 中で の生 活 を 目指 し、確 立 してい くこ と、 第3に 、 「自

立 生活 」「地域 での 自立 」を実 現 す る ため の制 度や 社 会 資源 等 の整 備 、障害 者 に対 す る差 別

的な意 識 ・態度 を払 拭 す るこ と、 で あ る。 こ うした 自立観 は 「医療 モ デル 」 に代 わ る概 念
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と して生 み 出 され 、 「自立 生活 モ デル 」 と呼 ばれ る。

この よ うな なか で 自立 生活 セ ンター は 、ア メ リカ で展 開 され た障 害 当事者 に よ る 自立 生

活 運動 の なか か ら誕 生 して きた。 自立 生活 セ ンター の原 型 はカル フォル ニ ア州 立 大 学 のバ

ー ク レー 校 で実 施 され た 障害 学 生 プ ロ グ ラム(DisabledStudentProgram)に あ る。 これ

は学 内 の障 害者 に さま ざま なサ ー ビス を提 供 す るこ とで学 生 生活 を支 援 す る こ とを 目的 と

して い る。 この障 害学 生 プ ロ グ ラム は、後 に 「自立 生活 セ ンター の 父」 と呼 ばれ るエ ド ・

ロバ ー ツが ポ リオ後 遺 症 に よる車 いす 使用 の重 度 障害 学 生第1号 と して、入 学 した 時 に始

ま る76)。 エ ド ・ロバ ー ツ の入 学 以 降 、 障害 者 学 生 の入 学 も増 加 し、そ の後 、地 域 に住 む

卒 業 生 の障 害者 に もサ ー ビスが提 供 され るこ とに な り、や が て学 外者 へ の サー ビス供 給 量

の ほ うが学 内者 を上 回 って しま う。 学 内機 関で あ りな が ら学 外者 にサ ー ビス提 供 す る矛 盾

を解 決 す るた め には地 域 で新 た な類 似機 関 の設 立 が必要 との 声 が上 が り、 作 られ た の が 自

立 生活 セ ン ター で あ る。 最初 の 自立生 活セ ン ター は1972年 にバ ー ク レー で設 立 され てい

る。1974年 には ボ ス トンに も 自立生 活セ ン ター が開 設 され 、各 地 の 自立生 活 セ ン ター設 立

のモデ ル とな った。

自立生 活 セ ン ター の 目的 は、 自己選 択 ・自己決 定 を しなが ら生 活 を して い る障 害者 を支

援 す る こ とで あ る。① 有料 介 助者 の紹介 、②権 利 擁護(ア ドボカ シ ー)、 ③ ピア ・カ ウ ンセ

リング 、④ 自立 生活 プ ロ グラ ム、⑤ 住 宅相 談 、⑥ 情 報提 供 とい った サー ビス を提供 して い

る。 民 間の 非営 利組 織 で あ った た め、財 政 基盤 が弱 か っ たが 、連 邦 政府 が 自立生活 セ ン タ

ー に巨額 の補 助 金 を出 して整 備 を図 った こ ともあ り、全 米 各 地 でそ の数 が飛 躍 的 に増 加 し

た。現 在 で は 、全米 で200を 超 える 自立生 活 セ ンター が活 動 を して い る。

自立生 活 セ ン ター の特徴 と して は、 障 害 当事者 主 体 に よ って運 営 され て い る点 が あ げ ら

れ る。 当事 者 主 体 を担保 す るた め に次 の4つ の要件 が あ る。(1)意 思 決 定機 関 の構 成員 の

過 半数 が障 害者 で あ る こ と、(2)重 要 な決 定 を くだす 幹 部 の少 な くて も1人 は障害 者 で な

くて は な らな い、(3)職 員 の1人 は障 害者 で な けれ ば な らな い 、(4)多 様 なサ ー ビスの1

つ 以 上 を行 な って い る、 こ とで あ る。 この要 件 は、 連 邦法 で あ る リハ ビ リテー シ ョン法 に

も明記 され て い る77)。 また これ らをク リア しな けれ ば、州 か ら予 算 を も ら うこ とが で きな

い。 これ は今 まで 障害 者 の生 活 が 専 門家 の手 に よって支 配 され て きた こ とに対 す るア ンチ

テ ーゼ を具 体化 した もので あ る。 そ こ には 「障 害者 に何 が必 要 か、 そ の必 要 を ど う満 たせ

ばい い か を一番 よ く知 って い るの は、 障 害者 自身 で あ る」 とい う哲 学 が あ る。
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財 政 支 出 の根拠 と して は、先 に述 べ た リハ ビ リテ ー シ ョン法504条 が あげ られ る。 ま た

1978年 に は リハ ビ リテー シ ョン第7条 にお いて 、 自立 生活 セ ンター を設 立す るた め の基

金 を提 供 す るた めの条 項 が盛 り込 まれ て い る。

3-4-2日 本 の 動 き

で は 日本 で の 自立生 活 セ ン ター の展 開 は、 ど うだっ た のだ ろ うか。 わ が国 で は1980年

前 後 あ た りか らア メ リカ の 自立 生活 運 動 の理 念や 活 動 が紹 介 され る よ うにな っ た。そ の頃 、

ダス キ ンや ミス ター ・ドー ナ ツ が 障害 者 に対 す る ア メ リカ な どへ の海 外 留 学研 修 制度78)

を開始 した こ とに よ り、 自立生活 運 動 や 自立 生活 セ ンター を学ぶ機 会 が開 け 、障 害者 の人

材養 成 がで き る よ うに なっ たの で あ る。この留 学 を終 えて帰 って きた 障害者 を 中心 に して 、

1986(昭 和61)年 に わが 国 で初 めて の 自立 生活 セ ン ター で あ る ヒ ューマ ンケ ア協 会 が 中

西 正 司、 阿 部 司、樋 口恵 子 、安積 純 子 らに よ って東 京 の八 王 子 に設 立 され た。 自立 生活 セ

ン ター の重 要 な業務 で あ る ピア ・カ ウンセ リン グ もこの 時 に安積 に よっ て紹介 され て い る。

また彼 らに よって 、 ピア ・カ ウンセ リング講座 や リー ダー養 成 講座 が 開催 され 、 これ らを

通 して 、 自立生 活 の理 念 や 自立 生活 セ ンター使 命 が伝 え られ た。 それ 以 来 、全 国各 地で 自

立 生活 セ ンター の設 立 が進 む こ とに な った79)。 なお 、 自立 生活 セ ンター の運 営 を担 っ た主

要 メンバ ー に は、 障害 者 運動 にお いて 先駆 的 な役 割 を果 た した 「青 い芝 の 会」 と関 わ りの

あ る障害 者 が少 な くない。1990(平 成2)年 には各 地 の 自立 生活 セ ンター の ノ ウハ ウの交

換 、人材 育成 、権 利擁 護 活 動 を 目的 に全 国 自立 生活 セ ン ター 協議 会 が 結成 され てい る8・)。

全 国 自立 生活 セ ンター 協議 会 が 定 めた 自立 生活 セ ンター の 定義 は 、(1)意 思決 定機 関 の

構 成員 の過 半数 が 障害 者 で あ る こ と、(2)所 長(運 営 責任 者)と 事 務 長(実 施 責任 者)は

障害者 で な くて はな らない 、(3)権 利 擁護 と情 報提 供 を基本 と し、介 助派 遣 サ ー ビス 、住

宅 相談 、 ピア ・カ ウンセ リン グ、 自立 生活 プ ログ ラム の なか か ら2っ 以 上 のサ ー ビス を特

定 多数 に提供 して い る とい うこ と、(4)障 害 種別 を超 えたサ ー ビスの提 供 、(5)協 議会 の

会 費 が納 入 で き る こ と、 とな って い る。

ア メ リカ で は これ まで 述べ て きた よ うに、 自立生 活 セ ン ター の財政 支 出の根 拠 と して は 、

リハ ビ リテ ー シ ョン法504条 が あるが 、 日本 で は この よ うな法 律 は、 まだ存 在 しな い。 し

か し、在 宅 の 障害者 等 に対 して在 宅福祉 サー ビス の利 用 援 助 、社 会 資源 の活 用 や社 会 生 活

力 を高 め るた めの 支援 、 当事 者相 談(ピ ア ・カ ウンセ リン グ)等 を実施 す る こ とで 障害者

の 自立 と社 会 参加 を促 進 す る こ とを 目的 と した 市 町村 障 害者 生 活 支援 事 業 が1996(平 成
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8)年 に創 設 され て い る。 この事 業 は、既 存 の相 談 や 支援 で は充 分 に行 な うこ とが で き な

か った障 害者 の地域 で の 自立 に向 けて の 取 り組 み を進 め るた めに作 られ た もの で あ る。

な お、2003(平 成15)年4月 に 障害者 福 祉 制度 は、支 援 費制 度 が 導入 され 、措 置制 度

か ら契 約 制度 に改 め られ た。それ に と もない 、「利 用者 本 位 」が 叫ばれ 、障害者 福 祉 サ ー ビ

スや福 祉 事 業者 が 自己選択 に よっ て選 べ る と同時 に、 自己責 任 も問わ れ る よ うに なっ た。

支 援費 制 度 が始 ま り、サ ー ビス 対象 が 拡大 した こ とで 、 これ ま で様 々 な制約 が あっ てサ ー

ビス が利 用 で き なか った 知 的障 害者 や 障 害児 の サー ビス利 用 が飛 躍 的 に伸 び た。 しか しそ

の こ とが財 政 を圧迫 し、 支援 費制 度 の財 源 不 足 を招 くこ とにな った。 そ こで 政府 は、支 援

費 制度 の是 正 を図 るべ く、新 た に障害 者 自立支 援法 を制 定 し、この法 が2006(平 成18)年4

月 か ら施 行 され た。 法 律 の 内容 と して は 、① 支援 費 制度 で は対象 外 だ った精 神 障害 者 を制

度 に組 み 入 れ 、サ ー ビス提供 主 体 を市 町村 に一 元化 し、障 害 の種類(身 体障 害 、知 的 障 害、

精神 障害)に かか わ らず 、共 通 の福 祉 サ ー ビス を提 供 す る方 式 、お よび認 定調 査 に よ る障

害 程度 区分 に よ る支 給 決 定方 式 の導 入 、② 障 害種 別 毎 の施 設 ・事 業 体系 を6っ の事 業 に再

編 、③ 収 入 に応 じて費 用 を支 払 う応 能 負担 か らサー ビス を利 用 した分 だ け原 則1割 の負 担

が生 じる応 益負 担 へ の変 更 、④ 地域 生 活支 援 事 業 の実施 な どが盛 り込 まれ た。 障 害者 自立

支 援法 の実施 に よ り、従 来 の市 町村 障 害者 生 活支 援 事業 は廃 止 され 、地 域 生活 支援 事 業 に

組 み込 まれ 、委 託相 談支 援事 業 として市 町村 や 地域 の実情 に応 じて行 われ る こ と とな った 。

この事 業 を実施 す る市 町 村 は、 事 業 の全部 また は一 部 を施 設 等 で実施 して い る身 体 障害者

更 生施 設 等 リハ ビ リテ ー シ ョン施 設 、 身体 障 害者 療護 施 設 等 の生 活施 設 、 身体 障 害者 福祉

セ ンター 、 デイ サ ー ビスセ ン ター 、機 能 訓練 実施 施 設 、 障害者 に対す る相 談 ・援助 活 動 を

して い る社 会福 祉 協議 会 や 自立 生活 セ ン ター をは じめ とす る非 営利 のNPO法 人等 に委 託

で きる こ とに な ってい る。 す なわ ち委 託相 談 支援 事 業 実施 団体 に は、行 政 ・福 祉 公社 ・社

会 福祉 法 人 だ けで な く、 自立生 活 セ ン ター な どの非 営利 のNPOも 含 まれ て い る。 しか し

障害者 自立 セ ン ター で あれ ば必ず しも市 町村 か ら委 託 され るわ けで は ない81)。

委託 相 談支 援 事 業 は、 お金 の使 途 が限 定 され る国の補 助 金 とは異 な り、財 政 状 況 や地 域

の実情 に応 じて市 町村 の裁 量 に よって 実施 され る もので あ る こ とか ら、既 存 の受 託 団体 の

予 算 を切 り下 げ る、新 規 受託 団 体 の整備 が進 まな い、 この事 業 を実 施 しない 、途 中で事 業

を 中止 す るな どの 問題 が 出 てい る。 しか しなが ら、 障 害者 福 祉制 度 の移 り変 わ りのな かで

障害者 自立 生活 セ ンター の果 たす 役 割 は 、 ます ます 重要 にな っ てい る。
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3-5自 立 生活 セ ンター の活 動 と役 割 につ いて

一 茨木 市 障 害者 生 活支 援 セ ンター 「す て っぷ21」 を中心 と して一

自立生 活 セ ン ター の活 動 と役割 にっ い て、 筆者 が 自立支 援相 談 員及 び監 事 と して 関 わっ

てい る特 定 非営 利活 動 法 人 茨 木 市 障害者 生 活 支援 セ ンター 「す て っぷ21」 を取 り上 げ た

い。 よ り一層 具 体 的 に検討 を進 め よ う。まず は 「す て っぷ21」 設 立 の経緯 につ い て述 べ て

い きた い。

大 阪府 で は2000(平 成12)年4,月 の 同和 対 策特 別措 置 法 の失 効 を 目前 にス ク ラ ップ&

ビル ドの理 念 に基 づ き、 将来 の 国庫 事 業(市 町村 障 害者 生 活 支援 事 業)の 受託 を前提 に、

1999(平 成11)年 に大 阪府 の単独 事 業 と して ステ ップ ア ップ 事業 は始 ま っ た。 この事 業

は、 国庫 事 業へ の ス ムー ズ な移行 と市 町村 障 害者 生 活支 援 事 業 を府 下 に誘 致す る 目的で行

なわれ た もの で あ る。当初 は、法 人格 が必要 とされ たが 、障害 当事 者 団体 等 の運 動 に よ り、

任 意 団体 で も実 施 で き る よ うにな った 。茨 木 市 障害者 生 活 支援 セ ンター 「す て っぷ21」 は 、

ステ ップア ップ事 業 の実施 団体 の 第1号 で あ る。 なお 、 同和 対策 特別 措 置 と しての ステ ッ

プア ップ事 業 は2002(平 成14)年 に終 了 してい るが 、 「す て っぷ21」 の他 には 、枚方 市

の 「自立 生活 情 報 セ ン ター パ ー ソナル サ ポー トひ らか た」 と泉佐 野 市 の 「障 害者 生活 支 援

セ ンター ホ ライ ズ ン」 の2ヵ 所 が 同事業 で 実施 され た。

「す て っぷ21」 の 主 な動 向 と事 業 内容及 び 活 動 内容 、職 員 配置 、相談 ・支援 件数 につ い

ては 、表3-1及 び 表3-2に ま とめてお く。

な お 「す てっ ぷ21」 にお け る最 近 の活 動や 相 談 内容 の特徴 と して、支 援 費制 度 及 び 障害

者 自立支 援 法 の導入 に よ り、障 害 の種 別 を こ えてサ ー ビス を利 用 して い る障害 者本 人や そ

の保 護 者 、 小 ・中学校 及 び養 護 学校 の教 師か らの相 談 が増加 してい る こ とが挙 げ られ る。

そ の相 談 の 内容 は、費 用負 担 に関す る こ とや 度重 な る障害者 福祉 サ ー ビス ・制 度 の変 更 に

つ い て の問 い あわせ 、そ の変 更 に ともな う不 安 の訴 えが多 い。 相 談 内容 も複 雑 なケ ー スが

多 くな って い る。

ま た利 用者 のサ ー ビス利 用 や援 助 の方 向性 につい て 、茨 木 市 内の 関係 各 団体 及 び事 業者

との連 携 ・連 絡 調整 の必 要性 か らケー ス会 議 等 に参加 す る機 会 が増加 して い る。 しか し知

的障 害や 精神 障害 に対 す る支 援援 助 の歴 史 が浅 い こ ともあ り、「相 談者 のニ ー ズ に対応 出来

てい る のか 」 とい う不 安 も持 って い る。
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表3-1 特定非営利活動法人茨木市生活支援センター「すてっぷ21」の主な動 向と活動

1998年

12月 頃

1999年

4月

2000年

10月

2003年

4月

2005年

5月

「すてっぷ21」 設 立 準 備 会 が立 ち上 がる。

以 後 、月1回 のペースで会 合 が 開催 され る。

茨 木 市 が 障 害 者 生 活 支 援 事 業 ステップアップ事 業 を受託

茨 木 市 障 害 者 生 活 支 援 センター 「す てっぷ21」 を設 立

(予 算750万 円 大 阪 府50%・ 茨 木 市50%)

茨 木 市 が 市 町 村 障 害 者 生 活 支 援 事 業 を受 託

(予 算1500万 円 国50%・ 大 阪 府25%・ 茨 木 市25%)

市 町 村 障 害 者 生 活 支 援 事 業 の 受 託 を機 に円 滑な事 業を図 るため、独 立 して

事 務 所 を構 える。

茨 木 市 片桐 町 の茨 木 市 立 障 害 者 福 祉 センター 「ハ ートフル 」か ら茨 木 市 大 住

町 に事 務 所 を移 転 する。

2002年12月 末 に市 町 村 障 害 者 生 活 支 援 事 業 は、市 町 村 が 弾 力 的 に事 業 展

開 できるように、「国 庫 補 助 事 業 」か ら「一 般 財 源 化 」され たが 、それ にともない 、

1500万 円 か ら1175万 円 に減 額 となる。

特 定 非 営 利 活 動 法 人 の認 可 を受 ける。(5月18日 認 可)

職員配置

職員数6名(う ち障害者4名)常 勤2名 非常勤4名

専 門援 助者職種

社 会福祉 士 精 神保健福祉士 介護支援専門員 ホームヘルパー

ガイドヘルパー 障害者ケアマネジャー

ピアカウンセラー(肢 体1名 視覚1名 聴 覚1名)

相 談 ・支援 数

介助制度 利用援助 月平均25件

社 会資源の活動 資源 月平均20件

社 会生活 力向上の支援 月平均10件

ピア・カウンセリング 月平均5件

出所:「すてっぷ21」 関 係 者 の聞 き取 りを基 にして筆 者 が 作 成
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表3-2 特定非営利活動法人茨木市生活支援センター「すてっぷ21」の主な動 向と活動

事 業 内容

① 基 本 事 業

(1)ホ ームヘル パー等 、在 宅 サー ビスの 利 用 援 助

在 宅 サー ビスの 情 報 提 供 、利 用 助 言 、申請 支 援 等

(2)社 会 支 援 を活 用 するための 支 援

(3)福 祉 施 設 等 の紹 介 、福 祉 機 器 の 利 用 助 言 、コミュニケーション支 援 、

外 出 支 援

(4)社 会 生 活 力 を高 めるため の支 援

障 害 についての 理 解 、家族 関 係 、人 間 関係 、家事 、金 銭 管 理 等

(5)当 事 者 相 談(ピ ア ・カウンセ リング)

(6)専 門機 関 の 紹 介

② 独 自事 業 ・その他 の活 動

(1)移 動 支 援 サー ビス

通 常 の 交 通 機 関 が利 用 困 難 な障 害 者 や 高 齢 者 に対 して、リフト付 きワゴン車

を使 用 し、移 動 支 援 を行 っている。

現 在 、日本 財 団 寄 贈 車 をは じめ 、リフト付 きワゴン車2台 を使 用 。

運 転 担 当 者2名 個 人 会 員20名

利 用 回 数2005年 度482件2006年 度572件

1日 利 用 数 最 大 で4名

(2)地 域 に根 ざした各 種 活 動 の企 画 ・参 加

「すてっぷ21」 の 活 動 を市 民 により広 く知 ってもらうこと、市 内 外 の各 種 団 体 との

連 携 を図っていくことを目的 に様 々な企 画 に参 加 ・立 案 している。

各 種 の ボランティア活 動 、障 害 者 カヌー教 室 、ふれ あいサマーキャンプ、

杉 原 輝 雄 キ ャリティーゴルフ大 会 など。

出 所:「すてっぷ21」 関係 者 の 聞き取 りを基 にして筆 者 が 作 成
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前述 した よ うに 「す て っぷ21」 は 、大 阪府 のス テ ップ ア ップ 事業 を契機 に設 立 され た こ

ともあ り、他 の 自立生 活 セ ン ター の よ うに昔 か ら地 域 の なか で 障害者 のニ ー ズや サ ー ビス

を勝 ち取 る運動 を行 って き た団 体 とは異 な り、少 し地域 の諸 事情 に弱 い ところ があ る。 こ

の 「弱 さ」 の克 服 が課 題 に な って い る。 しか し今後 とも、今 ま で以 上 に 、茨木 市 内の 関係

各 団体 及 び 事業 者 との連携 ・連 絡調 整 を図 りなが ら利 用者 のニ ー ズ に応 えて い か な くて は

な らない 。

で は次 に 自立 生活 セ ン ター の果 たす役 割 は、 どの よ うな もの が あ るか を明 らか に しよ う。

わが 国 で 自立生 活 セ ン ター が誕 生 、普 及 した こ とは、 障害者 が社 会 の 中で 生 き てい く うえ

で必然 的 な 要請 で あ った とい え る。障 害者 が 自立 生活 を送 るた めに は、年 金 ・介助 ・住 居 ・

情 報 な ど とい った社 会 資源 が最低 限必 要 で あ るが、 公 的 サー ビスは 量 ・質 と もに十分 で は

ない。 しか もサ ー ビス を供 給 す る側 に主導 権 が あ り、 サー ビス 内容等 の決 定権 は障 害者 に

はな い。 これ で は障害 者 が主 導権 を持 つ とす る 自立 生活 の考 え方 と矛 盾 して しま う。 さ ら

に 「専 門家 」 が必ず しも障害 者 の こ とをす べ て 理解 して い るわ けで はな く、 自立生 活 障害

者 の ニー ズ は 障害者 が一番 よ く知 っ てい る。 これ らの こ とか ら社 会 資源 の開拓 、確 保 を障

害者 が行 な っ てい く こ とが求 め られ た の で あ る。 この役 割 を果 た して い くの が 、 自立生 活

セ ンター で あ る。

自立生 活 セ ン ター は、 障 害者 が 中心 とな って 運営 が な され 、 障害者 の ニー ズ に適 したサ

ー ビス の確 保 等 を組 織 的 に行 い 、 障害 種別 に 関係 な く誰 に対 して も提供 して い る。 障害 者

が社会 の 中で生 きてい くた め に、 自 らの生 活 基盤 をつ く りだ したの で あ る。

障 害者 が社 会 資源 を確 保 す るた め に必要 不 可欠 な 自立生 活 セ ン ター は、 次 の よ うな役割

も果 た して い る。第1に 、 自立生 活セ ン ター は、 障害者 で あ る こ とで否 定 され るこ とが な

い、 とい うこ とで ある。 障害 者 は これ ま で障 害者 で あ るた めに 自信 が持 て な か った り、 引

け 目を感 じて いた り、「障害 者 の くせ に 」 とか 「お 前 は何 もで きな い」な ど、悪 くい われ た

り、非 難 され た りす る こ とが多 い。 しか も社 会 に 自分 が受 け入 れ られ た実感 に も乏 しい。

そ の た め、 自己否 定的 な感 情 を持 って い る場 合 が多 い。 障害者 は肩身 の狭 い生 き方 をせ ざ

る を得 な くな って い る。 自立 生活 セ ン ターで は 、 どの よ うな 障害 の状 態 にあ っ て も全 面 的

に受 け入 れ られ る。 そ こで は相 互承 認 が行 なわれ 、 ピア ・カ ウ ンセ リングな どで は、個 人

的な経 験 が 開示 され る場 合 も あ る。 この よ うな サ ポー トを受 けなが ら、 自己充 足感 を得 た

り、 自己信 頼 を取 り戻 した り、精 神 的 な癒 しを受 けた りす るので あ る。 第2に 、 自立 生活
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セ ンター は人 間 関係 を形成 し、 自己確認 が 出来 るサ ポ ー トが あ る、 とい うこ とであ る。 自

立 生活 セ ン ター で は 、仲 間 との交 流 を通 して、 孤独 感 を防 ぎ、 自分 の居 場 所や 自分 が生 き

てい る こ との確 証 をつ か み取 る こ とがで きる。 この よ うな こ とが仲 間意 識 、連 帯感 、共 同

性 を育 んで い くこ とに な り、強 固 な結 びつ き を生み 出す ので あ る。

そ こで 自立生 活 セ ン ター で の1っ の事例 と して 、車 いす のプ ロゴル フ ァー で あ り、 「す

て っぷ21」 の代 表 で もあ る山 口誠 氏(56歳)を 紹 介 した い。彼 の生 き方 こそ が、 典型 的

で 自立生 活 思想 の め ざ して い る ものだ と、筆者 は考 え るか らで あ る。 なお本 人 の希 望 に よ

り、本 人 の 氏名 は、仮名 とせ ず 、 実名 で掲 載 す る。 本人 の状 況 は、 下記 の 通 りであ る。

家族 関係 は本 人 、母 との2人 家 族 、経 済状 況 は障害 基礎 年 金 な ど複 数 の収 入 あ り。

ADLは 電動 車椅 子 で 自走可 、食 事 はセ ッテ ィン グが必 要 だ が、 補助 具 を使 用 して

自力 摂 取可 、排 泄 は膀 胱 ろ う造 設 、入 浴 ・座 位 保持 及 び移 乗 な どは 、生活 全 般 に

わ た って要 介護 レベ ル。 現在 、 ホー ムヘ ルパ ー 、 ガイ ドヘル パ ー を利 用。

19歳 で プ ロテ ス トに合格 し、若 く して ツア ー トー ナ メ ン ト初 優 勝 を飾 った 山 口誠 氏 は、

若 手 の ゴル ファー の 中で も期 待 され る存在 で あった 。彼 の 同期 に は、 中村 通 、 山本 善 隆プ

ロが い る。 ゴル フに詳 しい方 な ら1度 は、そ れ らの名 前 を耳 に した こ とが あ るだ ろ う。 師

匠は杉 原輝 雄 プ ロで あ る。山 口氏 の順 調 な ゴル フ人 生 に転 機 が訪 れ た の は25歳 の時 で あ っ

た。 ゴル フ場 か らの帰 りに ガー ドレー ル に衝 突す る交通 事 故 に遭 い 、助 手席 に座 っ てい た

氏 は 、頚 椎5番 を損傷 して ほ ぼ全 身 が動 か な くな る(頚 椎 損 傷 に よる上 下肢機 能 全 廃)。 事

故 か ら半 年 後 、「生 きて い て も仕 方 がな い」 と、 自殺 を考 えるが 、障害 が重 い た め、 自分 で

は 自殺 も出来 ない こ とに愕然 とす る。そ してA病 院退 院 後 は、約20年 にわ た り、母 親 と姪

の介護 を受 け 、.月1回 の通院 の 日を 除い て は、 自宅 に引 き こ も り、 寝 た き りの生 活 を送 る

こ ととな る。 福 祉 サー ビス につ い て は、無 知 で あ る こ とに加 え、本 人 が障 害 を持 っ た 自分

の存在 を受 け入 れ られ ず 、他 人 の 目に触れ た くない とい う気持 ちか ら何 も福 祉 サ ー ビス を

受 けて いな か った。 また 家族 に も福 祉 サ ー ビス を受 け る こ とにつ いて抵 抗 が 強 か った。 ま

た 山 口氏 は同 じ立場 に あ る中途 障 害者 の先 輩 か ら 「車 いす に乗 って い る夢 を見 ては じめて

一 人前 の障 害者 だ 」 と諭 され て い た が
、反 発 を感 じて い た。

そ の よ うな 山 口氏 に転機 が訪 れ る。 それ は これ まで介 護 を してい た姪 の結婚 で あ り、姪

の結婚 に よ り1人 で介 護 をす る よ うにな った 母親 の疲 労 で あっ た。介 護 にあ た って い た母
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親 も70代 後 半 にな っ てお り、在 宅 で の介護 も限界 に あっ た。寝 た き り生活 か ら生ず る褥 そ

う(床 ず れ)も ひ ど く、入 浴 も母 親1人 で は 困難 に なっ てい た。 介護 の しやす さ、在 宅 の

しやす さも考 え、膀 胱 ろ うの手 術 をす るた め に一 時A病 院 に再入 院 した。 この入 院 が 山 口

氏 の気 持 ちを大 き く変 化 させ 、 後 に人 生 に も転機 を もた らす こ とにな る。

再入 院 したA病 院 はB地 域 で も有数 の整 形 外 科 で あ り、 い ろい ろ な障害 を持 っ人 た ちが

必 死 に生 き よ うとしてい た。 後 に 障害者 自立 生活 運 動 で大 きな役 割 を担 うこ とにな るS氏

もそ の なか に いた。 そ の障害 者 た ち の姿 を見 て 、 山 口氏 は、 「僕 も この まま で はい けない 」

と思 い始 め る。 そ の後 、 山 口氏 はA病 院 を退 院 し、地 域 で生 活 してい くた めに地 域 のT社

会 福祉 セ ンター で ホー ムヘル プ サ ー ビスや デ イ サー ビス を調整 して利 用 を始 め る。 それ と

あわせ て生活 の リズ ム を整 え、外 に 出 る こ とを実行 す るた めにH作 業 所 に も通 うよ うに な

る。電 動 車 いす に乗 り始 め た こ と も山 口氏 の外 出 を助 け る こ とにな っ た。外 出 が 自由 に出

来 る よ うにな った こ とで 、「自分 の で き る こ とを生 か して仕 事 が した い」と思 うよ うに な る。

そ ん な折 、B市 のD障 害 者 ス ポー ツセ ン ターで 「障害者 ゴル フ」の講座 が あ る こ とを知 り、

「何 が 出来 るか を考 えた とき、僕 に は ゴル フ しか ない。 僕 にで き る こ とが あ ります か?」

と申 し出て 、セ ン ター で 週2回 、 障害 者 た ち に ゴル フ を教 え る こ とにな る。 ゴル フを教 え

る こ とが生 き がい とな り、人 生 を前 向 きに考 え るよ うに な る と新 た な チ ャ ンス も巡 っ て く

る。地 元 の 中学 校 と高 校 で は、 特別 授 業科 目と して週1回 、 ゴル フ の授 業 を担 当す る よ う

に もな った。 日曜 日に は 山 口氏 自身 が 車 いす サ ッカー の選 手 として 活躍 して い る。 車 いす

サ ッカー の 普及 に努 め、 全英 オ ー プ ン ゴル フ の観 戦 にイ ギ リス に も行 く熱 心 さで あ る。 海

外 だ け で はな く、飛 行機 を利 用 して の国 内へ の旅 行 も よ く して い る。 障害者 生 活 支援 セ ン

ター 「す て っぷ21」 の代 表 と して、 ピア カ ウ ンセ ラー と して 、障害者 が地 域 で生 活 してい

くこ とを支援 す る活 動 を仲 間 とと もに行 って い る。

以 上、 山 口誠 氏 の活 動 を紹 介 して きた が 、 山 口氏 だ けで はな く、 多 くの障 害者 た ち が 自

立 生活 セ ンター との 関 わ りの なか で 自 らの人 生 に光 明 を 見い だ し、 自分 と同 じよ うに他 の

障害者 に も 「生 か され て い る こ とのす ば ら しさ」 を伝 え よ うと、 日常活 動 を通 して行 って

い る。 障 害者 は長 い時 代 に わた っ て、 施設 や 病 院 で 「保 護 され るべ き存 在 」 で あっ た。 自

立 生活 セ ンター は、そ の よ うな境 遇 の障 害者 に対 し、 「外 の 世界 」 へ い ざな い 、 「人 生 は他

人 で な く、 自分 の意 志 で決 め る こ と」 を教 えて い る。 ま た地 域 で暮 らす こ とを望 む 障害者

に対 して は、そ の 生活 をサ ポー トす るた め のサ ー ビス を提 供 してい る。 また 、 日本 にお け
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る 自立生 活 セ ン ター は、 北欧 の ノーマ ライ ゼ イ シ ョン的 な流 れ とア メ リカ の 自立 生活 思想

が ミックス され て 日本 独 自の もの が形 成 され て い る こ とを筆者 は、 指摘 して お きた い。 そ

の よ うな 自立生 活 セ ン ター は、 障 害者 自身 に対す る労働 の機 会 の提供 とい う機 能 を持 って

い る。 そ れ につ い て次 節 で見 る こ とに しよ う。

3-6自 立 生 活 セ ン タ ー で 働 く とい うこ と

自立生 活 セ ン ター は これ まで述 べ て きた よ うに、 障 害者 をサー ビス受 給者 か らサ ー ビス

供 給者 へ と変 え、運 営 にお け る 当事 者 参加 を確 立す るな ど、障 害者 福祉 を考 える上 で重 要

な意義 を持 っ組 織 に成 長 して きた。 また 単 な るサー ビス供 給機 関で あ るだ け で な く、権利

擁護(ア ドボ カ シー)と い った運 動 的側 面 を合 わせ 持 っ てい るな ど他 の機 関 に はあ ま りみ

られ ない 存在 で もあ る。

自立生 活 セ ン ター が持 っ独 自の特 色 と して は 、第1に 、 自立 生活 セ ンター は 障害者 主導

で運 営 され て い る とい うこ とで あ る。 介助 サ ー ビスや 自立生活 プ ロ グラ ム、 ピア ・カ ウン

セ リン グ に して も、そ れ を実 行 してい く こ とが で き るの は、 障害 者 自身 が 運営 して い るか

ら とい え る。

なぜ な ら障害 者 主導 で サー ビス を運 営す る こ とで、 サ ー ビス を利 用す る側 の求 めて い る

もの を しっか り把握 す る こ とが で き るか らで あ る。 い い か えれ ば、 障害 を持 っ てい るこ と

を仕事 の武器 と してい る こ とが 、 自立 生活 セ ンター が働 く場 と して存 在 す る理 由で あ る。

第2に 、 介助 サ ー ビスや 自立 生活 プ ロ グ ラム、 ピア ・カ ウンセ リン グで は、 ボ ラ ンテ ィア

(無料 奉 仕)を 排 除 し、 有料 の サ ー ビス と して い る点 が あ げ られ る。 有 料 のサ ー ビス を運

営 してい くた め に企 業 の よ うな運 営形 態 を とってい る こ とが 自立 生活 セ ンター で働 いて あ

る程度 安 定 した収入 を得 られ る理 由で あ る。 有料 のサ ー ビス を計 画 し、調整 し、運 営 して

い く とい う作業 は、 当然 に有 給 の仕 事 にな って い く。 ボ ラ ンテ ィア を排 除 す る理 由は、 ボ

ラ ンテ ィア の善 意 に依 存 す る こ とが障 害者 か ら自立 性 を奪 って しま うか らで あ る。 障害者

とボ ラ ンテ ィアの 関係 は対等 で は ない 。 ボ ラ ンテ ィア は都 合 で いつ で も介助 を放棄 、辞 め

る こ とがで き る。 そ うな る と障 害者 の生活 が 脅 か され て しま う。 また 、有 料 と して い るの

はサ ー ビス の供 給 を確 保 す る意 味 もあ る。

で は 自立生 活 セ ンター の給 料 は ど こか ら出て い るの だ ろ うか。 自立 生 活 セ ンター に は、
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障害者 だ けで は な く、障 害 の ない人 も働 いて い る。 職員 数 は10人 前 後 の ところ が多 く、

勤 務形 態 は フル タイ ム、 パー トタイ ム と人 に よって 様 々 で あ る。 ま た仕 事 の 内容 は介 助

サ ー ビス を行 な う介 助 部 門 、 ピア ・カ ウ ンセ リングや 自立生活 プ ロ グラ ムの企 画 を行 な う

自立 生活 部 門 、機 関紙 発行 を担 当す る通信 部 門 、会 計 ・総 務 を担 当す る管 理部 門に分 類 さ

れ る。 そ れ は通 常 の企 業形 式 と変 わ らず 、障 害者 、 健 常者 を問 わず 、基 本 的 に は事務 職 に

な る。 しか し 自立 生活 セ ンター が特 徴 的 な のは 、障 害者 は ピア ・カ ウンセ リン グや 自立 生

活 プ ログ ラム な ど障害 者 しかで きない 仕事 を担 当 し、健 常者 は介 助 ス タ ッ フ と して介 助 を

担 当す る とい うこ とで あ る。

しか し 自立 生 活 セ ンター で は 、 有料 のサ ー ビス を行 って も職 員 に給 料 を払 う額 まで は、

なか な か利 益 を上 げ る こ とはで きな い。何 故 な らば、 有料 サ ー ビス に よって受 け取 る手 数

料 の 多 くは、100～200円 だ か らで あ る。 そ れ 以外 の収 入 と して は 、 団体 会 費や 寄 付 金 な

どが あ る。 自立 生活 セ ン ター は利 益 を得 るた めの 団体 、つ ま り営利 団体 で は ない。 利 益 は

生 まれ ない の だか ら、運 営 に よっ て生 じる利 益 を職 員 の人 件 費 にす る とい うこ とは で きな

い。

で は 自立 生活 セ ンター で働 く人 の給 料 は どこか ら出 て い るか。 それ は各 自立 生活 セ ン タ

ー が受 けて い る運 営補 助 金
、 ピア ・カ ウ ンセ リングや 自立生 活 プ ロ グラ ム を行 な う際 の各

種 の助 成 金 で あ る。 助 成金 は 自治体 に ピア ・カ ウンセ リン グや 自立 生活 プ ログ ラム は障 害

者 自身 が行 な うこ とが効果 的で あ る と認 め させ 、そ の給 料 の 一部 として支 払 われ てい るも

ので あ る。 自立 生活 セ ン ター は、 障害 者 に対 して何 種類 か の職 業形 態 を提 供 してい る とい

え る。 い い か えれ ば 、運 営補 助金 、 自治体 や そ の他 の助 成 金 を得 る こ とが で き るか ど うか

が、 自立 生活 セ ン ター が 障害 者 の働 く場 と して の機 能 を持 て るか ど うか の鍵 に な る。 自立

生 活セ ン ター で は、そ こに働 く障 害者 と健 常者 が 限 りあ る資 金 を対 等 に分 配 しなが ら給 料

を得 てい るの で あ る。

これ まで 障害 者 は 、一般 に 「何 もで きない 不能 者 」 とい うレ ッテル を は られ て きた。 し

か し自立 生活 セ ン ター で 給料 を も らって働 くこ とで 「何 もで き ない 」 とい う他 者 か らの視

線 を消滅 ・解 消 す る こ とが で き る。 自立生 活 セ ンター で 「有 給 で働 い てい る」 とい う形 を

見 せ る こ とで 「何 もで きな い不 能者 」 とい う障 害者 に対 す る考 え方 の不 当性 を示す こ とが

で き、 「働 け る障 害者 」 で あ る こ とを他者 に 向か って ア ピー ルす る こ ともで き るの で あ る。

また一 方 で 自立 生活 セ ン ター は、 障害 者運 動 と して の側 面 も持 って い る が、 障 害者 が あ る
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活 動 をや って も単 な る 「無給 」 の 障害 者運 動 と しかみ られ な い が、 自立生活 セ ン ター を通

して行 な うと、「有給 」の仕 事 にな る。それ は有 給 の シス テ ム を取 り入 れ る こ とで生 じる差

にな る。 障 害者 は能力 が な いか ら仕 事 が で きな い ので は な く、活 動 を して も 「仕 事 」 と認

め られ ない た め に 「何 もで き ない 」 と レッテ ル を は られ て しま う。 自立生活 セ ン ター はそ

の活動 を有 給 にす る こ とで 、障 害者 が カ を も った存 在 で あ る こ とをア ピール してい るので

あ る。

3-7自 立 生活 セ ンター の意 義 と課 題

自立生 活 セ ン ター を 「労働 の場 」 と して とらえた 場合 の課題 と して は 、次 の よ うな 点が

挙 げ られ る。

第1に 、 自立生 活 セ ン ター は 、た とえ重度 の障 害者 で あ って も 「働 け る こ と」 を証 明 し

たが 、障 害者 で あれ ば、誰 で も 自立生 活セ ン ターで働 け る とは 限 らな い。 自立 生活 セ ン タ

ー の運 営 は運営 補助 金 、 自治 体や そ の他 の助 成金 に よっ て賄 われ て お り、 そ の金額 も決 ま

って い るか ら雇 用 され る障害 者 の人 数 も限 られ て しま う。第2に 、 自立生 活 セ ン ター は営

利 団体 でな い ので 、利 益 を上 げ る こ とは ない。 しか し景 気 悪化 な ど、運 営補 助 金 、 自治 体

や そ の他 の助 成 金 の主 な財 源 で あ る税 金収 入 が 落 ち込 ん だ場合 や 福祉 に財 源 が 回 って こな

い場合 は、 運営 補助 金 を減 額 され るこ とが あ るが 、減額 され た場 合 は 、 そ こで働 く障 害者

をは じめ とす る職員 の給料 が減 っ て しま うこ とや 職 員 が解雇 され て しま う場合 もあ る。 第

3に 、 自立 生活 セ ンター は 、限 られ た 運営 補 助金 な どを職 員 同士 で分 配 す る こ とで 、運 営

が成 り立 って い る。 また 営利 団 体 で ない ので 、 営利利 益 や 勤務 年 数 よって 、給 与 が 上が る

わ けで もな い。 何年 勤 務 して も、何 年 勤務 して も給 与 が 同 じとい うこ とは、決 して珍 しく

ない。 勤 務 してい る職 員 と して は 、そ の こ とは頭 で は理 解 して い るが 、仕 事 を一 生懸 命 や

って もや らな くて も貰 え る給 料 が 同 じ となれ ば、職 員 の 士気 に 関わ っ て きて しま う。 特 に

健 常者 の職 員 に とっ て は、定 着 率 の 問題 に もな り、 そ の職 員 定着 率 は 、 自立生 活 セ ン ター

の介護 サ ー ビスや 質 に影響 を及 ぼす 。

こ こで は3つ の課題 を挙 げて きた が 、 これ らの課 題 を解 決 す るた め の方 法 と して 自立 生

活 セ ン ター の なか に は、 ホー ムヘ ル パ ー養 成 講座 の実施 、ガ イ ドヘル パ ー 派遣 や 障 害者福

祉 制度 に よ るサ ー ビス の参入 、 自立生 活 訓練 のた めの 賃貸 アパ ー トの経 営 な ど、新 しい事
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業 収 入 を確 保 して、補 助 金 に頼 らな い組 織 の 自立 を模 索 して い く動 き も盛 ん に み られ る。

「す て っぷ21」 にお い て も、任 意 団体 か ら特定 非 営利 活 動法 人 に転換 し、移 動支 援 サ ー ビ

スな どを行 っ てい る。加 えて地域 の通 所授 産施 設 の運 営 に理 事や 第 三者 委員 と して 関 わ る

こ とに よ って 、新 しい 事 業展 開や 地域 の ニー ズ の掘 り起 こ しを 図 って い る。 本 章 で述 べ て

きた よ うに、 自立 生活 セ ンター は 、重 度 の障 害者 で あっ て も給料 を も らって働 くこ とを可

能 に した。 しか しそ の給料 は、 主 に 自治体 か らの補 助金 で賄 われ て い る。 景気 状 況 が悪 く

税 収 が落 ち込む 、 あ るい は福 祉 に お金 が 回 って 来 ない状 況 が 生 まれ た な らば 、必 要 な もの

で あっ て も、補 助金 はカ ッ トせ ざ る得 な くな る。 減 額 され た分 は、 何 らかの形 で障 害者 自

ら確 保 しな くて はな らな くな る。 この よ うな課 題 を解 決 す るた めの方 法 の1つ と して 、近

年 は 、障 害者 自身 が社 会福 祉 法 人や 特 定非 営利 活 動 法人 、 あ るいは 株 式会 社 を設 立 し、運

営 す る とい う形 態 が み られ て きて い る82)。 障 害 者 は雇 用 す る もの 、雇 用 され る もの とい

う、従 来 か らあ る障害 者雇 用 とは ま った く異 な るもの で あ る。 また これ ま で の雇 用 は、 身

体 障 害者 、 知 的障 害者 、 精神 障 害者 と障 害分 野 ご とに分 かれ て いた が 、障 害 の違 い を越 え

て協力 し合 う事 例 も出て き てい る こ とは 、今後 、注 目す べ き事 柄 で あ ろ う。 第4章 で 取 り

上 げ る ス ワ ンベ ー カ リー が そ の代 表 例 で あ る。

第4章 障害者の就労

4-1障 害 者 が 働 く とい う こ と

人 生 を豊 か に してい く こ とが 、働 くこ との原 点で あ る。働 く とい うこ とは生 活 の糧 を得

る手段 で あ り、個 人 の生活 を支 え てい く基 本 で も あ る。 日本 国憲法 第27条 にお い て も 「す

べ て の 国民 は 、勤 労 の権利 を有 し、義 務 を負 う」 と国 民 に対 して労働 権 に関す る権 利 と義

務 を明確 に してい る。 また働 くとい うこ とは、収 入 を得 る こ と以 外 に も、 い くつ か の側 面

を持 っ てい る。1つ め には 、多 くの人 た ち と仕 事 を通 して 自分 の持 って い る力量 を発 揮 し、

周 囲 か らの 承認 を得 る こ とで あ る。 働 く以外 の行 動 に よって も周 囲 の承 認 を得 られ るこ と

は少 な くな い が、社 会 に出 て働 く とい う行 動 ほ ど、 承認 を得 やす い もの はな い だ ろ う。2

っ めに は、働 くこ とを通 して社会 参加 を し、働 く こ とに よって 、納 税 な どの社 会 貢 献 を果

たす こ とで あ る。3つ めに は、働 くこ とを通 して 自尊 心 を満 た し、 生 き る喜び を感 じ、 自
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分 の人 生 の 自己実 現 を はか る こ とで あ る。 働 く とい うこ とは、収 入 を得 て 生活 の糧 を得 る

ばか りでな く、社会 か らの承 認 、社 会 参加 、社 会 貢 献 、 自己実現 な ど、様 々 な側 面 を持 っ

てい る ので あ る。 障害 者 で あ った と して もそ れ は 同 じで あ る。

ところが 障害 を もっ 多 くの人 た ち は、 「働 く」 とい う選 択肢 を 自らの意 志 で選 ぶ こ とが

で きない 。 多 くの 障害 を もっ 人 た ち は、養 護 学校 な どを卒 業 して も、 労働 市場 で企 業 に就

職 で き ない 状況 にあ るた め 、社 会参加 や 自立 が難 しい。 その 結果 として、在 宅 や社 会 福祉

施 設 に入 所 、 また は通 所 してい る現 状 が あ る。 社 会 福祉 施 設 や小 規模 作 業所 は 、福 祉 工 場

を除 い て、職 業 訓練 を受 け る場 と規 定 され て お り、 労働 法 に よる雇 用契 約 は結 ぶ こ とが で

きな い。 仕 事 を こな して も、労働 とは見 な されず に対価 と して の賃金 は、 支払 われ ない。

多 くの若者 が学 校 を卒 業 して労働 市場 に出て 行 く とき、 障害 を もつ 人 の大 半 は労働 市場 に

乗 り出す こ と さえで き ない。 障 害 を理 由に多様 な選 択肢 のな か か ら自分 の 能力 を生 かせ る

進 路 を見 っ け る理 由を奪 われ て しま って い る。

2004(平 成16)年 に文 部科 学 省 が行 った 「学 校 基 本調 査 」 をみ る と、養 護 学 校 の 高等

部 を卒業 した肢 体 不 自由 と知 的 障 害 の生徒 の進 路先 は、 両者 とも福祉 施 設 が過 半数 を 占め

てい る。 肢 体不 自由が58%、 知 的 障害 の67%が 福 祉 施設 を進 路先 と して選 ん でい る。 就

職 す る障 害者 は、知 的 障 害 の23%、 肢 体 不 自由 に至 って は 、5%し かい ない。 注 目す べ き

は、 ど こに も行 くと ころが な く、在 宅 す る しか な くな っ て い る障害 者 が肢 体 不 自由20%、

知 的 障害15%と かな りの割合 で存在 す る こ とであ る。

家族 や 学校 の教員 は、企 業 が 能力 主 義や 効 率 主義 で運 営 され てい る厳 しい現 実 を見 て い

るた め、働 くこ とを希 望 してい る障害 者本 人 に対 して 、企 業 で の就職 は、 無理 だ と初 めか

ら決 めっ けて しまい が ちで あ る。 家 族 や学 校 の教 員 が企 業 にお け る コン ピ ュー タや 機 械化

のオ ー トメー シ ョン化 の流れ を無視 して 障害 が あ るか ら労働 が で きな い と判 断 して い るの

な らば 、そ の人 が持 って い る可 能性 をつぶ して しま うこ とに もな って しま う。 養 護 学校 な

どに よ く見 られ る傾 向で あ るが 、社 会 や地 域 か ら隔 離 され 、 純粋 培養 的 に育 っ てい く と、

社 会 生活 の 経験 が 不足 して 自分 の力 量 を確 か め る機 会 を も奪 われ て しま う。 ま た、働 くこ

との意 味 を理解 して い ない 障害者 もい る。 そ の結 果 として 自分 の力 に 自信 が持 てず 、 自分

が どこまで やれ るの か もわ か らず 、 自分 の望 み を抑 えて しま う。 た とえ、 障害 を持 って い

て も、社 会 の なか で経 験 を積 み 、 自分 の持 って い る力 量 を高 め 、広 げ てい く こ とが必 要 で

あ る。 そ の 体験 が持 て ない と、 障 害者 自身 の力 量 はい っ そ う狭 ま って しま う。 そ れ に よっ
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て企業 での就 職 は、 ます ます 難 しくな る とい う悪 循 環 が生 じる こ とに な る。

ま た、 家族 や 教員 た ちが 、 「保 護 」 の意 識 か ら先 回 りして 心配 す る場 合 もあ る。 障害 を

持 つ人 が雇 用 を求 め て も、企 業 で は仕 事 の能 率 を上 げ る 目的 が あ り、経 営者 や 上 司 ・同僚

に迷惑 をか け るの で は ない か、職 場 の人 間 関係 が うま くいか ず苦 しむ ので は ない か 、障 害

者 本人 も労働 条 件 が厳 しくて耐 え られ な い ので は ない か 、 な ど と不安 が先 立 ち、企 業へ の

就職 活 動 を 自粛 す る こ ともあ る。 そ のた め、 家族 や 教員 た ちは 、仕 事 も 自由に選 べ てペ ー

ス も維 持 が 出来 る とみ な され て い る授 産施 設 や小 規模 作 業所 を勧 めが ち で あ る。 そ の授 産

施 設や 小 規模 作 業所 に して も、職 員 か ら 「あな た には こんな こ と出 来 ない。 あ なた に は こ

れ しか 出来 な いか ら、 これ をや りな さい」 と言 われ 、仕 事 を してい る現 実 が あ る。

こ こで 一例 と して 、筆者 自身 の こ とを取 り上 げた い。 脳性 小 児 マ ヒに よ る両下肢 機 能 障

害 を持 っ 筆者 は、 中学 まで は肢 体不 自由養 護 学校 に在籍 して い た。 そ の 当時 、教 師や 家族

は、養 護 学校 の高 等部 を卒業 した ら、施 設や 作 業所 に進 む と思 っ てい た。そ の理 由 と して、

一 般企 業 で働 くこ とは
、 障害 の程 度 な どに よ り、総 合 的 に考 えて難 しいの で は ない か と、

教 師や 家 族 が判 断 してい た こ とに よる。 これ ま で一 般企 業 に行 く卒 業生 もあ ま りい な かっ

た。 上記 に述べ た理 由 な どが、 そ の まま筆 者 に も当て は ま るの で あ る。 「養 護 学校 か ら施

設 ・作 業 所 へ」 とい うこの考 え方 は 、障 害者 と しての 「定 め られ た人 生 のル ール 」 として

長 く続 いて き た。 そ の こ とが障 害者 と して の 「安定 した安 全 な生 き方 」だ った ので あ る。

しか し逆 にい え ば、チ ャ レン ジの ない 人生 で あ る。 「人 生 は も う決 ま って い る か ら、勉 強

なん か しな くて よい」 と筆 者 は考 えて い たが 、 自分 と同 じ脳 性 マ ヒの教 育 実習 生 との 出会

い に よ り、 「この ま まで は本 当に ダ メだ」 「自分 を変 えな けれ ば」 と思 うよ うに なっ た。

そ れ が後 に一般 高校 へ の受験 へ とつ なが っ てい くわ けだ が、 「合 格 は無 理 だ 」 とい う養護

学 校 の教 師 と喧 嘩 を しなが ら、 高校 を受験 し、何 とか合 格 す る こ とが 出来 た。 す る と今 度

は、 「い じめ られ る」 「授 業 につ いて い け ない 」 「こ こにい た ほ うが君 の た め だ」 な どの

養護 学 校 や社 会 福祉 関係 者 の色 々 な声 が 聞 こ えて きた。 確 か に い じめ に もあ っ たが 、 まわ

りの友 人 の 協力 や励 ま しもあ り、乗 り越 え る こ とがで き た。 しか し、 人 に よっ て は、小 ・

中学校 は地域 の学校 に通 っ たが 、様 々な 問題 か ら高 校 は養 護 学校 とい う場 合 もあ る。

そ の後 、 大学 を卒業 して 、金 融機 関 に最 初 の就 職 を した。 一般 企 業 に就職 す る にあ た っ

ては 、家 族 や まわ りの人 か ら働 く こ とが 「無 理 な ので は」 と不安 に思 われ て い た こ とは、

確 か で あ る。 しか し最初 の社会 生 活 とい え る高 校 や1人 暮 ら しを した大学 で 人 間 関係 のつ
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き あい方 な ど、様 々 な体 験 を した こ とが 、後 の職 業 生活 に も役 立 っ こ とにな っ た し、筆者

が今 ま で何 とか企 業や 社 会 の なか でや って来 られ た 一 因 で あ る と思 っ てい る。学 ぶ に しろ、

働 くに しろ、 障害者 自身 の意 志 を無 視 して、 障 害 が あ るか らと、 「養 護 学校 か ら施 設 ・作

業 所へ 」とい う家族 や 教 師 の考 え方 を押 しっ けて は な らな い と、自分 自身 の体験 か ら思 う。

人 間 は誰 しも可 能性 が あ り、そ れ は紙 一重 の差 だ と。 障 害者 で あ って も、 自らの能 力 を発

揮 して社 会 貢献 したい とい う思 いや お 金 を稼 い て 自立 したい とい う気 持 ちは 、健 常者 と変

わ る と ころは ない。 しか しなが ら高等 教 育機 関へ の進 学率 は、依 然 と して 低 い し、 これ ま

で述べ て きた よ うに 、労働 市 場 の入 り 口で労働 力 と認 め られ な い結果 、企 業 で働 い てい る

人 の割 合 も低 い とい うのが 、障 害 を持 つ人 のお かれ た現 状 で あ る。

で は何 故 、 障害 を もつ 人 は、 労働 市 場 で労働 力 と して認 め られ な い のか 、 それ は障 害 が

あ る こ とで 「で きな い」 とい うこ とが あ る。 労働 の場 は 、働 くこ とが 求 め られ 、そ の機 能

や 能力 が問題 に な る場 で あ る。 出 来て 当た り前 の場 で あ る。 私 た ちは 、 「あ の人 は仕 事 が

で きる」 とか 「あいつ は仕 事 が で き ない」 とか よ く言 うが、健 常 者 に おい て も、 人 に はで

き る/で きな いの 差 は、 必ず あ り、解 消 され な い部 分 も存 在 す る。 そ して そ の評価 は、 人

に よっ て様 々 で抽象 的 な こ とが 多 い。 そ の よ うな なか で 、障 害者 が働 く、雇 用 され る とい

うこ とは、 ど うい うこ とな のか が 、 問われ て く る。 障 害者 の 労働 につ いて は 、機 能や 能 力

が問題 にな るが、働 け る環境 か ど うか に も左 右 され て く る。

交通 事 故 に よ る脊 髄 損 傷 で車 いす にな った 会社 員 のAさ ん がい る とす る。そ の人 は、受

傷 前 に事 務 の仕 事 を して い たが 、 車い す で仕 事 をす る環 境 が そ の会社 に はな く、設 備 を整

え る コス トを考 え る と同 じだ け仕 事 が で き る他 の人 を雇 用 した方 が得 なの で雇 用 ・採 用 し

ない。 一 方 、Bさ ん は軽 度 の知 的 障害 を持 って い るが 、 あ る仕 事 をす る には一 定 の 知的 能

力 を必 要 とす るの で 、そ の仕 事 が で きな い。 それ で雇用 ・採 用 され な い。 ま たCさ ん は、

そ こで求 め られ て い る仕 事 をす る こ とが で き るが、 しか し他 の人 の倍 は時 間 が かか る。 そ

れ で雇 用 ・採 用 され ない。 同 じ仕 事 が 短 時 間で で き る人 もい る し、 時 間が 多 くかか る人 も

い る。 仕 事 の 中 には短 時 間 で仕 上 げ ない と困 る仕 事 もあ り、 早 くで きなか っ た場合 に は、

仕 事 が で きな い とい うこ とに な る。 筆 者 もこれ ま で企業 、医療 ・福祉 施 設 、学 校 な どで働

いて き たが 、 障害者 の業務 遂 行 能力 は、 立岩真 也 が述べ てい る よ うに 、障 害 当事者 で あ る

筆 者 の体 験 も踏 ま える と、大 き く分 けて 「で き るこ と」 「で き ない こ と」 「時 間 をか けれ

ばで き る こ と」 の3つ に 区分 す る こ とが で き る と思 う83)。 重 い荷 物 な どを運 ば な けれ ば
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な らない 場合 は、誰 か に手伝 って も らわ な けれ ば な らな い ので 、 「仕 事 がで き ない 」 とい

うこ とに な る。 時 間 をか けれ ばで き る こ とで も、商 品 の数 量 な どを早 くチ ェ ック しな けれ

ばな らない 場合 は、 「で き ない 」 とい う評 価 をま わ り人 か ら下 され る こ とが多 い だ ろ う。

労働 とい うの は、 い くっ か の動 作 の流 れ の組 み合 わせ で成 り立 って い るの で 、 「働 く」 こ

とが難 しい側 面 が ど うして も 出て きて しま うこ とにな る。

しか し、 大学 や 専 門学校 で教鞭 や 研 究 に携 わ る場 合 は 、労働 条 件や 環 境 に もよ るが、 担

当科 目の決 め られ た コマ数 、最低 限教 えな けれ ば な らな い項 目を ク リアす れ ば 、 自 らの裁

量 に よって授 業 を進 め てい くこ とが で き る。 この場 合 は 、障 害 が あっ て も 「で き る」 とい

うこ とにな る。 この よ うに 「で き るこ と」 「で き ない こ と」 「時 間 をか けれ ば で き る こ と」

は、仕 事 や 業務 の 内容 に よって 、 大 き く変 わ って くる。 ま た業務 内容 の なか で も、 あ るこ

とは で き るけれ ども、 も う1つ の こ とは 、で き ない とい うよ うな こ とも出 て くる。 一般 的

に 日本 の企 業 で働 く こ とは 、正 社員 で あろ うと、契 約 ・派 遣 社員 、ア ルバ イ トで あ ろ うと、

い くつ かの複 数 の仕 事 を こなす こ とが 求 め られ る。 コ ン ビニ エ ンス ス トア の仕 事 を一例 と

して挙 げ る と、わ か りや す いの で は ない だ ろ うか。 コ ン ビニ エ ンスス トアの 業務 は、 レジ

な どの接 客 、商 品の運 搬 、 陳列 ・管 理 、 商 品売れ 行 きの チ ェ ック、店 内の 清掃 と、 多様 で

広 範 囲 に及 ぶ。 これ らを同 時進行 で行 わ な けれ ば な らな い こ とも珍 しくない。 また 、 目の

前 で起 こった 出来 事 に対 して、 素 早 く対応 しな けれ ば な らな い。 これ は コ ン ビニエ ンスス

トア に 限 った こ とで は な く、多 くの業 種 で複 数 の仕 事 を こな さな けれ ば な らな い職 場 が多

い。正 社 員 で あれ 、 アル バイ トで あれ 、 それ は 同様 で あ る。 しか し障害 者 の場 合 、 目の前

の作業 に精 一杯 で 、複 数 の業 務 に つい て 目配 りす るの は 、難 しい こ とが多 い の では ない か

と思 う。 なか に は障害 の程 度 に よって 、 そ の こ とが可能 な障 害者 もい るか も しれ な いが 、

それ は少 数 に と どま るだ ろ う。

さて手 塚 直樹 は 、障害 者 の就 労 形態 と して 、おお よそ5つ の就 労形 態 を挙 げて い る84)。

① 一般 雇 用(一 般企 業 、 官公 庁 等 にお け る雇 用)

② 保護 雇 用(何 らか の保 護 的措 置 が継続 的 に講 じ られ て い る雇 用)

③ 自営(個 人 でま た は家 内 労働 的 に 自 らが事 業 主等 に な って の就 労)

④ 福祉 的 就 労(授 産施 設 等 にお ける就 労)

⑤ 作業 活 動(小 規模 作 業 等 にお ける趣 味 、創 造等 の多 目的作 業活 動)

では次 節 で は企 業 に よる障害 者雇 用 につ いて み てい こ う。
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4-2一 般 企 業 で の 雇 用 につ い て

4-2-1日 本 の 場 合

「障 害 者 の 就 職 最 多 の4万3900人 ハ ロー ワ ー ク の 昨 年 度 」 と2007(平 成19)年5 .月

16日 付 の 日本 経 済 新 聞 は 、 次 の よ うに 報 じて い る。

全 国 のハ ロー ワー ク を通 じて 昨年 度 に就 職 した障 害者 が前年 度 比13.1%増 の43987人

で過去 最 高 とな った と厚 生労 働省 が15日 、発 表 した。 就職 人 数 が4万 人 を超 え たの は初

めて。精 神 障 害者 の就 職 が同44.5%増 と大 幅 に増 えた。 障害 者 全体 の就 職 率 も同2.6ポ イ

ン ト高い42.4%と な り、過 去10年 間 で最 高 だ った 。

障 害者雇 用 が増加 した 背景 には 、バ ブル 崩壊 後 の長 い景 気低 迷 か ら脱 して 、景気 が 回復

して き た こ とが挙 げ られ るだ ろ う。加 えて、2005(平 成17)年7.月 の 「障 害者 の雇 用 の促 進

等 に関す る法律 」の 改正 で 、2006(平 成18)年4.月 か ら精神 障害者 保 健 福祉 手 帳 を所 持 して

い る精 神 障 害者 を雇 用 して い る企 業 は、 それ らの障 害者 につ い て も雇 用 率 に カ ウン トで き

る よ うに な った。 そ の こ とが精 神 障 害者 の就 職 が前 年 に比 べ て44.5%増 と大幅 に増加 し、

昨年度 全 体 の就 職数 が4万 人 を超 えた理 由の1つ とい え る。 た だ し今 の ところ、身 体 障害

者 や知 的 障 害者 の場 合 と違 い、精 神 障 害者 の雇 用 は、義 務 化 され て は いな い。 一般 的 に景

気 が悪 くな り、企 業 の業績 が悪化 す る と、立 場 の弱 い 障害者 が真 っ先 に不採 用 や解 雇 の対

象 にな るが 、景 気 が 良 くな る と、 障害 者 の雇 用 も増加 す る。 障害 者雇 用 は、景 気 の状 況 を

知 るバ ロ メー ター とい え るだ ろ う。

さて 、企 業 が障 害者 を雇 用 しな い理 由 と して は 、 「障 害者 に向 く仕 事 がな い」 「作 業能 率

が落 ち る」 「障 害者 の人 事管 理 に不 安 を感 じる」な どの理 由が多 い と され る85)。 そ して障

害者 を雇 用 す る場合 に は、次 の よ うな障 害者 の雇 用 コス トが生ず る。

① 作業 能率 、安全 維 持 の た めに従 業員 ・指 導員 を置 く、 人数 増 員 の た めの 費用 。

② トイ レ、 手 す り、 ス ロー プ 、 エ レベ ー タ、 車 イ ス ガー ドライ ンな どの設 置 ・改修 の

費用。

③ 生活 指 導係 の配 置 、 アパ ー ト、寮 な どの 改 修 、 ま た は借 り上 げ な どの福利 厚 生面 の

充実 を図 るた め の費用 。
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そ の よ うな理 由 な どに よ り、雇 用 コス トが余 分 に掛 か って しま うた め、企 業 は 障害者 の採

用 を躊 躇 して しま う。 だか らこそ 、障 害者 雇 用 に は、 法 に よ る強制 が必 要 にな って く るの

で ある。

我 が 国 にお け る障 害者 雇 用 施 策 の基 本 とな る法律 は、 「障 害者 の雇 用 の促 進 等 に 関す る

法 律 」で あ る。1960(昭 和35)年 に 「身体 障 害者 雇 用促 進 法 」 と して制 定 され 、国 、地方 自

治 体及 び 民 間企 業 に一 定割 合 の 身体 障 害者 の雇 用 を義務 づ け る「雇 用 率制 度 」な どに よ り、

障害者 雇 用 を進 め る こ とを意 図 した もの で あ る。 当初 この制 度 は、 強制 力 を伴 わず 、事 業

主 の努 力 義務 に とどま って いた 。そ こで 障 害者雇 用 を さらに促進 す るた め に、1976(昭 和

51)年 の 法改 正 で身 体 障 害者 の雇 用 が努 力 義務 か ら法 的義 務 へ と強化 され る と ともに、「身

体 障 害者雇 用納 付金 制 度 」が新 た に設 け られ た。それ 以 降 、「雇 用率 制 度 」 と 「雇 用 納付 金

制 度 」 を 中心 に我 が 国で は 、障 害者 の雇 用促 進 が進 め られ て きた。1987(昭 和62)年 に

は、法 改 正 に よ って 、 同法 の対象 に知 的 障害者 及 び 精神 障害者 が加 わ った。 た だ し知 的 障

害者 に 関 して は、 身体 障 害 に準 ず る取 り扱 い が な され た が、 精神 障 害者 につ い ては 、雇 用

率 制度 の対 象 とは され ず 、1992(平 成4)年 の同法 改 正 に よ る納 付 金制 度 に基 づ く助 成 が

受 け られ るに と どま った。 また1992(平 成4)年 の 同法改 正 で は、 「身体 障 害者 雇 用促 進

法 」 か ら 「障 害者 の雇 用 の促 進 等 に関す る法 律 」 に名 称 が 変更 され た。1997(平 成9)年

には 、同法 の 一部 が 改正 され 、翌年(平 成10年)か ら法 定雇 用 率 が1.8%に 引 き上 げ られ 、

法 定雇 用 率 の算 定基 礎 に知 的障 害者 が加 え られ た。2002(平 成14)年 の 同法 改正 で は 、

特 例子 会社 を保 有す る企 業 が、 特例 子 会社 以 外 のそ の他 の子 会社 を含 めて 障 害者雇 用 を進

め る場 合 には 、そ れ らの子会 社 で雇 用 され て い る労働 者 も特例 子 会社 に雇 用 され て い る者

と同様 に、 そ の企 業 で雇 用 され て い る とみ な し、雇 用 率 と して計 算 で き る こ と とな った。

2005(平 成17)年 の 同法 改 正 で は、 前述 した 手 帳 を所 持 してい る精 神 障 害者 の雇 用 率 の

カ ウン トに加 えて 、(1)自 宅 等 で就 業 す る障 害者 支 援 の一 環 として 、発注 元 企 業 に雇用 納

付 金制 度 に基づ く特例 調整 金 等 を支 給 す るこ と、(2)障 害者 福 祉 施策 との 効果 的 な連 携 を

図 りな が ら就 職 の支 援 な どを行 うこ とに よ り、 障害 者 の一 般就 労 へ の移 行 を促 進す るた め

の施策 を講 じる こ とな どが定 め られ た 。 障害者 福 祉 施策 との連 携 は 、具 体 的 に は、① 公 共

職 業安 定 所 が福 祉施 設 等 と連 携 して 、就職 を希 望す る個 々の 障害 者 に応 じたモ デ ル 事業 を

実 施す る こ と、② 障害 者 の一 般就 労 に移行 支 援 に取 り組 んで い る社 会福 祉 法人 等 に訓練 を

委 託 して、就 職 の促 進 を図 る こ とな どで あ る。
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さて 、法 定 雇 用 率 は 、 「障 害 者 の雇 用 の促 進 等 に 関す る法 律 」 に よ り、 以 下 の よ うに定

め られ てい る。

一 般 の 民 間企 業(常 用 労働者 数56人 以 上規模 の企 業)…1
.8%

特 殊 法 人(常 用労働 者 数48人 以上 規模 の法 人)…2.1%

国 、地 方公 共 団体(職 員 数48人 以 上 の機 関)…2.1%

都 道府 県等 の教 育 委員 会(職 員 数50人 以上 の機 関)…2.0%

な お、 身 体 障害者 及 び 知 的障 害者 で 重度 障 害者 につ い て は、1人 を2人 分 と して 、 カ ウ

ン トす る こ とがで きるが 、 これ は 、雇 用 が 困難 な重 度 障害者 の雇 用 を進 め るた めで あ る。

また 、通 常 の勤 務 時 間で は 、仕 事 をす る こ とが 困難 な重 度 障 害者 を短 時間 労働 者 と して 、

雇 用 した場合 に は、1人 分 と して それ ぞれ カ ウ ン トで きる こ とに な ってい る。 ただ し、精

神 障 害者 の 場合 は、0.5人 分 と して カ ウ ン トされ る こ とに なっ てい る86)。

障 害者 を雇 用 す るた めに は、 作業 施設 、設備 の改 善 、職 場環 境 の整 備 、 特別 の職 業 指 導

な どが必 要 とな る こ とが 多 く、健 常者 の雇 用 に比べ て 一 定 の経済 的 負担 を伴 うこ ともあ り、

「雇用 率 制度 」 に基づ く雇 用 義務 を誠 実 に守 ってい る企 業 とそ うで な い企 業 で は、経 済 的

負 担 の ア ンバ ラ ンス が生 じる。そ こで法律 は、事 業主 間 の経 済 的負 担 を調 整 す る とと もに、

事 業 主 に対 して助成 、援 助 を行 うた め、事 業 主 の共 同拠 出 に よ る 「障 害者 雇 用納 付金 制 度 」

を設 け てい る。 このた め 、一 定規模 以 上 の事 業 主 な どは 、毎年6月1日 現 在 にお け る身 体

障害者 及 び 知 的障 害者 の雇 用 状 況 を報 告す る こ と とされ てい る。

障 害者雇 用 納 付金 制 度 は 、① 障 害者 雇用 納 付金 の徴収 、② 障 害者雇 用 調整 金 の支給 、③

報 奨金 の支 給 、④ 助 成金 の支 給 の4つ か ら成 り立 っ てい る。障 害者 雇 用納 付 金 は 、常 時300

人 以 上 の従 業員 を雇 用 す る法 定雇 用 率 に満 た な い企 業(事 業主)か ら、不 足1人 あ た り5万

円、年 間60万 円 を徴 収 す る こ とに な ってい る。 大 企業 に な る と、 そ の規模 に よっ て は、

年 間数 千 万 円の納付 額 にの ぼ る。 しか し、現 に身 体 障 害者 や 知 的障 害者 を雇 用 して い る企

業(事 業 主)に つい て は 、 そ の雇 用 数 に応 じて そ の額 を減 額 す る こ とに なっ てい る。 したが

って 、納付 金 を納 めな けれ ば な らな い の は、身 体障 害者 や 知 的 障害者 を法 定雇 用数(1.8%)

まで雇 用 して い ない企 業(事 業主)だ け とな る。 なお 、 当分 の 問 は、従 業員300人 以 下 の企

業(事 業 主)か らは、 納付 金 を徴収 しない こ とに な って い る。 障 害者 雇 用 納付 金 は、制 裁 金

とか罰 金 的性 格 の もので は ない と され て い る。 障害者 雇 用 調整 金 は、常 時300人 以 上 の従

業 員 を雇 用 す る企 業(事 業 主)が 、 法定 雇 用 率 を超 えて 身体 障 害者 や 知 的障 害者 を雇 用 して
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い る場 合 に、そ の超 えて い る人数 に応 じて、1人 につ き月額25,000円 が支 給 され る。報奨

金 は 、従 業員300人 以 下 の企 業(事 業 主)で 一 定 数 を超 えて 、身 体障 害者 や 知 的 障害 者 を雇

用 してい る場合 に、そ の一定 数 を超 えて い る人数 に応 じて、1人 につ き月額17,000円 の奨

励 金 が支 給 され る。 助 成 金 は、 障 害者 を雇 用 す るた めに 、必 要 とな る職 場 環境 を整 備 ・改

善 した り、 訓練 あ るい は職 場 介助 者 の配置 な ど、適 切 な雇 用 管理 を行 った りす るた め に必

要 な費 用 を助 成 す るた めの もの で あ る。

ところで 、厚 生 労働省 か ら公表 され て い る2006(平 成18)年 の 「障 害者 雇 用状 況 報告 」

に よる と、56人 以 上規 模 の 民間 企 業 にお い ては 、実 雇 用率 が1.52%(前 年 度 比+0.03%

ポイ ン ト)、 法 定雇 用 率達 成 企 業 の割 合 が43.4%(前 年 度 比+1.3%ポ イ ン ト)、 雇 用 され

てい る障 害者 は、約28万4千 人 で 、前年 度 比+5.5%+約1万5千 人 とな って い る。 実

雇 用 率 が1.5%台 とな った の は初 めて で あ り、 障害者 雇 用 は、確 実 に進 展 して い る として

い る。 しか しなが ら、改 善 を要 す る点 も多い。 中小 企業 の実雇 用 率 は 、低 い水 準 に留 まっ

たま ま で あ る。特 に100人 ～299人 規模 の企 業 は、実雇 用 率 が企 業規 模 別 で最 低(1.27%)

とな っ てい る。100人 ～299人 規模 の企 業 は 、1990年 前 半 まで は 、1.5%を 超 えて いた が 、

中小企 業 の 経営 環境 は、厳 しい 状況 が 続 いて お り、 障 害者 が リス トラの標 的 となっ た形 に

な って い る。 また1000人 以 上規 模 の企 業 は、実 雇 用率 は高 い水 準(1.69%)だ が、 法 定

雇 用 率達 成企 業 の割 合 は、企 業規 模 別 で最 低(36.9%)と な って い る87)。

1998(平 成10)年 に法 定雇 用 率 が 引 き上 げ られ て以 降 、規 模別 で も、 産 業別 で も、 ほ

とん どす べ て にお い て法 定雇 用 率 を下 回 って い る。た だ し、電気 ・ガ ス ・熱 供 給 ・水道 業 、

お よび 医療 ・福祉 に つ い て は、 法定 雇 用 率 を達成 して い る88)。 ま た、 市 場 経済 化 や 経 済

の グ ロー バル 等 に対 応 す るた めの雇 用 の流 動化 や 雇 用形 態 の 多様 化 な どを考 えれ ば 、雇 用

率 制度 対 象企 業 にお け る障害 者雇 用 の前途 は、必 ず しも楽観 を 出来 な い状 況 に あ る ともい

え る。

しか し、 法律 で決 ま って い る法 定雇 用 率が何 故 、多 くの企 業 で守 られ て い ない の で あ ろ

うか。 法 定雇 用 率 が守 られ てい な い理 由は、 前述 した よ うに、法 定雇 用 率 に達 して い ない

企 業 は 、不 足 人数1人 につ き 、月額5万 円の雇 用 納付 金 を納 め な くて はな らない が、 その

お 金 は、罰金 とか 制裁 金 で は ない。納 め られ た雇 用 納 付金 は、「高齢 ・障害 者雇 用 支援 機 構 」

を通 じて障 害者 を多数 雇 用す る 中小 企 業 主へ の報 奨 金や 助 成金 に充 て られ て い る。 そ のた

め に障害者 を雇 うよ りも雇 用 納付 金 さえ支 払 ってい れ ば いい と安 易 に対 応 す る企 業 が非 常
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に多 く、責任 逃れ がで き る よ うに なっ てい るか らで あ る。その こ とが 、平均 の 「実雇 用 率 」

が法 定雇 用 率 に現在 も遠 くお よばず 、 企業 の法 定雇 用 率 を守 る 「義務 」 が形 骸 化 してい る

最 も直接 的 な要 因 に な って い る。

2003(平 成15)年9.月8日 、情 報公 開制度 に よっ て、30年 近 く非 公 表 と され て きた東 京

都 内 の9040社 の障害 者雇 用 率 が厚 生 労働 省 東京 労働 局 か ら開示 され た。 そ して この こと

は、法 定 義務 と実 態 の ズ レを物語 るこ とに もな った 。 しか しそ の公 開 は、 す ん な り決 まっ

たわ け で はな か った。DPI障 害 者権 利 擁護 セ ン ター 所長 の金 政 玉氏 な どの障 害者 団 体 関係

者 や メデ ィア の情報 公 開請 求 を受 け て、内 閣府 の情 報 公 開審 査会 が2002(平 成14)年11月 、

「公 開 が妥 当」 と答 申、 それ まで原 則 非公 開 と して きた厚 生 労働省 が方 針 転換 した もので

あ る。 これ に対 して、未 達成 企 業 の うち約110社 余 りが 「公 開 され る と製 品の ボイ コ ッ ト

運 動 に な る恐れ が あ る」な ど と公 開決 定 の取 り消 しを求 め て争 っ たが 、同審 査 会 は2003(平

成15)年8月 、再 び公 開 を促 す判 断 を示 して 、よ うや く企 業名 が 開示 され た もの で あっ た。

東 京 労働 局 だ けで は な く、大 阪 で も市 民 団体 の公 開請 求 に基 づ いて 、大 阪 労働 局 が 大阪府

内 に本 社 が あ る企 業5675社 の雇 用率 を公 表 して い る。 企 業名 が 開示 され た こ とを受 け、

情 報公 開 を求 めた 障害 者 団体 や 市 民団 体 は 、各企 業 に障 害者雇 用 の改 善 を働 き か けて い る。

そ れ で も改 善 され な い場合 は、「企業 が社 会 的 責任 を果 た して い ない 」と して株 主 代表 訴 訟

も辞 さない と して い るが 、実 際 、 日本 航空 が 「障害 者雇 用 率 を達 成せ ず 、年 間4000万 円

～5000万 円台 の 障害者 雇 用納 付 金 を支 払 って いた こ とに対 して 、法 定雇 用 率 を長年 に亘 っ

て達成 しな い ま まに 、障 害者 雇 用 にか えて雇 用納 付 金 を払 えば よい と して 、法 定雇 用 率 達

成 を怠 って き た こ とは、 取締 役 と して の注 意 義務 違 反 で あ り、 障害 者雇 用 納付 金 相 当額 の

損 害 を与 えた 」 と して株 主代 表 訴 訟 が争 わ れ て き た。 結 果 と して 、 日本 航 空 で は 、2010

年 度末 を 目標 に法律 に定 め られ た法 定 雇用 率 を達成 す るよ うに努 力す る とと もに、 障害者

を雇用 す るた め、職 場 環境 の改 善及 び 障 害者 の就 労 を支 援 す るた めの補 助機 器 の導入 を含

む 支援 体 制 を推 進す る こ とを条件 に和 解 してい る。 この 和解 につい て 「大 企 業 ほ ど、未 達

成 の傾 向が あ る。 日本 の代表 的 な企 業 の和 解 は 、影 響 が大 きい ので な いか 」 と厚 生 労働省

の担 当者 は、新 聞 に コメ ン トを寄せ て い る89)。

厚 生労働 省 では 、最 近 障害 者 の雇 用 状況 が 悪化 して い る 中小企 業 も含 め、雇 用 率 達成 指

導(雇 入 れ 計 画作 成 の命 令 等)の 強化 な どが図 られ て い る。2007(平 成19)年6月 、企 業名 の

公 表 を前 提 と した 特別 指 導 な ど、 同省 は再 三 の指 導 を した に もか かわ らず 、 障 害者雇 用 に
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一 定 の改 善 が見 られ ず
、 同省 が 定 め た基 準 を満 た さなか った 不動 産 取 引業 とコン ピ ュー タ

ー ソフ ト販 売業 の2社 を 「障 害者 の雇 用 促進 等 に関す る法律 」 第47条 の規 定 に基 づ いて

企 業名 を公 表 した。2社 は今 後 も、労働 局や 職 業安 定所 か ら継 続 的 な指 導 を受 け る こ とに

な る9・)。また厚 生 労働 省 は、障害 者 の雇 用 率 が高 い企 業 の 上位20社(従 業 員5千 人以 上)

を初 め てま とめて い る91)。

そ うした状 況 な どを踏 ま えて 、企 業 の障 害者 雇 用 も大 企 業 を中 心 に徐 々 に で は あ るが 、

進 ん で きて い る。 前述 した よ うに 、 自社 の 「雇 用 率 」 を情 報公 開で公 開 され る よ うに なっ

た こ と、雇 用率 を満 た して い ない企 業 に対 して は、 社会 的責任 を果 た して い な い と して 、

株 主や 市 民 団体 か ら株 主 代表 訴訟 に持 ち込 まれ た りす る こ とで 、製 品購 入 の ボイ コ ッ ト運

動 が起 きた り、企 業イ メー ジの低 下 な ど、世 間 の 「外 の 目」 を企 業 が意 識 しな けれ ば な ら

な くな った こ とも原 因 の1つ に挙 げ られ よ う。

そ の障 害者 雇 用 率 を ア ップ させ るた めに、企 業 は様 々 な取 り組 み を行 って い る。例 え ば、

あ る大手 家 電 メー カー で は 、障 害者 が衝突 しない よ うに通 路 の 出入 り口にセ ンサ ー につ け

た り、音 や ランプ で接 近 を知 らせ た りす る取 り組 み を行 って い る。 ま た腎臓 病 の社 員 のた

め に人 工 透析 の機械 を置 い た部屋 を設 けてい る。 あ る印刷 会社 で は、月1回 程 度 、手話 が

で きるハ ロー ワー クの障 害者 職 業相 談 員 を招 い てい る。 あ る百 貨店 で は 、商 品包 装 や書 類

の作成 な ど障害 に応 じた仕 事 を見 つ け出す よ うに努 力 してい る。 あ る着物 会社 で は 「障害

者 支援 委 員 会」 を組 織 して社 内で働 く障 害者 をサ ポー トして い る。

な お、青 山英 男 は、 障害 者 を よ く雇 用 して い る企業 は4つ のパ ター ンに分類 で き る と し

てい る92)。

0

O

0

④

生 産形 態 、作 業 形態 に特性 が あ り、障 害 の程度 、種類 に よっ ては 、障 害者 雇 用 が経

営 に とっ て経 営 に とっ て全 くハ ンデ ィ キ ャ ップ と も、 コス ト負 担 とも意識 され ず 、

心 理 的 、経 済 的負担 が認 め られ な い タイ プ。 特 に聴 覚 障害者 の就 労 が 多い企 業 。

生 産 手段 の 改善 、合 理化 に よっ て 、障 害者 と一 体化 した 生産 点 を形 成 し うる経営 類

型 。組 織 化 され た 工程 管 理 の 下で 特 に肢 体不 自由者 を 中心 とす る軽 度 の障 害者 を ラ

イ ンの 中 に組 み 込 ん で生 産展 開 、経 営 展 開 して い る もの。 家 電産 業 に多 い。

劣 悪 な環 境 、作 業 条件 の 中で健 常者 の継続 就 労 が不 可 能 な単 純作 業 に代 替 的 な形 で

障害者 を雇 用 して い る もの。建設 資材 製 造 や清 掃 セ ンター な ど。知 的 障害 者 が多 い 。

経 営採 算 を度 外 視 した、成 功者 の 「善意 」 か ら雇 用す る タイ プで あ り、 障害者 雇 用
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に伴 っ て生 ず る財務 負 担 は他 の 部 門、 貯 蓄財源 でカ バ ーす る類 型 。

これ らの雇 用 は、単 一 モデ ル で構 成 され て い るので は な く、様 々 な要 因が混 在 した状 態

で、雇 用 が行 われ てい る。

さて、 企 業 の障 害者雇 用率 をア ップ させ るた め に、 重要 な役 割 を果 た して い るの が 「特

例 子会 社 」で あ る。特例 子会 社 は、障害 者雇 用 を全面 に押 し出 して多 数 の障 害者 を雇 用 し、

企 業経 営 の 基本 的 なひ とっ の使命 と して 障害 者雇 用 が位 置 づ け られ て い る とい うこ とに特

徴 が あ る。特例 子 会社 は 、「障 害者 の雇用 促 進 等 に関す る法律 」第14条 の2に よって 定 め

られ てお り、一 定 の条 件 を満 たせ ば特 例子 会社 と して認 可 され る。す なわ ち 、親会 社 が 障

害 者 の雇 用 に特 別 の配 慮 を した 子会 社 を設 立 した場 合 、一 定 の要 件 の も とに 、雇 用 され て

い る労働者 を親 会社 に雇 用 して い る とみ な して 、実 雇用 率 及 び納 付金 額 、調 整 金額 、報 奨

金 額 に利 用 で き る制 度 で あ る。

親会 社 及 び子 会社 につ い ての 特例 子 会社 の認 可要 件 は 、以 下 の とお りで あ る。親 会 社 の

要 件 は 、①50%を 超 え る子会 社 の株 式 所有 また は資 本総 額 の50%以 上 を出資 してい る こ と、

② 厚生 労働 大 臣の認 定 を受 けて い るこ とで あ り、子 会社 につ い て の要件 は、 ①雇 用 され る

障害者 が5名 以 上 で、かつ 全従 業 員 に 占め る割 合 が20%以 上 で あ る こ と、② 雇 用 され る障

害 者 の うち重度 身 体障 害者 及 び 知 的障 害者 の割 合 が30%以 上 で あ るこ と、子 会社 の役 員 の

うち少 な く とも1人 以 上 は親 会社 の役 員 また は従 業 員 か ら選任 され て い る こ と、子会 社 の

従 業員 の うち相 当数 が親 会社 か ら派遣 され てい るな ど、親 会 社 と子 会社 との人 的交 流 が密

で ある こ と、③ 障 害者 のた め の施 設 改 善及 び 雇用 の安 定 が確 実 に達成 され る と認 め られ る

こ とで あ る。

特例 子 会社 は、1977(昭 和52)年 に大 阪府 の シ ャープ 工場 と大分 県 の オ ム ロ ン太 陽 に認 可

され た のが 始 ま りで あ る。 自社 の雇 用 率 をア ップ させ るた めに 、大企 業 を 中心 に特例 子 会

社 を設 立 す る とこ ろが増加 して い る。 特例 子 会社 の業務 内容 は 、① 自社 製 品 の部 品組 み 立

てや箱 詰 め、② 印刷 、③ 清掃 、④ 社 内の郵 便 物 の集 配 な どが 多 い よ うで あ る。 特例 子 会社

のな か に は、前 向 きな考 えを持 っ て取 り組 ん で い る ところ が あ る。

大 阪 に本社 が あ る大 手 空調 設備 メー カ ーで あ るダイ キ ンコニ業 の障 害者 雇 用率 は、 トップ

ク ラス の2.7%で あ るが、 それ は第3セ クター 方式 の子 会社 「ダイ キ ンサ ン ライ ズ摂津 」

が雇用 率 を押 し上 げ てい る。 従 業員 は約50名 で、健 常 者 は社 長 以 下4名 しか い ない。 空

気 清浄 機 用 フィル ター の組 み 立 て な どを行 って い る。肢 体 不 自由者 だ けで な く、聴 覚 、 知
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的障 害者 もお り、全 員 で 協力 して補 い な が ら仕 事 を して い る。 筆 者 の知 人 も勤 務 してい た

こ とが あ るが 、会社 の トップ の理解 度 は、「良い 」 との こ とで あっ た。筆 者 も 「親 の会 」の

あ るセ ミナ ー で 「ダ イ キ ンサ ン ライ ズ摂津 」の担 当者 の話 しを聞い た こ とが あ るが 、「今 の

状 況 は、 障 害者 た ち と働 き なが ら積 み 重 ねて 作 り上 げ て きた もので 、一 朝 一 夕 にで きた も

ので は ない 」 と強調 して い たの が 、印 象 的で あった 。

ま た 、武 田薬 品 の特 例 子会 社 で あ る 「エ ル アイ武 田」 は、100%出 資 の子 会 社 で あ り、

武 田薬 品本 体 の障 害者 雇 用率 達成 す るた め に設 立 され た会 社 で あ った。 設 立直 後 は 、赤 字

だ った が、 以後 は関連 会社 の諸 基 準 を ク リア して、 内部 留保 も蓄 積 で きて い る。清 掃 な ど

の一部 業 務 は 、業務 委 託 料 と して 支払 われ るた め 、安 定収 入 とな り、印刷 な ど他 の業 務 は 、

単 価 主義 で 市場 価格 との競争 の な かで利 益 を上 げて い る。 障害者 雇 用 率 も常 時 ク リア 出来

てい る。 同社 社 長 の熊 田芳光 氏 は 、次 の よ うに述 べ て い る。

「企 業 は、社 員 に対 し、職 能 、責 任感 、人 間性 な ど さま ざま な面 で 、で き る 限 りのカ を

要 求す る。それ は障 害者 で あ って も同 じで あ り、だ か らこそ仕 事 の素 晴 らし さを実 感 で き、

仕 事 を通 して成 長 もで き る。『エ ル ア イ武 田』 は常 に温 か く、時 に厳 し く、障 害者 の 自立 を

目指 して、 いつ も愛 の心 を忘 れ な い会 社 で あ り続 けた い93)。 」

ま た時 代 を反 映 して、 イ ン ターネ ッ トサー ビス の主要 各 社 は 、特例 子 会 社 を設 立 して障

害 者 の雇 用 を拡 大 させ て い る。 ネ ッ ト企業 は、人 員 の増 加 ペ ー スが速 く、 法定 雇 用 を達成

す るに は、積 極 的 な採 用 が必 要 とな って い る こ とが理 由 と して あ る。 主な 業務 内容 は、 プ

ロ グ(日 記風 の簡 易型 ホー ムペ ー ジ)閲 覧 状 況 の確認 、ネ ッ ト競 売 サー ビス に 出店 され る

商 品 のチ ェ ック、 シ ステ ム 開発 、社 内伝票 の処理 業 務 な どで あ る。 パ ソコ ンで仕 事 を こな

せ るネ ッ トサー ビス は、 一般 企 業 に比 べ 障害者 が働 きや す い 面 が あ る。 在 宅 で しか 勤務 で

きな い重 度 障害 者 の採 用 もイ ン ターネ ッ トの特色 を生 か して今 後 、進 んで くる だ ろ う。

手塚 直 樹 は 、特例 子 会 社 の持 つ経 営 課題 、雇 用管 理 の課題 につ い て次 の よ うに指摘 して

い る。 経 営課 題 として は、 「受 注確 保 の拡 大 」 「新 規 事業 の展 開」 「生産 の効 率化 」 「障害 者

雇 用 の拡 大 」「親 会 社 の継 続援 助 」「親 会社 の障 害者 理解 」な ど、雇 用 管理 の課題 と して は 、

「障 害者 の キ ャ リア ア ップ」 「従 業員 の能 力 開発 」 「高齢 化 へ の対 応 」 「障 害者 の職務 開発 」

「処遇 賃 金 」「従 業員 の活性 化 」「人材 の定 着確 保 」「障害者 の生活 指 導 」を挙 げて い る94)。

85



これ らの課題 や 問題 点 は、各 特例 子 会 社 に共 通す る もの で あ る。 ま とめ る と、次 の よ うに

な るだ ろ う。

① 親 会社 に営 業上 の依 存 が高 い た めに、 経 済情 勢 、経 営 環境 の変化 に よ り、親 会社 の

経 営状 況 の悪 化 が子 会 社 の主 要 な業 務 へ 直接影 響 して しま う。

② 特 例子 会 社 が障 害者 雇 用 を専 門的 に行 うた め に、親 会社 の障 害者 雇 用 に対 す る当事

者 意識 が低 下す る傾 向が あ る。

③ 設 立 時 の状況 を理解 して い る人 の異 動 ・退 職 に よ り親 会社 の 支援 が得 られ に く くな

る傾 向 があ る。

④ 従 来 か ら親 会 社 に雇 用 され てい る障害者 との関係 を調 整 す る必 要 が あ る。

⑤ 事 業再 構 築 、業 務効 率 化 、価 格 競争 な どに よ り、親 会社 の他 の 関連 会社 と同列 で対

応 され る厳 し さが あ る。

⑥ 障 害者 の働 く場 所 が 限定 され 、 障 害者 ばか りが集 ま って い るた め 、 ノー マ ライ ゼイ

シ ョン推進 の観 点 で は、 逆行 して しま っ てい る。

この よ うな課題 が あ るなか で 、筆者 が最 重 要 の 問題 だ と思 っ てい るの は、特 例 子会 社

は 、 ノーマ ライ ゼ イ シ ョン推進 の観 点 で は、 逆行 す るの で は な い か とい うこ とで あ る。

特例 子 会社 で障 害者 を雇 用 す れ ば、親 会 社 の 障害者 雇 用 率 に カ ウ ン トされ るが 、 障害者

雇用 は、 子会 社 の役 割 とい うこ とで 、3000～5000名 を超 え る親 会社 の障 害者 は、数 名

とい う例 もあ る。 この 制度 が親 会 社 の 障害者 雇 用 をむ しろ弱 く して い る と もい える。 前

述 して きた よ うに 、能 率 を追 い 、経 済 的 な もの に絶 対 的価値 を認 めてい る企 業 競争 社 会

の なか で 障害 者 は 、 これ まで 非生 産 的 な存在 と して 、 同情 され 、保 護 され て きた。 特 例

子会 社 は 、 これ を解 消 す る手 段 と して用 い られ て き たが 、 そ こで働 い て い る障害 者 は、

「納 税 」 とい う社 会 参加 は して い るが 、大企 業で あ る親 会社 か ら 「頑 固な拒 絶 」 に よっ

て 「隔 離 」 され て しま っ てい る とはい え ない だ ろ うか。 これ は 、 ノーマ ライゼ イ シ ョン

の考 え方 に反 してい る。 や は り親 企 業本 体 の 中での 障 害者雇 用 が進 ん で こそ 、雇 用率 が

本 当 にア ップ した とい うこ とが い え るので は ない か と考 え る。

最 期 に障 害 者 雇 用 制 度 とそ の 運 用 が 抱 えて い る 問題 点 や 課 題 につ い て補 足 してお こ

う。 繰 り返 し述 べ る こ とにな るが、 「障害 者 の雇 用 の促 進 等 に 関す る法 律 」 は、 「雇 用 率

制度 」 「割 当雇 用 制度 」 「義 務 雇用 制 度 」 「雇 用 納付 金 制 度 」 を根 幹 と して 成 り立 っ てい

る。民 間企 業 は、1.8%の 身 体 障害者 ま たは知 的障 害者 を雇 用 しな けれ ば な らず 、雇 用 率
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に達 しない場 合 は 、不 足分1人 あた り月 額5万 円、年 額60万 円 の雇 用 納 付金 を納 め な

けれ ば な らない。例 え ば、1万 人 の企 業 で1.8%の 法 定雇 用率 を満 たす には 、180人 を雇

用 しな けれ ばな らない。 も し1人 も雇用 して い な けれ ば、 年 間60万 円 の180人 分 、1

億800万 円 の雇 用 納付 金 を納 め る こ とにな る。雇 用納 付 金 を納 めた か らとい って雇 用 義

務 が免 除 され るわ けで は な く、雇 用 が進 まな けれ ば行 政 か ら勧 告 が為 され て、最 終 的 に

は企 業 名 が公 表 され て社 会 的 な制 裁 を受 け る こ とに な る。 企 業名 が公 表 され る こ とは、

社会 的 な信 用 を失 うこ とに もな りかねず 、企 業 に とっ て は大 きな ダ メー ジ に な る。 これ

は 、企 業 に とって は厳 しい制度 に なっ てい る。 ところ が企 業 に よ る障害者 雇 用 が進 む と

この制 度 が成 り立 たな くな る とい う矛 盾 も持 っ てい る。

第1の 問題 は、雇 用 納付 金 制度 で あ る。企 業 か ら納入 され る雇 用 納付 金 を財 源 と して、

調整 金 、報 奨 金 、助 成 金 、制度 の運 営費 等 が支 出 され てい るが、 障害 者雇 用 が進 み、仮

に企 業 が 法定 雇用 率 を達成 した ら、雇 用 納 付金 はゼ ロに な るので 、調 整金 、報 奨金 、 助

成金 、 制度 の運 営費 等 の支 出が 出来 な くな り、制 度 が崩壊 す る こ とに な る。 雇 用率 が達

成 で きれ ば 目的 が達 成 され た とい うこ とには な らな い。 達成 され た雇 用 率 を継続 して い

くの に は、 さ らに大 きな労 力 と財 源 が必 要 にな る。 法 定雇 用 率 を達 成 す るた めの努 力 を

しなが ら、一 方 で は財 源 を確保 す る必 要が あ る。 現行 の雇 用 納 金金 制 度 を採 用 してい る

限 りは、 次 の方 法 が考 え られ るだ ろ う。

① 雇 用 納付 金 の 単価 を上 げ る。

② 法定雇 用率 を引 き上 げ る。

③ 制 度 を改正 す る。

④ 助 成 金 な どの 支 出 を抑 え る。

特 に現在 は、300人 以 下 の企 業 が障 害者 を雇 用 す る と、 助成 金 は支 給 され るが 、雇 用

率制 度 の対 象 とな って い ない。300人 以下 の企 業 か ら も雇 用納 付金 を徴 収 、 除外 率制 度

を廃 止 す るな どは 、検討 が既 に始 まっ てい る95)。NPO法 人 をは じめ とす る非 営利 組 織

等 も含 め、多 様 な雇 用 の場 を開拓 す る こ とが 求 め られ る。

第2の 問題 は、企 業 が 障害 者 を雇 用す る と、一 定期 間(最 長 で1年 半)、 助 成 金 が企

業 に支 給 され るが 、助 成金 が 打 ち切 られ る と、そ の 障害 者 を解 雇 して、 求人 し、新 たに

障 害者 を雇 って助 成 金 を得 る企 業 もあ る。 赤字 か黒字 が瀬 戸 際の会 社 に とって は 、助成

金 のカ ッ トは痛 い。 ハ ロー ワー クで は 、 この よ うな企 業 に対 して は 、指 導や 助成 金 をカ
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ッ トす るな どの対 策 を講 じて い る が、結 果 的 に は、雇 用 の拡 大 にはつ な が って い か ない

こ とにな る。

第3の 問題 は 、ハ ロー ワー クや 労働 基 準監 督 署 な どの 労働行 政 は、 障害者 の採 用 まで

の こ とに関 して は 、 とて も熱 心 にや るが、採 用 され た後 の こ とに関 して は 、企 業 の 問題

として 低 賃金 、 リス トラ、人権 侵 害 の 問題 な どに 関与 しな くな る。 そ の こ とが過 去 に茨

城 県 のア カ ス事件 や 滋賀 県 の サ ン ・グル ー プ事 件 な どの障 害者 に対 す る経 営 者 に よ る虐

待 、暴 行 、賃金 不 払 い 、詐 欺 及び 横領 事件 を引 き起 こ して もい る96)。 企 業 に よっ て は、

専任 の担 当者 を置 いて仕 事 上 の悩 み や人 間関係 、 日常生 活 の指 導 な ど行 っ てい る とこ ろ

もあ るが 、行 政 にお い て も、何 らかの し くみ は必 要 で はな い か。

それ で は、 障 害者 雇 用 で は進 ん で い る と され るア メ リカ の場 合 は 、 ど うで あ ろ うか。

4-2-2ア メ リカ の 場 合

ア メ リカ で の障 害者 雇 用 につ い て は、1990年 のADA法(障 害 を持 っ ア メ リカ 人法)に

よっ て 、す べ ての企 業 ・事業 所 に お け る障害者 雇 用 差別 禁 止 の 明言 が され て い る。 ア メ リ

カで は 、障 害者 が あ る仕 事 を希 望 し、 応募 した場 合 、 そ の仕 事 を遂行 す るた め に必 要 とさ

れ る最 低 の 「資 格 」を満 た してい る場 合 には、他 の応 募者 と平 等 に扱 わ な けれ ば な らな い。

また雇 用者 は 、応募 者 の障害 に関す る こ とを根 ほ り葉 ほ り尋 ね る とい う差別 を して はい け

ない。雇 用者 が尋 ね られ るの は、あ くまで も職 務 に 関す る事 柄 だ け に限 定 され る。しか し、

雇 用者 がそ の仕 事 に 関す る一 番 重 要 な 「本 質 的 」 な能力 につ い て聞 く こ とは さ しっ か えな

い。 障害者 は 、そ の仕 事 を遂 行 で き る こ とを証 明 しな けれ ばな らな い。 そ して 「本 質的 」

でな い部 分 に 関 して は、職 場 にい る他 の人 々 に代 わっ て も ら うこ とに な る。 そ こで ソー シ

ャル ワー カ ー の仕 事 を例 に挙 げ よ う。 例 え ば、 車い す の脊 髄損 傷 の 障害 者 が病 院 の 医療 ソ

ー シャル ワー カー(MSW)の 職 種 に応 募 す る とす る。雇 用 者 は 、 「医療 ソー シ ャル ワーカ

ー は 、患者 さんや 家族 と相 談 や話 しをす るだ けで はな く、時 に は患者 さん の家 を訪 問 し、

医師や 看護 師 な どの他 の職 種 と連 携 して 、必 要 な福祉 サー ビス を利 用 で き る よ うに調 整 し

な けれ ばな りませ ん。 福祉 制 度 の知 識 も移 動 も必要 にな ります よ。 ど うします か?」 と、

尋 ね る だ ろ う。そ れ に対 して障 害者 は、「ソー シャル ワー カー の資 格 を持 って い ます 」、「車

の運転 免 許 は持 ってい るの で移動 は大 丈夫 で す 」、 「コ ミュ ニケ ー シ ョンは大 丈夫 で す 」 な
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ど と、ア ピール す る こ とが必 要 にな る。障害 者側 は、「職 務 を遂行 す るた め に本 質 的 な こ と

が 自分 に はで き るの か?」 「それ は ど うやれ ば可 能 なの か?」 を 自 ら問 わ な けれ ば な らない 。

また雇 用者 は 、求職 を希 望す る障 害者 の持 って い る能力 を認 識 し、理 解 を示 す とい うこ と

が肝要 に な る。 障 害者 が 常識 的 で理 にか な った提 案 を した に もかか わ らず 、企 業側 が それ

を拒否 し、雇 用 しない場 合 、障 害者 は苦 情 申 し立 てが で き る。雇用 者 は、「障 害者 に職 を提

供 す る た めに 、 どの よ うな妥 当な配 慮 を提 供 す るこ とが可 能 な のか?」 とい うこ とを検討

しな けれ ばな らない。

ADA法(障 害 を持 つ ア メ リカ 人法)で は、 「資格 者 」 とか 「資 格 の あ る資格 者 」 とい う

表 現 が 出て くる97)。 「資 格者 」 とか 「資格 を持 っ た資格 者 」 とは、 どの よ うな者 を い うの

で あろ うか。 雇 用者 が何 の た めに従 業 員 を雇 用す るか とい うと、それ は必 要 な仕 事 を遂行

し、利 益 を得 るた めで あ る。障 害者 とい え ども、「仕 事 が で き る」 とい う資 格 が な い とい け

ない。「資 格 の あ る資格 者 」とは、必 要 な設 備 や 作業 環境 な どの配 慮 を伴 う場合 もそ うでな

い場合 も含 め て、職 務 を遂行 で き る能 力 を も ってい る障害者 の こ とを さす。

ADA法 が求 めてい るの は、基本 的 に仕 事 ので き る人 を差 別 して はい け ない とい うこ とで

あ る。 仕 事 が で き るか ど うか を どの よ うに判 断す るか が 問題 に な る。 重 要 な の は、仕 事 の

中心 とな る本 質 的 な部 分 を遂 行 で き るか とい うこ とで あ る。 このた め 、そ の職 務 に必 要 な

能 力 につ い て 、雇 用者 が判 断す るの はか まわ な い。

例 え ば、 電話 交換 手 の仕 事 とい うのは 、外 部 か らの電 話 を受 けて 必 要 な部 署 に まわす 仕

事 で あ るが 、視 覚 障害 者 に はで き るが 、聴 覚 障 害者 には 明 らか にで きない。 実 際 、筆 者 に

は大 手新 聞社 に電話 交 換 手 と して 、勤 務す る視 覚障 害者 の女性 の友 人 がい るが、 ス ムー ズ

に業務 を行 っ てお り、視 覚 障害 が あ って もなん ら支 障 が ない。 しか し求 職 を希 望す る聴 覚

障害者 が 「私 を電話 交 換 手 で雇 っ て くだ さい 」 と言 っ て きて も、電話 交 換 手 と して の 「中

心 とな る仕 事」 が で き ない ので あれ ば、雇 用者 は雇 わ な くて よいの で あ る。 先 に述 べ た よ

うに、障害 者 で 「中心 とな る仕 事」が で きれ ば、「お茶 くみ が で きな い」、「ごみ が運 べ な い」、

「宿 直 がで き ない 」 とい うよ うな理 由で雇 用者 は 、雇 わ ない とい うこ とはで き ない。 文化

や 精神 的 な風 土 の違 い も、 も ち ろん あ るが 、 「本質 的 な」業 務 以外 の仕事 もや らな けれ ば、

「雇用 を しな い」 日本 の企 業 との考 え方 の違 い で はな い だ ろ うか。 しか しADA法 にお い

ては 、職 務 の周 辺 的 ・付 随 的 な機 能 を遂行 で きない とい う理 由に よっ てそ の個 人 を無 資格

者 と見 なせ な い こ とが保 障 され るので あって 、採 用 に当 た って 「有 資格 の 障害 者 」 を他 の
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有 資格 者(非 障 害者)よ り優 先す る必 要 はな い。非 障害 者 を採 用 して もい い ので あ る98)。

またADA法 は、 「有資 格 の 障害者 」 に対 しては 、 「理 に適 った配 慮 」 が な され な けれ ば な

らな い と して い るが 、そ れ以 外 の 障害 者 につ い て は、対 象 外 と され て い る。

一方
、 身 体 障害者 及 び発 達 障 害者 や 知 的障 害者 の職業 訓練 は 、嘗 て のア メ リカ で は、 特

殊 教 育 の延 長 と考 え られ てお り、 中学 校 レベ ル に な る と職 業 前教 育 か ら作 業指 導 が カ リキ

ュ ラム に盛 り込 まれ 、学 校生 活 か ら職 業 生活 へ の移 行 指導 が行 われ て いた 。そ の なか に は、

無 給 の職 場 実習 な ど も含 まれ て い た。そ して義務 教 育 を修 了す る と、18ヵ 月 間 の職 業 訓練

を受 け 、就 職 に備 える こ とに なっ てい た。 しか しそ の結 果 、職 業 訓練 の後 、就 職 で きた の

は、軽 度 障 害者 た ちだ けで あ り、重 度 障 害者 た ち は、結 局就 職 で きず 、授 産所 や 通所 活 動

セ ンター で 日中の 時 間 を過 ごす こ とにな った。「訓練 して就 職 」させ る とい うご く当 り前 と

考 え られ て い た方 法 は、 重度 障 害者 た ちに は効果 を もた らさな か った ので あ る。

日本 で も養 護 学校 の 中学部 及 び 高等 部 を卒 業 して、 障害者 職 業 能力 開発校 に入校 し、職

業 訓練 を受 け る障 害者 が い る。 障 害者職 業 能 力 開発 校 とは、 障害 者 に対 して様 々な職 業 に

っ い て の知識 や 専 門的 な技術 、 技能 を取得 す るた め に、職 業 能力 開発 促 進 法 に基 づ いて 、

国及 び地 方公 共 団 体 に設 置 され て い る。 国 が設 置 して い るもの は、 北海 道 か ら鹿 児 島 まで

の13校 、地 方公 共 団体 が設 置 して い る もの は6校 あ る99)。 設 置 され て い る訓 練科 は 、機

械 加 工 、機 械 製 図、 貴 金 属 ・宝 石 、 編集 及 び 工業 ・商 業 デ ザ イ ン 、金 属 塗 装 、縫 製 、OA

シス テ ム、 電子 機器 、電 気機 器 、 コン ピュー ター 制御 、経理 事 務 、一 般 事務 、OA事 務 、

医療事 務 、 電話 交換 、製版 、洋裁 、 トレース 、義 肢 ・装 具 、 シ ョ ップ マネ ジ メ ン ト、建 築

設 計 、CAD設 計 、プ ロ グ ラム設 計 、陶磁 器 製 造 、 ソフ トウェア 管理 な ど、多 岐 にわ た って

い る。 訓 練期 間 は、原 則 と して1年 とな って い る。 訓練 科 に よっ て は、 プ ロ グラ ム設計 や

義 肢 ・装 具 な どの よ うに、修 業年 数2～3年 の もの も あ る。但 し、技 能 取 得 の程 度 に よ り1

年 間 を 限度 に修 業期 間 を延 長 で き るこ とに な ってい る。 障害者 職 業能 力 開発 校 に設 置 され

てい る訓 練 科 は、 時代 の流れ や社 会 情 勢 、産 業構 造 の変 化 に合 わせ て 、取得 す る技能 を変

えて き てい る。 障 害者 職 業能 力 開発 校 を修 了 した障 害者 は、 有名 大 手企 業 を は じめ 、行 政

な ど様 々な 場所 で活 躍 を してい るが、 産業 の動 きや 技術 革 新 の流 れ が速 く、学 んだ技 能 が

役 立 た なか っ た り、障 害 の程 度 に よ り企業 か ら採 用 に結 び つ か なか っ た り して 、在 宅や施

設 に戻 って しま う障害 者 も多 くい る。 日本 で も 「訓練 して就 職 」 をい う考 え方 を とっ てい

るた め、 結果 と して軽 度 の 障害者 を除 くと、 な か なか採 用 に結 び っ か ない 現実 があ る。
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そ こで ア メ リカ で は、1986年 に リハ ビ リテ ー シ ョン法 を改正 して 、 「訓 練 して就職 」 さ

せ る方 法 か ら 「就職 して訓練 」とい う方 法 に改 め た ので あ る。つ ま り「援 護就 労」(supported

employment)で あ る100)。 「援 助 付 き雇 用 」 ともい われ るが 、 この論 文 で は 「援護 就 労 」

とい う呼 び 方 を使用 した い。「援 護就 労」い う方 法 に改 め られ た背 景 には 、ヴ ァー ジニ ア ・

コモ ン ウェル ス大 学 、オ レゴ ン大 学、 イ リノイ 大学 な どに研 究費 を出 して 、 この方 法 が優

れ て い る と研 究 結果 か ら実証 出来 たか らで あ る。日本 で も、「障 害者 の雇 用 の促 進 等 に 関す

る法律 」 に よ る職 場適 用 訓 練 制度1°1)や 「知 的障 害 者福 祉 法 」 に よ る職 親 委 託1°2)が あ

るが 、助 成金 や 金銭 給 付 に よ る もので あ る。

ア メ リカ の援 護就 労 は、① 従 来就 職 で き る と考 え られ なか っ た、② 以 前 に就 職 した こ と

のな い 、③ 重 度 の知 的 障害 を もっ 人 々 が、④ 最低 賃 金 以上 の給 付 を得 て、⑤1週20時 間以

上 一般 就 労 をす る とい うもので あ る。援 護就 労 には 、「個 別 就 労」、「エ ン ク レイ ブ 」、「移 動

作 業班 」、 「小規 模 事業 所 」 とい う成 功 してい る4つ の モデ ル が あ る。 いず れ も一般 就 労 で

あ るが、共 通 してい る こ とは 、ジ ョブ コーチ(jobcoach)と 呼 ばれ る専 門家 が 一緒 につい

て就 労す る こ とで あ る。

ジ ョブ コー チの職 務 は、多 くの技 能 に精 通 して い る こ と、ま た多 面性 が求 め られ る。 障

害 や福 祉 に対す る理 解 とビジネ ス に対 す る理解 の両 方 が必 要 とな る。 ジ ョブ コー チ は、 障

害 者 に組 織 的 な訓練 を施 し、機械 を操 縦 し、 本 来 の仕事 をで き る よ うにす る と ともに、 そ

の仕事 に付 随 した様 々 こ とを教 えな けれ ば な らない 。 ま た ジ ョブ コー チ は、 障 害者 と職 場

の代弁 者 、橋 渡 し役 で もあ る。 ジ ョブ コーチ は 、障 害者 が職 場 での 人 間関係 が 円滑 にい く

よ うに 同僚 や上 司 にそ の障害 者 の性 格 や特 徴 や 関心 を伝 え、 どの よ うな こ とが で き、 どの

よ うな こ とが で きな いか 、 また職 務 を遂行 す るた めの業 務 改 善等 の必 要 可否 を 間に入 って

話 し合 う。 ま た障 害者 には 、職 場 の要 望や ノル マ な どを伝 えた り、職 場 の 同僚 や 上 司 との

接 し方 を教 えた りす る。 生活 指 導や 相 談 も重 要 な業 務 に な る。

援護 就 労 に は、先 に 「個別 就 労 」、 「エ ンク レイ ブ」、 「移 動 作業 班 」、 「小 規模 事 業所 」 の

4つ の成功 して い るモ デル が あ る と述 べ た が、どの よ うな もの で あ るか 、説 明 してお こ う。

① 「個 別 就 労」

個別 就 労 は 、障 害労働 者 とジ ョブ コー チが 一組 にな っ て就職 す る。 そ して雇 用 主 が求 め

る生産 量 をジ ョブ コー チ は 、障 害 労働 者 に教 えな が ら、一 緒 に働 くの で あ る。 障 害 の ない

労働 者 の生 産性 にほ ぼ近 い動 き を障害 労働 者 が で き る よ うにな った ら、 ジ ョブ コー チ は職
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場 で の直 接 の指 導 か ら徐 々 に手 を引い て い く。 しか し、従 来就 労 が 不 可能 と考 え られ て い

た労働 者 な の だか ら、 どこでっ まず くか わか らない 。 ジ ョブ コー チ は 、必 要 が生 じた時 に

いつ で もそ の職 場 に行 け るよ うに して お く 「フ ォ ロー ア ロ ング」(follow-along)と 呼 ばれ

る体制 を整 えてお く。連 邦 政府 は、ジ ョブ コー チ が手 を引 くまで に使 う費 用 に 、18ヵ.月 間

の職 業 訓 練 費 を用 い て も よい と してい る。

② 「エ ン ク レイ ブ 」

障 害 を持 つ 障害者 が1人 で職 場 で働 くのが 望 ま しい が 、ジ ョブ コー チ の手 が長 期 にわた

って 、 あ るい は、 一生 必 要 とす る人 もな か には い る。 そ の よ うな障 害者 に用 い られ るのが

「エ ン ク レイ ブ」(enclave)で あ る。 障害 労働 者4～5名 とジ ョブ コー チ が職 場 に 「班 」

をつ く り、 ジ ョブ コー チ の指 導 を受 けな が ら一緒 に働 く とい うもの で あ る。 一 例 を挙 げ る

と、 あ る障害 者 が コン ピュー タで宛名 シー ル ラベ ル を作 成 し、 も う1人 の障 害者 が宛名 シ

ー ル ラベ ル を はが し
、別 の 障害者 に シール を渡す 。 そ の 障害者 が封筒 に貼 る とい うよ うに

で ある。

③ 「移 動 作 業班 」

な か に は、1ヵ 所 で じっ と して い るの が苦 手 な障 害者 もい る。 この よ うな 障害者 の場 合

には 、 「エ ン ク レイ ブ」 が 「移 動 作 業班 」 に変 わ る。移 動 作 業班 で は、障 害 労働 者4～5名

とジ ョブ コーチ が 、移 動 しなが ら、作 業 を して ま わ る。 公 園 や敷 地 の清 掃 、 シ ョッ ピン グ

モ ール や ビル の清掃 、花壇 の管理 な どが あ る。

④ 「小 規模 事業 所 」

小規 模 事 業所 は 、2～3名 の障 害者 と同数 の健 常者 が1つ の事 業所 をつ くる。障害 の ない

人 が 障害者 を指 導 しなが ら、事 業 を行 うもので あ る。

この よ うに(1)か ら(4)を 見 る と、既 に 日本 の福祉 施 設 や 小規模 作業 所 な どで実践 さ

れ て い る もの で あ る こ とに気 が つ くで あろ う。な お、 日本 で も、ア メ リカ の ジ ョブ コーチ

にな らい 、1992(平 成4)年 に 「職 域 開発 援 助事 業 」 が導 入 され 、2002(平 成14)年 の

「障 害者 の雇 用 の促 進 等 に 関す る法 律 」の 改 正 に よ り、「職 域 開発 援 助事 業 」に代 わ って 「職

場 適応 援 助者 事 業 」 が創 設 され た。 職 場適 応援 助 者(ジ ョブ コー チ)に は、全 国 の地域 障

害 者職 業 セ ンター に所 属 してい る もの と地 域 の社 会 福祉 法 人 、特 定 非営 利活 動 法 人や 民 間

企 業 に所 属 してい る ものが あ る103)。2005(平 成17)年 の 「障 害者 の雇 用 の促 進 等 に 関

す る法 律 」 の改 正 で 、障 害者 の就 労支 援 に実績 が あ る社 会福 祉 法 人や 特 定 非営 利活 動 法 人
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等 が ジ ョブ コー チ を配 置 す る場合 に は、 「ジ ョブ コー チ助 成 金 」(納 付 金 制 度 に基 づ く助 成

金)が 、民 間企 業 が 障害 の あ る従 業員 の職 場 支援 を行 うジ ョブ コー チ を配 置す る場合 に は、

「企業 内 ジ ョブ コーチ 助成 金 」 の給 付 金 をそ れ ぞれ 受 け取 る こ とが で き る こ と とな った。

現在 、佐 川 急 便や ヤ マ ト運 輸 な どの大 手企 業 で ジ ョブ コー チ が障 害者 と一緒 に働 き なが

ら、職 業 指 導 を行 い 、職 場 に定着 させ るな どの成 果 を挙 げて い る例 が あ る。次 節 では 、福

祉 的就 労 につ いて述 べ て い きた い。

4-3福 祉 的就 労 につ いて

「福 祉 的就 労」 とは、 さま ざま な支 援策 を講 じる こ とに よ って、 業績 主 義 を建 前 とす る

産 業社 会 にあ って も障 害者 の就 労 を確 保す る しくみ の こ とで 、 国 ・地方 公 共 団体 な どか ら

公 的 資金 や 運営 補助 を受 け て実施 され て い る。 福 祉 的就 労 は、一 般 の競 争社 会 には耐 え る

こ とが で きな いで あ ろ うと考 え られ る障 害者 に対 して 、 訓練 の場 所 と活 動機 会 の提 供 に主

眼 をお く就 労 を意 味す る。福 祉 就 労 の主 な体 系 は 、「福祉 工場 」「授 産施 設 」「小規 模 作業 所 」

と して長 く展 開 され て きた が、2006(平 成18)年4月 か ら施行 され た 障害者 自立 支援 法

に基づ いて今 後5年 をメ ドに再編 され るこ とに なっ て い る。 以 下 で は、 「福 祉 工場 」 「授 産

施 設 」「小 規模 作 業所 」につ いて 、主 に授 産施 設 及 び小 規模 作 業所 を 中心 に現 状 と問題 点 を

ま とめ よ う。

①福 祉 工場

「福 祉 工 場」 は、一 定 の拘 束 と賃 金 を得 て い な が ら労働 基 準法 の適 用 が 除外 され てい る

「授産 施 設 」の矛 盾 点 を改 め るた め に制度 化 され た もの で 、「作業 能 力 は あ るが、職 場 の設

備 ・構 造 、 通勤 時 の交 通 事情 等 の た め一般 企 業 に雇 用 され る こ との 困難 な者 に職場 を 与 え

る」と され て い る。福 祉 工場 は、障 害者 を雇 用 す る企 業 を社 会 福祉 法 人 が経 営 す るもの で、

事 業体 と して経 営努 力 を しなが ら社 会 福祉 事 業 と して 障 害者 雇 用 を達成 す る とい う2つ の

目標 を掲 げ る事 業 体 で もあ る。利 用 者 は 、施設 設 置 者(雇 用 主)と 雇 用 契約 を結 ん だ労働

者 で あ り、労働 関係 法 が適 用 され る。身体 障害者(昭 和47年 創 設)、 知 的障 害者(昭 和60

年創 設)、 精神 障 害者(平 成5年 創 設)の 各福 祉 工 場 が あ る。

②授 産 施設

「授 産 施設 」は、「雇 用 され る こ との 困難 な もの又 は生活 に困窮 す る もの等 を入 所 させ て 、
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必 要 な訓 練 を行 い 、 かっ職 業 を与 え、 自活 させ る施設 」 と され て い る。第2次 世界 大 戦後

の傷疲 軍 人 対策 に端 を発 し、1949(昭 和24)年 の身体 障 害者 福祉 法 の施行 に伴 う身 体 障害 者

更 生援 護 施 設 と して入 所授 産 施 設 が設 置 され た。1979(昭 和54)年 に は、 通所 授 産施 設

が制 度 化 され て い る。 知 的 障害 者 にっ い て は、 知 的 障 害者 福 祉 法 に基 づ き、1964(昭 和

39)年 に知 的 障害 者 入所 授 産施 設 、1964(昭 和42)年 に知 的 障害者 通 所 授産 施 設 、 ま た

精神 障害者 につ い て は、精神 保 健及 び 精神 障害者 福 祉 に 関す る法律 に基 づ き、1987(昭 和

62)年 に精神 障 害者 通 所授 産 施設 、1992(平 成4)年 に精神 障 害者 入 所授 産施 設 が設置 さ

れ て い る。

さて授 産施 設 の利 用 者 の 日中活 動 の大 半 は、何 らか の生 産活 動 に従 事 す る こ とに費 や さ

れ る。 生 産活 動 に必 要 な資産 、職 員 の人件 費 、事 業 費 は公 的 資金 で賄 われ 、 そ の多募 は別

と して、 施設 職 員や 利 用者 の労働 力 を も とに一 定 の収益 を見 込 んだ運 営 が な され て い る。

商 品 開発 や 市場 開拓 、業務 の効 率化 や 製造 原価 の抑 制 、生 産設 備 の拡 充 な ど、 あ る意 味 で

は企業 経 営 と さほ どの相 違 は ない。 利 用者 に は、生 産活 動 の 対価 と しての 工賃 が支払 われ

るが 、「生 産活 動 の場 」を提供 す る こ と 自体 が福 祉 的 な支 援 で あ る とい うこ とか ら労働 関係

法 の適 用 は受 け ない。

授産 施 設 の推 移 をみ る と、地域 福 祉 の進 展 を反 映 して 、各 障害 とも入 所施 設 に比べ 通 所

施 設 がそ れ ぞれ 大 き く増加 して い る。(表4-1参 照)

問題 点 としては 、授 産施 設 は 、一 般就 労へ の 訓練 の場 、ス テ ップ の場 として設 け られ な

が ら、 これ ま で は、高 い 生産 能力 を持 っ利 用者 を施 設側 が手放 さな い とい うこ とが あ り、

利 用者 の流 動化 は好 まれ ず 、授 産施 設 在籍 者 か ら 「雇用 就 労 」 に 向か う人 は少 なか っ た。

そ の よ うな こ ともあ り、授 産 施設 在 籍 者 か らの 一般 就職 率 は、最 近 で は年 間1%前 後 に止

まっ てい る。

③小 規模 作業 所

小 規模 作 業所 は、授 産 施設 な どは年 々増加 して い るが 、絶 対数 がな お不 足 してい る こ と、

また授 産 施設 な どの設 置 地域 が偏 在 して い る こ と、 部分 的 には 障害 の種 別 を越 えた混 合利

用 が 可能 とされ なが らも、基 本 的 に は障 害種別 で設 置 され て き た こ と、障 害 の重度 化 ・多

様 化 に対応 した細や か な社 会 資源 が ない こ ととい う量や 質 の必 然 的 な 問題 か ら、養 護 学校

を卒業 して も地 域 に行 き場 の ない 障害 者 を対 象者 に した社 会 福祉 に 関連 す る法律 の定 めの

ない事 業 として、1970年 代 に創 設 され た104)。 主 に 障害者 の親 た ち が設 置 の 中心 とな る
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表4-1授 産 施 設 等 の状 況

施設種類 施設数 定員

身体障害者授産施設 206か 所 11,700人

身体障害者通所授産施設 315か 所 8,396人

身体障害者小規模通所授産施設 189か 所 3,195人

身体障害者福祉工場 36か 所 1,768人

知的障害者授産施設(入 所) 227か 所 14,299人

知的障害者授産施設(通 所) 1,312か 所 49,658人

知的障害者小規模通所授産施設 343か 所 5730人

知的障害者福祉工場 64か 所 1,850人

精神障害者入所授産施設 29か 所 784人

精神障害者通所授産施設 261か 所 6,092人

精神障害者小規模通所授産施設 306か 所 5,685人

精神障害者福祉工場 18か 所 488人

資 料 厚 生 労 働 省 「社 会 福 祉 施 設 等 調 査 」(平成16年10月)

こ とが多 い。 無 認 可作 業所 ・協 同作 業 所 ・地 域 作業 所 ・ミニ授 産 所 と も呼 ばれ てい る。

小規 模 作 業所 は 、全 国で5800か 所 を超 え、利 用者 数約8万3000人 以上 と推計 され て い

る。授 産 施設 や 更 生施 設 と比 較 して予 算 的 な裏付 け に乏 しい た め に施 設 格 差 が あ るが、授

産 施設 と同様 に 「職 業 指 導」 「就 業」 「自立生 活支 援 」 あ るい は それ らを混 合 した形 態 な ど

多 様 で あ る。

当初 は、知 的 障害 者 ・身 体 障害者 を対 象 と して ス ター トした が 、1980年 代 には 、精神 障

害 者 、1990年 代 に は、脳 血 管 障 害や ア ル コール ・薬 物依 存 症 な ど新 た な障 害群 にサ ー ビス

を提供 す る重要 な社 会 資源 に なっ てい る。

小規 模 作 業所 は 、 国の補 助 金制 度 が確 立 され てい るが 、そ の補 助額 も極 め て 限 られ てい

た こ とか ら、小 規模 作 業 所 の大 半 は現 実 的 には 、都 道府 県や 市 町村 の単独 補助 な どに よっ

てそ の運 営 を支 えて い る。 しか し、そ の補 助 額 は1か 所 あた り250～1500万 円(年 間 平均

補 助額 約750万 円)で 地 方 自治 体 に よ って大 きな格 差 が あ り、運 営 費 と して は十 分 とはい

えな い105)。

ところで 、社 会福 祉 法 人 は、社 会 福祉 事 業 を行 うこ とを 目的 と して 、社会 福 祉 法 に基 づ
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き設 立 され た法 人 で あ る。 自主 的 にそ の経 営 基盤 の強化 を図 る と ともに、 そ の提供 す る福

祉 サ ー ビス の質 の 向上 や 事業 経 営 の透 明性 の確保 を図 らな けれ ば な らない とい う 「経営 の

原 則 」、社 会福 祉 事 業 を行 うた めに必 要 な資 産 を備 えて い る とい う要 件 も課 せ られ て い る。

また 、社 会福 祉 法 人 の認 可 につ い て は、社 会福 祉 事 業 の種 類 や役 員 、資 産 な どにつ いて 規

定 した定款 を定 めて都 道府 県 知 事等 の認 可 を受 け な けれ ばい け ない。 例 えば 、法 人認 可 の

た めに は、施 設 建設 用 地 にっ い て は、 借地 で な く 自己所 有 地 、1億 円以上 の 資産 保 有 な ど

の諸条 件 が 必要 とな る。 そ して 国 ・地 方公 共 団体 を除 き、都 道府 県 知事 等 の認 可 を受 けた

法 人 以外 は、第1種 社 会福 祉 事業 へ の参 入 を認 めず 、 日本 国憲 法89条 に定 め られ て い る

「公 の支 配 」 に よ り、社 会福 祉 法人 に対 して す べ ての 面 で厳 しい行 政監 督 を受 け る一方 、

社 会福 祉 法 人 の行 う事 業 に対 す る建 設 費 、設備 費 、 運 営費 、 人件 費 な どの公 費 助成 が容 易

とな っ てい るが、 そ のハ ー ドル は 高い 。

そ こで2000(平 成12)年6月 の社 会 福 祉事 業 法 改正(社 会福 祉 法 に改 正)で 、小 規模 授

産 施設(定 員10～19名)の 設 立 を 目的 と した社 会 福祉 法 人 の設 立 要件(基 本 財 産及 び 施

設 ・設備 な ど)が 緩 和 され た106)。 それ は主 に、小規 模 作業 所 か ら小 規模 授 産施 設 へ の移

行 を促 し、 小規 模 作業 所 の不 安 定 な経 営 の安 定 を 図 ろ うとす る 目的 が あ った。 設 立 要件 が

緩 和 され た 結果 、 一定 の要件(資 産 保 有1000万 円以上 な ど)を 満 たせ ば 、運 営費(1か

所 あた り年 間1050万 円)お よび施 設 ・施 設整 備 費 が補 助 され る こ と とな った 。2004(平

成16)年10月 現 在 で838か 所(定 員14,610名)の 小規 模 授産 施 設 が認 可 され てい る。

そ の 障害 別 内訳 は、知 的 障害 者343か 所 、身 体 障害 者189か 所 、精 神 障害 者306か 所 で 、

知 的 障害者 関係 施設 が もっ とも多 くな ってい る。(表4-1参 照)な お 、 この施 設 制度 は、

障害種 別3つ に分 かれ て い るが 、利 用 に 関 しては 、障 害 内容 に 関係 な くい ずれ の施設 も利

用 で き る よ うに なっ てい る。 問題 点 は、設 立 要件 を満 たせ る作業 所 は いい が 、基本 財 産 や

施 設 ・設備 を も って い ない作 業所 は、 小規 模授 産 施 設 に なれ な い し、 また なれ ない作 業 所

が大 多数 を 占めて い る とい うこ とで あ る。 小 規模 作 業所 は5800か 所 を超 えて い るの に、

小 規模 授 産施 設 は838か 所 しか な い こ とをみ れ ば、 それ は明 らかで あ ろ う。

さて、 障 害者 の親 た ちが社 会 との接 点 を我 が子 に持 たせ るた め に、設 立 した のが小 規模

作 業所 で あ るが、小 規 模 作業 所 の多 くは 、「仕 事 」を して い る。そ の仕 事 の 内容 は、メー カ

ー の 「下 請 け仕 事 」 で あ る
。 一例 を あげれ ば、 メー カ ー の工 場 か ら回 され た部 品にネ ジ を

締 めつ け る仕 事 、新 聞 の朝刊 に挟 み込 まれ て い るチ ラ シが あ るが、 印刷 所 か ら上 が っ て き
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たチ ラ シ を折 りた た んで何 種 類 か を組 に して 、新 聞販売 所 に運ぶ 仕 事や ホ テル が使 うタオ

ル の ク リー ニ ン グな どが あ る。 下請 け仕事 は、 メー カ ー を支 え るた めの大 切 な存 在 で 、そ

の下請 けが な い と、 日本 の産 業 は成 り立 た ない。 メー カ ーで あ る親 会社 が 指導 を行 っ てい

るの で、 技術 的 には非 常 に優 れ て い る面 もあ る し、 そ の こ とが小 規模 作 業 所 の評価 につ な

が ってい る場合 もあ る。 しか し、 下請 け仕 事 は 賃金 が安 く、 非常 に繁 閑の あ る仕 事 で もあ

る。結 果 として、 賃金 が 安 く、 商 品 の納期 期 限 が迫 って くれ ば 、施設 利 用者 ば か りで な く

職 員 ま で休 日返 上 の非 常 に悪 い 労働 条 件 の なか で働 くこ とにな る。 メー カ ー で あ る親 会社

や 発 注先 の 会社 との力 関係 が あ るか ら、悪 い 労働 条 件 で あ って も、 な かな か改 善 を言 い 出

せ な い。 そ うな る と、そ こで働 く障害 者 も低 賃金 に甘 ん じるほ かな い。 そ の 下請 け仕 事 で

あ って も、 そ うあ る仕 事 で は ない か ら、 自分 た ち で独 自に仕 事 を作 り出 さな くては な らな

い。小 規模 作業 所 で一 番 多 い のは 、空 き缶 の リサイ クル で あ る。 空 き缶 を集 め て潰 し、 そ

れ を業 者 に1キ ロい く らで売 っ て収入 を得 る。 あ と、 よ く見 受 け られ るのが 、 「自主製 品」

の製作 で あ る。1つ め には 、牛 乳 パ ック を回収 して、 は さみ で き ざん で水 で溶 か して漉 い

て、紙 を再 生 し、 は が きに して100円 で売 る。2っ め には 、家庭 や お 店 でい らな くな った

てんぷ ら油 を も らっ て きて 、カ セ イ ソー ダ を入れ てか き混 ぜ る と固 ま って石 け んが で き る

ので 、 これ を売 る。3つ め に は、木 工 所 か ら木 の切 れ端 を も らって きて、 作業 所 の職 員 の

指 導 を受 けな が らペ ン ダ ン トや キ ー ホル ダー を製 作 して売 る。4つ めに は、縫 製 や さを り

織 の仕 事 で あ る。縫 製 は、縫 製 工場 で布 の切 れ 端 を も らっ て きて 、切 って小 さな袋 を作 り、

お 手 玉や 匂 い袋 に加 工す る。 さを り織 は 、専 用 の織機 で縦 横 の織 物 を作 る。 そ うす る と、

テ ー ブル ク ロスや枕 カバ ー 、 フキ ン、財 布 な どが 出来 る。5つ め に は、 陶芸 で あ る。電 気

窯 を使 用 して茶 碗や 置 物 を焼 い て売 る。6つ めに は、 ク ッキー作 りで あ る。 お菓 子 作 りの

得 意 な職 員 の指 導 でチ ョコ レー トや ナ ッツ な ど、様 々 な種 類 の ク ッキー を作 っ て売 る。 多

くの共 同作 業所 が この よ うな仕 事 を して い るが 、平 均 的 な年 間 の売 上 高 も50万 円 あ るか

ない か で あ ろ う。多 くの作業 所 の 責任者 が嘆 くよ うに、「障害者 に給 料 を払 い た くて も払 え

ない 」 の も当然 で あ る。

以前 、 筆者 が あ る共 同作業 所 を見学 に行 った 時、 そ この作 業所 は 、 あ る大 手着 物 メ ーカ

ー の 下請 けを して い る のだ が
、そ の 日は、 「給 料 日」で あ った。1日 の作 業 の 終 わ りに 「工

賃 」が 各 自に渡 され るの であ るが、多 くの人 が受 け取 る金 額 は 、2000～3000円 で あ った。

能 力 に応 じて 、金額 に少 しず つ 差 をつ けてい る との こ とで あっ たが 、他 人 と比 べ て 自分 は
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「1か .月、 一生 懸命 や った の に、 これ だ け しか ない の 」 と泣 い て指 導員 に食 っ てか か る人

もい る。 み ん な、 そ の 日を楽 しみ に して い るの だ が、 ま た悔 しさに くれ る 日で もあ る。 障

害 者 だ って 、 自分 が頑 張 っ た分 は 、そ の働 い た証 が欲 しいの だ。 で もその頑 張 りが報 われ

ない。

共 同作 業所 の仕 事 は、① 無料 で 、も しくは非 常 に安 く原 材 料 が手 に入 る仕 事 で あ る こ と、

② 最重 度 の 障害 者 で もで きる単 純 作業 で あ る こ と、 こ の2つ の 条件 を満 たす仕 事 が ほ とん

どで あ る。販 売 先 と して は 、家族 な どの身 内や福 祉 関係 のチ ャ リテ ィ ・バ ザー に出店 す る

こ とぐ らい で あ る。

筆者 は、福 祉 関係 のチ ャ リテ ィ ・バ ザ ー で さを り織 の財 布 を500円 で購 入 した こ とが あ

るの だ が、意 外 と丈 夫 で長 い 間 、使 って いた。 財布 は1つ 、持 ってい れ ば充 分 だ か ら、2

つ も3つ もい らな い。他 の もの で もそ うだ。 共 同作 業 所 で 自主製 作 され る もの の うち、 ク

ッキー以 外 は 、1つ あれ ば 、2つ は い らな い。繰 り返 し買 うもので は ない の で あ る。 これ

では売 上 げ も伸 び ない し、売 上 げ が伸 び ない こ とには 、 障害者 の 「工賃 」 に は、 っ なが ら

ない。 結 果 と して 、障 害者 の 自立 は無 理 とい うこ とにな る。 障害 者 も給 料 は 、 自分 で稼 が

な けれ ばい け ない の で あ る。 共 同作 業 所 の職 員や 親 が そ の よ うな発想 に とどま って い る限

り、 障害 者 の 自立 は遠 い。 日本 は 市場 経済 に よっ て動 い てい るが、 それ は障害 者 で あ って

も、例 外 で は ない。施 設 や 作業 所 の職 員 の給 料 は 、公 費助 成 に よって保 証 され て い るた め、

共 同作 業 所 の 自主 商 品 の売 り上 げ は、 自分 た ちの給 料 とは あま り関係 な い。 そ の こ とが障

害 者 の賃 金 にっ なが らない発 想 を施 設 職員 が してい る一 因 とも考 え られ るの で あ る。 職員

に 「経 営 す る」 とい う視 点 が欠 けてい るので あ る。 自分 た ちの給 料 に跳 ね 返 っ て く るので

あれ ば、 ま た変 わ っ て くるのか も しれ な いが。

ところで2007(平 成19)年5月23日 付 の福 井 新 聞 に は、次 の よ うな 内容 の記 事 が掲 載

され た。

厚 生労働 省 は22日 まで に、 作業 所 や授 産施 設 で働 く障害者 につ い て、施 設 側 が 訓練 計

画 を定 め るな ど一 定 の条件 を満 たせ ば、 労働 法令 を適応 しな い とす る新 しい基 準 を都 道府

県 労働 局 に通達 した。 適 用外 とされ れ ば 、雇 用保 険加 入 や 最 低賃 金 の支 払 い な どの義 務 を

免 れ る こ とに な る。 同年4月 に神 戸 東 労働 基 準 監督 署 が神 戸 市 内の 作業 所 に対 して 、 「訓

練 の範 囲 を逸脱 した労働 を させ て いた 」 と して最 低 賃金 の支 払 いな どを指 導。 そ れ に対 し
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て多 くの作 業所 や授 産 施設 か ら 「半世 紀以 上 前 に定 め られ た 基準 が根 拠 で 、実 態 に合 って

いな い」 との指 摘 が 出て い た。新 基 準 で は、 ① 訓練 の計 画 を定 めて い る、② 障害者 や 保護

者 と合 意 して い る、③ 作 業 の実 態 が計 画 に沿 ってい る、 の場合 には 、 労働 者 とはみ な さな

い。 た だ し、計 画 が あ って も、 受 注量 の増 加 に よる作 業 の強 制 、残 業 の指 示 、割 り当て ら

れ た作 業 量 を達 成 で き なか った こ とへ の制 裁 的 な工 賃減 額 な どが あ る場 合 は労 働者 と して

扱 う。 工 賃 の減 額 につ い て は、 遅刻 した 時 間や 達成 で き なか っ た作 業量 に応 じた範 囲で あ

れ ば容 認 。 ま た 出来高 に応 じて コニ賃 に差 をつ け るこ とも認 めた。

現状 で は 、作 業 所や 授 産 施 設 で仕 事 を して も施 設 利 用 者 は 、 労働 者 と して 見 な され ず 、

最 低賃 金 は適 用 され ない。結 局 、新 基 準 は現 状 を追 認 す る もの とな った が、「障害 者 の 自立 」

を理念 と して高 らか に唱 えてい な が ら、 実際 には多 くの授 産施 設 や 作業 所 で 、障 害者 が 訓

練 の名 目で 低 い工 賃 の まま働 き、 労働 者 の権利 を獲 得 で き ない状 態 が 固定 され る現状 をむ

しろ、施 設側 や 社会 福 祉 関係 者 が作 りだ して い る とは い え ない だ ろ うか。 だ か らこそ、 後

述 す る ス ワ ンベ ー カ リー の取 り組 みが 重要 にな って く る し、輝 き を持 って くる ので あ る。

ま た一 方 で厚 生 労働省 は 、現在 、授 産施 設 な どで働 く障害者 の平均 月 約1万5000円 の

工賃 を、政 府 は今 後5年 間で倍 増 させ る計画 を持 っ てい るが、 工賃 の原 資 を稼 ぎ 出せ るよ

う、施 設 の売 り上 げア ップ につ なが る支援 策 と して、2008年 度 の税 制 改正 で 、障害 者 が働

く授 産 施 設 や 障害者 雇 用 の た めに設 立 した特 例 子会 社 向 け に仕事 の発 注や 業務 委 託 を増 や

した企 業 に対 し、増 加 額 の25%程 度 を法 人税 な どか ら控 除す る よ う求 め てい る。そ れ は企

業 か らの発 注 を後押 しす るこ とで 、障 害者 の工 賃 ア ップ につ な げた い考 えが あ る。 税 額 控

除 を認 め る発 注 先 は 、授 産施 設や 作 業 所 、特 例子 会 社 の ほか 、 障害者 自立 支援 法 で 一般企

業 で の就 労 に 困難 が伴 う障害 者 向 け に設 け られ た就 労継 続 支援 事 業所 な どが対 象 とな る。

これ らの事 業所 へ の発 注 が 、過 去2年 間の発 注実績 の平 均額 を上 回 った企 業 に対 し、増 加

分 の約25%を 法 人税 や 法 人住 民 税 な どか ら控 除す る こ とを想 定 して い る ・・7)。

しか し、共 同作 業所 は 、 「就 労 の場 」 で あ る とい うよ り、 次 節 で 取 り上 げ る初期 の 「あ

ゆむ 」 に見 られ る よ うに 「生 活 の場 」 として設 立 され る こ とが多 く、家 族 が昼 間、働 い て

い る問 は、 面倒 が 見 られ な いの で 、作 業所 に置 いて も らい、 ち ょっ と した仕 事 を も らい 、

障害者 の仲 間 と一緒 に楽 しく過 ごす 、歌や ダ ンス な どの レク リエー シ ョン を して過 ごす 「デ

イ サ ー ビス 」 が主 目的 の場所 が 多 い。 た だ し、 そ の よ うな生活 は、親 が元気 でい るか ら可
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能 な の で あ る。親 が病 気 にな った り、亡 くな った りす れ ば、そ の生 活 は 、崩 壊 して しま う。

障害者 の親 は 、口をそ ろ えて こ う言 うだ ろ う。「この子 を残 して は死 ね ない 、1日 で もい い

か ら子 ども よ りは、長 生 き した い 」 と。 それ は筆 者 の親 も度 々 口にす る。 しか し原 則 的 に

は、願 い として理解 で き るが、親 が子 どもよ り長 生 きす るの は 困難 で あ る。 前途 を悲観 し

て、無 理 心 中を した り、親 が子 ど もを殺 した りす る事件 も後 を絶 たず 、新 聞や テ レ ビで も

取 り上 げ られ る こ と多 い。 親 亡 き後 も安 心 して暮 らせ る場 所 を とい うこ とで一 時期 、大型

入 所施 設 が 各地 で建 設 され たが 、財 政 難 と 「施設 か ら地 域 へ 」 の ノー マ ライゼ イ シ ョンの

流 れ の なか で近 年 は 、地域 の なか で の生活 が推 進 され て い る。 ホー ムヘル プ サ ー ビスや デ

イ サ ー ビス な どの 地域 で の生 活 を送 るた め の社 会 基盤 の整備 が求 め られ て い る ところで あ

る。

この よ うな なか で 、ヤ マ ト福祉 財 団理事 長 の故 小 倉 昌男 氏 は 、多 くの協 同作 業所 を訪 問

し、現 状 を知 る なか で、 「福 祉 的就 労」 を次 の よ うに述べ て い る。

「障害者 は 、健 常者 に比べ 労働 能 力 が低 い 、 よって 労働 時 間 も短 い。 障 害者 に仕 事 を さ

せ るに あた っ て は、労働 時 間 も短 く し、 労働負 担 も軽 く し、 そ の代 わ り低 賃金 で我 慢 して

も ら う就 労 形態 が 「福 祉 的就 労 」 で あ る ・08)。」

そ の考 え方 が月給1万 円以 下 の低 賃 金 に甘 ん じてい る障害 者 の就 労 実態 につ なが っ てい

る とし、「日本 は市 場 経 済で 動 いて い るので 、福祉 的 就 労 はな い」 とい うの が、小 倉 氏 の見

解 で あ る。 そ こで 「月 給1万 円か らの脱 出」 を主 張 し、 障害 者 が市 場経 済 の 中で、 き ちん

と働 け る仕組 み をつ く り、健 常者 とな るべ く同 じよ うな かた ち で 「自活 」 す る こ とを 目指

して 、 ス ワ ンベ ー カ リー を設 立 す る。 そ の小 倉 氏 の主 張 に共 感 し、 障 害者 の 自立 を 目指 し

て共 同作 業所 か ら関西 で の第1号 店 で あ るス ワ ンベ ー カ リー 茨木 店 を立 ち上 げ た 「あゆむ 」

の取 り組 み につ い て 、次 節 で は取 り上 げたい 。

4-4ス ワ ンベ ー カ リー の 挑 戦

4-4-1ス ワ ンベ ー カ リー の成 立 と意 図

ス ワンベ ー カ リー はヤ マ ト福祉 財 団 とヤマ ト運 輸 が 共 同 出資 した株 式 会社 ス ワ ンが経 営
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して い る109)。 同財 団は運 輸 省 や 郵政 省 と戦 い 、規 制緩 和 に挑 戦 した宅 配便 の生 み の 親 、

故 小倉 昌男 前ヤ マ ト運 輸 会長 が設 立 した。 財 団 を設 立後 、小 倉 は障 害者 が働 く全 国各 地 の

無認 可作 業所 を視 察 して 回 った 際 、非 常 に環 境 が悪 く、設備 も よ くな い ところ で働 く障 害

者 の 姿 を 目の あた りにす る。 そ して無認 可作 業所 の賃金 が月 平均1万 円で あ る こ とを知 っ

て驚 く と同時 に シ ョックを受 け る。 作 業所 で の 労働 は 、一 般企 業 にお け る経済 的就 労 で は

な く、福祉 的就 労 とい う位 置 づ けで都 道府 県別 に定 め られ た 最低 賃金 も適 用 され な い ので

あ る。

現在 の作 業 所 で の仕 事 は、 企 業 の 下請 け が あ るが 、 それ だ けで はや って い けな い の で、

前 述 の よ うに 、空 き缶 をつぶ して の リサ イ クル ・牛 乳パ ックの再 生 は が き ・て んぷ ら廃 油

の石 鹸 ・そ して、 自主 製 品 とよばれ る木 工 品 ・ぬい ぐるみ や バ ッグ等 の縫製 ・ク ッキー 等

の製造 を行 な って い る。 しか しそれ で は1ヵ 月1万 円に しか な らな い の は当 た り前 で、 そ

んな こ とをや って 給料 を払 え る と考 え るのが 不 思議 で 、 それ らの作 業所 に決 定 的 に欠 けて

い るの が、「商 品(事 業)開 発 力 ・商 品企 画力 」で販 売 方法 に も問題 が あ る とい うの が 、小

倉 の認 識 で あ った。

無認 可 作 業所 で あ って も法 定 作業 所 で あ って も、 作業 所 には 、行政 か ら各 種 の補 助 金 や

寄 付金 が 出 る。 だ か ら努 力 しな くて も、 そ こで働 く職 員 の給料 は保 障 され る仕 組 み に なっ

てい る。 だ か ら施設 は、 経営 努 力 を しな くな る。 しか し無認 可作 業所 で あっ て も法 定作 業

所 で あ って も、障 害者 の賃金 は、月 平 均1万 円で あ る こ とは変 わ らな い。 国や 自治体 は施

設側 や 職 員 の ほ うば か りを見 て 、 障害 者 の ほ うは全 く見 てい な い。 それ で は 障害者 は なか

なか 自立 が 出来 ない。 企 業 で の雇 用 が進 ま ない な ど、 障 害者 の 自立 が遅 れ て い る こ とにつ

いて 、小 倉 は行 政 が 間違 っ た就 労観 を持 って い た か らと指 摘 す る。 小倉 は雑 誌 での対 談 で

次 の よ うに述べ る。

「障 害者 は弱者 だ か ら保護 しな けれ ばな らない とい う考 え方 が基 本 的 に間違 い なん です。

障害者 は保 護 で はな くて 自立 させ ない とだ めな んで す。 親 が いつ ま で も面倒 を見 られ るわ

けで は あ りませ ん か ら。親 が亡 くな って も 自立 で き る よ うな 体制 や仕 組 み を作 る こ とが 国

の役 目で しょ う。保 護 して しま うと 自立 心が 育 た な くな り、 障害 者 の た めに な らな い と思

います110)。 」
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また別 の雑 誌 の対 談 で も小倉 は こ う述 べ る。

「障害者 は保 護す る もの 、 とい う前 提 で補 助金 や 助成 金 を与 え続 けて きた こ とが 障害者

の 自立 を妨 げ た …)。 」

そ こで 小倉 は、 障害者 が 自立 す る ため に 国や 自治 体 に頼 らず に きち ん と給料 を稼 ぎ 出す

こ とを 目標 に作 業所 の経 営者 を対象 と して 「小規 模 パ ワー ア ップセ ミナー 」 と銘 打 って 、

各 地 で経 営 セ ミナ ー を 開き 、経 営 コンサル タ ン トを招 い て、 市場 主義 経 済 やマ ー ケ テ ィ ン

グな どの講 義 を行 な った。 小 倉 は 市場 を よ く理解 した うえで 障害 者施 設 を運営 す べ きで あ

る、 障害者 の世 界 も市 場 主義 経 済 に な り、努 力 して い い もの をつ くれ ば売 れ る、売 れれ ば

給 料 も増 え る し、仕 事 にや りが い も生 まれ る、 生活 賃金 が保 証 され な い授 産 な ど意 味が な

い と、セ ミナー を通 して 訴 えた の で あ った。

そ の うえで小 倉 はセ ミナー の実践 を試 みた。 実 践 の条 件 と して 第1に 、地域 の人 が気 軽

にや っ て きて商 品 を買 って い く商 売で あ るこ と、第2に 、 「障 害者 が っ くった か ら買 って

くだ さい 」 で はな く、 競合 す る一 般 の店 に もひ け を と らない もので あ る こ と、 第3に 、 障

害 者 と地 域 の人 た ち と交 流 が 出来 るこ と、第4に 、何 回 も繰 り返 し買 う必 要 が あ る こ とで

あ る。 小 倉 の その よ うな コンセ プ トか ら生 まれ た のが 、 障害 者 が健 常者 と ともに 「焼 き立

てパ ン」 を提 供 す る店 で あ るス ワ ンベ ー カ リー で あ った。 広 島 に本社 を置 き ア ンデル セ ン

を運 営す るべ 一 カ リー 大 手 で あ るタカ キベ ー カ リー の支 援 の も とで 、1998(平 成10)年6

月 、銀 座 にス ワ ンベ ー カ リー1号 店 がオ ー プ ンす る。 この 「ス ワン」 の名 称 は 、ア ンデ ル

セ ンの童 話 の 「み に くい ア ヒル の子 」 か ら取 り入 れ られ た。 まず 、 障害 者 を契 約社 員 と し

て10名 前後 を雇 用 して 、 時給 は750円 か らス ター ト、 賞与 や昇 給 もあ り、 一 定時 間以 上

働 くと社 会保 険 も適 用 、 フル タイ ム な ら.月に10万 円 ほ どの収入 が得 られ 、 障 害基礎 年 金

を合 わせ れ ば グル ー プ ホー ム な どで 自立 して 暮 らせ る道 も開 け た。 現在 、 ス ワンベ ーカ リ

ー は東 京 、 千葉 、埼 玉 、 大 阪、 岡 山、 群馬 、 広 島、 山 口、福 井 、札 幌 の全 国 で23店 舗 が

展 開 してい る(平 成19年8.月 現在 、表4-2)。 それ で は次 に、 ス ワ ンベ ー カ リー 茨木 店

を取 り上 げ、 その活 動 を具体 的 に 述べ て い きた い。

4-4-2知 的 障 害者 通所 授 産施 設 「あ ゆむ 」(ス ワ ンベ ー カ リー 茨木 店)の 取 り組 み
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「あ ゆむ 」 の作 業所 開設 の取 り組 み の発 端 は 、1991(平 成3)年 に茨木 市 の 地元 のB中

学 校 を卒 業 した知 的障 害 を持 っA君 の進 路 を切 り開 く運 動 で あ った112)。 中学3年 の進 路

学 級活 動 でA君 が 「み ん な は普通 の 高校 へ行 くけ ど、僕 はガ マ ンす るね ん!」 と発 言 した

こ とが き っか け とな った。 そ の思 い を受 け止 めた ク ラスや 地域 のイ中間 が 「な ん と して もA

と一緒 に地 元 の府 立F高 校 に!」 「あ と3年 、 友達 と一緒 の生活 を」 とい う運 動 を進 め る

中で 、そ の 叫び は周 りの 仲 間 を動 か し、総 数5千 名 の署名 を集 め、大 阪府 教 育委 員 会へ 提

出 され た。 そ してF高 校 を仲 間 と とも に受 験 した もの の想 い は届 かず 、選 抜制 度 の厚 い壁

に阻 まれ 、不 合 格 とな った。 結局 、F高 校 との週2回 の 交流 活 動 を続 けなが ら も 日常 生活

の 「拠 点 」が必 要 に な り、「障 害」を持 つ 人 た ちが あ た りま え に地域 で 生 き、働 くこ とを め

ざ して作 業所 建 設 に取 りか か った。 こ うして 生活 の場 と して の 「あ ゆむ 」 が 、豊川 地 区に

1992(平 成4)年12月 に建 坪10坪 のプ レハ ブ2階 建 て の定員8名 の無認 可 作 業所 と して

ス ター トした。 無認 可 作 業所 で の作 業 内容 は、 空 き缶 の リサ イ クル 、大 阪府 及 び 茨木 市 下

請 けに よ る公 園や 学校 で の雑 草 取 り、 雑 巾づ く り、 さを り織 で あ る。 その他 、絵 画教 室 、

地 域 で のバ ザー や 交流 会 な どの行 事 に参加 す る こ とで あ った。

「あゆむ 」 は 、作 業所 開設 以 来 、 地域 の 多 くの 仲 間 に支 え られ て さま ざま な活動 を行 な っ

て きた が、「これ か ら先 もず っ と今 の まま でい い のか 、家族 との 同居 が困難 にな っ た仲 間 は

ど うす るの か 、最低 賃 金 で さえ保 証 されず に 自立 がで き るの か?」 と言 う声 が仲 間 の なか

か ら出 て きて 、わず か10坪 のプ レハ ブ にお け る活 動 には 限界 が あ るの で は と、運 営委 員

会 で も常 に議 論 され てい た。 こ うした な かで1998(平 成10)年3.月 に は、 茨木 市 の各 障

害 者 団体 が集 ま り、「茨 木 に 障害者 の地 域 で の生活 を支援 し、働 く権 利 の保 障 をめ ざす認 可

施 設 の建 設 を!」 をス ロー ガ ン に第1次 社会 福 祉 法人 設 立準 備会 が立 ち上 げ られ た。以 来 、

施 設 見学 をは じめ、冊 子 の発 行や 法人 設 立 の検討 会 を進 めて き た。 しか し議 論 を進 め る 中

で法人 設 立 につ い て様 々な意 見 が 関係 者 か ら出 され 、 め ざす 法人 の あ り方 につ い て 、 関係

者 や 関係 団 体 の想 い が一 致せ ず 、再 検 討 を余儀 な くされ 、2000(平 成12)年 秋 、第1次

社 会福 祉 法 人設 立 準備 会 は 、い っ たん解 散 とな った 。

新 しい 社会 福祉 法人 は、福 祉 分野 での全 市 的 な役 割 を果 たす こ とを求 め られ た が 、そ れ

ぞれ の地 域 で は、既 に地域 に根 ざ した 活動 を行 な って い る各 障害 者 団体 が あ り、新 しい社

会 福祉 法 人 が 中核 とな って ま とめ る とい うのは 、早 急 す ぎ た。 この 間、豊 川 地 区で は部 落

解 放 同盟 の 支援 を受 け、 地域 の住 民 に よって 「あ ゆむ 」 の法 人化 を支 援 しよ うと支援 プ ロ
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表4-2ス ワンベーカリー店舗一覧表(平成19年8朋在)

店名 郵便番号 住 所1 住所2 電話番号 FAX番 号

1 スワンカフェ&べ一カリー 札幌時計台店 060-0002 北海道札幌市中央区北2条 西2丁 目 ダイアビルディング札幌1F 011-221-5610

2 ス ワンカフェ 銀 座 店 104-0061 東 京 都 中 央 区 銀 座2-12-16 03-5148-5860

3 スワンベーカリー銀 座 店 104-0061 東 京 都 中 央 区 銀 座2-12-15 03-3543-1066

4 スワンベーカリー十条店/ス ワンカフェエ房 114-0034 東 京 都 北 区 上 十 条2-2-1 03-3906-8001

5 ス ワンカフェ&ベ ーカリー 赤 坂 店 107-0052 東 京 都 港 区 赤 坂1-2-2 日本 財 団 ビル1F 03-6229-5533

6 スワンベーカリー落 合 店 161-0032 東 京 都 新 宿 区 中落 合1-6-21 03-3952-9980

7 ス ワンベーカリー赤 羽 店 115-0055 東 京 都 北 区 赤 羽 西5-12-4-108 03-3907-3334

8 スワンベーカリー町 田店 194-0021 東 京 都 町 田 市 中 町3-7-7-1F 042-785-4533

9 スワンベーカリーさがみ はら店 228-0828 神 奈 川 県 相 模 原 市 麻 溝 台7-1-7 042-749-8881

10 ス ワンベーカリー 県立 大 学 駅 店 238-0012 神 奈 川 県横 須 賀 市 安 浦 町2-29 046-821-3172

11 スワンベーカリー湘 南 店 259-1100 神 奈 川 県 伊 勢 原 市 田 中256-1 0463-91-3570

12 スワンベーカリー柏 店 277-0000 千 葉 県柏 市 東 上 町1-3 巳波 ビル1F 0471-62-2030 0471-62-2040

13 ス ワンカフェ&ベ ーカリー 新 浦 安 店 279-0012 千 葉 県 浦 安 市 入 船1-2-1 プラー ザ マー レ1F 047-380-5261

14 ス ワンベーカリー深 谷 店 366-0810 埼 玉 県 深 谷 市 宿 根524-1 048-551-4555 048-575-5963

15 スワンベーカリー新 座 店 352-0017 埼 玉 県新 座 市 菅 沢1-3-1 048-480-3367

16 ス ワンベーカリー北 浦 和 店 330-0074 埼玉県さいたま市浦和区北浦和1-11-19 048-822-6905

17 スワンベーカリー太 田店 373-0853 群 馬 県太 田 市 浜 町2-5 0276-47-8080 0276-47-8039

18 スワンベーカリー ハートランド福井店 910-0852 福 井 県福 井 市 松 城 町12-7 パリオCITYヤ スサキグルメ館1F 0776-25-8877

19 ス ワンカフェ&ベ ーカリー 大 東 店 574-0036 大 阪 府 大 東 市 末 広 町15-6 072-871-1120

20 ス ワンベーカリー茨 木 店 567-0057 大 阪 府 茨 木 市 豊 川3-3-27 072-643-6612

21 スワンベーカリー倉 敷 店 712-8031 岡 山 県 倉 敷 市 福 田 町 浦 田2461-21 086-456-5707

22 ス ワンベーカリー三 原 店 723-0052 広 島 県 三 原 市 皆 実2-2-1 ダイソー 皆 実 店 内 0848-61-4547 0848-61-4548

23 スワンベーカリー 山 口店 753-0212 山 口 県 山 口 市 大 字 小 鯖1・S-2 083-941-1180

ヒュー マ ンカフェ&ベ ー カリー 542-0081大 阪 府 大 阪 市 中 央 区 南 船 場4-3-2athuman御 堂筋ビル1F 06-6258-5316106-6282-0665
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ジェク トを立ち上げ、検討を進めてきた2000(平 成12)年 暮れ には地域の住民が中心 とな り、改め

て法人設立 をめざす ことにな り、社会福祉法人設立の基本方針 としてノーマ ライゼイ ションを基本 と

す る障害者の人権の確 立が打ち出された。その基本的視点は次の通 りである。

まず第1の 視点は 「地域生活の権利保障」である。地域で障害者が当た り前の生活が過 ごせ るよう

な、そんな社会づ くりの拠点 としたい とい うことであった。 したがって、めざすべき施設は 「通所」

とされた。 「入所」は人 目にっかない ところに追いやって しま うか らである。地域のなかにあっても

施設 で完結 して しまった ら意味がない。生まれ育った地域 で、自分の ことを知って もらいながら生き

ることが必要である。第2の 視点は 「働 く権利」の保障である。障害者 にとって 「働 くこと」は 自

立生活の基本 とな るものである。働 き方 には色々な形 があ り、企業 に雇 ってもらうことだけが働 き方

ではない。自分たちで工夫 して多様 な働 き方 を創造 してい くことも大切 である。そ こでめざすべき施

設は 「授産」とされた。社会福祉法人設立の時か ら一般就労に近い形で、今まで と違った 「授産」を

や ろ うと話 し合いで決めていたが、ス ワンベーカ リーはそれを実現するための 「手段」と位置づけ ら

れ、福祉 の新 しい担い手になれれ ばと考え られた。第3の 視点は 「当事者参加」である。障害を持

っ本人 とその家族 自身が、どのよ うな施設が必要なのか ともに考 えなけれ ばな らない。そのためには、

当事者の取 り組みな しには一歩 も進まない。これまで行政 は、障害者差別や偏見な ど社会の根底にあ

るものを変 えないままに対策 を立ててきた。 「とよかわ福祉会」が初 めて運営す る施設 が 「あゆむ」

であるが、社会福祉事業をす る時に単に親や専門家だけではな く、障害者 もこれまでの体験や経験を

生か して障害当事者が法人運営にかかわることで、障害者や地域のためにもなる。地域に住む色々な

当事者 をいれてい くことは、地域に根 ざした活動 をす るために必要である。この方針に基づいて、社

会福祉法人 「とよかわ福祉会」には障害を持った2名 の理事が就任 、さらに法人の評議員にも1名

が就任 している。(障 害の内訳は、視覚1、 脊髄損傷1、 脳性マ ヒ1)さ らに苦情解決の外部の窓 口

である第三者委員にも脳性 マ ヒの障害者が就任 してい る。 ちなみにその うちの3名 が第3章 で取 り

上げた特定非営利活動法人 ・茨木市障害者生活支援セ ンター 「すてっぷ21」 の関係者 であり、施設

運営に関わる他、後述 のスワンベーカ リー茨木店 のパ ン販売促進にも取 り組 んでいる。第4の 視点は

ひ ろが りを求め続 けよ う、とい うことである。自分たちが始 めるわけであるが、自分たちだけではで

きるわけではない。また認可施設である以上、すべての市民に開かれた ものであることは当然である。

以上 この4つ の基本視点に基づいて、法人 の理念づ くりや設立が進め られたのである。

もともと豊川地区では調理員のボ ランティアチーム 「K」の配食サー ビス、街角デイサー ビス 「C」、

高齢者の生 きがい菜園活動や地域 医療の充実を 目指す活動な ど「誰 もが住み慣れた地域であた りまえ
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に」暮 らせ る社会の実現に向けて取 り組みが進 められてきた。新 しい社会福祉法人は、従来型の施設

運営を中心 とした ものではな く、この地域の障害者、高齢者 をは じめ、支援の必要な人々のサポー ト

す るNPO活 動 とも連携 しなが ら、こうした地域の取 り組みをバ ックアップす る役 目も担 うことが期

待 された。またこれ までサー ビスを受 ける側であった障害者 も積極的に社会 に貢献 していける活動 を

担 ってい くことになった。法人設立の経緯 については、表4-3に 示 してお く。

授産事業の検討 については、小学館文庫 『小倉 昌男の福祉革命 障害者 「月給1万 円」からの脱 出』

の内容 を検討 した。小倉氏 の 「無認可作業所でも認可作業所でも職員の収入は補助金等で保 障されて

お り、一方障害者 の賃金は、授産の売 り上げで分けられ るが、殆 どが,月収1万 円前後 とい うのは、お

か しい。経営力をつければもっ と障害者 に収入を保証 できる。在宅で も企業で もないいわば中間施設

としての作業所 に経営力 をつ け、そ こに集 う障害者 の給与ア ップや働 き甲斐の向上を進めなが ら一般

企業へ巣立っ人が増 えれば」とい う内容 に関係者 は強い関心を持った。障害者 メンバーの工賃が安 く

て当然 とは思っていないが、障害者が関われ る仕事で高収入が得 られ る事業を知 らないために、潜在

的に仕方がないと思い込んでいたのではないか。また障害者 とい うより昼間軽作業を しなが ら安全に

過 ごす場 とい う意識 もあった。現にこれまでの 「あゆむ」は文字通 り 「生活 の場所」であ り、そ うし

た ミニデイサー ビスセンター的な役割 も果た してきた。これまでの 「あゆむ」の取 り組みか ら、小倉

氏の考 え方に対 して、毎 日薬 を飲みなが ら職員 の援助 を受けて軽作業をや り仲間たち と一緒に過 ごす

こと自体を楽 しむ人 もいるのではないか、作業所が金儲 けに走ったら金儲 けできない人は疎外 され る

のではないか、な どとい う疑問も出 された。しかしメンバーに高い収入が確保 出来 る方策があるのな

らば検討す る価値 はある。従来か らやっているアル ミ缶回収な どの授産事業 と組み合わせ、絵画教室

などの活動 も取 り入れなが ら重度のメンバー も含め参加できる柔軟な体制 が取れ るのな らば、授産の

1つ として取 り組む ことができるのではないか。一般就労を 目指 して どこの授産施設や作業所 も頑張

っているが、一般就労 と福祉 的就労の幅が大きす ぎて実現が難 しい面 もある。実際に授産施設や作業

所は、一般就労を 目標 にして こなかった。スワンベーカ リーな らば企業 と授産のギャ ップを埋 めてい

くことができ、一般就労 も想定 しながら次へ のステ ップへ結びつけること、将来 に向けての個別のラ

イ フスタイルを確 立 していけると考えた。加 えて立ち上げよ うとす る社会福祉法人 ・施設の コンセプ

ト、授産作業の必要面積、高い利益率、ヤマ ト福祉財団 としての支援体制、タカキベーカ リーの技術

指導、高い商品価値、建設予定地周辺の競合状況などか ら見た場合、十分検討するに値する と判断 し、

関西での第1号 店 を目指 してヤマ ト福祉財団に働 きかけることになったのである。

さてス ワンベーカ リー を出店す るときには、次のい くつかの条件 を満 たさなければな らず、これ ら
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表4-3「 あゆむ」社会福祉法人化への経緯

出所:運 営委員会編 『豊川地区生活の場 あゆむの歩み』の年表を基にして筆者が作成
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の条件が満た されない時には、出店することが出来ない。その条件 とは第1に 、販売計画書をつ くる

ことである。1日 のパンの売 り上 げ目標は、株式会社が10万 円、社会福祉法人 は7万 円である。株

式会社 と社会福祉法人では、売上 目標が異なっているが、光熱費や水道代等 は社会福祉法人の場合、

法人事業費で落 とせ るために、売 り上 げのなかに含まな くてもいいか らである。第2に 、同一商圏

内(約 半径2キ ロ程度)に タカキベーカ リーの直営 ・関連店であるアンデルセ ンや リトルマーメイ

ドがない事である。理 由は無償で生地や製造技術 などの協力を してもらっているため、競合を避 ける

必要がある。一般にパ ン屋 を出店す る場合にも、①売上げ対象人 口が十分 にあるか、②周辺 に繁盛 し

ているパン屋 がないか とい うことが、出店 の際のポイ ン トとなる113)。

第3に 、約2ヶ 月程度、各スワン店にて研修 を受 けることである。第4に 、障害者 の給料(最 低

月3万 円)を 確保す ることである。第5に 、品質保持 のため、全国均一の商品にす ることである。

店独 自の商品を開発する ときは必ず本部に連絡 して、試作品をつ くり、社長のOKを もらわない と

いけない。理 由はタカキベーカ リーの信用問題に関わって くるからである。ス ワンベーカ リー につい

て、特筆すべきことは、一般的にチェーン店 を経営する時は、本部にロイヤ リテ ィを納めるのが普通

だが、スワンベーカ リーでは、ロイヤ リテ ィを求めていない。そのかわ り、条件の ところで触れたよ

うに、障害者を雇用 し、その地域の最低賃金 と同程度の賃金 を確保 しなければな らない。大阪府 の最

低賃金は時給703円 である。またスワン本部への報告は月1回 で、本部からの売 り上げのノルマは

ない。ただ商品の売 り上 げを伸ばすために、おい しく売れ るパ ンを作る。天候 、曜 日、時間帯で どの

商品が売れているか、施設の担当職員 と施設利用者 がマーケテ ィングし、定番品 ・日替わ りメニ ュー ・

季節 品を決めて売れ筋を入れ替えるな ど、店 としての売るための経営戦略を立てて企業努力を しなけ

ればならない。パ ンがおい しくなければ、パンの売 り上げも伸びない し、また利用者にも賃金が支払

えない。パ ンの売 り上げが伸びるほど、利用者に支払 う賃金は増える。一般 の企業や商店では、当た

り前のことだが、授産施設 としては、先駆的な取 り組みであ り、経営を重視す ることは、一般的に行

なわれて こなかった。従来の授産ではパ ンだけを作 り、味は二の次 とい うのが多い。出来れば売れた

らいいと考 えてい るが、実際には売れない。売れるとして も 「障害者ブラン ド」を前面に出して しま

うため、次の購入 にはなかなか繋がっていかない。それに対 してスワンベーカ リーはパン屋 として当

た り前の ことをす るとい う、その意味では今までの授産になかった厳 しさが求められている。

さて当初は、スワンベーカ リー茨木店 の出店に際して、建設予定地でタカキベーカ リーがマーケテ

ィングを行なった ところ、1日 の売 り上げ予想が3万 円に しかならなかった ことか らスワンベーカ

リー より出店予定地の再検討 の指示を受け、出店の許可が出ず、出店が立ち消 えにな りかけた。それ
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に対 して 「とよかわ福祉会」が取った対応策 は、出店許可が得 られ るよ うにアンケー ト調査や購入協

力署名活動 を実施 し、その結果、約300名 の署名が集 ま り、店舗での売 り上げ不足分を企業、行政、

小 中学校の学区での注文販売 ・訪 問販売等で売 り上げ 目標をク リア出来 る見込み となったことか らス

ワン本部 との協議 の末、スワンベーカ リーの出店許諾 を得 たのである。そ して2003(平 成15)年3

.月の社会福祉法人の設立 を経て、2003(平 成15)年4.月26日 、関西での第1号 店であるスワンベ

ーカ リー茨木店がオープンしたのである
。

知的障害者通所授産施設 「あゆむ」では、定員30名 で3つ の部 門で授産が行 なわれている。スワ

ンベーカ リー茨木店であるパ ン製造部門には10名 が関わっている。残 りのメンバーは、空き缶の リ

サイクル、公 園や学校 での雑草取 りを行 な うリサイ クル ・園芸部門 と雑 巾づ くり、さを り織、クッキ

ーな どを製造す るハ ン ドメイ ド部 門に分かれて作業 を行 なっている。パ ン製造部門に配置 され るには、

リサイ クル ・園芸部門やハ ン ドメイ ド部門 と異な り、①通勤できる体力があるか、②清潔の概念があ

るか、③フライ を揚 げる仕事があ り、危 険が伴 うため、それ に対応 できるか、④能力 ・適正があるか、

⑤本人の希望 ・やる気の5っ 条件 が満た されない と、難 しい。特に大切なのは、清潔の概念で、食品

衛生上の問題 か ら 「手が汚れている」な どの清潔 の判断が出来るか どうかが重要 となる。仮 に仕事を

す ることが可能だ としても、本人や家族がその仕事を望んだ としても 「清潔」とい うことが理解 でき

なければ、配置す ることはできない。

パン製造部門は、ス ワンベーカ リーで研修 を受けた職員がパ ンの製造や販売を担当 し、10名 の障

害利用者を支援 している。忙 しい時間帯 によっては、職員が1名 応援 に入 っている。2交 替で1日4

時間勤務 となっているが、現時点では、フル回転 させ る仕事が障害者 にないか らである。言い換えれ

ば、それは職員 の負担 を増や していることにもなる。主な障害者の仕事の内容は、パ ンの トッピング

付 けや焼き上がったパンの店頭への運搬、レジでの応対な どであるが、パンを焼 くな どの主要な仕事

については、火傷 などの危険 を避 けるために、今 のところは、主に施設職員 の仕事になっている。パ

ンの1日 の生産量は、金額にす ると7万 円 ぐらいで、種類は60種 類である。平常400～500個 を生

産、学校や役所関係か ら行事等で注文があった時には、600～700個 になる。季節によって商品の3

分の1を 入れ替えている。1日 の売 り上げは、雨などの天候に よっても影響 される(雨 が降ると客

足が落 ちる)が 、3万5千 円か ら7万 円である。注文によるパ ンの宅配販売 を開始 した ことで、平均

2万 円売 り上げが伸びている。パ ンの原材料 については、広島のタカキベーカ リーか ら週1～2回 調

達 している。

次に授産賃金であるが、売 り上げ利益 については、法人役人や施設職員 にいかない ように、原材料
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費等の必要経費 を差 し引いた うえですべて利用者に分配 している。 「あゆむ」の授産賃金は次の よう

になっている。①パン製造部門 時給710円 ×時間 ②ハ ン ドメイ ド部門 月額で最低9200円

真 中10350円 最大11500円 ③ リサイクル ・園芸部 門 一律 同額 となっている。パ ン製造部門

の授産賃金は、リサイクル ・園芸部門やハ ン ドメイ ド部門 とは、賃金体系が異なってお り、時間給 と

して独立 している。時給は大阪府の最低賃金を上まわ る710円 となっている。 リサイクル ・園芸部

門やハ ン ドメイ ド部門にっいては、茨木市や大阪府 か らの委託 による振込や売 り上げによってい る。

パ ン製造部門よ りも授産賃金 は少 ないが、他の授産所 ・作業所 と比較すると、授産賃金は若干多 くな

っている。

ヤマ ト福祉財団の故小倉昌男理事長 は、スワンベーカ リーについて、補助金頼 りか ら脱却す るため

に、社会福祉法人やNPO法 人ではなく、利用者に利益 を還元す るため、株式会社で開店すべ きとし

ている。それに対 して 「とよかわ福祉会」の専務理事である中村信彦氏は、「社会福祉法人だか らこ

そ見えてきた ことがある。それは 「新 しい福祉 のあ り方」である。他のスワンベーカ リー店であれば、

作業が うま く出来なかった ら退職 しなければな らない。 「あゆむ」であれば、本人 と話 し合いをして

他の作業に移れ るとい う強みがある。パ ン屋だけやっていたら無理。本人のライ フスタイルや生活を

大切 に しなが ら目標 を明確 にす る。5年 、10年 先 を考えて、その人にあった将来像 を描 く。それは

福祉 だか ら考え られ る」と反論 している。今 までには見 られなかった斬新な考 え方であ り、共感 も覚

えるが、色々な課題があることも事実である。 まず 、「あゆむ」が抱える第1の 課題には、パ ン製造

部門 と園芸部門 ・ハン ドメイ ド部門な どの他の授産 との間には、明確な収入格差があるが、その差は

最大で月約4～5万 円になる。作業 を行 なっている場所がそれぞれ異なってい ることもあって、他授

産部門のメンバーには不満 はまだない。また適性があっても本人がパン製造部門を嫌がって希望 しな

い場合 もあるが、園芸部門 ・ハ ン ドメイ ド部門の保護者のなかには、授産賃金 の格差か らパ ン製造部

門のメンバーを 「優秀で選ばれた人」と羨望のまなざしで見 ると同時に 「うちの子にはパ ン製造部門

は無理」とい う意識 もなかには存在 している。パ ン製造部門に配属 された場合で も、パン製造や販売

作業が無理だった場合は、中村氏 も言っているように、施設を辞めずに本人 と話 し合いを して他の部

門の作業に移れ るとい う道があるが、本人や保護者の 「うまくいかなかった」とい う気持 ちや施設内

の人間関係 もあって、退所 した例 もあ り、必ず しもシステムが うま くいっているわけではない。その

よ うな利用者の処遇 を今後 も含めて地域のなかで どう支援 してい くかが課題 となる。課題の第2に

は、パン製造部門に所属す る保護者 のなかには、ここで力 をつ けて一般雇用 に結びつ けたい と考える

保護者 もいるように一般雇用への道 を開くことである。 「あゆむ」の方針 としても最終的には一般雇
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用へつなげるとい う目標がある。将来的には障害者 自立支援法による契約 を離れて、利用者個人がパ

ー トとして 「あゆむ」と雇用契約 を結び
、働 くことまでは想定 しているが、その先のビジ ョン(一 般

企業での雇用)に ど う結びつけていくかについては、なかなか描 き切れていないのが現状である。な

お、 「就労移行支援事業」を選択するのか 「就労継続支援事業」 とするのかも利用者の状況を見なが

ら模索 中である。

4-4-3ス ワンベー カ リー の評価 と課題

筆者は、人材派遣や全 国各地で専門学校 を経営す る東京の ヒューマングループが民間企業 として初

めてスワンベーカ リーの経営 に乗 り出 し、大阪に関西での2号 店である心斎橋店をオープンさせた

(2003年)時 、店舗担 当者 にお話 しを伺 ったことがある。心斎橋店のオープンの 目的 として、「ヒュー

マ ングループの経営理念である 『世の為、人の為』を具現化す るため、障害者 の雇用促進 と自立支援

を 目的としてべ一カ リー事業 に参入 し、新たに福祉事業にチャ レンジす るもの」と語 られていた。心

斎橋店は、スワンベーカ リーでパ ン屋経営のノウハ ウを学んだ後、2005(平 成17)年4.月 には、ヒ

ューマ ンベーカ リー として独立を果た して してい る。

当時、筆者の関心は どのよ うにして障害者 を雇用 しているかにあった。雇用 されていた障害者 は9

名で、その障害者 の採用方法は、所轄の公共職業安定所に相談、採用要領作成 ・面接会場設定の協力

を得て、公募(約60名 面接)か ら採用 された。その内訳は知的障害者8名 、聴覚障害者1名 、男性3

名、女性6名 であった。年齢層は20-23歳(1名29歳)と なっていた。雇用形態は、非常勤で実

働最低6時 間 となってお り、時給 は茨木店 と同 じく710円 である。パ ンの1日 の生産量は、約800

-1000個
、種類 は50-60種 類であった。パンの売 り上げは1日 当た り平均約10万 円となっていた。

仕事の内容は、パ ンの トッピング付 けや焼き上がったパンの店頭への運搬、レジでの応対、テーブル

を拭 くな どの店の環境整備 で茨木店 と大きな違いは見 られない。スワンベーカ リー心斎橋店の時 とヒ

ューマ ンベーカ リー になってか らの2回 、店 を訪 問 してパンとコー ヒーを飲 んだが、足の不 自由な

筆者 をサポー トして、店で働 いている知的障害者 が商品を席まで運 んで くれた。障害の程度はかな り

軽度である。一見 しただけでは障害者だ と分か らないほ どである。

さらに筆者は、全国のスワンベーカ リー20店 舗 に対 して、現状 を把握す るため、郵送 によるアン

ケー ト調査 を行 った(2006年8月 ～9月 に実施、当時は20店 舗である)。20店 補の うち、回答があ

ったのは、スワンベーカ リー茨木店を含む8店 補(郵 送 によるもの6店 舗、電話によるもの2店 舗)
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であった。アンケー トの質問内容 については、質問票に見 られ るよ うに、以下の6項 目を質問 して

いる。その結果は次の とお りである。

① スワンベーカ リーを立ち上げた理 由 ・目的

・ 障害者の 自立支援 のため。

・ 障害を持った人の雇用の場 として、障害を持 って働いてい る人の交流の場、立ち寄 り場 として。

・ ヤマ ト福祉財 団の故小倉 昌男理事長の 「障害者 にも高い給料 を」 とい う考え方 に共感 して。

・ 障害者の 自立支援 をするため、スワンベーカ リーを授産事業 として選択 した。授産事業のモデル

的な運営を創造 していきたい。

・ 当初はある企業の下請けをしていたが、折か らの景気の低迷 で仕事が減少 し、貢金がさらに下が

って しまった。仕事がないとい うことは、職員が遊んで給料 を得 ることにな り、利用者 の親であ

るとともに園長で もあったので、授産施設 のあ り方に疑問を感 じ、毎 日、仕事のある手づ くりパ

ンの製造に取 り組む よ うになった。しばらくは順調 にいっていたが、お客 さんが新商品を待って

いて も商品がそれに追いっかない とい うことがあったため、チ ェー ン店であるスワンベーカ リー

を持っ に至った。

・ 障がい者(原 文のママ)の 一般就 労は、なかなか困難 な状況にあ り、社会参加が難 しいため、福

祉施設 に通所 してい る現状 がある。施設で色々な製品を作ってイベ ン トな どで販売 してい るが、

思 うように売 り上げにつなが らないため、このよ うな製 品を集めて常時、販売が出来 るシ ョップ

を開店 させたが、それだけで集客できるか とい う疑問が生 じた。そ こで毎 日、食卓に並ぶパンを

製造す ることで、常時働 けることにもな り、相乗効果 で、施設製品の売 り上げ向上にな ると考 え

た。 そ うす ることによって、就労の場の拡大 と自立につながると計画 した。

②障害者の雇用数 、障害種別、男女別、年齢層、雇用形態については、表4-5に 示 した。

③採用の経緯 とハ ロー ワーク との連携

・ 雇用内定者については、ハ ロー ワークに指定求人を出 している。

・ ハ ロー ワー クか ら人材を推薦 してもらい採用す る。

・ 授産事業 として行 っているところは、ハ ロー ワー クの紹介は健常者のパー トのみ に限定 している。

・ ハ ロー ワー クは利用せず、身体障害者及び知的障害者の福祉団体に声を掛 けた。

・ 障害者 自立支援法の就労移行支援事業 として運営す るので、今後はハ ローワーク との連携 も必要

となって くると考える。
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4-4質 問表

ご質問

① ス ワンベ ーカ リーは現在 、札 幌か ら山 口まで全 国で20店 舗 が営業 してお ります が、 スワ

ンベ ーカ リーの店舗 を立ち上げた理 由 ・目的は何です か。また運 営主体、運営方式 にっ い

て も教 えて くだ さい。例 … 株式会社 、社会福祉法人 な ど。

② 現在 、貴店 の雇用人数 は何名 です か。その うち障害者 を何名 、雇用 してい らっ しゃい ま

す か、障害別 の内訳 、男女別、年齢層 を教 えていただけませ んで しょ うか。 また雇用形態

は常勤で しょ うか、非 常勤(パ ー ト)で しょうか。 ス ワンベー カ リーでは、開店 の条件 と

して、ロイヤルテ ィー を求 めないかわ りに雇用 した障害者 に対 して、そ の都道府県 の最低

賃金 と同額 の金額 を保 証す るよ うに求めています が、時給は1時 間お い くらです か。

③ 雇用 され てい る障害者 は、 どの よ うな経緯で採用 されたので しょうか。ハ ロー ワー ク と

の連携 は どの よ うに取 られ てお りますか。

④ 採用す るにあたっての条件等 があれ ば、教 えていただけます か。

⑤1日 のパ ンの生産 量、生産す るパ ンの種類 を教 えていただけます か。

⑥1日 のパ ンの売 り上げ、売 り上げ 目標 を教 えていただけますか。

質 問は以上 です。 よろ しくお願 いいた します。
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表4-5ア ンケート質問②の 回答

設置主体 障害者数 男 女 障害種別 年齢 雇用形態 1日 の勤務時間 給料 備考

A店 株式会社 12名 6名 6名 知的障害 20～35歳 常勤的非常勤 4～8時 間 時給720円

B店 株式会社 3名 2名 1名 知的障害 21～41歳 非常勤 6時 間 月5万 円 最低賃金を保障

C店 株式会社 6名 3名 3名 精神障害 20～50歳 常勤 6時 間 月5万 円 メンバーは時給700円

D店 社会福祉法人 10名 知的障害 18～ 授産での利用 4時 間 1日2130円 時給710円 ×3時 間

E店 社会福祉法人 19名 13名 6名 知的障害 平均27歳 授産での利用 月4.3万 円

F店 社会福祉法人 6名 知的障害 授産での利用

G店 社会福祉法人 15名 10名 5名 知的障害 授産での利用 月3～5万 円 能力に応じて支払い

H店 社会福祉法人 授産での利用 職安採用は賃金保障

※回答 がないところ、答えられないとしたところは、空欄 になっている。
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④ 採用 す るに あた っ て の条件

・ 障害者 本 人 、保 護者 ともに就 労希 望 を持 って い るこ と。

・ 自力 で通 勤 で き る こ と。

・ 条 件 は特 にな いが 、午 前9時 ま で に通勤 で きる こ と。 清 潔 な どの概 念 は 、働 きな が ら

学 ん でい く。

・ 人 柄 、笑顔 、清 潔感 な どの考 課 が あ り、一 定 の条 件 を ク リア しない と採 用 しない。

・ 店舗 で働 け る状 態 で あれ ば 、採 用 は可 能。

・ ス ワ ンベ ー カ リー に欠 員 が あ って 、 障害 者 本 人 に適 性 が あ り、 力 が発 揮 出来 る場 所 で

あれ ば採 用。

・ 知 的 障害者 を採 用す る のが基 本 条件 に なっ てい る。

⑤ 生産 す るパ ンの種 類 、1日 のパ ンの 生産 量 につ い て

1日 の 生産 す るパ ンの種 類 は 、少 な い店 で は40種 類 、多 い店 で は60種 類 となっ てい る。

また1日 のパ ンの生 産 量 にっ い て は、少 ない店 で300～450個 、 多 い店 で1500～2000個

とな っ てい る。各 店 とも学校 や 役所 で行 事 が あっ た り して、地域 か ら注文 が あ っ た時 に は 、

1日 のパ ンの生 産量 が 増加 す る傾 向が あ る。

⑥1日 のパ ンの 売 り上 げ 、売 上 げ 目標 につ い て

1日 のパ ンの 売 り上 げ は、少 な い店 で1日3万5千 円～5万 円 、多 い店 で1日25万 円～

28万 円 とな って い る。 売 り上 げ 目標 は 、1日14万 円 とか月103万 円 と教 えて くれ る と こ

ろ もあ った が 、教 え て くれ ない と ころが 多か っ た。「1日 のパ ンの 売 り上 げ 、売 上 げ 目標 の

開示 は難 しい」 とい う店 も2店 あ っ た。 な か には 、 「何名 の障 害者 が ス ワ ンベ ー カ リー に

関わ っ てい るか は、言 い た くない。授 産 の利 用 者 の最 低 賃金 は 、定 めな くて も よいの で定 め

てい ない が 、ハ ロー ワー クか ら雇 い入 れ た分 には、 最低 賃 金 を払 って い る。 そ の金 額 につ

いて は言 えな い」 とい う回答 もあ った。あ る授 産施 設 で は 、「営 利企 業 でな い ので 、売 り上

げの 目標 はな い」 とい う ところ もあ った。

さて ス ワ ンベ ー カ リー 茨木 店 、 心斎 橋店(ヒ ュー マ ンベ ー カ リー)や 各店 の ア ンケー ト

の結果 をみ る とき、採 用 の共 通 項 が浮 か び上 が っ て くる。す な わ ちそれ は、「一 定 の 労働 能

力 ・条件 を持 った 障 害者 しか採 用 しない 」とい うこ とで あ る。ス ワンベ ー カ リー で い えば 、

① 清潔 の概 念 が分 か る こ と、② 自力 で 通勤 で き るこ と、③ パ ンの トッ ピン グ付 けや 焼 き上

が ったパ ンの店 頭 へ の運搬 、 レジで の応対 、 テ ー ブル を拭 くな どが こなせ る こ とが採 用 の
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条 件 とな る。 これ らが 出来 ない と採 用 は難 しい とい え る。 障 害者 の雇 用 を生み 出す た めに

作 られ たス ワンベ ー カ リー で も 「選 別 主義 」「能力 主 義 」か ら逃 れ る こ とは出来 ない の で あ

る。他 に課題 と して は、 人件 費 の 問題 が あ る。 それ は各 店舗 共通 して いた。 障害者 の接 客

や パ ン の製 造 を支 えるた め に は、 一定 数 の健 常者 のサ ポー トス タ ッフが必 要 とな る。パ ン

の売 り上 げを上 げ よ うと して、 ス タ ッフを増 や し労働 時 間 を長 くす る と、人件 費 に跳 ね返

る とい うこ とが あ る。 そ れ は経 営 面で の負 荷 にな る。 場合 に よって は、障 害者 の給 与 が減

額 され る こ とが あ るか も しれ ない。 そ の課 題 を解 消 しょ う とすれ ば 、店 舗 ご とに特徴 あ る

独 自製 品の 開発 な ど、工 夫 して 売 り上 げ を伸 ば してい く こ とが必 要 に な って くる。

ヤ マ ト福 祉 財 団 の故 小 倉 昌男 氏 が始 め たス ワ ンベ ー カ リー が結 局 、能 力 主義 ・選 別 主 義

か ら逃 れ る こ とは出来 ない と して も、 障 害者雇 用 につ い て新 た な方 向性 を作 り出 した とい

うこ とは、疑 う余 地 が ない。 現在 、ス ワ ンベ ー カ リー は全 国 で23店 舗(平 成19年8月 現

在)が 展 開 し、そ の経 営 に は、 これ まで述 べ て き た よ うに、社 会 福祉 法 人 や企 業 ば か りで

な く、各 地 方 の青年 会 議 所や 自治体 な どもか か わ って い る。 障害 者雇 用 を促 進 しな けれ ば

な らない 立 場 の企 業や 自治体 な どか らも注 目を集 めて い る。各地 の社会 福祉 法人 をは じめ、

い くつ かの 上場 企 業 が誘 致 を進 め てい る。 また ス ワ ンベ ーカ リー赤 坂 店 で コー ヒー を入 れ

る障 害者 を見 て、外 資 系 の コー ヒーチ ェー ンで あ るス ター バ ックス は 、知 的 障害者 の雇 用

に踏 み切 って い る。あ る大 手企 業 の人 事担 当者 が 「故 小 倉 氏 の取 り組 み に勇 気 づ け られ て、

障害者 雇 用 を 目的 に した 特例 子会 社 を設 立 し、清掃 業 務や 飲食 業 に参入 した 」と話す な ど、

ス ワンベ ー カ リー の取 り組 み は、他 企 業 の障 害者 雇 用 に も影 響 を与 えてい る。 つ ま り、 小

倉 昌男 氏 の よ うな経 済 ・財 界 の 大物 が 取 り組 ん で成 功 した とい うこ とが、企 業 や社 会 福祉

施 設 を は じめ 、社会 に対 して非 常 に説 得力 を持 った とい うこ とで あ る。 ま た小 倉 氏 で な け

れ ば 、 ス ワ ンベ ー カ リー がテ レビや 新 聞等 のマ ス メデ ィア に取 り上 げ られ て 、 こ こまで 話

題 にな る こ とは、 な か った ので は ない か。

これ らの点 を踏 ま えて 、 ス ワンベ ー カ リー の功 績 は3つ あ る と筆 者 は 考 え る。 第1に 、

これ ま で能 力 が あっ て も 「社 会 の役 に立 た ない存 在 」 と言 わ れ 、企 業 か ら切 捨 て られ て き

た障 害者 に とって 、環 境 や条 件 を整 備 すれ ば 「働 け る こ と」を社 会 にア ピー ル 出来 た こ と、

第2に 、障 害者 採 用 に今 ま で後 向 きだ った大 手企 業 に障害 者 に対 す る意 識 の変 化 を もた ら

して い る こ と、第3に 、社 会福 祉 関係 者 に障害 者 の収 入 を増 や す た めに は、補 助 金 に頼 ら
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ず に 自 ら稼 ぐ道 が あ る こ とを気 づ かせ た こ と、 で あ る。 そ うい った意 味で ス ワンベ ーカ リ

ー が果 た した役 割 は大 きい
。

以 上 にお い て、 障害 者 自身 が社 会 福祉 法 人 やNPO法 人 、株 式会 社 を設 立 し、運 営す る

とい う新 しい雇 用形 態 が み られ て きて い るこ とにっ い て 、知 的 障害者 授 産施 設 「あ ゆむ 」

ス ワンベ ー カ リー茨 木 店 で の取 り組 み を事 例 と して 検討 した。 ここで 明 らか に なっ た こ と

は、障害 者 の雇 用 を生み 出す た めに作 られ たス ワンベ ー カ リー で も 「選別 主 義 」「能 力 主義 」

か ら逃 れ る こ とは出来 ない とい うこ とで あ る。

4-5障 害者 自立 支援 法 と就 労問題

2006(平 成18)年4月 に施 行 され た 障害 者 自立支 援 法 は、 これ まで の施設 中心 の 「福

祉 就 労」 につ いて も、大 き な変化 を もた ら した。 これ ま での 「福祉 就 労」 に関 して は 、①

福祉 施 設利 用者 の就 職 者 の割 合 が低 い(授 産 施設 利 用者 の1%し か 就職 して い ない)、 ②授

産 施設 の工 賃 が低 い(平 均月 額1万5千 円)、 ③離 職 した場 合 の再 チ ャ レンジ の受 け皿 が

な く就 職 に後 ろ 向 きに な る傾 向が 強い 、④養 護 学 校 の卒 業 生 の うち 、約6割 が福 祉 施設 に

入 所 ま た は通所 してお り、就職 者 は2割 に と どまっ て い る、⑤雇 用 施 策 、教 育施 策 との連

携 が な い、 とい う指 摘 が な され て いた 。 そ こで 「障 害者 がそ の能 力や 適 性 に応 じて 、 よ り

力 を発 揮 で き る社会 へ 」 を ス ロー ガ ン として 、 次 の よ うな施 策 が政府 か ら打 ち 出 され た。

① 福祉 施 設 利 用 者 や養 護 学 校 の 卒業 生 に対 し、 一般 就 労 に 向 けた支 援 を行 う 「就 労 移

行支 援 事 業」 を創 設

② 障 害福祉 計画 におい て 、就 労 関係 の数 値 目標 を設 定

③ 福祉 施 設 の定 員 要員 を緩 和 し、離 職者 の再 チ ャ レンジや 地域 生 活 の移 行 に対 応

④ 支援 を受 けな が ら働 く 「就 労継 続 支 援 事 業 」 に 目標 工 賃 を設 定 し、達 成 した場 合 に

評価 す る し くみ を導 入

⑤ 福祉 ・労働 ・教 育等 の 関係 機 関 が地 域 にお い て 障害 者 就 労 支援 ネ ッ トワー クを構 築

し、障 害者 の適性 に合 っ た職 業 の斡旋 等 を実施

この よ うな施 策 に 沿 っ て、 障 害者 自立 支 援 法 の就 労支 援 につ い て の新 しい ス キー ム は、

既 存 の授 産施 設 や福 祉 工 場 を 「就 労移 行支 援 事 業」 及 び 「就 労継 続 支援 事 業」 に再編 し、

ハ ロー ワー ク と市 町村 及 び相 談 支援 事 業者 が 連携 を組 み 、障 害者 の就 労支援 を行 うこ とを
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目的 と して い る。 障害 者 ご とに支援 計 画 を作 成 、そ れ に基 づ き企 業等 での就 労 を 目指 した

訓 練 を実 施 し、期 限 の あ るプ ロ グラ ム を組 ん で 、作 業 訓練 か ら就 職活 動 ま で の一 貫 した 支

援 を行 うこ とに な る。 さらに、就 職 後 の支 援 も引 き続 き行 い 、 障害 者 の就 業 の 定着 も図 る

こ とに な って い る。 これ らは5年 をめ どに再編 が進 め られ る ことに な って い る。就 労移 行

支 援事 業 と就 労 継続 支 援 事業 につ いて は次 の とお りで あ る。

①就 労 移行 支 援 事業

障 害者 自立支 援 法 で、最 も施設 へ の利 益 誘 導 を意識 した制 度 で 、一 定期 間(概 ね2年 間)

にわ た る計 画 的 なプ ログ ラム に基 づ き、雇 用就 労 に必要 な知識 の獲得 や 職 能 の 向上 に 向 け

た訓練 と ともに企 業へ の就 職 活動 や 就職 後 の定着 支 援 を行 うこ とにな る。企 業 へ の雇 用 、

又 は在 宅 就 労等 が 見込 まれ る65歳 未 満 の 人 が対 象 とな って い る。

②就 労継 続 支 援 事業(A型:雇 用型)

企業 な どに雇 用 され る こ とが 困難 な障 害者 と雇 用 契約 を結 び 、生産 活 動 な どを通 じて 労

働 を保 障 す る事 業 で 、知識 ・能 力 が 向上す れ ば 、一 般就 労へ の支 援 も行 うもの で 、労働 法

規 が適 用 され 、最低 賃 金 法 の適 用や 社 会保 険 料 の事 業 主負 担 も発 生す る。 現行 の福 祉 工 場

がイ メー ジ され て い る。

③就 労継 続 支 援 事業(B型:非 雇 用 型)

雇用 に は至 らな い が、 よ り実 践 的 な訓練 を必 要 とす る人 や 再度 雇用 の場 に戻 る こ とを希

望 す る人 が 対象 とな って い る。施 設 な どで作 業 実務 を通 じて就 労機 会 を提供 す る と ともに

就 労移 行 に向 けた支 援 を行 う事 業 で、利 用 者 に対 す る工賃 支 払 い基 準や 毎年 度 の工賃 支 払

目標 額 の設 定 な どが義 務 づ け られ てい る。 なお 、一般 雇 用 やA型 で の雇 用 が困難 な障 害者

には 日中活 動事 業 が提 供 され る114)。 これ は個 別 支援 プ ロ グ ラム を作成 し、チ ー ム ア プ ロ

ー チ に よ る段 階的支 援 が 義務 づ け られ
、提 供 され るサ ー ビス の質 を確 保 す るた めに 、サ ー

ビス管 理 責任 者 が配 置 され る。

ところで 障害 福祉 計 画 は 、就 労 支援 につ い て 、「平成23年 度 中に 、現 時点 の一 般就 労へ

の移行 実 績 の4倍 以 上 とす る」 こ と、 また 「平成23年 度 末 ま で に 、就 労継続 支 援 事 業 の

利 用者 の うち3割 は雇 用型(A型)を 目指 す 」 こ と とされ てい る115)。 そ のた めに数 値 目

標 の 多 くは、福 祉施 策 と労働 施策 を融 合す る とい う制度 設 定 で 、授 産施 設 な どで実 施す べ

き とされ て き た就 労支 援 を 労働行 政 が 行 な う 「職 業 訓 練 」 に似 た体 制 と し、様 々 な制度 利

用 を促 進 して就 労 に導 くこ とを唱 えて お り、そ の結 果 が報 酬 に反 映 され る とい う、施 設 側
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の意欲 を高 め るた め の しくみ も整 え られ た。 ま た地 域社 会 全 体 で、 障害 者 の就 労 支援 を進

めて い くた め に、行 政 、 障害 者 関係 団 体 、福祉 サー ビス事 業者 、保 健 ・医療 関係者 、企 業

等 が一 体 とな った連 携 や 取 り組 み も求 め られ て い る。

さて、 障 害者 自立支 援 法 は、 障害 者 の地 域 で の 自立や 生 活 を支 援す るた め の法律 で あ る

が、現 実 はそ うはな って い ない側 面が あ り、様 々 な課題 がみ られ る。 ここで は、就 労支援

の面 か ら課題 を挙 げ てみ た い。

まず 第1に 、 同法 は福祉 サー ビス を利 用 した 障害者 に対 して 、サー ビス費 用 の原 則1割

負 担 を義 務 づ けて い るが 、障 害者 の 所得 に よって 、負 担 の上 限額(15,000～37,200円 生

活保 護 は対象 外)も 設 けて い る。 しか し、食 費や 光 熱水 費 は一定 の 実費 負 担 が課せ られ て

お り、原 則1割 の施 設 利用 料 と合 わせ る と、仕 事 を して稼 い だ 工賃 を上 ま わ って しまい 、

「施設 に通 うほ ど赤字 にな る」 とい う現状 を生 み 出 して い る。 そ の結 果 、金 銭 的負 担 を理

由 に、施 設 を退 所す る障 害者 が全 国で 続 出 して い る。利 用者 の退 所や 利 用 控 え か ら経 営難

に陥 っ た施設 も あ る。そ の よ うな 事態 に対応 す るた め、地 方 自治 体 の な か には 、「負 担増 で

必 要 なサ ー ビス を受 け られ な くな る」 として、負 担 の増 額 分 を半額 ま た は全額 、助成 す る

ところ も出て きて い る116)。 障 害者 の 自立 を支援 す るた めの法 律 が 、却 っ て障 害者 の 自立

を阻 ん でい るこ とは 、社 会全 体 か らみ て もマ イ ナ スで あ る。 法律 の 見直 しは もち ろん、施

設利 用 料 が 工賃 で払 え る よ うな、 地域 生活 が 出来 る よ うなコニ賃 の収 益 体制 の構 築 に向 けて

福祉 関係者 は知 恵 を絞 らな けれ ば な らな い。

第2に 、 障害者 自立 支援 法 で は 、 「保 護 」 か ら 「自立」 へ の対 応 の1っ と して 、就 労支

援 を位 置 づ けてい る。 「就 労移 行支 援 事 業」 は、 同法 の 目玉施 策 で一 定期 間(概 ね2年 間)

にわ た る計 画 的 なプ ログ ラムの な かで 知識 の獲得 や 職能 訓練 を行 い 、施 設 か ら一般 企 業 へ

の 目指 す もの で あ るが、 受 け入 れ先 の企業 の開拓 が十分 で はな い。 就 労移 行 支援 は通過 事

業 で 、訓 練 後 の受 け入 れ 先 の保 障 は ない。 先 に行 けば行 くほ ど選 択肢 が狭 ま っ て しま う場

合 も考 え られ る。全 員 が企 業 に就 職 が 果 たせ るわ けで は ない。 そ うな った 時 の受 け入 れ 先

は、 ど うす るのか とい う問題 も残 る。 施設 に戻 り、 ま た 同 じよ うな 訓練 を受 け て企 業へ の

就 労 を 目指 す のか 、就 労継 続 支援 事 業 に移 る こ とに な るの か。 これ らの 問題 は 、施設 ・企

業 ・ハ ロー ワー クが一 体 とな り、連 携 して進 めてい く必 要 が あ る。

さて、 筆者 がア ンケー トを行 っ た社 会福 祉 法人 が経 営す るス ワンベ ー カ リー で は 、 まだ

態 度 を決 めかね て い る ところ もあ った が 、「就 労移 行 支援 事 業 」の選 択 を考 えて い る と ころ
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が多 か った。 ス ワ ンベ ー カ リー で職 能 訓練 を行 い、 一般 企 業 へ の就 労 を 目指す とい うもの

で ある。 しか しなが ら、 いず れ もス ワ ンベ ー カ リー で行 った職 能 訓練 が一般 企 業 で通 用 す

るの か、 企 業 は受 け入 れ て くれ るのか 、 とい う不安 を抱 えて い た。今 は社 会福 祉 法人 で の

経 営 で あ るが 、「次 にパ ン屋 を 開店す る時 は、株 式会 社 で経 営 して、訓練 が終 了 した利 用 者

を受入 れ た い 、ま た は受入 れ る構 想 を持 って い る」 とい う法 人及 び施 設 もあ っ た。 どの よ

うな方 法 で あれ 、就 職 先 の 開拓 は 早急 の課 題 とな る。

第3に 、障害 のた め に フル タイ ム で働 く こ とが難 しい人 もい る。就 労継 続 支援 事 業 に は、

企 業 な どに雇 用 され る こ とが 困難 な障 害者 と施 設 が雇用 契 約 を結 ん で働 く形 で 、最 低 賃 金

が発 生す る雇 用 型(A型)と 就 労 が 困難 な障 害者 が施設 で の作業 で 工賃 を受 け る非雇 用 型

(B型)が あ る。 しか し就 労継続 支 援 事業 は、事 業 報酬 単 価 が安 い た め、施 設 経 営 が 苦 し

い ところが 多 い。最 低 賃金 の しば りが あ る雇 用型(A型)は 、 大企 業 な どの安 定 した 下請

けが ない と難 しい。 非雇 用 型(B型)が 最 も現 実的 で あ るが 、事業 報 酬 単価 がA型 の6割

に抑 え られ て い るた め、施 設 経 営 が安 定 しな い117)。 障 害者 が 自分 ら し く働 くた め に は、

福祉 就 労 の た めの経 営 基盤 は、最 低 で も保 障 され な けれ ば な らない。 そ うで な けれ ば、 何

のた め の改 革 だ った のか とな って しま う。

ところ で 「日本 の障 害者 雇 用 政策 は、ILO(国 際労 働機 関)の 条約 に違反 してい る」 と

全 国福 祉保 育労 働組 合(福 祉 保 育 労)が 日本 政府 へ 是 正勧 告 を出す よ うILOに 申 し立 て を

行 って い る118)。 それ を受 けILOは 、審 査 委員 会 を設 置 した。ILOの 「障害者 の職 業 リ

ハ ビ リテ ー シ ョン及 び 雇 用 に 関す る条 約」(第159号 条約)は 、日本 政府 も1992(平 成14)

年 に批 准 して い るが 、提 訴 の背 景 に は、① 法 定雇 用 率 が30年 間 も達成 され な いで い るこ

と、② 障 害者 自立 支援 法 の試 行 で福 祉 的就 労 の場 に利 用 者負 担 が導入 され 、 問題 が深 刻化

した こ とが あ る。厚 生 労働 省 は、「年 々 、実雇 用 率 は 上 が って い る」 と公表 して い るが、福

祉保 育労側 は 「重度 障 害者 を倍 に して数 えてい る点 で まや か し」 と してい る。 障害者 自立

支 援法 の影 響 につ い て も、「福 祉就 労で働 く障 害者 は、工賃 を上 回 る利 用 料負 担 を強 い られ 、

労働 法 の保 護 も安 定 した権 利 もな い」 と訴 えて い る。福 祉 保 育 労 は、 改善 策 と して 、① 福

祉 就 労 で働 く人 た ちを失 業者 と法 的 に認 め、 再 訓練 や リハ ビ リテ ー シ ョンな どの失 業給 付

を受 け られ るよ うにす る こ と、 ② すべ て の働 く障害 者 を労働 者 と認 め、労働 法 と労働 政 策

の適用 を求 め てい る。 なお 日本 政府 は、2007(平 成19)年9月 に障 害者 権利 条約 に署 名

し、批 准 に向 けて 国 内法 制度 を ど う整 備す る かが検 討課 題 にな って い るが、 こ うした状 況
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のな か、 日本 政 府 の弁 明 を待 っ てILOは 、是 正 勧告 を 出す か ど うか を判 断す る とみ られ て

い る。ILOは 、障害 者 の保護 雇 用 を提 言 して い る立場 で あ り、そ の対応 が注 目され て い る。

そ の判 断 は、 日本政 府 のみ な らず企 業 や福 祉 サ ー ビス提 供者 に影 響 を及 ぼす こ とに もな る

と思 われ る。 この よ うに法制 度 的 な大 きな流 れ は、 障 害者 の就 労 に とって 基本 的な条 件 と

して 作用 す る。 次 章 で は、近 年 の障 害者 福 祉 政 策 の動 向 につ い て、 す な わ ち2000(平 成

12)年 か ら2007(平 成19)年 ま で の動 き を概観 し問題 点 を指摘 しよ う。

第5章 近年 の 障害 者福 祉 の 動 向2000-2007

5-1社 会 福祉 基 礎 構造 改 革 とヘ ル パー 上 限 問題

オ イル シ ョック後 の経 済不 況 か ら立 ち直 った 日本 は、や がてバ ブル経 済 とい われ た好 景

気 を享 受 した が、1990年 代 に入 る と高騰 した株 価 や 地価 の 下落 が 始 ま り、後 に 「失 われ た

10年 」 とい われ る長 期 不 況 に突 入 した。そ の 間に政 ・官 ・財 で の不 祥事 が相 次 いで 露呈 す

るな ど、戦 後 に築 き上 げて きた社 会 シス テ ムが 、 さま ざま な場面 で機 能 不 全 に陥 る こ とに

な った。1996(平 成8)年 の第2次 橋 本 内 閣は 、21世 紀 に 向 けて行 財 政 改革 ・金 融 ・経済 構

造 等 の6分 野 の 改革 を政策 目標 に掲 げ た が、そ の1つ が 少子 高齢 化 に対応 した社 会 保 障構

造 改革 で あ る。 戦後 早 い 時期 に 日本 の社会 福 祉 制度 の基本 的 枠組 み が形 づ くられ 、 そ の後

もそ の枠組 み は、 大 き な変更 が な く維 持 され て きた 。 これ を新 しい 時代 に対応 で き るもの

にす る た め、1998(平 成10)年6月 に 中央 社 会福 祉 審議 会 社 会福 祉構 造 改 革分 科 会 が 「社

会 福祉 構 造 改革 にっ いて(中 間 ま とめ)」 をま とめた。 同年12月 に は、追 加 意 見 も出 され 、

1999(平 成11)年1.月 に は最 終報 告 が 出 され た。また 障 害者施 策 の分 野 につ い て は、1999

(平 成11)年 に 「今 後 の障 害保 健福 祉 施 策 の在 り方 につ い て」が公 表 され た。 これ らをベ

ー ス に した 「社 会福 祉 の増進 の た め の社会 福祉 事 業 法等 の一 部 を改 正す る等 の法律 案 」 が

国会 に提 出 され 、2000(平 成12)年5月 末 に成 立 した。 社 会 福祉 事 業 法(社 会福 祉 法 に名 称

を変 更)、 身体 障 害者 福祉 法 、知 的 障 害者 法 、児 童福 祉 法 な どの社 会福 祉 関係 の法 律 が改 正

の対象 にな っ た。 この改 正 に よっ て、 「個 人 の 自立 を支 援 す る利 用者 本位 の仕 組 み 」が 取

り入れ られ るよ うに な った。

日本 の障 害者 福祉 サ ー ビス は、 これ ま で措 置制 度 に基 づ い て提 供 され て きた。措 置制 度
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は、措 置 権者 で あ る都 道 県知 事 ・市町 村長 は、福 祉 サ ー ビスの提 供 にあ た り各 障害者 福 祉

関係 法 の要件 に該 当す るか ど うか を判 断 して 、 そ の利 用 可 否 を決 定 して きた。 措 置 は、行

政 的 な命 令 で あ り、福 祉 サー ビス の利 用者 で あ る障 害者 の選 択権 は 、基 本 的 に認 め られ な

かっ た。 戦後50年 以 上 が経 過 し、 国民 の生 活水 準 も向上 し、社 会福 祉 に対す るニ ー ズ も

多 様化 して い る こ とな どか ら、 この措 置制 度 は 、見 直 され る こ とにな り、 支援 費制 度 に移

行 す る こ ととな った ので あ る。

さて 、社 会福 祉基 礎 構 造改 革 とそ の改革 の象徴 で あ る支 援 費制 度 につ い て は 、障 害者及

び 障 害者 運 動 団体 は 、そ の改 革 の理 念 に対 して は異 存 が な か った。 何 故 な らば 、 「地域 に

お ける総 合 的 な生活 支 援 サー ビス の供 給」 「サ ー ビス提 供 者 と利 用 者 との対等 な 関係 の構

築 」 「サ ー ビスの 自己決 定 と選択 」 な ど、社 会福 祉 基礎 構 造 改革 の理 念 の殆 どは、 障害者

た ちが運 動 の なか で主 張 して きた こ とだ った か らで あ る。 しか し、新 たな 法制 度 や サ ー ビ

ス供給 シス テ ム には懸 念 を も って いた 。 そ の懸念 とは1っ に は、新 た な法 制度 や サ ー ビス

供 給 シ ステ ム が き ちん と機 能 す るか とい う問題 で あ り、2つ には、 障 害者 及 び 障害者 運 動

団体 が長 年 の活 動 にお い て各 地 で勝 ち取 って きた ホー ムヘ ル プサ ー ビス を は じめ とす る生

活 支援 資源 を縮 減す る方 向 で機 能 しない か とい う問題 で あ った。

2001(平 成13)年3月 か ら8月 にか け、支 援費 制 度 の概 要 が 明 らか にな り、新 た な供

給 システ ムが輪 郭 を見 せ 始 めた 頃 か ら同年12,月 、DPI日 本 会 議 な どの障害 者 運動 団体 は、

厚 生 労働省 に対 して 「支援 費 制度 に 関す る緊 急 要望 書 」 を提 出 し、 サー ビス供 給 シ ステ ム

に対す る改 善 を求 め た ・・9)。また 、翌2002(平 成14)年5月 には 、各 障 害者 団体 が 呼び

か け、支 援 費制 度 に対 す る全 国行 動 と して、集 会 や デ モ 、厚 生 労働省 交渉 が行 われ 、 「利

用 者 の権利 性 を保 障す る制度 とす るこ と」 「施 設入 所 者 の地 域 生活 移 行 を可 能 とす る こ と」

「精神 障 害者 へ の福 祉 サ ー ビス を他 の障 害者 と共通 の シ ステ ム とす る こ と」等 を基 本 的 要

望 として提 出 して い る。この よ うな 障害者 運 動 団体 の活動 は、支援 費制 度 の設 計 に対 して、

扶養 義 務 か らの 「親 ・兄弟 」 の 削 除や 全身 性 障 害者 介護 人 派遣 事 業 に相 当す る類型 単価 の

創 設 な どの 一定 の影 響 や成 果 を もた らす こ とにな った。 しか しなが ら、支援 費 制度 の導入

を直前 に控 えた2003(平 成15)年1月 、イ ン ターネ ッ ト上 で 、複 数 の ニ ュー ス ソー スか

ら 「厚 生 労働 省 が支 援 費 にお け るホー ムヘ ル プ サー ビス に上 限 を設 ける こ とを検 討 中」 と

い う情 報 が飛 び 交 うこ ととな り、 障害 者及 び 障 害者 運動 団体 は 、大騒 ぎ とな っ た。

障 害者 た ち に よ る 自立 生活 に関す る生活 支援 資源 の継 続 的 な要 求 は 、 自立生 活 思想 の浸
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透 ととも に1990年 代 に入 って 政府 にお いて も徐 々 に現 実的 な政 策課 題 と して認識 され 始

め、1994(平 成6)年 以 降 、厚 生 労働省 全 国主 管課 長 会議 にお い て、 ホ ー ムヘル プサ ー ビス

に上 限 を設 け ない よ う、 各 自治 体 に対 す る強 い指 導 が継 続 して行 われ る よ うに なっ た。 ま

た、 それ に伴 い、数 は少 な いが 、各 地 で脳 性 マ ヒをは じめ とす る最 重度 の 全身 性 身体 障 害

者 に対 す る長 時 間の ホー ムヘ ル プ サー ビスが 実施 され る よ うに な って いた 矢先 の こ とだっ

ただ け に障 害者 た ちが受 け た衝 撃 は大 きか った。

厚 生労働 省 は今 回 の検討 は、 「ホー ムヘ ル プ サー ビス の伸 び に伴 う国庫補 助 金 の不 足 を

想 定 した補助 金 の公 平 な交付 の た め の基準 設 定 で あ って 、支援 費 の支 給 基 準 に 関す るもの

では な い」 とい う見解 を明 らか に した が 、障 害者 側 は 、 「1人 あ た りの 時間数 を基 に算 出

され る補 助金 交 付基 準 は、多 くの 市町 村 が支 給 量決 定 の 際、 上 限 として解 され る恐れ が 強

い」 と して危 機 感 を持 ち、 「以 前 よ り厚生 労働 省 は 『上 限 を設 け るの は好 ま し くな い』 と

言 って きた が 、今 回 の支援 費 制度 の実 施 に 当た って もそれ を強調 す べ きで あ る」 と反 発 し

たの で あ る。

この危機 感 のな か 、1.月 の半 ば に 、 日本 身 体 障害 者 団体 連合 会(日 身 連)、 全 日本 手 を

つ な ぐ育 成 会(育 成 会)、 日本 障 害者 協議 会(JD)、DPI日 本 会 議 の共 同発議 に よっ て、

約1200名 の参加 者 に よる厚 生労 働省 前 で の抗 議行 動 が 実行 され た。

結果 と して 、1月27日 には 、上 記4団 体 で結 成 され た支 援 費制 度 全 国緊 急行 動 委員 会 に

対 して 「今 後 の国庫 補 助 基準 に対す る考 え方 」 が示 され 、 「今 回、新 た に適 応 され る障 害

者 ホ ー ムヘル プ事 業 の 国庫補 助 基 準 は、 市町 村 に対 す る補 助 金 の交 付基 準 で あ って 、個 々

人 の支 給 量 の上 限 を定 め るもの で は ない」 「今 回 の国庫 補 助 基準 は 、現 在 の平 均 的 な利 用

状 況 を踏 ま えて設 定す る もので あ り、 今後 、 支援 費 制度 施 行 後 の利 用 状 況 等 を踏 ま え、 見

直 す こ と とす る」 「国庫補 助 基 準 の設 定 に 当た って は 、現 在提 供 され てい るサ ー ビス水 準

が確 保 され るよ う、現 状 か らの 円滑 な移行 を図 るこ とと し、 従来 の 国庫 補助 金 を下 回 る市

町村 につ い て は、移 行 時 にお い て 、原 則 と して 、従 来額 を確 保 す る もの とす る」 と提 示 さ

れ 、全 国支援 費 制度 担 当課 長 会議 で も説 明 され た。加 え て障 害者 運動 団体 の代 表 者 等 の委

員 で構 成 され る 「障 害者 地域 生 活支 援 のあ り方 につ い て の検討 委員 会 」の設 置 を確 認 して、

この 問題 は一応 の収 束 を迎 え る こ とにな った120)。

この 問題 は 、マ ス コ ミの報 道 等 に よっ て、 「ヘ ル パ ー 上 限問題 」 と して、 一般 国民 に も

知 られ る こ とに な るが、 「上 限 」 が 「個 々人 のサー ビス利 用 量 の上 限 」 なの か 「予 算配 分
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の根拠 」 で あ るの か が、 大 き な争 点 にな った。 支 援 費制 度 の 開始 前 にす で に ホー ム ヘル ー

プサ ー ビス の利 用 が予 算 を超 過 して伸 び るこ とを危 惧 した厚 生労働 省 が、 予算 超過 を防 ぐ

た めに 間接 的 に給付 の抑 制 を図 っ た こ とに 間違 い は ない で あ ろ う。 支援 費 制度 は、 「措 置

か ら契 約 へ 」 と、 サー ビス利 用 の 主導 権 が措 置権 者 か ら利 用者 に移 る こ とを意 味 してい た

た め、厚 生 労働 省 に は、利 用 量 の コン トロー ル も困難 にな る とい う思 い も あっ た と思 われ

る。小 泉 内閣 で は、 「三位 一 体 の 改革 」(国 と地方 の税 財 政 改革)に よ り、社 会保 険財源

で守 られ た 制度 以外 は、 一般 財源 化 とい う方 向性 が打 ち 出 され 、予算 に は厳 しい限度 額 が

架 せ られ た た め、利 用 予 測 に応 じて福祉 予 算 を柔軟 に組 む こ とは困難 にな っ て いた。 そ こ

で国庫 負 担抑 制 の 手段 と して、補 助 基 準 を設 け る とい う方 法 が用 い られ た の で あ る。

しか も直 前 の2002(平 成14)年12.月 に は、 「利 用 者 の選 択 に よ る福 祉 」の 要 とされ た

市 町村 生 活 支援 事 業 と障 害児(者)地 域療 育 等支 援 事業 が一般 財源 化 され 、 障害者 や 関係

者 に大 きな衝 撃 を与 えて い た。 この よ うな情 況 の なか におい て 、 「国庫 補 助 の抑 制 をめ ざ

す 補助 金 の 国庫 補助 基 準 を策 定 して い る」 とい う情 報 が イ ン ターネ ッ トで 駆 け巡 った 時、

各 地 の障 害者 や そ の家 族 が大 き く反 応 し、障 害 の種 別 と立場 を越 えた抗 議行 動 が行 われ た

こ とは 、 あ る意 味 で 当然 で あ った とい え る。 障 害者 福祉 の利 用者 は 、介 護保 険制度 の高齢

者 の よ うに 「物 言 わ ぬ存在 」で はな い。これ ま でホ ー ムヘル プサ ー ビス を は じめ とす る様 々

な生活 支 援保 障 を勝 ち取 っ て きた歴 史 が あ る。 「利 用者 の選 択 に よ る福 祉 」 と 「利 用 者 に

対 す る個 別 給付 」 を制 度 の根 幹 に位 置 づ け る支援 費 制度 の開 始 は、長 年 求 め て きた ひ と り

ひ と りの必 要 に即 した福祉 の供 給 の具 現化 で あ る と期待 され て きた だ け になお さらで あっ

た。

この よ うに 、支援 費 制 度 の開始 直 前 に起 こ った 「ヘル パ ー 上 限問題 」 は一旦 、幕 は 引か

れ る こ とにな った が 、障 害利 用者 側 と厚生 労働 省 の政策 側 との認 識 は 、大 き く異 な って い

た。 障害利 用者 側 は 、 ホー ムヘル プサ ー ビスの支 給 決 定 時間 数 に代 表 され るひ と り一人 の

生 活 に必 要 な給 付 に対 す る権 利 の確 認 とそ の実 現 を求 め 、政 策側 は 、 国庫補 助 金 の 予算確

保 に左 右 されず に、行 政裁 量 権 の確 保 を可能 とす るた め に新 た な枠組 み を求 め てい くこ と

にな る。

5-2支 援 費制 度
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2003(平 成15)年4月 、支援 費 制 度 が始 ま っ た。措 置 か ら契 約 に基 づ く支 援 費制 度 の

転 換 は、 従 来 か らの対 象別 のサ ー ビス法 で あ る身体 障 害者 福祉 法 、 知 的障 害者 福祉 法 、児

童 福祉 法 の3つ に共 通 す るシス テ ム を変 更 す る ことに よ り行 われ た。

まず1っ めは 、前述 した よ うに、措 置権 者 と して市 町村 が行 う行 政処 分 に 基 づ くもの と

され てい た サー ビス利 用決 定 を、利 用者 の選 択 と 自己決 定 に基づ き、事 業者 との契約 に よ

って 開始 され る もの と した こ とで あ る。2つ めは、 サ ー ビス を直 接 給付 す る制 度 か らサ ー

ビス購 入 費 用 を給付 す る制度 へ と変 わ った こ とで あ る。3つ め は、 それ ま で市 町村 ご とに

バ ラバ ラで あ った ホー ムヘル プ サ ー ビス を は じめ とす る居 宅 サー ビス を国 の制 度 と して 体

系 づ け た こ とで あ る。

さて支 援費 制 度 は 、導入 当初 か ら次 の よ うな課 題 を持 って い た。① 「利用 者 が選 択 で き

る」 こ とが 支援 費制 度 の前提 にな って い るが 、 サー ビス が選 べ るだ けの提供 体 制 に あ るか

(サ ー ビス 基盤)、 ② 市 町村 が 実施 主 体 とな るが、 ひ と りひ と りの ニー ド(必 要)に 対応

した支 給 決 定 がで きるか(財 源確 保)、 ③ 支援 費 の 申請 や サ ー ビス の契 約 に 当 たっ て必 要

な情報 提 供 や相 談 が得 られ るか(情 報 提供 ・相 談支 援体 制)、 ④ 契約 通 りのサ ー ビス を得

られ ない 場合 や 人権 侵 害 に あ った ときの対 応 体制 が あ るか(苦 情 処理 ・権利 擁 護)、 そ れ

らは いず れ も支 援 費制 度 の根 幹 に かか わ るこ とで あ る。 しか しなが ら、 これ らの問題 は措

置 の 時代 に も存 在 してい た。 措 置制 度 の も とで は、 ヘル パ ー の数 が 足 りな い 、障 害者 の希

望 時 間 に応 え られ る体 制 が ない 等 を理 由 と して様 々 なサ ー ビス の利 用制 限が行 われ て いた

ので あ る。 とこ ろが支 援 費制 度 で は、 支援 費 の支 給 決 定 は市 町村 が行 い、 サー ビス の利 用

契 約(供 給)は 事 業者 が行 うとい う別 々 のプ ロセ ス とな った。 そ の こ とが措 置 制度 の下 で

は覆 い隠 され てい た 問題 を露 呈 し、支 援費 制 度 の なか で様 々 な課題 と して 上 が って くる こ

とにな る。 そ もそ も、措 置制 度 か ら支 援費 制 度 の移 行 自体 は、 「利 用 の しくみ 」 の変 更 に

す ぎない 。 前述 した よ うに 、支援 費 制 度 は、 事 業者 との契 約 とその 際 の利 用者 の 自己決 定

権 を明確 に したが 、サ ー ビス を購 入 す るた め に必 要 な給 付 を受 け る権 利 、つ ま り支 給決 定

は、最 終 的 に は、 市町 村 の裁 量 に委 ね られ る しくみ にな って い た。 そ して本 来 必 要 で あ る

はず の財源 対策 や 各地 域 で の利 用 実績 や利 用 時 間 の変動 な ど、予 算 との関係 を調整 す る し

くみ も設 け られ ず 、予 算 の費 目は 、措 置制 度 の ものが そ のま ま 引 き継 がれ 、居 宅 サ ー ビス

へ の補 助 を担保 す る よ うな制 度 の変 更 も行 わ れ な か った121)。 また 、居 宅 サー ビス を 国 の

制 度 と して 体系 づ けた とい って も、先 に実施 され て い た介護 保 険 制度 の居 宅サ ー ビス に障
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害 者福 祉 の居 宅 サ ー ビスを ただ合 わせ た に過 ぎず 、 障 害 当事者 が長年 にわ た っ て各 地域 で

積 み 上 げて き たホ ー ムヘ ル プサ ー ビスや ガイ ドヘ ル プ サ ー ビス で形成 され て き たサ ー ビス

の あ り方 や サー ビス の提供 に対す る利 用者 側 か らの主体 的な 関与 につ いて 考慮 され た もの

には な って い なか っ た。

ところで 、支 援 費制 度 開始 直 前 に何 故 「ヘル パ ー 上 限 問題 」 が起 こった か は前 述 した と

お りだ が、 そ こ には 、構 造 的 な要 因 と して支 援費 制 度 の シス テ ム的 な欠 陥 が あ る。 それ は

支 援費 制 度 に は、 国 の負 担形 式 に おい て 、施設 サー ビス と在 宅サ ー ビス には 、制度 的格 差

が存在 す る とい うこ とで あ る。 つ ま り、施 設 訓練 等 支援 費 は、条 文 で 「負 担す る」 と記載

され た 国庫負 担 金 の対 象 とな る 「義務 的 経費 」で あ り、国 の負 担 に責 任 を持 つ 費用 で あ り、

利 用 実績 に基づ く費用 の供 給 は保 障 され る。施 設 訓 練等 支 援 費 は、 現行 の施 設 の数 と入 所

定 員 に よ って 、全 体 の支 給量 の 「上 限」 を調整 す る こ とや 一 カ月 あた りの 「定額 」 にな っ

てい る こ とか ら、 そ の利 用者 数 を乗 ず る こ とで 予算 化 は容 易 に で き る。

しか し居 宅生 活支 援 費 は 、国庫 負 担金 の対 象 で あっ て も、条 文 には 「負担 で き る」 と記

載 され た行 政 が任意 に行 う 「裁 量 的経 費」 で あ り、 年度 予 算 を超 え る執 行 は通 常 は 困難 で

あ り、そ の 際 に は原 則 と して補 正 予算 が求 め られ る。居 宅 生活 支 援 費 、特 に ホー ムヘル プ

サ ー ビス は、 障害 に よ る支援 の必 要度 に応 じて サー ビス の支 給量 決 定 を行 うこ とと して お

り、介 護保 険制 度 の要 介護 認 定 で あ らか じめ個人 利 用 の上 限 を決 めて しま うとい う制 度 に

はな っ てい な い。 したが っ て、居 宅生 活支 援 費 の支 給総 額 は、そ れ ぞれ の利 用 者 に よ り異

な る 「サ ー ビス単価 ×必 要 とす る利 用 時 間」 の総 和 に よって 総費 用 が決 ま る こ とにな り、

制 度 上 の支 給額 の 上 限 も、施 設 定員 とい う枠 組 み ももた ない の で 、予算 化 は容 易 では ない 。

支援 費 制度 にお い て 国は 市町 村 の支 給決 定 に対 し、受 動 的 に一 定 の 国庫補 助 を行 う制 度

設 定 に な ってお り、 国が 直接 的 に受給 コ ン トロール を行 うこ とが 出来 ない 。 だ か らこそ 、

国が予 算 を コン トロー ル す るた め に行使 で き る手段 として、 「市 町 村 へ の予 算配 分 」 を決

め る国庫 補助 基 準 を用 い た ので あ る。 つ ま り、1人 当た りの利用 時 間 を 目安 に した 予算 配

分 基 準 を示 す こ とで 、 間接 的 に地方 自治体 の給付 抑 制 を促 した ので あ る。 「ヘ ル パ ー上 限

問題 」 は、 支援 費制 度 、 な かで もホー ムヘ ル プ サー ビス の利 用量 の 変動 に対 して、制 度 的

に利 用 実 績 に応 じた財 源調 整 と安 定化 の し くみ が 出来 てお らず 、 シス テ ム的 な欠 陥 が あっ

た こ とが原 因 で 引 き起 こ され た とい え る。

結果 的 に支 援 費 制度 の導入 以 後 、サー ビス の利 用 は急 増 し、国 の補 助 金 予算 は、2003(平
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成15)年 度 は128億 円 、2004(平 成16)年 度 は275億 円 不 足 に 陥 り、制 度 は 財 政 上 破 綻

を 迎 え て しま う。

5-3介 護保 険制 度 と支 援費 制 度 の統 合 問題

「ヘ ル パ ー上 限 問題 」 が契機 とな って設 置 され た 「障害者 地域 生活 支 援 の あ り方 にっ い

ての検 討 委員 会 」 はそ の後 、 「障 害者(児)地 域 生 活支 援 の あ り方 」 と、 「ホー ムヘ ル プ

サ ー ビスの 国庫 補助 基 準 の見 直 しの必 要性 」 に関す る検討 を主 な論 点 と して 、2003(平 成

15)年5月 か ら2004(平 成16)年7.月 にか け て、親 部 会17回 と文科 会9回 の会 合 を重

ね る こ とにな った122)。 この検 討 委 員会 で は、これ か らの 障害 者福 祉 が 目的 とす るも のが

何 で あ り、 支援 費制 度 が どこ まで それ を実現 してい るの か、 そ して 「ヘ ル パー 上 限 問題 」

を今後 、 引 き起 こ さず に制度 を 円滑 に機 能 させ るた めに は、 ど うす れ ば よい の か とい う具

体 的 な検 討 が な され 、政 策側 と利 用者 及 びサ ー ビス提供 者 側 の 間で の合 意 形成 が 目指 され

た。

最 終的 には 、2004(平 成16)年7月 に抽 象 的 かつ 一般 的 な範 囲の 事柄 確 認 を示 した 「と

りま とめ」 が作 成 され 、 「検 討委 員 会 」 は終 了 した が 、検討 委 員 会 」 の成 果 は み るべ き も

の とな らな か った。 しか し、今 後 の障 害者 の地域 生 活支 援 に関す る議 論 の 場 に障 害者 関係

団体 の代 表 が一 堂 に集 ま り、障 害者 の地域 生 活支 援 のデ ザイ ンを共 通課 題 と して議 論 した

とい う点 で は 、評価 され るべ きで あ ろ う。

そ の議 論 の過 程 で焦 点 とな った の は、介 護保 険制 度 と支 援費 制 度 の統 合案 で あ る。 厚 生

労働 省 は2003(平 成15)年5.月 に 、社会 保 障 審議 会 に介 護 保 険部 会 を設 置 し、制 度 の安

定 的運 営 に関す る検 討 を進 めて きたが 、 そ の検討 過 程 にお い て浮 上 して きた の が この統 合

案 で あ った。 これ ま で、 支援 費制 度 を介護 保 険 に統 合す る案 は、 当初 か ら厚 生 労働 省 内で

は あっ た とされ るが 、 「ヘル パ ー 上 限問題 」 と前後 して新 聞 や 自治 体 関係者 の ア ピール 等

か ら窺 い知 るこ とは で きて も、厚 生労働 省 か らの表 明 は され な か った123)。

介護 保 険部 会 で は 、被保 険者 の範 囲の拡 大(第2号 被 保 険者 を20歳 以 上 に拡 大)に よ

る介護 保 険料 の 「支 え手 」 の増 大 、保 険料 の増収 が必 要 だ とい うこ とで、若 年 層 の保 険 料

納 付意 欲 を喚起 す るた め、若 年 障 害者(精 神 障 害者 を含 む)を そ の 給付 の 対象 とす るこ と

を提案 した。 被 保 険者 の拡大 にっ いて は 「介護 保 険 と障害者 サー ビス との 統合 とセ ッ トで
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将 来 的 に は考 えて い か ざ るを得 な い」 と明記 され る こ とで、厚 生 労働 省 の政策 方針 と して

公 式 に確認 され る こ と とな る。 そ の 内容 の確認 と具 体 的 な制度 設 定 につ い て の確認 を求 め

た障 害者8団 体 に対 し、何 回 か の会合 が行 われ た が 、そ こでの説 明 は、支 援 費制 度 や介 護

保 険制 度 の 基本 的説 明 の域 を 出 る もの とは な らな か った124)。

この統 合案 に対 して、 介護 保 険制 度 に お け る 自立 理念 や 要介 護認 定 がADL的 側 面 に偏

って い る こ と、介護 保 険 制度 には重 度 障 害者 の1人 暮 ら しのサ ー ビス が不 在 で あ る こ と、

応 益負 担 の 導入 が扶 養 義務 の強化 と支 援費 支 給 申請 の抑 制 につ なが る こ とを理 由 に反対 の

立 場 を示 した のが 、DPI日 本会 議 と全 国脊 髄損 傷 者連 合 会 で あ る。 そ して 、支 援 費制 度 の

財源 的 な破 綻 状 態 か ら介護 保 険 との統 合 をや む得 ない とす るの は、全 日本 手 をつ な ぐ育成

会 で あ った。 しか し、 日本身 体 障 害者 団 体連 合 会 を は じめ とす る他 団体 は、支 援 費 制度 が

そ の導 入 か ら1年 余 り しか経 過 してお らず 、まだ総 括 が な され て いな い状 況 下 で あ る こ と、

今 後 の障 害者 福 祉施 策 の ビジ ョンや 施 策 の具 体 的 なイ メー ジが不 明確 な段 階 で あ る こ とを

理 由に 、 この統 合案 に対 す る賛否 を保 留 した の で あ る。

岡部 耕 典 は、 厚生 労働 省 の支援 費 制度 と介護 保 険 制度 の 「統合 」 の ス キー ム は、第1段

階で は 「対等 統 合 」の ス キー ム 、第2段 階 で は 「介 護保 険 の活用 」 の ス キー ム 、第3段 階

では 「被保 険者 の拡 大 」 の ス キー ム と、3段 階 の ス キー ム に変化 して い る こ とを指 摘 して

い る ・25)。 「対等 統 合 」 とは、支援 費 制 度 の介護 保 険 制度 へ の吸収 で は な く対等 な統 合 で

あ り、障害者 福 祉 の進 んだ理 念 を介 護 保 険制 度 の改 革 に も及 ぼす とい うもの で あ った。「介

護保 険 の活 用」 とは 、支援 費 制度 の財 政 シス テ ム には欠 陥が あ り、財 源 システ ム と して 、

介護 保 険 制度 を活用 した ほ うが よい とい うこ とで あ る。 厚 生 労働省 の官 僚 は 「支援 費 は ボ

デ ィ(理 念)は い い が、 エ ン ジ ン(財 源)が 問題 だ 」 とか 「大 きなバ ス に小 さなエ ン ジ ン

を載せ て、見切 り発 車 して しま った 」 と発 言 して い る126)。 「被 保 険者 の拡 大」 の ス キー

ムは 、介護 保 険 制度 維 持 の た めに は、 被保 険者 の拡 大 が不 可避 で あ り、被保 険者 の範 囲の

拡 大 に伴 って 、その結 果 として、若 年 障 害者 も介護 保 険 の対 象者 に な る とい うもの で あ る。

しか し、介 護 保 険制 度 自体 の財 政 問題 が ク ロー ズア ップ され 、介護 保 険制 度 の支 え手 で

あ る経済 界 と支援 費 制 度 の利 用 者及 び市 町村 な どの 自治 体 の反対 で 、2005(平 成17)年

度 か らの介護 保 険制 度 と支援 費 制 度 との 統合 は見送 られ るこ とに な った。

結 局 の ところ、支 援 費 制度 の 「利 用者 本 位 」及 び 「利 用者 参 画 」 は反 映 され ず 、 「ヘ ル

パ ー 上 限問題 」 に端 を発 した財源 を は じめ とす る構 造 的 な 問題 は解 決 され ず に うや むや に
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され て しま っ た の で あ る 。

5-4改 革 の グ ラン ドデ ザイ ン と障害者 自立 支援 法

前述 の よ うに、経 済 界 と 自治 体 の反 対 で、介 護 保 険制 度 と支 援 費制 度 との統 合 は 見送 ら

れ る こ とにな った が 、2004(平 成16)年10月 、障 害保 健福 祉 施策 の総合 化 、 自立 支援 型

シス テ ムへ の転 換 、制 度 の持 続 可能 性 の確 保 を主要 な柱 と した 「今後 の障 害保 健 福 祉施 策

につ い て(改 革 の グラ ン ドデ ザ イ ン案)」 が 社会 保 障審 議 会 障害 者 部会 に提示 され た。 そ

して通 常 国 会 に は、 「改 革 の グ ラン ドデ ザイ ン案 」 を法制 化 す る障 害者 自立支 援 法 が上 程

され る こ ととな った。

障 害者 自立支 援 法 は、 障害 者 の地 域 生活 と就 労 を進 め 、 自立 を支援 す る観 点 か ら、 これ

まで 障害 種別 ご とに異 な る法 律 に基 づ い て提 供 され て き た福 祉 サ ー ビス、公 費 負担 医療 制

度 等 につ い て 、共 通 の制度 の下 で 一元 的 に提 供す る しくみ を創 設 す る 目的 で制 定 され た。

これ は支 援 費制 度 の① 在 宅サ ー ビス の支援 費 の増 大 に よる予 算不 足 、② 支援 費 制度 で は精

神 障 害者 は対象 外 、③ サ ー ビス水 準 の地域 格 差 な どの問題 点 を是正 す るた めの もので あ る。

障害者 自立 支援 法 の ポイ ン トは、 下記 の とお りで あ る。

(1)障 害 者福 祉 サ ー ビスの 一元 化

従来 の障 害者 福祉 制 度 で は、身 体障 害 、知 的 障害 、精神 障害 ご とにサ ー ビス が提 供 され 、

そ の た め、施 設 ・事業 体 系 がわ か りに くく、利 用 しに くい とい う指摘 が あっ た。 ま た精神

障害者 は支援 費 制度 の対 象外 で あ った 。 そ こで 障害 の種 類(身 体 障 害 、知 的 障害 、精 神 障

害)に かか わ らず 、障 害者 の 自立支 援 を 目的 と した 共通 の福 祉 サ ー ビス は共通 の制 度 に よ

って提 供 す るこ とと され た。 障 害者 のサ ー ビス は 、基本 的 な住 民サ ー ビス と位 置 づ け られ

てお り、市 町村 が 一元 的 にサ ー ビス を提供 す る こ と とされ た。

(2)障 害者 が もっ と 「働 け る社会 」 に

前述 した よ うに、養 護 学校 の卒 業者 の半数 以 上 が福祉 施 設 を利 用 して い るが 、そ の うち、

就職 の た めに施 設 を退 所 した者 は 、年 間 で1%に 満 た な い現 状 が あ る。 障 害者 が地域 で 自

立 して生 活 してい く うえで 、就 労 で き る環 境 を整 え る こ とは、大 変 重要 で あ り、一般 就 労

へ 移行 す る こ とを 目的 と した 「就 労移 行支 援 事 業」 を創 設 して 、働 く意 欲 と能 力 の あ る障

害 者 が企 業 等 で働 ける よ うに福祉 側 か ら支援 を行 うしくみ な どが設 け られ た。
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(3)利 用 者本 位 の サー ビス体 系 に再 編

これ まで33種 の事 業 に分 かれ て い た事 業 を6つ の事 業 に再編 、 「施 設 」 とい う 「箱 」

の単位 で はな く、 サー ビス体 系 を障害 の種 別 を超 えた 「事 業 」 の単位 に再編 し、新 しい福

祉 サ ー ビス の体 系 は 、介護 給 付 、 訓練 等給 付 、 地域 生活 支 援 事業 の3っ に再編 され た。

介護 給 付 や訓 練等 給 付 は 、 国、 地方 公共 団 体 が義 務 的 に費 用 を負担 す る 自立 支援 給 付 で

あ り、障害 の種 別 にか かわ らず 、全 国一 律 の共 通 したサ ー ビスが提 供 され る こ とにな っ た。

地 域 生活 支援 事 業 は 、市 町村 の裁 量 に よ り、地 域 の利 用者 の状況 に応 じてサ ー ビス を効 果

的 ・効 率 的 に提 供す るた め の事 業 で あ り、事 業 と して は 、相 談支 援 、移 動 支援 、 コ ミュニ

ケー シ ョン支援 、 日常 生活 支 援 、福 祉 ホ ー ム、 地域 活動 支 援 な どが あ る。 ま た 、地域 の実

情 に応 じて 、 障害者 が身 近 な ところで サ ー ビス が利 用 で き る よ うに空 き教 室や 商 店街 の空

き店舗 な ど、地 域 の 限 られ た社会 資源 活用 をで き る よ う 「規 制緩 和 」 が行 われ た。

(4)公 平 な サー ビス利 用 の た めの 「手 続 きや 基 準 の透 明化 、 明確 化 」

支援 費 制度 で は、支 給決 定 に際 して 統一 的 な評 価 項 目や 基 準 が定 め られ て い なか った た

め、地 域 に よって そ の取 り扱 い が異 なっ てい た。 この た め、 障害 者 自立支援 法 では 、障 害

者 に対 す る障害 者福 祉 サ ー ビス の支 援 の必 要 度 を 明 らか にす るた めに 、106項 目の客観 的

な尺度 に よ り障害者 の心 身 の状 態 を総 合 的 に示す 障 害程 度 区分(1～6)が 導 入 され た 。

サ ー ビス の決 定 に あた っ て は、 まず 市 町村 が障害 者 の 面接 調査 を行 い 、そ の調 査 を も と

に、 障害程 度 区分 の1次 判 定 が行 われ 、 さ らに、有 識 者 で構 成 され る市 町村審 査 会 で の審

査 を経 て、 最終 的 に市 町村 が判 断 され る こ とにな って お り、審 査 会 に よ る意見 聴収 が導入

され る こ とに よ り、支 給決 定 の プ ロセ ス の透 明化 が図 られ た 。

(5)増 大 す る福 祉 サ ー ビス 等 の費 用 を皆 で負 担 し支 え合 うし くみ の強化

① 利 用 したサ ー ビスの 量等 や所 得 に応 じた 「公 平 な利 用者 負 担 」

これ まで の 障害者 福祉 の利 用負 担 は、所 得 に応 じて負 担 を決 め る応 能 負担 の しくみ が基

本 で あ り、 サー ビス の利 用量 にか か わ らず 、利 用 者 負担 が決 め られ る しくみ で は、 同 じ所

得 で 、 同 じ負 担 を してい て も、 受 け るサ ー ビス が異 な っ てい る とい う状 況 に あ った。 障 害

者 自立支 援 法 で は、利 用者 の負担 をサ ー ビス の利 用 量 に応 じた もの に改 め、サ ー ビス にか

か る費 用1割 を定 率負 担 とす る こ と と した。 負担 能 力 に応 じて負 担 上 限額 が 定 め られ た。

また 、食 費 、光 熱水 費 な どの 日常 生活 費 は、施 設 利 用 の場 合 と在 宅 生活 の 場合 の費用 負 担

の均衡 を図 るた め、 自己負 担 とす るこ とと され た。 この場 合 も負 担 能力 に応 じて負 担 上 限
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額 が 定 め られ た。

今後 、 さ らに新 た なサ ー ビス の利 用者 が増加 して い くこ とが見 込 まれ るた め、 この よ う

なな か で もサー ビス の利 用量 を拡 大 して い け る よ う、 サー ビス を利 用 す る立場 の障 害者 も

含 め、 国民 が皆 で支 え合 うし くみ が構 築 され た。

② 国 の費用 負 担 を義 務化

これ まで 国 に は、施 設 サー ビス と異 な り、 居 宅サ ー ビス に関す る部 分 の 費 用 の負 担義 務

はな く、この た めサ ー ビス の利 用者 の急増 に財源 が追 いつ かな い事 態 を招 く こ とにな った 。

そ れ が 「ヘル パ ー の 上 限問題 」の原 因 とな っ た こ とは、これ まで述 べ て き た とお りで あ る。

そ こで 、制度 の安 定性 ・継 続 性 を強化 す るた めに、利 用 者 負 担 の見 直 しに合 わせ て 国 の費

用 負担 の責任 を強化 し、 国 に は費用 の2分 の1、 都 道 府 県 と市 町村 に は、4分 の1の 負 担

が義務 づ け られ た。

③ 利 用者 負 担 へ の配 慮

利 用 者 にサー ビス にか か る費 用1割 の定 率負 担 をす る よ うに求 め るにあ た って は 、障害

者 の収 入 状 況 な どに十 分 に配 慮 し、次 の よ うな減 免 措置 も講 じられ た。

・ 月 ご との利 用者 負担 に は、月 額 の負 担 上 限額 を設 定 す る127)。

・ 入 所施 設 、 グル ー プ ホー ム を利 用す る場合 には 、 さ らに個 別減 免 を行 う。

・ 社 会福 祉 法 人 な どが提 供 す るサ ー ビス を利 用 す る場 合 は 、1つ の事 業所 の,月額 の上 限負

担 額 を半 額 とす る。

・ 同 じ世 帯 で複 数 の 人 がサ ー ビス を利 用 して も月額 の上 限負 担額 は、1人 あた りの上 限額

と同 じ とす る。

・ 施 設 入所 者 、通 所 施設 利 用 者 の食 費 等実 費 負 担 に つ い て は、 市 町村 民税 非 課税 の場 合

は軽減 措 置 を講 じる。

こ うして 、2006(平 成18)年4月 の 障害 者 自立支援 法 の施行 に あた って は 、低 所得 の

障害者 に対 す る負担 上 限額 の設 定 、食 費 ・光熱 費 に対す る補 足給 付 な ど、様 々 な負 担 軽減

措 置 を講 じられ た。 そ の うえで サ ー ビス を利 用す れ ば 、1割 の 定率 負 担 と食 費 ・光熱 水 費

の 自己負 担 とい う方 法 を採 用 した。 定 率負 担 の ね らい は 、サ ー ビス を必 要 とす る障 害者 に

公 平 にサ ー ビス提供 で き るよ うにす る ととも に、障 害者 も制度 を支 える役割 を果 たす こ と

で あっ た。 障害 者 自身 が そ の よ うな役 割 を担 うこ とに よって 、新 た な サー ビス の財 源 を確

保 す る た めに 国民 の理 解 を得 られ る と考 え られ た ので あ る。 これ まで 述べ て きた よ うに、
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従 来 、在 宅 サー ビス の経 費 は財 政 的 にひ っ迫 して いた が 、1割 の定 率負 担 を導入 す る こ と

に よっ て、 義務 的経 費 と して予 算 を確保 で き る よ うにな った。

しか しな が ら、 あ る知 的障 害者 通所 授 産施 設 が 運営 す る喫 茶 店 で障 害者 が午 前9時 か ら

午 後5時 ま で働 くと、工 賃 は交 通 費 を含 め て.月9千 円 にな るが、施 設 利 用料 を差 し引 けば、

毎 月2万 円超 す赤 字 にな って しま う。 障 害者 施 設 で の 「労働 」 は職 業 訓練 サ ー ビス の利 用

とみ な され てお り、障 害 が重 い ほ ど利 用料 が 高 くな る うえ、 日割 り計算 なの で働 くほ ど負

担 が増 す ジ レンマ が あ る。 筆 者 は あ る保 護 者 か ら 「働 い て ジ リ貧 にな るの で は本 末転 倒 で

あ る」 とい う怒 りの声 を聞 いた。 これ は 当然 で あ ろ う。 障害者 のな か に は、 自己負 担 を敬

遠 してサ ー ビスの利 用 を 中止 した り、利 用 回数 を減 らした り してい る者 が増 加 して い る。

これ まで 障害 者 は 、 目に見 え る形 で あ るい は 目に見 え ない形 で 「保 護 す べ き者 」 と して

教 育や 就 労 な どにおい て 、社 会 に役 立 た ない 存在 とされ て きた。働 く こ とを期 待 され て こ

なか っ たの で あ る。 特 に障害 者 の就 労 が ク ロー ズ ア ップ され て きた の は、 近年 の こ とで あ

る。幼 少 期 か らの 多 くの障害 者 は 、働 く こ ともで きず 、 また そ の機 会 もない た め、貯 蓄 も

ほ とん どない。 障 害者 に対す る安 定 した所 得 保 障 が講 じられ て 、そ の うえで の サー ビス を

利 用 して の1割 負 担 な ら可 能 だ ろ うが 、安 定 した収 入 が 障害者 基 礎 年金 や 障 害者 手 当 のみ

では 、サ ー ビスが利 用 で き ない 障 害者 もでて く る。 障 害者 自立支 援 法 は、 自立 を促 す もの

では な く、 逆 に 自立 を阻 害す る もの とな って い る。 障 害者 の 生活 支援 よ り財 源 の こ と しか

考 え られ て い ない。 日本 の 障害者 福 祉 制度 は、 障害 者 自身 が どの よ うな生活 や 人 生 を送 り

たい か とい う人 権 的 な こ とに重 きを置 くよ りも財 政 面 の ほ うに 目が 向 いて しま って い る。

官 僚 は 「財 源 のパ イ は決 ま って い る」 とよ くと言 うが 、 な らば 、保 養 所 な どの 「無 駄 な箱

物 」 を た く さん作 るよ うな税 金 の無 駄使 い は止 めて 、社 会保 障費 に回 して ほ しい と願 うの

は障 害者 、 国民 一般 の声 で あ ろ う。

ま た障 害者 自立支 援 法 は 、施設 の経 営悪 化 も招 い た。 利 用料 が月割 りか ら 日割 り計 算 に

なっ た こ とで施 設収 入 が減 少 した ほか 、先 に述 べた よ うに、 自己負担 を敬遠 してサ ー ビス

の利 用 を 中止 した り、利 用 回数 を減 ら した り してい る者 が 出て きて い るか らで あ る。 多 く

の施設 で職 員 の人件 費 が カ ッ トされ 、 小規 模施 設 が他 の施 設 に併 合 され る事態 も起 きて い

る。 障害者 関係 施設 に勤務 す る筆 者 の知人 も給 与 と賞 与 が減 ら され た と言 っ て い た。 それ

に伴 い、 転職 して い く者 も増 加 してい る。 退職 した 補 充 を しよ うと、施 設 職員 や ヘ ルパ ー

の募集 をか け て もな か なか応 募 は 来 ない。 景 気 が 回復 し、経 済 が上 向い て くる と、福祉 に
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情 熱 を持 って いた 人材 も一般 企 業 に流 出 して して しま う。

そ の よ うな事 態 を踏 ま え、政府 は2006(平 成18)年12.月 、利 用 者 と福 祉施 設 の負 担 軽

減 策 と して 、今 後3年 間 に1200億 円の予 算 を計 上す る こ とを決 め た。 ま た2007(平 成

19)年4.月 には 、利 用者 負 担額 の上 限 を一 部 引 き下 げ た。各 障害 者 団体 や 障 害者 関係 施 設

か らの猛 反発 を受 け、新 法 が利 用者 と施設 に過 度 の負 担 を か けた こ とを認 めた形 に なっ た。

さ らに障 害者 自立支 援 法 は施 行 か ら3年 後 を メ ドに見 直 され る こ とにな って い るが 、200

7(平 成19)年7.月 の参 議 院選 挙 の結 果 に よって 、与 野 党 ともに法 律 の抜 本 的 見直 しを検

討 して い る。 毎 日新 聞 は、次 の よ うに報 じて い る。

障害者 自立支援 法:与 党改 正案 、 自己負 担総 額 に上 限 所得 要 件 も緩 和

自民 、公 明両 党 が ま とめた 障 害者 自立 支援 法 の抜 本 的 見直 しに関 す る原 案 の全 容 が20

日、明 らか に な った。障 害者 のい る世 帯 を対 象 と した負 担 軽 減策 と して 、「障 害福祉 サー ビ

ス」「障害 に かか わ る医療 費」 「補装 具 利 用費 」の 自己負 担 の合 計額 に っ いて 、09年 度 の法

改 正 で上 限 額 を設 け、上 限 を超 えた分 はす べ て公 費 負担 を検討 す る。 一 方 で 障害児 がい て

も年収600万 円以 上 の世 帯 には減 免 措 置 がな い現 行 制度 を見 直 し、緊急 策 として所得 要 件

を緩和 す る。 両党 は 、月 内 に最 終案 を決 定す る方 針 だ。 民主 党 は08年1.月 か ら原 則1割

負 担 を凍 結 す る改 正案 を参院 に提 出 して お り、今 後 、与 野党 間 で協 議 が本 格化 す る。(中 略)

06年 末 か ら08年 度 ま で計1200億 円 を投 入 して負 担 を軽 減 す る 「特別 対 策 」につ いて は 、

09年 度 以 降 も継 続 させ る方針 だ128)。

ま た朝 日新 聞で も次 の よ うに報 じて い る。

負担 軽 減策 を継続 障 害者 自立支 援 法 見直 し 与 党PT案

障 害者 に福 祉 サ ー ビス利 用 料 の原 則1割 負 担 を求 め る障害者 自立支 援 法 の見 直 しにつ い

て、 自民 、公 明両 党 の与 党 プ ロジ ェ ク トチー ム が ま とめ た 中間報 告 の骨 子案 が27日 、 明

らか に な った。06年 度 か ら3年 間限 定 で実施 して い る負 担軽 減 策 を09年 度 以 降 も継 続 。

現 在年 収600万 円以 下 と して い る負 担 軽減 の対象 世 帯 の範 囲 も890万 円以 下 に拡 大 す る。

(中 略)対 象範 囲 につ い て も、現行 の年 収600万 円 とい う収入 条 件 で は、比 較 的所 得 の高

い家庭 が対 象 に な らない。 この た め、「子育 て を支 援 す る とい う観 点 」か ら も、特 別児 童 扶

133



養 手 当 が支 給 され る上 限で あ る年 収890万 円ま で拡 大す る こ とに した。

ま た、 身 体 障害者 に比 べ 、知 的 障害 者や 精神 障害 者 の 障害 の程 度 が軽 く認 定 され が ち と

批 判 が あ る判 定 基 準 につ い て も、「早 急 に実 態調 査 に着 手す る」と し、大幅 な 見直 しを実 施

す る方 針 だ ・29)。

そ して これ らの案 は、 自民 ・公 明党 の 与党 に よって 、 「障害者 自立 支援 法 の抜 本 見 直 し

に関す る報 告書 」 と して 、2007(平 成19)年12A初 旬 にま とめ られ た 。 内容 は上 記 で述

べ た負 担 軽減 策 継続 の他 、 障害 基礎 年 金 の 引 き上 げ検討 が柱 に な って い る13°)。

ま た、 これ よ り先 の2007(平 成19)年10月 に は、障害者 運 動6団 体 の主 催 に よ り 「私

た ち抜 き に私 た ちの こ とを決 めな いで!今 こそ 変 え よ う!「 障 害者 自立支 援 法」10・30全

国大 フ ォー ラム」が 開催 され 、東京 日比 谷 の野 外音 楽 堂や 厚 生 労働 省 前 に全 国 か ら当事 者 ・

家 族 ・関係 団体 等 、約6500名 が集 ま り、 ア ピール や 政 党 シ ンポ ジ ウム 、厚 生 労働 省 へ の

要 望書 提 出、衆 ・参 国会議 員 に対 して の要 請 行 動等 が行 われ た131)。

ところで最 近 の流 れ を見 てい る と、 与 党や 政府 は、 問題 にな って い た介 護保 険 との統 合

は前提 とせ ず 、障害 者施 策 と して の枠 組 み を考 えて い る よ うだ。 同時 に1割 の 定率 負担 を

凍 結す べ きだ とい う意 見 が野 党 だ けで な く、 与 党や 政府 内 で も現実 味 を帯 び て い る。す で

に実施 され て い る費用 の1割 負 担 をや め る とす れ ば 、新 た な財源 が必 要 とな る。 障 害者 に

とって1割 の定率 負 担 が厳 しい現 状 を考 え る と、新 た な財 源 を ど こで 、 どん な方 法 で確 保

す るか を議 論 しな けれ ばな らない。 そ の 際、 当然 、 国 民 の理解 を得 られ る こ とを前提 に、

消 費税 の福 祉 目的税 化 を含 め、社 会 保 障制 度 に関す る幅広 い観 点 で の議 論 が必 要 とな るだ

ろ う。

ま た、 障 害者 自立支 援 法制 定 の 主 旨は 、1割 の定 率負 担 を導入 し、 障害者 自身 も制 度 を

支 えな が ら、 国民 の理 解 を得 なが ら地 域 の福祉 サー ビス の基盤 を整備 す る こ とにあ った。

た とえ増 大 す るサ ー ビスに対 応す る財源 を確保 して も、 それ を支 え る人 材 な ど、地域 のサ

ー ビス提 供 体制 が しっか りして い ない と意 味 が ない 。人 材 をは じめ とす る良質 なサ ー ビス

提 供体 制 を確 保 す るた めに は、低 い とい われ る事 業 者 の報 酬 単価 を検 討 す る必 要 もあ る。

障害者 自立 支援 法 が抱 え る問題 は 、誰 もが必 要 なサ ー ビス を利 用 で き るよ う、財 源確 保 や

人材 確 保 につ いて議 論 を しな けれ ば な らな い。今 後 の推 移 を注意 深 く見守 って行 く必要 が

あ るだ ろ う。
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終 章 今後 の展 望 一新 しい 労働 の創 造 に 向け て 一

本論 文 「障害 者 の 自立 生活 の展 開」 は 、人 間 の重 要 な活 動 の1つ で あ る 「働 く」 とい う

こ とを主題 に して 、障 害者 福 祉 の 現在 の到 達 点 と課題 を検討 しよ うと した もの であ る。

日本 で は家族 が 中心 とな って行 う介護 を 「日本 型 福祉 」 とい うが 、筆 者 は第1章 の 日本

にお け る障 害者 福祉 形 成 史 を検討 す る なか で、第1に 障害者 施 策 は 、貧 困対 策 の一 環 と し

て行 われ 、貧 困や 障害 の救済 は国や 地 方公 共 団 体 が積極 的 に行 うもの で はな く、家族 及 び

親 族や 民 間 の慈 善 に よる とい う考 え方 が 強 く流れ てお り、そ の原 型 を 「位 救規 則 」 に見 る

こ とが 出来 るこ と、第2に 社 会 保 障や 社 会福 祉 は、富 国 強兵 や 日中戦争 遂 行 の た めの 国民

へ の 「安 心 ・安 全装 置 」 と して講 じ られ 、障 害者 施 策 も傷 疲 軍人 や 戦傷 病者 に 関す るこ と

が 中心 で あ り、一般 の障 害者 につ いて の対 策 は 特 に講 じ られ な か った こ と、第3に 戦後 、

施 行 され た 身体 障 害者 関連 の法律 は、 経済 的 ・職 業 的 自立可 能 な傷疲 軍 人 や軽 度 の 障害者

が対象 で あ り、重度 身 体 障害 者 や 内部 障 害 、知 的及 び精 神 障 害者 は法律 の対象 外 とされ て

いた こ と、 以上3点 を指 摘 し、 障 害者 は 長 い 間 、 「保 護 す べ き者 」、 「社 会 に 役 に立 た な

い者 」 と され て き た こ との背 景 と して 、 「働 か ざる者 、人 に非 ず」 とい う意 識 が根 強 く

あ り、先 天性 の重度 身 体 障害 者や 社 会 復 帰 が見 込 め ない 障害 者 は、在 宅及 び施 設 に収容 さ

れ て き た こ とを指摘 した。

第2章 で は、そ の よ うな福 祉 の あ り方 に異議 を唱 え、社 会 に大 き な影 響 を与 えた 障 害者

解 放運 動 「青 い芝 の会 」の歴 史 をた ど り、そ の功績 及 び残 され た課 題 を検 討 した。「青 い芝 」

の運動 と して評 価す べ き こ とは、第1に 、能 力 に よ って人 間の価 値 が決 め られ る社 会 の価

値観 を否 定 し、 どん な重度 の障 害者 に も同等 の権 利 が あ り、能力 に よっ て差別 され て はな

らな い こ とを主 張 した こ とで あ る。 第2に 、障 害 を否 定 的 に とらえ る従 来 の 障害者 観 を批

判 し、障 害者 が あ りの まま に生 き られ な い社 会 こそ が 問題 で あ る と した こ とで あ る。 第3

に、施 設 は障害 者 を隔 離 ・差 別す るもの と して批 判 し、 どん な に重度 の障 害者 であ って も

地 域 で普 通 の人 と同等 に生 き る こ とを主 張 した こ とで あ る。第4に 、 自己主 張 を通 して 自

己喪失 の状 態 を克服 し、 障害 者 の 主体 性 を確 立 させ る必 要 を唱 えた こ とで あ る。残 され た

課題 と して は 、第1に 、障 害者 差別 を生 み 出す社 会 シス テ ムの 問題 に 目を 向 けなか っ た こ

と、第2に 、社 会 変革 のた め の健 全者 との連 帯 ・共 闘 が不 足 してい た こ と、第3に 、 自立

生 活 を送 るた めの経 済 問題 を重視 しなか っ た こ とな どが 見 出 され た。
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「青 い 芝 の会 」 の行 動 に は、 大仏 空 の 思想 、 特 に浄 土真 宗 の影 響 が見 られ てい る こ とは

既 に述 べ た 通 りで あ る。 ここで筆 者 の 自らの体験 を書 い てみ た い。既 に述 べ てい るが、筆

者 は脳 性 マ ヒに よ る両 下肢 機 能 障 害 を持 って い る。20代 半 ば まで 、なか なか 自分 の障害 を

受 容 で き なか った。 脳 性 マ ヒは治 らない。 しか し幼 少 時 か ら、家 族 をは じめ周 りの人 間か

らは 、勉 強 や仕 事 な ど 「健 常 者 」 と同 じ振 る舞 い を期待 され て いた よ うな気 がす る。 自 ら

もで き る よ うに な ろ うと頑 張 るが 、障 害 が あ るた め に物 事 に よっ て は、 ど う して も出来 な

い こ と もあ る。 だ か らい つ も何 か矛 盾 を抱 えな が ら生 き て いた。 そ の よ うな時 に 出会 った

のが 、浄 土真 宗 の教 えで あ る。 た いて い の宗 教 は、 足 が 「良 くな る」 あ るい は 「治 る」 と

い うこ とを主題 に してい るの に対 し、 浄 土真 宗 は 「あ りのま ま に受 け止 め る こ と」 に重 き

をお く。「障害 が あっ た として も、あ りの ま まで いい 」と言 って くれ た よ うな気 が した ので

あ る。 よ って 、変 えてい くの は この社 会 そ の ものだ と思 い、 後 に筆者 が、 社 会福 祉 の道 に

進 み 、また浄 土真 宗 の僧 侶 に な るき っか け に もな った。「青 い 芝 の会 」の活 動 に浄 土真 宗 の

教 義 が大 きな影 響 と役 割 を及 ぼ してい る と知 った時 、筆 者 には横 塚晃 一 らの気 持 ちが理 解

で きる と同時 に 「青い 芝 の会 」 を もっ と知 りた い と思 っ たの で あ る。

第3章 で は、第2章 で の課題 を解 決す る方 向 を示 した運動 体 として、障 害者 自立 生活 セ

ン ター を取 り上 げ、そ の達成 点 と問題 点 を確認 した 。 障 害者 自立生 活 セ ン ター の評価 す べ

き点 は 、 自立生 活 セ ン ター で 「有給 で働 いて い る」 とい う形 を見 せ る こ とで 「何 もで きな

い不能 者 」とい う障 害者 に対 す る考 え方 の不 当性 を示 す こ とが で き、「働 け る障害 者 」で あ

る こ とを他者 に 向か って ア ピール す る こ とに成功 した こ とで あ る。残 され た課 題 として は、

次 の3点 が 明 らか とな っ た。第1に 、 自立 生活 セ ンター は、た とえ重度 の障 害者 で あ って

も 「働 け る こ と」 を証 明 したが 、 障害 者 で あれ ば、 誰 で も 自立生 活 セ ン ター で働 け る とは

限 らない 。 自立 生活 セ ンター の運 営 は運営 補 助金 、 自治 体 や そ の他 の助 成金 に よっ て賄 わ

れ て お り、 そ の金額 も決 ま って い るか ら雇 用 され る障 害者 の 人数 も限 られ て しま う。 第2

に、 自立 生活 セ ン ター は営利 団 体 で ない ので 、利 益 を上 げ る こ とは な い。 しか し景 気悪 化

や 何 らかの 理 由 な どで、 運営 補助 金 、 自治 体 や そ の他 の助 成金 の主 な財 源 で あ る税 金 収入

が落 ち込 ん だ場 合 、運 営補 助 金 を減 額 され る こ とが あ るが、減 額 され た場合 はそ こで働 く

障害者 を は じめ とす る職員 の給料 が減 って しま うこ とや 職 員 が解 雇 され て しま う場 合 もあ

る。第3に 、自立生 活セ ン ター は、限 られ た運 営補 助 金 な どを職員 同士 で分 配す る こ とで、

運 営 が成 り立 って い る。 営利 利 益や 勤 務年 数 よって 、給 与 が 上 が るわ けで もない こ とか ら
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職 員 の士 気 や職 場 の定 着 率 に影響 す る。

第4章 で は、 障害 者 の就 労 や雇 用 をめ ぐる 日本 とア メ リカ の動 向 を概 観 した上 で 、第3

章 で 明 らか に な った 問題 を解 決 す るた めに、 障 害者 自身 が社 会福 祉 法人 やNPO法 人 、株

式 会社 を設 立 し、運 営 す る とい う新 しい雇 用 形態 がみ られ て き てい る こ とにつ い て 、知 的

障害者 授 産施 設 「あ ゆむ 」 ス ワ ンベ ー カ リー 茨木 店 で の取 り組 み を事例 と して検討 した。

こ こで 明 らか に なっ た こ とは、 障 害者 の雇 用 を生み 出す た めに作 られ たス ワンベ ー カ リー

で も障害者 の接 客や 製 造 を支 えて い くた め には 、人 件 費 が大 き な課題 で あ る こ と、「選 別 主

義 」 「能 力 主義 」 か ら逃 れ るこ とは 出来 な い とい うこ とで あ った。

しか し、 ス ワ ンベ ー カ リー の功 績 は、 きわ め て大 き い。 第1に 、 これ まで 能力 が あっ て

も 「社 会 の役 に立 た ない 存在 」 と言 われ 、企 業 か ら切捨 て られ て きた 障害者 に とっ て、 環

境 や条 件 を整 備 すれ ば 「働 け る こ と」 を社 会 に ア ピール 出来 た こ と、第2に 、 障害 者採 用

に今 ま で後 向 きだ っ た大 手企 業 に 障害 者 に対 す る意識 の変 化 を もた ら して い る こ と、第3

に、社 会 福祉 関係者 に障 害者 の収 入 を増や す た め には 、補 助金 に頼 らず に 自 ら稼 ぐ道 があ

る こ とを気 づ かせ た こ と、 で あ る。 そ うい った意 味 で ス ワ ンベ ー カ リー が果 た した役 割 は

大 きな もの が あ る とい うこ とで あ る。

第5章 で は、 障 害者 の 自立 生活 の展 開 に対 して 基本 条件 とな る法制 度 の動 向 につ い て 、

2000(平 成12)年 か ら2007(平 成19)年 まで の 障害者 福 祉 の動 向 をま とめ、社 会 福祉 基

礎構 造 改 革 か ら障 害者 自立支 援 法導 入 後 の現在(2007年12,月 初 旬)ま で の流れ を述べ て

きた。 主 に障害 者運 動 団 体 の動 きを 中心 に書 い て きた が 、筆者 も何 回 か厚 生 労働 省 へ の支

援 費制 度 及 び 障害者 自立 支援 法 の抗 議 行動 に参加 した り、 フォー ラム に 出て官 僚 の発 言 を

聞い た り して い る。 試 行錯 誤 が続 いて い る 目ま ぐる しい動 向の なか で 、実 際 に 関わ って い

る障 害 当事者 と して 、現 時点 ま で の動 き を 自分 な りにま とめて お きた い と思 っ た こ とも第

5章 を執 筆 した動機 で あ る。

以 上 の よ うに本論 文 にお いて 、筆 者 は 、戦 前 の障 害者 福祉 の形 成 か ら現在 の障 害者 自立

支 援法 まで の流 れ をノー マ ライ ゼ イ シ ョンや 自立生 活 思想 及 び運 動 、 障害 者 の就 労 とい う

障害者 福祉 の重 要 な キー ワー ドを折 り込 み なが ら総 括 して きた が、 それ に よっ て障 害者 福

祉 の歴 史 を概 観 し、 また そ の発展 過 程 の捉 え直 しを行 うこ とが で きた。

この論 文 にお い て筆者 が強 調 したい こ とは、従 来 の発 想 を変 え る こ とに よって 、 障害者

に対す る社 会 の見方 を 「保 護 の 対象 」 か ら 「労働 者 」 あ るい は 「納税 者 」 とい うよ うに、

137



変 えてい く こ とが で き る とい うこ とで あ る。 ま たそ の よ うな考 え方 が 定着 す る こ とで、社

会 の な かで の 障害者 の位 置づ け も変 化 して くる とい うこ とで あ る。

社会 福祉 法人 な どの非 営利 組織 の運 営 につ い て は、補 助 金 な ど税金 が使 われ る こ とが多

い。 しか し、社 会福 祉 基礎 構 造 改革 や 近年 の景気 の動 向 な ど、様 々 な要 因 が重 なっ て、補

助 金 カ ッ トが 叫 ばれ る こ とが多 くな って きた。 そ して現 実 に補 助 金 が 削減 され てい る。 そ

して それ は、そ の 時 々 の経済 や 景気 の動 向、 政治 状 況 よって 絶 えず 変化 して い る。 そ の よ

うな事 態 に対応 す るた め、筆 者 は 、新 た な、 ま た は独 自の事 業収 入 を確 保 す る こ とに よっ

て、補 助 金 に頼 らな い組織 運 営 を 目指 すべ きだ と考 えて い る。 それ は 障害者 個 人 の 生活 に

お い て もい える こ とで あ る。

こ うした流 れ を受 け、社 会 福祉 法 人 や特 定 非 営利 活動 法 人 、 あ るい は株 式会 社 の な かに

は、新 しい 動 き を探 る ところ も 出て きた。 この論 文 で触 れ て きたス ワンベ ー カ リー の取 り

組 み 以外 に もい くつ か の例 を挙 げ るこ とが で き る。 神 戸 市 に本部 の あ る社 会福 祉 法 人 「プ

ロ ップ ・ス テー シ ョン」 は 、障 害者 に対 して コ ンピ ュー ター 講習 を行 い、企 業 や 自治 体 か

ら仕事 を受 注 して在 宅 で も働 け る よ うコーデ ィネ ー トす るのが 主 な活動 で あ る。 仕 事 を求

め る障害者 と人 材 を求 め る企 業 とをつ な ぐ役 割 を果 た してい る。 ス ロー ガ ンは 「チ ャ レン

ジ ドを納税 者 にで きる 日本 」 で あ る。 プ ロ ップ ・ステ ー シ ョンでは 、 障害者 の こ とを 「チ

ャ レン ジ ド」と呼 んで い る。チ ャ レン ジ ドとは 、「挑 戦 とい う使命 や 課題 、チ ャ ンス を与 え

られ た人 」 とい う意 味 を持 って い る。 そ の取 り組 み は 、先進 性 もあっ て、 産 ・官 ・財 か ら

注 目を集 め る存 在 とな って い る132)。

ま た福 井 県越 前 市 の社 会福 祉 法人 「わ かた け共済 部 」 で は、 障害者 自立支 援 法施 行 に伴

い、通 所者 の経 済負 担 が増 した た め、 工賃 を上 げ る方 策 と して 、初 期 投資 が少 な く需要 が

見 込 め 、高値 で取 引 され る外 国 産 カ ブ トム シで あ るヘ ラク レスオ オ カ ブ トの養 殖 に利 用者

と職 員 が取 り組 み 、300匹 の幼 虫 を育 て 、 この程1年 が か りで初 め て1匹 が羽化 した。 ヘ

ラ ク レスオ オ カブ トは、1匹5万 円以 上 で取 引 され るた め、養 殖 事 業 が軌 道 に乗 れ ば 、施

設 の収 益 が 改善 で き、利 用者 へ の 工賃 を上 げ る こ とが で き る とい う・33)。

京都 府 舞鶴 市 にあ る精神 障害者 通 所 施設 「ワー クシ ョップ ほの ぼ の屋 」は 、2002(平 成

14)年4月 にカ フ ェ ・レス トラ ン 「ほの ぼ の屋 」 を 開店 して以 来 、京都 ロイ ヤル ホテル の

総 料理 長 を してい た シ ェ フが腕 を振 る う料 理 の おい しさも あっ て、 デ ィナ ー コー ス は 、1

か月前 か ら予約 を してお か ない と、食 べ られ な い ほ ど賑 わ って い る。年 間、1万 人 以 上 の
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来 客 が あ り、売 上 げ も5千 万 円 を超 す。 繰 り返 し訪 れ る舞鶴 市 民や リピー ター も多 い。 筆

者 も これ ま で に2回 、視 察 を兼 ね て料 理 を味 わ うこ とが 出来 た。 精神 障害 者十 数 人 が補 助

の施設 職 員 と ともに 、接 客や 調理 、洗 濯 ・ア イ ロン掛 け ・周辺 の掃 除 な どを分 担 し、そ の

働 きに応 じて 工賃 を得 て い る。 工 賃 は約10万 円で あ る134)。

兵庫 県 の 明石 市役 所 の2階 には 、障害者 が常 勤 で働 く コン ビニエ ンス ス トア がオ ー プ ン

した。 「セ ブ ンイ レブ ン明石 市 役所 店 」 で 明石 市 が障 害者 の常 勤雇 用 を条件 に店 舗 を誘 致 、

ハ ロー ワー クを通 して20～50代 の4名 を採 用 した。4名 は他 の ス タ ッフ ともに 、平 日の

午 前8時 か ら午 後6時 の営 業 時 間 内 に4～5時 間ず つ 勤務 す る。 こ う した コ ン ビニ は まだ

全 国 で も珍 しいが 、 このケー ス が うま く機 能 すれ ば、 同様 の雇 用 形態 が今 後 、広 が って い

くか も しれ な い135)。

い くつ か の例 を見 て きた が、 共通 して い る こ とが あ る。 そ れ は 「他 とは違 うこ とを して

差 をつ け る」こ とで あ る。「し くみ」を いか に作 るか とい うこ とで もあ る。そ れ らは これ ま

で とは、 違 っ た発想 の転換 とア イ デ アが求 め られ て い る とい える。

これ らの 取 り組 み は また 、 ソー シ ャル イ ン クル ー ジ ョンの 取 り組 み で もあ る。 ソー シ ャ

ル イ ン クル ー ジ ョン とは、「差 別 や偏 見 の た め に、社 会 か ら排 除 され て い る人 々 を地域 社 会

の仲 間 に入 れ てい く こ と」を い う。従来 の もの に加 え て、ボ ランテ ィア団 体やNPO法 人 、

生 活協 同組 合 な どを生 か しなが ら、新 しい社 会 シ ステ ム の構 築 を め ざす 動 き で あ る。 も と

も と、この考 え方 は ヨー ロ ッパ(特 に フ ラン スやイ ギ リス)か ら生 み 出 され た もので あ る。

人 々 が社 会 の仲 間に入 るた め には 、教 育や 労働 が重 要 で あ る。例 えば 、か って のイ ギ リス

では 、障 害者 に対 して社 会保 障 給付 を行 うこ とを重 視 し、保 護 施 策 を行 って き た。 しか し

現 在 で は、社 会 保 障給 付 よ りも教 育や 仕事 を用意 す る こ とに よって 、 自立 を促 進 させ る と

い う方 向 に向 か って い る。 日本 に おい て も今 後 、 ソー シ ャル イ ン クル ー ジ ョン が重 要視 さ

れ て くるで あ ろ う。 ス ワンベ ーカ リー の取 り組 み も ソー シャル イ ン クル ー ジ ョンの1つ で

あ る とい え る136)。

さて 田坂 広 志137)は 「非 営 利 組織 に も 「事業 性 」 が 求 め られ る時代 にな って い る。」 と

述 べ て い るが 、そ の背 景 に は2つ の 流れ があ る。第1に 、非営 利組 織 の 民営 化 で あ る。 現

在 、 わ が国 で進 め られ て い る構 造 改革 は 民営化 とい うこ とが 大 きな テー マ に な って い る。

そ の理 由 として、 これ まで政 府や 自治 体 が 「社 会 性 」や 「公 共性 」 を掲 げて 、 国民や 住 民

の税金 を使 っ て運 営 して き た様 々 な政府 機 関や公 的機 関 な どの非 営利 組 織 が近 年 、運 営 の
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非 効 率性 や 事業 の欠 如 を強 く指摘 され て い る こ とに よ る。 そ の た め、 こ う した非 営利 組織

を民 営化 し、民 間企 業 の経営 手 法や マ ネ ジ メ ン ト技 術 を導 入 す る こ とに よっ て、運 営 の効

率 性 を高 め、事 業性 を重視 し ょ うとす る動 き も出て きて い る。 第2に 、 非営 利組 織 の 自立

化 で あ る。 これ まで ボ ラ ンテ ィア 団体 やNPO法 人 な どの非 営利 組 織 の多 くは 、そ の活 動

資 金 を政府 や 自治 体 か らの補 助金 や 企 業や 個 人 か らの 寄付 金 に よって まか な っ て きた。 し

か し活 動 資金 を外 部 に依 存 して い るた め、非 営利 組 織活 動 の 「自立性 」 や 「中立性 」 を保

つ こ とが難 し く、組 織 と して長期 的 に活動 して い く うえ で、持 続 性 が危 ぶ まれ る こ とも少

な くな い。 一方 で補 助 金 を 出 して い る行政 をは じめ、 ボ ラ ンテ ィア 団体 やNPO法 人 に寄

付 を してい る企 業や 個 人 か ら提供 した 資金 が 有効 に使 用 して い るか否 か を問 う声 が 強 くな

って お り、 チ ェ ックが厳 しくな って い る。 そ の よ うな こ とも背景 とな り、 ボ ランテ ィア団

体 やNPO法 人 にお いて も、活 動 資金 を補 助 金や 寄 付金 に頼 るので は な く、活 動 の 資金 を

そ の組 織 自身 の事 業 を通 じて獲得 す る ともに、 そ の資金 を有 効 かつ効 率 的 に運 用 してい く

た めに、 民 間企 業 の経 営 手法 や マネ ジ メ ン ト技術 を活用 す る とい う動 きが少 しず つ 生 まれ

て きてい る。 これ は非 営利 組 織 も事 業 性 を重視 し、 組織 の 自立性 と持 続 性 を 図 って い こ う

とい う動 きに他 な らない。今 後 は 、多 くの社 会福 祉 法 人 の非 営利 組 織 が 、事 業性 を重視 し、

収 益 を確保 す るた め に、福 祉 サ ー ビスの質 や ヘル パ ー な どの職員 の質 を高 めな が ら、組 織

の 自立性 や持 続 性 も図 ろ うと考 えを変 えてい く よ うにな るだ ろ う。

そ の流 れ の なか で 、 「ソー シ ャル ・ア ン トレプ レナ ー シ ップ」(社 会起 業)あ るいは 「ソ

ー シャル ・エ ンター プ ライ ス 」(社会 企業)と 呼 ばれ る新 しい形 態 も生 まれ てい る138) 。「ソ

ー シャル ・ア ン トレプ レナ ー シ ップ」 とは 、「社会 福祉 」 と 「ビジネ ス」 を組 み合 わせ た造

語 で あ る。1980年 代 初 め にア メ リカや イ ギ リス で生 まれ た概 念 で 、それ まで の福祉 国家 に

代 わ っ て 自立型 の福 祉 システ ム を構 築 してい く存 在 、停 滞 した社 会 を活 性化 す る存在 と し

て注 目 され て い る。 これ ま で の フ ィラ ン ソロ ピーや チ ャ リテ ィな どで は、 社会 的 弱者 を救

う根本 的 な解 決 にな らない と、福 祉 分 野 に ビジネ ス手法 や マ ネ ジ メ ン ト手 法 を積極 的 に持

ち込 ん で社 会 問題 の解 決 を 図 る もので あ る。 「社 会 を よ くす る」 とい うこ とに主 題 を置 き、

人 権 ・環境 ・福祉 な どの事業 を行 う。 それ らの事 業 は営利 企 業 が行 うこ と もあれ ば、NPO

が行 うこ ともあ る。 社 会福 祉 を変 え るだ けで な く、 新 しい ビジネ ス モデ ル と して も捉 え ら

れ て い る。

ス ワンベ ー カ リー の よ うな取組 み は、前 述 した よ うに 、 これ まで の社 会 の なか の福 祉 や
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障 害 者 の あ り方 を 「保 護 され る 対 象 」 か ら 「生 活 者 」 及 び 「納 税 者 」 に 視 点 に 変 え る こ と

を 意 味 して い る 。 そ れ は 、 ソー シ ャ ル イ ン ク ル ー ジ ョ ン と も い え る し 、 ソ ー シ ャル ・ア ン

ト レプ レナ ー シ ップ と も い え る。 そ の 動 き は 今 、 始 ま っ た ば か りで あ る 。
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85)青 山英 男 『障 害者 雇 用 コス ト論 研 究序 説 一障害者 就 労 経 営 の基礎 的分析 一』 日本 図 書

刊行 会 、1997年 、p.18。

86)短 時 間労働 者 とは 、1週 間の所 定 労働 時間 が 当該 事業 主 の事 業所 に雇 用す る通 常 の労

働 者 の1週 間 の所 定 労働 時 間 に比 べ短 く、かつ20時 間以 上30時 間未満 で あ る常 時雇 用

す る労働 者 をい う。

87)厚 生 労働 省 『障 害者 雇 用状 況 報告 』(平 成18年6 .月1日 現在 の障 害者 の雇 用 状 況)。

88)厚 生 労 働 省 同掲 上 。

89)日 本 航 空 障 害 者 雇 用 株 主 代 表 訴 訟 は 、1999年12月17日 提 訴 され 、2000年5.月17

日に 和 解 が 成 立 して い る。 新 聞 記 事 は 、2000年5.月17日 の 毎 日新 聞 夕 刊 。

9・)厚 生 労働 省 『障害 者 の雇 用 の促 進 等 に基 づ く企 業名 の公表 につ い て』(平 成18年6 .月

28日)。

91)厚 生 労働 省 『障 害者 雇 用状 況 報告 』(平 成18年6月1日 現在 の障 害者 の雇 用 状 況)

1位 は ユ ニ ク ロ、2位 は 日本 マ ク ドナ ル ド、3位 は しまむ らと続 くが 、上位20社 の 業種

は 、サ ー ビス業 、流 通 、製 造 業 と幅 広 い。

92)青 山
、 前 掲 書 、p.100-101。

93)柳 下 公 一 『武 田 「成 果 主 義 」の 成 功 法 則 』 日経 ビ ジ ネ ス 人 文 庫 、2005年 、p.113-115。
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94)手 塚 直 樹 『日本 の 障 害 者 雇 用 そ の 歴 史 ・現 状 ・課 題 』 光 生 館 、2000年 、p.85-86。

95)朝 日新 聞2007年11 .月28日 付。

障害者 雇 用 未 達 の納 付金 、 中小 企 業 も段 階適 用 厚 労省 案

企 業 に法定 雇 用率(従 業 員 に 占め る障 害者 の割合=1.8%)の 達 成 を義 務 づ け る障 害者

雇 用促 進 法 の 改正 につ いて 、厚 生 労働 省 が ま とめた意 見 書案 が27日 、 明 らか にな っ

た。雇 用率 が未 達 成 の企 業 に課 され る納 付金 の支払 い義務 を、 中小 企 業 に も規 模 に応

じて段 階 的 に適 用 す る こ とを明記。厚 労 省 は今 後 、まず 従 業員200人 以 上 の企 業 に対

象 を広 げ 、徐 々 に10人 以上 の企 業 に拡 大す る方 向で調 整 す る。

96)サ ン ・グル ー プ事 件 につ い て は 、事件 の詳 細 と裁 判 につ い ての本 が出 てい るの で、 参

照 され た い。 高谷 清 『透 明な鎖 障害者 虐 待 は なぜ 起 こった か』 大月 書 店 、1999年 。

及 びサ ン ・グル ー プ裁 判 出版委 員 会編 『い の ち の手紙 障 害者 虐待 は ど う裁 かれ た の

か』 大 月書 店 、2004年 。 が あ る。

97)八 代 英 太 ・冨 安 芳 和 編 『ADAの 衝 撃 』 学 苑 社 、1991年 、p.135。

98)星 加 良司 『障 害 とは何 か 一デ ィスア ビ リテ イ の社 会理 論 に向 けて 一』生活 書 院 、2007

年 、P.73。

「た とえば 、 「本 質 的機 能 」 が 一分 あた り正確 に七 五 ワー ドを タイ プす る こ とで あ る タ

イ ピス トの職務 に、 二人 が応 募 して い る場合 、試 験 時 に 「理 に適 った 配慮 」 の 下で 一

分 あた り五 〇 ワー ドをタイ プ で き る障害者 よ りも、一 分 あ た り正確 に七五 ワー ドを タ

イ プで き る非 障害 者 を優 先 して採 用す る こ とには 、何 の 問題 もな い とされ てい る。」

99)国 に よ って設 置 され て い る障 害者 職 業能 力 開発 校 は、北海 道 、 宮城 、埼 玉 、東 京 、神

奈 川 、 石川 、愛知 、大 阪 、兵庫 、 岡 山、広 島 、福 岡 、鹿 児 島 に ある。 但 し、埼 玉 の 中

央 障害者 職 業 能力 開発 校 と岡 山 の吉備 高原 障 害者 職 業能 力 開発 校 は 、高 齢 ・障害者 雇

用支 援機 構 が運 営 して い る。 地方 公 共 団体 に よって設 置 され てい る障害 者職 業 能力 開

発 校 は、青 森 、 千葉 、静 岡、愛 知 、京 都 、兵 庫 にあ る。

100)援 護 就 労 につ いて は 、 ヒューマ ンサー ビス研 究会 編 、 冨安 芳 和監 修 『援 護 就 労 の挑

戦』 学苑 社 、1994年 。小川 浩 『重度 障 害者 の就 労支 援 の た めの ジ ョブ コー チ入 門』井

筒 書 房 、2001年 。 に詳 しい。

…)都 道府 県 知 事 が事 業 主 に訓練 生 を委 託 し、6ヵ 月(重 度 障害者 は1年)の 実施 訓練

を行 った後 、雇 用 して も ら う制 度 。 訓練 中は事 業 主 に委託 費 が 、 訓練 生 には訓 練 手 当

を支 給 す る制度 。

・02)知 的 障害 者福 祉 法16条3項 。

知 的 障 害者 の 更生 援護 に理解 を有 す る事 業経 営 者 に1年 以 内の期 間委託 し、生 活指 導

及 び 技 能取 得 訓練 行 う制 度。 委 託 終 了 を もっ て一般 雇 用 の移 行 が望 ま しい とな って い

るが、現 状 は委 託期 間 の更新 が多 くな って い る。 職 親 の委 託 費 は 、月額3万 円 とな っ

てい る。

103)地 域 障害 者職 業 セ ンター は 、都 道府 県 に設 置 され てお り、 高齢 ・障害者 雇 用 支援 機

構 に よ り運 営 され てい る。 有 資格 の障 害者職 業 カ ウンセ ラー が配属 され 、職 業評 価 、

職 業 指 導 、職 業 準備 訓練 、障 害者 雇用 機 会創 出事 業 、職 場適 応 援助 事 業 等 の実 施 の ほ

か 、 関連機 関 との連携 、 障害 を持 つ従 業 員 の雇 用 管理 、設 備 や機 器 の改 善等 の 事業 主

へ の相 談 ・助言 等 、広 範 な 業務 が行 われ る。平成18年4月 現在 で304名 のジ ョブ コー

チ がい る。 また 、社 会福 祉 法 人や 特 定非 営利 活 動 法人 及 び企 業 な どには 、平 成18年4
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月 現 在 で422名 の ジ ョブ コ ー チ が い る。

1°4)授 産施 設 の設 置 格 差 を解 消す るた め の混合 利 用 につ い て は、1993年 度 よ り身 体 障害

者 通 所授 産 施設 と知 的 障害 者 通所 授 産施 設 問 で 、1999年 度 よ り知 的 障 害者 通所 授 産施

設 と精神 障害者 通所 授産 施 設 問 で、2000年 度 よ り身 体 障害 者 通所 授 産施 設 と精 神 障 害

者 通 所授 産 施設 問 で、 障害 の種 類 の異 な った者 が相互 にそれ ぞ れ の授 産施 設 を利 用 で

きる よ うに な った。

1°5)国 の補 助 額 は1か 所年 額110万 円だ っ たが 、 障害者 自立 支援 法 の施 行 に伴 い、 この

補 助 金 制度 は、2005年 度 末 で廃止 され て い る。

・・6)認 可基 準 緩 和 の主 な 内容 は 、① 社会 福 祉 法人 の資 産 要件 緩 和(1000万 円相 当)、 ② 施

設 利 用者 の定員 緩 和(10～19名)、 ③ 施設 ・設備 の要件 緩 和 で あ る。

1°7)朝 日新 聞2007年8 .月28日 付 。

上 限 は課 税 額 全 体 の10%程 度 で 実 現 す れ ば 、1年 間 で 約6億5200万 円 の 減 税 効 果 が

見 込 め る と され て い る。

・°8)小 倉 昌 男 『福 祉 を 変 え る経 営 一 障 害 者 の 月 給 一 万 円 か ら の 脱 出 』 日経 ビ ジ ネ ス 社 、

2003年 、P.96-97。

109)ス ワ ンベ ー カ リー を 取 り上 げ た も の に っ い て は 、 建 野 友 保 『小 倉 昌 男 の 福 祉 革 命 』

小 学 館 文 庫 、2001年 。 牧 野 節 子 『は ば た け ス ワ ン ベ ー カ リー 』 汐 文 社 、2003年 。 小 倉

昌男 『福 祉 を 変 え る 経 営 』 日経BP社 、2003年 。 な どが あ る。

110)小 倉 昌 男 「市 場 原 理 の 導 入 で 、障 害 者 が 生 き が い を も っ て 働 け る職 場 を 」『地 域 ケ ア

リン グ 』10月 号 、2002年 、p.1-4。

111)『 日 経 ビ ジ ネ ス 』8月6日 号 日経BP社
、2001年 、p.136。

112)あ ゆむ の経緯 につ い て は、豊 川 地 区生 活 の場 「あ ゆむ 」運 営 委員 会 編 『豊川 地 区生

活 の場 あ ゆむ の歩 み 』、2003年3月(非 売 品)。 に詳 しい。

113)藤 岡 千 穂 子 『図 解 は じめ よ う!「 パ ン 」の 店 』同 文 舘 出 版 、2002年 、p.148-149。

114)一 般雇 用 やA型 で の雇用 が困難 な障 害者 とは 、50歳 に達 してい る者 、障 害者 基 礎 年

金1級 受 給者 、一般 雇 用やA型 に よ る雇 用機 会 が少 ない な どの理 由 が挙 げ られ る。

115)厚 生 労 働 省 の ホ ー ム ペ ー ジ(http:〃www .mhlw.冥o.ip1)を 参 照 の こ と 。

・・6)障 害者 自立 支援 法 をめ ぐっ て は、無 理 心 中事件 が起 こ るな ど、問題 や 批 判 が相 次 ぎ、

政府 は、3年 間 で1,200億 円の予 算措 置 を講 じるな ど、 混迷 状 態 が続 い て い る。

117)事 業 報 酬 単 価 に っ い て は 、 厚 生 労 働 省 告 示 第 二 百 九 号 及 び 第 二 百 十 号 「施 設 報 酬 告

示 」(平18.3.31)を 参 照 の こ と。

118)週 間 福 祉 新 聞2007年12A10日 付(第2367号) 。

119)2003年3月 に 「支 援 費 制度Q&A」 が公 表 され 、 同年8月 に は支援 費 制度 担 当課 長

資料 と して 「支援 費 制 度 の事務 大 要 」 が 出 され た。 「支 援 費制 度 に関す る緊急 要 望書 」

は 、① 支援 費 支 給決 定 の手 続 きにお け る利 用者 へ の情 報 提供 と相 談体 制 につ い て 、② 支

援費 支 給決 定 の 際 の勘 案事 項 につ い て 、③利 用 者負 担 と扶養 義 務者 の範 囲 につ い て、 ④

i・



指 定居 宅支 援 事 業者 の 指定 基 準 の緩 和 につ い て、 等 の項 目で構 成 され て い た。

・2・)「 ヘ ル パー 上 限 問題 」 を契機 とし、2003年5月 よ り、厚 生 労働 省 社会 福祉 援 護 局 長

の諮 問機 関 と して 、支援 費 制度 後 の望 ま しい 地域 ケ アモ デ ル 、サ ー ビスの質 の 向上 のた

めの取 り組 み な ど障 害者(児)に 関す る地域 生活 支援 の在 り方 につ いて検 討 す る こ とを

目的 と して 開始 され た検 討 会。メ ンバ ー はDPI日 本 会議 、全 国 自立 生活 セ ンター 協議 会 、

全 日本 ろ うあ連盟 、 日本 障害者 協 議 会 、全 国脊 髄 損傷 者 連合 会 、 日本 盲 人連 合会 、全 日

本 手 をっ な ぐ育成 会 、 日本 身 体 障害者 団体連 合 会 の8団 体 の代 表者 で あ る。

121)支 援 費 制 度 にお い て 、施 設 サー ビス給 付 は 、施設 訓練 等支 援 費 、居 宅 サ ー ビス給 付

は 、居 宅 サー ビス支 援 費 と名 づ け られ 、サ ー ビス ご との予算 は、措 置 制度 の費 目をそ の

ま ま踏 襲 して い た。 この制 度 上 の 蝦 疵 の た め、 同 じ居 宅 サ ー ビス支 援 費 で あ りな が ら、

予算 に余裕 の あ るデ イ サー ビス か ら予算 が 大 幅 に足 りない ホー ムヘ ル プ サー ビスへ の

融通 が 出来 なか っ たの で あ る。

122)厚 生 労 働 省 「障 害 者(児)に 関 す る地 域 生 活 支 援 の 在 り方 検 討 会 」 議 事 録 な ど を 参

照 の こ と。http:〃www.mhlw.go.jp!shingi1

123)毎 日新 聞2003年2月1日 付 、「介 護 保 険見 直 し 障 害者 へ の 給付 拡 大 、徴 収 年 齢

引 き上 げ焦点 に」や2003年2月15日 の滋 賀 ア メニ テ ィフォ ラー ムにお け る岩 手 県 ・宮

城 県 ・千葉 県 ・滋 賀 県 ・三 重 県 ・鳥 取 県 ・熊本 県 知事 共 同ア ピール 「障 害者 福祉 に対 す

る共 同ア ピー ル 障害者 福 祉 は介 護保 険で 」。

・24)DPI日 本 会 議 、全 国 自立生 活 セ ン ター協 議 会 、全 日本 ろ うあ連 盟 、 日本 障害 者 協議

会 、全 国脊 髄 損傷 者 連合 会 、 日本 盲 人連 合 会 、全 日本 手 をつ な ぐ育成 会 、 日本 身体 障 害

者 団体 連合 会 の8団 体 で あ る。

・25)岡 部 耕 典 『障 害 者 自 立 支 援 法 とケ ア の 自律 』 明 石 書 店 、2006年 、p.20。

126)2004年4 .月30日 に 中野サ ンプ ラザ で行 わ れ た"介 護保 険 と"障 害保 健 福祉 施 策"の

関係 を考 え る4・30公 開対 話集 会 で の発 言 。筆 者 も 当 日は参加 者 と して 会場 にい た。

127)市 町 村 民 税 課 税 世 帯 は37 ,200円 、 市 町 村 民 税 非 課 税 世 帯 は24,600円 と15,000円

に 月 額 上 限 額 が 設 定 され て い る。

128)毎 日 新 聞2007年11
.月21日 付 。

129)朝 日 新 聞2007年11 .月28日 付 。

13°)日 本 経 済 新 聞2007年12月5日 付 。

・3・)主 催 は 、DPI日 本会 議 、 全 国 自立 生活 セ ンター協 議 会 、全 国介 護 保 障協 議 会 、全 国

公 的 介護 保 障 要求 者組 合 、 ピー プル フ ァス トジ ャパ ン、 全 国 ピア サ ポー トネ ッ トワー

ク の6団 体 で あ る。

132)プ ロ ッ プ ・ス テ ー シ ョ ン に つ い て は 、竹 中 ナ ミ 『「チ ャ レ ン ジ ド」が 社 会 を 変 え る プ

ロ ップ ・ス テ ー シ ョ ン の 挑 戦 』 筑 摩 書 房 、1998年 。 に詳 しい の で 、 参 照 の こ と。

・33)福 井 新 聞2007年7
.月28日 付 。

134)カ フ ェ ・レス トラ ン 「ほ の ぼ の 屋 」 の 取 り組 み に つ い て は 、 高 橋 清 久 ・藤 井 克 徳 編

『い らっ し ゃ い ま せ 「ほ の ぼ の 屋 」 へ 』 ク リエ イ ツ か も が わ 、2003年 。 に 詳 し い 。
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135)日 本 経 済 新 聞2007年11
.月9日 付 。

136)ソ ー シ ャ ル イ ン ク ル ー ジ ョ ン に つ い て 書 か れ た も の は 、 炭 谷 ・大 山 ・細 内 編 『ソー

シ ャ ル イ ン クル ー ジ ョン と社 会 起 業 の 役 割 一地 域 福 祉 計 画 推 進 の た め に』 ぎ ょ うせ い 、
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